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正 誤 表
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40 下 6行 30尾宋満の場合は余数 30尾未舗のi場合は全数

40 下 4行 (互)j本長〈尾叉は長) ⑨係長(尾又長〉
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普及員，漁沼町て送付した。 ζの外
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325 10月14日にお亡り， ての時の 10月14自におとり，その時の

341 3 長椅峰典 長峰i主典

341 1 8 PHはガラス電極PHメーター陀よる PHはガラス電極PHメーターによった
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した
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漁業課

1. 日本海スノレメイカ漁場調査

2. 太平洋スルメイカ漁業試験
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5 日本海底棲生物調査
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日本海スルメイカ漁場調査

担当者技師沢田兼造

十三邦昭

瑞鴎丸船長橋本留蔵

1.調査目的
本県日本海沿岸におけるスルメイカ漁況，海況との関連ならびtニ魚群の 講生態等を把握し，

漁海況予報の資料を得るとともに当該漁業経営の安定に資する。

E 調査内容
1.調査場所 本県日本海近海

2 調査期間 昭和 42年 6月8日~同年 11月29日

3. 調査項目及び方法

a.項目

漁場形成要因の究明

月別漁獲高推移

月別平均体長組成

標識放流の実施

b.方法

試験船瑞鶴丸(4 0.8トシ SD160PS)により手動式イカ約機 10台で実施

E 調査結果

瑞鶴丸による操業回数は 6月8日より 11月 29日までに 34回実施しその漁獲は尾数にして，

1 1 9. 4 7 7尾，籍数にして 1.83 6箱であった。

第 1表 月別操‘業回数並漁獲高

6月 ?月

漁獲 l 号室í~:I=霊|鰭
12 11 I 55 

操業 1箱漁獲漁獲操業 1箱漁獲漁獲操業 1 漁獲漁獲十
日数尾数函数早数日数尾数函数尾数回数尾覇函数尾数

ケ lケ
5 I 50 I 71 ゑ515I 2 I 45 I 117 I 5.670 I 341脳 119.477



第 1表によれば 6月は出漁回数がもっとも多く 12回出漁し，漁獲高も 804箱(65，672尾)

となっている。 7月も 6月同様凪にめぐまれて，出漁回数は 11回であったが，漁獲高において

は4月の 50.6%程度に終った。 6月中は平均 1箱 75尾入であった民，.7月に入ってから 1箱

5 5 尾と大型化している。 8 月は 5 回より操業しておらず，漁獲高~ 5'5尾入 1・94箱(10.330
尾)で出漁回数の少ない割合に漁獲高は多かった。?月に入って時化続きと上架修理のため 1回

より出漁しておらず，その漁麓も 1箱 50尾入 20箱を水錫げしたに止まった。 10月に入り時

化続きと，海洋観測の実施も加わって出漁回数は 5回よりなく漁獲は 50尾入 71箱にとどまっ

ている。 11月は下旬に 2回出漁しただけであるが，業者船による昼前でスルメイカが多獲され

たことが注目された。 に p 

第 2 表 月別，平均体長組成

6月 7月 8月 ?月 1 0月 1 そ月 ι 仁

下

C錦

玉.68

第 2 表からみて 6 月~ 1 1月末までの月別，句別体長組成を比較すると月ごとに逐次伸びてを

り特に 6月上旬より 7月上旬では 3.5cm以上の伸びを示しておる。

1. 漁況。

日本海沿岸において漁獲されるスルメイカは，山陰漁場における 1部産卵群を除き，その大 F

部分は冬生れと考えられる。新らしい添加群であるが，これらの発生量ならびに稚魚量の把握

については不明の点が多いが，本県沿岸で定置網に入網されるのは，例年5月始めからで，ホデ

年は 5月5白から姿を見せ昨年より 5日ほど遅いようである。

この仔イカは体長 5~6cmであるが， 6 月上旬~中旬には大体 1 日~ 1 5cmのものに変ってい

る。 1本約の初漁は例年5月末になっているが本年は5月 16日に小泊船によって行われた。

魚体は 14 ~ 1 5cm級の小型のものすあるが 1 隻当り 100~200 箱の好漁であった。

7月から 9月にかけて日本海には冬生れと恩われる小型未成熟群の来揖量が例年より少なく，

秋生まれと思われる大型未成熟群の来躍はほ Y例年並みであったと考えられる。日

1 0 月~ 1 2月の日本海沿岸におけるスルメイカ漁は毎年本県沿岸と西部の隠岐~山陰沿岸の

海域が中心漁場となり，漁獲の対象となるイカ群は北部では太平洋側からと北海道北部日本海

およびオホーツク海側からの移動群によって構成され，西部では主として，日本海の沖合群と

北海道臼本海沿岸からの南下鮮によって構成されるものとみられる。

2. 海況

対馬暖流域の表面水温は 6月上旬で平年よりも 2じ程度高めであったが， 5 0 m層水温は平

年よりも低めであった。

1 0 月~ 1 2 月における日本海の(表面~5. 0 m層)水温は， 9)jまでの 5ク月間では，全般

的に対馬暖流域で平年なみか平年よりもわずか高めに経過した。

-2ー
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13 Om"， 1 60皿の瀬のある個所(5 0 m水温でもって 11 c-1 3 'u )で好漁を示した。

3. 標識放流

標識放流結果から謀議況を推察すると， ~l:上群を対象に， 1. 0 0 0尾放流を行った， うち再摘

されたのは 10尾で，再捕場所は津軽海峡附近で再摘されたものが大出分であったが，経過日

数は皐いもので 10日おそいもので 2ヶ月と 16日であった。様識放流月日は 6月 11日300

尾6月 12，日 5日日尾 6月 13日200尾であるが特に 8月25日に岩手県大釜沖で 1尾再捕

されているのが注臼された。

H 考察
今後の日本海の調査事項として本県沿岸に来激する北上群，南下群の補給群の究明の外，漁場

形成要因として.海況，条件，海底，地形の条件，餌付から見たプラクトンの究明を図らなけれ

ばならないと考えられる。

-，-3ー



第 5表 日本海スルメイカ体長組以図表
30 

円尾 5 jJ 2 4日
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6月21日
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8月26日
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第 4表 瑞鴎丸スノレメイカ漁業調査試験表

6月12日

" 
6月12日

8台

6月13El 

i権現愉 1-10H128ρ 手動式
6)i 13日 20fl12.70 11 

B台

6月14日! I 50" 11.4 fI i 

H |権現崎 110H172rr 子動式
6月15日 2日1117.0 fI 

8台

1175o5，r F11.7H 
11.3 11 

|権拐崎 iJEと16.85片手動式
6fi 16臼 20fI 13.5 

8台
6)j17E.ll I 50 fI 1 0.90 fI I 

m 

15 

血

15 

漁獲高!件、場!襟識 i

い時間1人当り I 1 漁後 数二寸~ I~.~~ 1__'~_'/rr~ I 
i漁獲尾数|水深|放 流

(100尾入 10箱)

1，00 0 ~ 

( 80尾入 10箱)

800尾

(80尾入 1I 0箱)

8，800尾

( 7日!老人 56箱)

4，262尾

(70尾入 134箱)

日 80尾|

1 0尾 (151

-1 1-300 

ID 

20尾 118 0 1 3.0 0尾

m 
1 30尾 1138 

ID 

53尾 1 30 

1 1 0尾 115 ~ 

イー 301--

-800 

500尾

i.881 

--900 

イ.901

- 1，000 

200 t毛

8即 I (75彪入 13C箱)
り 50尾

-7-



操業 i操業 i漁 場|使用!漁獲!漁 獲 高|漁場
「 寸 4世間"" .1 ~虫れ

|年月 i位置水 温|漁具|水深|漁獲尾数 ik岩尾数 1水深
E 日 110m18.4 "C I 
42年 i権現崎三0;-亙亙::J手動式
6月20S I I2011 14.0 111 I m 
62}1日 INW  1 l'時詩才一千1 8台 I25 

( 75尾入 18栂

1，350尾 150尾 180m 

，=~~~-=+一一一巳一 .で会+=_~一一
I Om 18.6 '01 

権現崎 L10;-豆童三1手動式 I. I ( 7日尾入 20栂11 

6月 22日 N/W 1 2' I 3011 11.60 11 I 9台 1201 1;400尾 50尾 I26 Oin 

! ! .. Om 18.6τ}!ι! I 

!権現崎「寸前花:9111手動式 1 I ( 65尾入 61鋤
6月23日:I 仁亙互T~互二日 • 1 m 1 
- Iwメ"N' 1 2' I 30 11 12. 0 "1 9台 I20 I 3，965尾 50尾 1130m
6月24日

L~--J 
1 Om19.1 '0 

11 権現崎 EZEE弓手動式 I I( 65尾入 2箱)
6月25S I NNW 9' C~!日詮110台 12~1 160尾 7尾 111 Om 

I 75111乱2

Om 19.5 '0 I 
権現崎 r而万19.45"-1手動式

6月27臼 1 i2o-;;五ア"1
~lw/svト1EFmつ110台 I1W 

11 ( 70尾入 99籍〉

6，730尾 67尾 130m 
6月2 日 1 I 5011 11.5 11 

ドー--• I . 110~諸十す
11 1 権現崎仁豆三豆Z二~手動式 1 m 1 ( 65尾入 91箱)
6月 28日 i は巴旦~I 1151  
プ IWNW 14' L201111.3 111 1 0台 I"":'m I 5，925尾
6月29S I 15.01111.0 "1 113 

86尾 I150m 

1 1 Om 18.2 '0 I I 
11 1権現崎I_旦と笠:三三J手動式 Im 1 ( 55尾入 135栂
7月刊日 I 1 LJ_Q乙15.4.-"-1 い5
....， IWすN 1 2' U~旦乙工5.0_~ 1 0台 1""":n 6，4.25尾 83尾 I150m 
7 }111日 I ~ 1 501112.2 パ I2日

11 I 権現崎L1_~2:.!ヱJ手動式 1 m 1 ( 50尾入 40桶)
7月 11日 I L.go 11 18.7 ~ 1 25 
....， Iw.メN 1 2' I 30" 11低 7 " I 1 日台 I :"'m 2，000尾 30尾 160m 
7月 12日

-8-



42年 権現崎 ff 手動式 ( 55尾入235鵡
7月 12日 m 

1 0台 15 .12.925尾 21 5尾 I 1 8日丘、
7月 13日

11 ( 55尾入 50箱)
7月 13日 m 

15 2，7 50尾、
7月 14日

11 

7月 18日 ιV"  I T.() 

WNW，パ4.5' 30" 18.9 11 1 0台 2.640尾 26尾 I180m 
7月 19日 501118.4 1/ 

751114.8 11 

---=-=コZ士写E lpO 1/ ..12，.Q__!~ τ=町潟=金==ヨ~-=-=

Om 21.8 "c 
( 55尾入 10箱)

7月刊日 201119.7 11 m 
-:v I W 11.5' I 301118.4 11 ?台 20 550尾| 11尾 I1ι口m
7月 20日 501113.9 

751111.9 11 

権 問帯F動式l丁
7月初日 IWNW/ 14' r30---;;20.5 ~ 8台 30尾 i 5尾 I230m 

11 

( 50尾入 10箱)" 
7月 21日 ?合 I3~ 500尾 1 0尾 I130m 

7 fl24 B I NW ?台 12~ 

( 60尾入 2箱)

1 20尾 6尾 I180m 

" 権現崎 (手口尾入 30箱〉
日

臼
4

5

 

ハ4

の
L

H
n
p

同べ

7r

ヲ，，

?合 I3~ 37尾 I150m 

一?ー



操 業 操 業 漁 場 使用 l漁聾1 漁 聾 高 漁場

漁具水深 漁獲尾数
1時間T人当り

年 月 位 置 水 温 漁獲尾数 水深

42年 権現崎 -1E0主w主2主4.E6ユf之F 手動式 ( 55尾入 70箱)

7月 25日
552000mMFF211D86...5qDM W H 2m 5 ~ w 12' 8台 3.8.50尾 55尾 120m 

7月26日
751112.7 11 
100 11 11. 9 1/ 

一一 一 一一一一 一Om24.9 V 
(. 55尾入 26箱)1/ 権 現崎 101/25.3 1/ 手動式

201/23.2 1/ ι4台 m 
8月?日 W/N 10.5' 301121.4 1I 20 1.430尾 35尾 140m 

5750wH2160..60H H 
1本約
6名

1001113.5 1/ 

一
1/ 権現崎

|110DmH2266..500C H 
手動式 (.55尾入 134箱)

20" 22.7 " m 
8月 17日 WNW 16' 

5500Hw1151..82H H 
9台 15 7.370尾 1 47.尾 1 3白血

751/ 8.0 1/ 

宇=
10011 6.6 1/ 

日温2266..565CCm 

" 権現崎 10 1/ 手動式 ( 45尾入 34籍)

25C0mM2241.，7180rH r m 
8月 25日 WNW 15' 1 0台 20 1，530尾 25尾 190m 

50" 16.5 ;1 

17050 HH1151..50H M 

日m24.7 V 
( 50尾入 20箱)11 権現崎 101124.8 " 手動式

201124.6 11 皿

?月 5日 NW/市 17' . 30 11 24.5-'-，- ?台 20 1.000尾 20尾 150m 
501118.2 " 
75 ，，-14:4f; 

100ρ 11.7 11 

Fjh207℃ 11 権現崎 。1120.7 11 手動式
1臼月 6日 01/20.6 " m 
~ WNW15.5' 301/20.5 11 1 0台 25 50尾 8尾 150m 
1 0 J~ 7臼 501118.2 11 

7511 15.1 1/ 
1001/11.7 1/ 
Om 19.5 '0 

( 50尾入 34箱)1/ 権 現崎

5125600 02mwZ7111199aE524FM M M M 

手劫式
10月 9EJ m 
~ W 11' ?台 20 1.700尾 20尾 14um 
10月 10日

75，， 12.6 " 
， 

一 一一
置日差0"19最出5昔子1 11 権現崎 勤式

尾L10月 18日 W/H 20' 。台 口尾

751116.0 11 

10日1114..~ '1/ 

- 10ー



" 

10月30日 IW

11 

11月28日

" 
11月 29日

?台I2~ 

m 
25 

?台 I3~ 

- 1 1ー

765尾

一一一
( 50尾入 20絡)

1，00 0尾 1 0 0尾 I1 (:， 6::1 

( 45尾入守口箱)

4，455尾 1 1 1尾 I130m 

( 45尾入 27箱)

1，215尾 1 20尾 j140m 



昭和 42年度瑞鴎丸スノレメイカ漁場図第 1図
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第 2図 S 4 2年 スルメイカ標識放流ならびに再捕図

@ 放流場所

/ 

Q 
瑞鴎丸北上群を対象 6月 11日-3 00尾

6月 12日-500"

6月13日-2日o" 

再捕 10尾

1 : 1. 5 0 O. 0 0 0 

- 14ー
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昭和 42年度目本海

年月 日
42年 42年 42年 42年 42年 42年 42年 42年
6月 8日 6月11臼 6月12日 6月13日 6月15日 6月16日 6月20日 6月22日

ヤ一一一一一一--'，-一一一 ト一一一一 ト一一

航海次数 第 1次 第 2次 第 5次 第 4次 第 5次 第 6次 第 7次 第 8次

位
400 27' 41 0 09' 41 0 07' 41 0 06' 41 " 10' 41008' 41 004' 41 003' N 
4002404' ' 144ijL 14401000 0q' 41 0 10' 41 012' 41 0 10' 49 006' 

置
139ー 140000' 139 058' 139058' 140 0 02' 140 001' B I ~ 39 " 38' 140000' 140002' 140003' 1400 00' 140 0 00' 14日。 00'

トーー一」ー由酢占 一 トーー

時 開 始 1 8.h 4 5m 19_25 1 8.1 0 1 8.00 18.50 19.30 18.50 1 a_日日
-ーーー.-幽---回目ーーーーー『ー『ドトー一一ー一一 トー一一ー一一ーー

間 終 了 03.1 0 01.30 01.20 02.3日 02.30 02.30 02.30 23.40 

水 深 150m 180m 138m 130m 15日m 320m 180m 260m 

天 候
。 。 c B r、、J B B 

気 単一一

風向・風力 W2 W2 W3 WSW4 NW2 WSW2 N1 

ト一一ー一一一一一一ー

気 温 14.80 1 4。 1 1. 20 1 6.80 16.2 1 6.00 18.6コ

ト一一一一一一

波 浪 2 2 3 2 5 2 2 2 

うね り 5 5 5 5 4 2 2 2 

象 ト一一一一一 一一一一世 トー一一一一一

流向速 SSW N N N N NW N w 

o m I 1 16.400 17.0.0 18.4'0 18.6'0 

水 101/ 116.55 I 1 6_ 1 

トー一一一一

16.3 1 7.8 1 7.2 i 1 6.8 6 1 8.4 5 1 3.35 
一一一 一一一ト一一一一一ト

2011 15.4日 1 2.75 1 2.4 1 2.7 0 17.0 1 4.0 13.守口

301/ 13.5 1 1.8 1 1. 60 1 1.5 0 13.5 12.2 12.5 11.6 0 

一一 ト一一ー一一ー

5011 1 1.65 1 1.8 1 1. 60 11.40 1 1. 7 10_ 90 1 1.8 1 1.40 

75 11 1 1.6 0 1 1.35 ヲ.8 1 0.4 1 1.3 1 0.7 0 1 1. 6 1 0_65 

一一一一一 一 一一一

1001/ 1 0.5 1 1 0.30 9.2 9.65 1 1. 0 I 0.00 1 0.9 1 0，00 

ヲ日二」
一 一一一

温 9.5 9.20 

一
8.20 

一

漁獲尾数 1，000尾
8 92 00 尾尾Ii 81 88 00 0a 尾尾

4，262尾 9，380尾 9.7 50尾 1，35口尾 1，400尾

一一一一一一 一一一 ド一一一ー一

1人 1時間当り 1 0尾 400尾 る57尾 1，200尾 15日尾 50)i毛
ー幅一一一一 一一一一

平均体長 1 7.5 ClIl 19.0 ClIt 1 9.5 C711 20.0 Cllt 1 9.5 Cll1 1 8.6 C甜 19.9 C摘 1 9.2 Cllt 

平 均体重 134g 157，9 
」←
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スルメイカ漁場調査
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昭和 42年度日本海

年月 日
42年 42年 42年 42年 42年 |42年 42年 42年
7月20日 7月21日 7月24日 7月248I 7月25白 7月26日 8月 9日 8月17臼

一
航海次数 第 19次 第 20次 第 21次 第 21次 第 22次 第 23次 第 24次 第 25次

位 N '41011' 
41 005' 41 004' 41 006' 

41 007' 
41 0 07' 

41・11':; ~ 0 ~7( I 40 0 49' i ~.~ 0 ~~， 41 c 07' 4101(}' 
一一一
置 E 139 058' 140 c. 0ぴ。 l'

140 "、 O3'1140 v 0 
14.0 002' 
~ 4~ 0 ~5' 1139 0 55' 

時開 始 18.00 1 9.3 0 I 1 9.1 0 1 9.00. I 1 9.00 

ー一一-一一 一一

~l竺一了 21.00 0210i2150 2 3.5 0 ! 2 4.1 0 

水深 230m 140ml 140m 120ml 19白血
づ語

気 iトI天気一一向一・一風一力温候一
R C I CF 。 。

い一一一一一一一一
NE1 NE2 I NE3 WSW I SW2 

21.70 23.00 I 22.4" 24.40 125.20 

波浪 1 I 2 3 I 2 

一一一トー一一ーー一一
うねり 2 2 I 2 3 I 3 

象ト一一一一
流向速 NNE NNE 

Om 21.8'0 24.5'0 25.アC 23.91) 23.91) 24.90C 26.0'0 

水 1 0" 2 1.9 23.0 25.8 24.6 23.8 25.3 26.3 

20" 21.3 20.6 22.4 20.5 20.4 23.2 22:7 

30" 20.5 19.5 20.5 1 8.9 1 7.4 21.4 18.7 

50" 1 7.8 1 4.7 18.4 1 6.0 15.5 20.0 13.7 
トーー

75" 1 1. 7 1 1. 6 1 5.7 1 2.7 1 3.6 16.6 1 3.8 

1 0 0 " 1 1.3 10.9 1 3.9 11.9 12.5 13.5 1 1. 2 
一司

温 150" 10.0 1 0.3 8.0 

一一 一 d 

200" 9.0 6.6 
F午立主=一一=--=戸官士官一=

漁麓尾数 30尾 1 20尾 1.430尾 7.370尾

一一-一一一一一 トー一ーー一一一一ー
1人 1時間当り 5尾 17尾 6尾 35尾 145尾

同一

平均体長 十三0.4帥 21.04Cm 19.94C錫

一 一
平均体重
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スルメイカ漁場調資

130ml 150ml 150m 

。一
4
一
w

円

U B 

1 9.2 

1 8.4 

1 5.7 

19.3 

19.5 

1 4.5 

1 4.5 

14.宇

1 8.7 5 I 1 3.0 I 1 3.0 
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イカ漁業試験

昭

秋

和

邦

光

英

三

羽

井
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一
回
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師

11 

技

太平洋スルメ

東奥丸船長

調査目的

本県太平洋岸に来排するスルメイカの来湯状況を把握するため，漁獲試験を行うと共に標識放

流による魚群の移動状況並びに生態調査を実施し，当業船の経営安定に資する。

E 調査内容
イ.場所 木県太平洋沖合

ロ.期間 昭和 42年 6月~同年 11月

ハ.調査項目及び方法

試験船東奥丸により連結式 1本的(手動 10台)漁具を用い漁獲試験，標識放流，魚体調査.

を実施した。

調査結果

試験船東奥丸は 6月 14日より本漁業に従事した。この頃はすでに八戸近海には来携がみえ始

めており，所期の目的とした漁期前調査には間に合わなかった。しかし，試験船が従事し始めた

頃より魚群の来湯が活液化し，特に 7月 14日には八戸港では空前の 3，1 7 2トンの水場があっ

た。以後 8月 10日まで水錫制限が報けられるほどの好漁が続き，試験船東奥丸も鮫角ENE20

浬を中心とした漁場で 6舟 15日より 7)j 1 6日まで出漁毎に 1-2トンと最近にない漁をあげ

た。 7月 10日-8月 10日までは漫霧及びレーダー取付のため調査を中止し，以後，民間鉛共

々出漁したが漁が悪く. 9月には完全な漁切れとなったo 9月末までの八戸港における夏イカ漁

は35， 0 6 7トンで，昭和35年に次ぐ好漁であった。一方，試験船東奥丸も?月末まで 1，376

籍と例年の約5倍を水揚している。秋イカは 10月上，中旬共漁切れが形成されたが，下旬より

にわかに南下群の来排がうかがわれ，例年より約 10日早く盛漁期ピ突入し， 1 1月中旬まで好

漁が続いた。しかし，漁況は長く続かず，以後 12月上旬に一時好漁があっただけで漸次低下し，

例年より早日に終漁の様相を示した。終漁は 1月8日で，秋イカの漁獲量は 29， 1 5 5トシで，

平年を若干上廻ったが，単位当り漁援量は逆に平年を若干下廻った。一方，試験船東奥丸による

秋イカ漁は 11 }j一杯で終了したがし口 10箱と例年を上廻る水揚があった。又，夏イカ，秋イ

カの試験船の調査結果をふりかえってみると，漁場水温においては初漁期の 6月は半年より 2"C， 

昨年より 2-3"()高かった

北上期jにおける漁場水温は表面では 13 - 1 6 "C， 1 0 0 m層では 10-15'0が良好であった。

魚体は初期においては例年より 3Cl11程大きく，日本海側と余り変らなかった。又，本年はミズク

ラゲの遊泳が特に多かったようである。底質の岩盤地帯が良好で，全般に日中は般につく傾向が

強く，夏イカは遊泳層も浅く. 1 0 0 m以浅に多くみられた。叉，例年と異なり夜半から明け方

に漁があった。潮流は南湖がよいようであるo一方，財下期の秋イカの漁場水温は表面で 13，.." 

1 6 "C， 1 0 0 m層で 1日-t5"()が良好であった。遊泳層は亙イカよりは浜く，日暮れに良い

漁がみられ，潮流は~t潮がよいようである。なお，標識放流の再捕結果では北上期の 6-8 ]jに

E 
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かけて八戸沖に 1-2ヶ月近く滞留Lているもの及び2ヶ月近く経過して岩手県尾崎に再摘され

ていることと，道東沖に 1尾の再摘もなかったことである。又，南下期においては八戸沖で 10 

月上旬放流したものは 1ヶ月位滞留しているものと 1ケ尽位で白糠沖に北上しているものがある

が，本年は岩手県に南下したものが圧倒的に多く，大体 1-2ヶ月位経過して再補されているよ

うである。なお，北上，南下のイカの再捕率は共に1.1%であった。

IV 考案
南下期における漁場水温が例年より高かったにもか』わらず，南下が早かったととは，水温以

外の原因があったものと考えられ，イカ自体の成熟等との関連性を追求することが必要である。

又，標識放流結果では北上期に八戸沿岸で放流したイカが道東j中で 1尾の再捕もなかったが，過

去においても当場で実施したものではみられておらず，成魚(診lの対象となる大きさのもの)に

ついては，八戸沖沿岸と道東沖との関連は極めて薄いものと考えられる。又，南下ー期において木

年は岩手県で再捕されたものが多いが，過去の標識放流再捕結果では，八戸~泊，津軽海峡に北

上した例が多く，海況によるものか，年により異なるようで，今後この問題も究明しなければな

らない。更に日本海側においては，北海道日本海側からの南下群と津軽海峡からの南卜群との比

率の問題，また春期における稚仔の移動状況等，まだ幾多の問題を残しており，これを解明する

ための研究と調査研究体制の整備が望まれる。
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第 1表昭和 42年度 東奥丸によるスルメイカ標識放流再捕結果

放流|放流|放流

月 EJI位置|尾数
再 f点

再捕
|再1rli率

尾数

二五五下iFi-訂7F引っ訂叩
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第 2表昭和 42年度 スルメイカ漁業試験(東奥丸)

年月 日 る.14 6.1 4 6.1 5 6.1 5 6.18 6.1 9 6.20 6.20 

航海次数 2 2 5 4 5 5 ;r---N---
鮫角 " " " f/ f/ " " 

量 E E 2 0.5' E/N 185' NE2日f ENE 2Q5' NNE 19' ENE 1 9' ENE 2 0' EN E 1 9' 

一
時 開 始 fι-32 18-55 17-35 19-22 1 7-20 18-15 18-50 C 0-30 

間 終 了 17-38 1 9-30 18-50 02一日日 24-00 03-30 24-00 03-3日
{一

水 深 205 1 85 1 70 1 65 1 3日 1 40 

天 候 。汁 c BC F H 。 BC 

気
風向・風力 B 1 ! SW 1 S 1 SE2 SE1 S 1 

気 温 1 5 
ト一一一 トー

気 圧 1 0 1 1 1 0 1 2 1 007 1 0 1日.5

ト

波 浪 。 。 1 

象ト一一一一一

流向速

Om 14.6 1 4.4 1 5.7 1 5.8 1 4.6 13.0 1 3.8 1 3.6 

1 0" 1 3.23 1 3.1 8 13.99 13.72 1 4.50 1 1. 82 1 3.1 8 

水 トー ーート一一一一一ー

201.' 1 1. 79 1 1.62 1 3.1 0 1 2.20 1 3.32 1日.54 1 2.79 
トー

30" 1 1.1 8 1 0.51 1 1. 4 5 1 1.6 1 1 3.1 5 1 1.5 1 1 2.1 7 

50" 1 0.45 9.49 1 1. 3 1 1 1.03 1 1. 6 0 1 1.3 2 1 1. 7 2 

75" 9.84 8.98 1 0.82 1 0.7 2 10.21 10.89 1 1. 56 

温
1 0 0 " 9.62 8.70 1 O.守口 1 0.4 1 9.82 10.58 1 1.口 8

1 5 0 " 8ヲ7 8.22 I 9.08 
L_9.41H  

ト一一 一
漁 街 数 日 o I 0 97 

!ι汁 223 
ト一一一

猿 尾 数 。 。 。8，730 1 26 I 1守.d9 20，白 70
ト一一ー ーーー 一 ト一一一一一

トー一

クラゲの 様議放流 附近操業

i椅 主主 f/ " 1000逗
砕泳多し )#..-1)":が大 船 8隻

- 28ー
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年月 日 7.1 6 8.1 1 8.1 2 8.1 8 8.1 9 8.20 8.21 
ヤ一一一一一一 一

+~ 
航海次数 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 

一

鮫角 大間崎 鮫角 /1 11 

一一一ト←一一一

吋E18' SEA8' N 28' ENE18' Tお-11:19' N-W25FiN-W2?' 

ドーー

1 8-50 18-25 17-30 16-40 16~50 

トー

24-00 21-20 日1-45 22-40 01-25 

ヤ一一一ー一一一一一ト一一一一一一 ト守

水 深 1 7 0 70 80 1 35 1 30 98 

;E 候
F 。 R B 。 B 

風向・風力 8E1 W 3 E 1 SW1 SE2 NW2 

気 温 2 1 24 2 1 21 1 9 22 1守

気 圧 1 006 1 005 1 007 1 01 5 1101911015 1 0 1 6 
象 ト

波 浪 1 2 2 5 

流向速
ト一一一 一一一一ト一一一一一 トー一一一一 ヤ一一

o m 1 8.2 1 7.9 2 1.日 22.50 21.80 2 1. 9日 21.9日
ト一一一一→

1 0 11 1 7.40 20.22 20.47 20.4日 21.20 20.40 
水 トー

2 0 11 16.82 1 8.9 1 19.92 1 8.30 19.60 20.00 

3 0 11 1 4.95 1 7.49 1 7.5 1 17.5日 1 8.60 1 9.50 
ト一一一一一一←一一トー

50 /1 1 3.82 1 6.1 8 I 1. 08 1 6.40 1 7.20 1 7.60 

7も /1 1 5.79 7.8 1 1 4.30 1 5.7 0 1 3.80 
温 ト一一一一一“一一

1 0 0 11 5.8 1 10.70 1 4.20 

150 11 

7トトーートーー 一一一←一一

漁箱 数 61 98 
一一一一一一

ト一し一一2一6一一0ー 4.785 
強i里数 ろ唱。 50 1 2 5.390 25 

ト一一一一一一

儲 考

....____ ーー一一一 _l_ 
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20.28 1 7.1 8 

1 8.93 1 6.7 3 

トコヲ 20I 19.7 0 2 1.3 1 

111122910645川0811 205012t70 二竺?に35 1 9.04 18.20i20.5日
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年月 日 9.27 11 9.28 10.3 11 1 0.4 

航海次数 27 11 28 30 30 3 1 

ー一一一， 

位 N 鮫角 11 11 11 11 11 

一一一一 一

置 E EN'E20.5' E';'S 19.5' 
2 

E 1 9' N';'W23.5' 
2 

E/S 1 9' E/N 2 0' E/N20.5' 

平山
20-55 1 7-20 17-35 17-00 1 9-35 17-40 

-40 23-15 19-45 22-45 18-00 口口一45 02-20 

45 1 45 80 1 45 145 165 

気|「ll風天一気一向ー一一磁一温候力一 C 

。 B BC ち0 B 
(一

E 1 SSE3 NW2 日 !I SE1 

一
1 6.5 16.5 1 4.0 1 4.5 1 6.日

気 圧 1 026 1 0 27 1 022 1日24 1 (i 22 
?一日ー一ーーーーー←ー 一 一

波 浪 円u 1 3 2 1 
1 o 3 1. 3 

象
流向速

。m 20.2 2 0.2 21.0 19.20 18.60 20.5 19.4口 i

ト一一--一一一一
1011  1 8.60 1 9.40 20.1 0 1 8.30 17.60 19.50 1 8.4 0 I 

水一一一 ヤーーーーー『ーーーーーーー一ト一一一 一 一
2 0 11 1 8.7 5 1 9.4日 1 9.35 1 8.25 1 7.30 19.50 1 8.45 I 

3011  18.30 19.35 18.60 1 8.1 0 16.3日 19.23 1 8.3 1 I 

5 0 /1 18.0 0 1 7.65 17.20 1 7.99 1 4.83 1 5.20 1 5.30 I 

75" 1 5.55 14.29 1 4.85 1 7.9口 1 3.73 1 4.42 13.34 1 

温
1 2.60 I 1 0 0 ，，- 13.11 0 1 2.32 1 4.30 1 5.00 

M 

漁 害届 数 4 204 

獲 尾 数 1 80 25 238 9.230 1 5 I 

標識放流 11 

11議 考
500属
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1 0.9 1 O. 1 1 1 O. 1 8 1 O. 2日 -42 一 一一一 ト一一一ー一時一
32 33 34 35 五ι 37 1 38 39 

" " " " " " " " " 

NE/N 17' ENE20' NtW25' N 19' N 2 2' N 2 2' NNE17.5' NE/N18' N 2 4' 

17-50 17-40 17-50 17-30 17-05 18-00 17-05 20-25 17~05 

20-10 23-45 23-3日 23-50 00-35 00-02 20-40 00-15 。0-20
. 

1 30 280 145 130 130 95 1 (> C 185 

B BC B BC 。 G c B 0 R 

NNW3 ESE4 E 2 NW3 E 1 W 3 NE 1 NW2 SSE4 

1 4 1 7 15 14.5 9.0 1 1. 0 

1024 1 025 1025 1 020 1022 1 025 1 027 1029 1019 

2 5 2 2 o 1 2 2 1 4 5 

r 

S S E 0.3 

一
19.1 0 18.9日 19.30 1 7.7日 1 7.50 1 7.4 1 7.0 17.8 1 6.5 

18.22 17.99 1 8.47 1 7.08 1 6.89 16.60 1 5.60 16.85 15.7日

一一-一 一 ト-- 白一

1 8.2 1 17.97 18.20 1 7.1 2 16.81 16.60 16.20 1 6.90 15.83 

18.21 17.89 1 8.1 5 1 7.00 16.81 16.65 16.20 16.90 

18.09 17.7 9 18.09 15.92 16.80 1 6.60 1 6.3 1 16.7日 15.83 I 

17.92 1 7.61 17.59 1 5.45 1 6.7 2 1 6.00 16.00 1 4.50 15.83 I 

17.22 15.05 16.90 16.63 15.65 1 4.30 15.80 I 

1 1.7 8 14.45 11. 90 
一一ト一一一一

54 152 28 20 5 108 I 
一 一一一 一20尾 1 0 20 2430 6.840 1.260 900 138 5.400 

ャーーーー

一一
標識放流

300尾
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年月日 γ鉱寸↓72  1jJ117  一一一
航海次数

位 N

N 19浬 N2唱川円島 17'IN22浬置 E

トー一一

16ー45116-55116-30117-30時開 始

間 終 了 00-35 i 00-48 22一日。 122-30

水 深 8日 125 1 00 90 

天 候 B 。 。 C 

気
風向風力 NNW3 N 1 SE2 NW2 

気 温 8 i 1 

気 圧

1B5cftPJ  波 浪 2 

象
流向速

o m 16.8 16.8 1 5.80 1 3.1口

10" 1 5.95 1 5.8口 1 5.3 1 12.7 0 

水 ト一一一一一

20" 1 5.85 1 5.80 1 5.39 1 3.08 

5日11 15.85 1 5.90 1 5.4 5 1 3.1 (1 

501/ 1 5.80 1 5.80 15.32 1 3.1 0 

7 も" 1 5.75 1 5.80 1 4.82 1 3.1 0 

一一

一一一一

一一
4 0 I 45 

一一

;L 
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中部沿海州底曳漁場調査

担当者主任研究員豊川 毅

技 師沢田兼造

I 調査目的
本県沖合の機船底びき網漁業は，年々その底簿資源減少により経営が不安定となっているωで，
新漁場の嗣発とその合理的な利用によって同漁業の発展を図ろうとするものである。

E 調査内容
1. 調査漁場

北線 440_460，東経 136 0_  1 38 0 の各経緯度線によって閉まれた海域のうち，シ速領

海(1 2樫〉を除く海域であって水深 50 0 mまでの海域

2. 期間

昭和 42年 11月 18日~周年 12月 16日

3. 調査項目および方法

調査項目

イ.魚種別分布状況

ロ.曳網可能漁場の把握

E 調査経過

方法

試験船幸洋丸(1 2 1トシ400馬力)により 1そうぴき

底びき網漁法で漁業試験をおこなう。

昭和 37年度以来実施してきた本漁場調査については，既に報告済であるが，要約すれば下記

のとおりとなる。

(1) 本漁場における主要な魚棋は，タラ，スケトクダラ，ノ、ッメ，ホッケ，ナメタガレイである。

(2) 漁場価値の高いところは，沿海州沿いの水深 200-350m，北緯 440_ 45 0にかけて存

在し，その面積は広くない。

(3) 盛漁期は，対象魚種によって異るが，概ね 12月-2月にかけて漁獲が多い。

(4) 1月は厳寒期でしばしば，結氷を見ることがあるが操業上の支障はない。しかし北西の季節

風が卓越し，海上は，大時化となることがある。

(5) 漁獲成穫から見れば昭和 37年の 1えい網当り 99 8 Kgが最高で， 3 9年に段低，その後40，

4 1年と増大し. 4 1年は 74 2 Kgであった。

これから総合すると沿海州底びき漁場は特に利用価値のi高いところとは恩われないが，今まで

の調査によればp 少数の!ぶひーさ船が盛漁期に操業するのであれば，十分採算がとれるのではない

かと思われる。このような既往の謁査結果から本年度は，漁期の拡大を 1つの目標とし，従来余

り行われなかった 11月中の試験操業を実施した。

しかし操業なかばにしてソ連警備艇により操業干渉を受け帰港するの止むなきに至り，更に 12 

月に 1航海を行ったが，これも同様ソ連警備艇の干渉を受け，操業を断念することになった。

-35-



W 調査結果
1. 第 1次航海は， 4 2年 11月 18日から 11月23日までの 6日間実施した。 18日青森港

を出港 ，海上は荒れ様様であったが一路漁場へ向け航行し，漁場到着は翌 19日午前8時で

あった。以後 19日5回， 2 1臼5回， 2 2日2回の計 10回の操業をおこなったが， 2 2日

第 1回目操業中にソ連機が，西方から飛来し 2-3回頭土点ヲ 50 0却を旋回飛去った。

その後約 1時間後Y連沿岸より警備艇と思われる船舶が近付き 2回目操業中であった本船に対

して手振りをもって帰港を指示した。との時の本船の位置はY連領沿岸より約 13浬附近であ

ったので， 1 5浬附近まで航行し，操業¢可否を問う手振りで合図したが，前の手振りと同様

帰港を指示された。

したがってこれ以上止ることは全捕等の危険もあるものと判断し同日午前 11時頃コースをSE

にとり 23日青森に帰港した。

第 2次航海は， 42年 12月 12日青森出港 14日午前 6時頃漁場到着，直ちに操業に入り，

北緯 450-19' 東経 1370 -34'の漁場において 3回操業を行ったが，漁獲皆無の状態であっ

たため漁場を南に移動すぐえく航行中，特化となり緊急入域の手続きをとって 15日?時煩北緯

440_ 42'東経 1360- 18' の指定錨地に投錨仮泊した。

仮泊中午后 2時頃及び午后 7時頃のス回にわたってソ連警備艇が近づき手振りで退去を指示し

た。

このため安全操業が確保できないものと判断して， 1 2月 16日早朝青森に向け 17日間港に

入港した。

2. 漁獲成績

第一次航海分

一時 項目 漁獲量 百分比 1えい縞当り 1藷 考

トー一一一一一一一一一一一一一一トー一 iムジナガレイ
ト一マホ一一一一ダッ 一ケラ一

1.695 ]{9 49 % 169.5 K9 
ト一一一一一一一一一一

約 1.500K9投棄1.402 4 1 1 40.2 

スケソクダラ 140 4 1 4.0 
ト一一一一ー一ー一一一
ヒ レグロ 1 60 5 16.0 

ツ メ 20 1 2.0 

計 3.4 17 1 00 341.7 
」

(第二次航海分なし)

3. 操業漁場

別紙のとおり
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日本海ます流網漁業試験

担当者技師富永武治

I 調査目的

日本海におけるマス類の資源状態を明かにするため，北西太平洋，日ソ漁業共同調査計画に従

って実施される国際生物調査に協力して，必要な資料の収集を行い，日本海産のマス類の合理的

利用を図り本漁業の適切な指導を行う。

日調査内容

1. 試験船

2. 乗組員

3. 調査期間

幸洋丸(1 2 1. 2 2 ，. D 4 0 0 P S ) 

宮崎船長以下 20名

昭和 42年 4月 1日~同年 6月8日)

4. 調査海域

5. 漁具

北部日本海海域(N 39。以北， N 430以南)

(1) マス流鰐 1 0 3反

内訳 ヲ171tJJ!( 3.0す)アνラシ 210D/ 6本 6 0日掛

9 4 " ( 3.1寸) " 
9 7 " ( 3.2寸) " 210 D/ 6-8本 11 

1 0 0 " ( 3.3寸) Fノ 210D/る本 11 

1 0 3 1/ ( 3.4寸) 1/ " " 
計

(2) マス延縄 1 1 5鉢

漁具仕様及び漁具図は別紙のとおり

ι 調査項目及び方法

1) 漁場における海洋観測

9 0 m印 1 8反

24反

" 3 1反
11 15反

!， 1 5反

1 03反

流網又は延網の操業にさきだって水温を主とした海洋観測を行う。観測層はし 2 0， 

5.0， 1 0 0， 2 0 0 mの各層

2) 流網，延縄試験操業による魚群分布調査

流総(延縄)の投網(縄)揚嗣(柑)の時刻，方向，投網(縄)および有効反(鉢)数，

魚種別，漁獲尾数を記録する。

3) 漁獲物の魚体制定および標本採取

イ.魚体部定

操業の都度漁獲物からカラフトマス 30尾，サクラマス 30 J毛(i副主が 30尾未満の場

合は余数)を無作為tこ佃!日して次の)1民序で採告発，測定および観察を行なう

④ 採鱗

⑨ 体長(ii'~又は長)制Jf単位 j 'i1lJil 

③体重 !; 1 0 !I 

④性別

⑥ 生娘操重量 測定単位 1 'J 
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@摂餌量階級 記号 1=空 2='=中 3=充満

ロ.雌雄別体長組成

操業の都度，多項目測定に用いた標本以外のカラフトマス，サクラマス各 70尾(1 00 

尾未満の場合は余数)について雌雄別体長組成をセルロイド穿孔法によって測定する。

ハ.胃および卵巣固定標本の作成

各航海毎に. 1'""'" 2回の操業を選んで多項目測定に用いた魚体番号 1，...， 1 0の胃および

その範聞内の雌のみについて卵巣を採取しホルマリン固定標本を作成する。

ニ.調査記録および標本の送付

最終航海終了後すみやかに調査記録及び鱗標本，胃および卵巣の固定標本を整理，点検 v

して日水研究所長あてに送付する。

E 調査結果
幸洋丸の 42年度目本海マス漁業試験は. 4月中旬の日本海定線海洋観測終了後 4月 17日よ

り(口?ー 4 1海区〉開始したが，以来6月8日まで本漁業試験を行ない，本年除従来流網に従

事していた当業船の殆i¥iEが延縄に切替えたため，幸洋丸も延縄船指導のため漁期後半より延縄

漁業試験に切替えた。

操業回数は流網が?回(延投網反数が 699反)延縄による操業回数は同じく?回(延使用鉢数

は673鉢)であった。

マス類の漁撞尾数は流織でし 619尾. (カラフトマス 1，57 6尾. 9 7. 3 ofa.サクラマス 43 

尾2.7 ofa )となっており，延織では 2，49 4尾(カラフトマス 2，48 7尾 99.7 ofa，サタラマス

7尾 O.3 ofa )を水揚げした。

マス流網の反当漁猿尾数は. 2.3 2尾で前年度の 1.3 9尾ι比べ 0.93尾多かった。

一方延縄による 1鉢当り約獲率(3 2本付)では 3.7尾の漁獲がみられた。

本年度の日本海における海況及び漁況の概要は次のとおりであった。

1. 海況

5月上，中旬における日本海全般の表層水温は平年並か梢低回となっている。文対馬暖流の

勢力はほ Y平年並で，入道崎以北海域での暖流域は非常に広〈沖合に延び暖流主軸は 1380 _

1390 E閣を通って北流していた。

同期における本県権現崎以南の表層水温は 8"0台であり，各局の水温は， 3 9年よりは低目で

あるが過去 5ヶ年中では最も高く，冷水担の影響が小さかったことを示している。

4M上告Jの表層水温は 5月上，中旬よりも全般的に口.5'""'"1.0"0昇温しているが，佐渡沖では

平年より梢低く，竹島周辺と能登沖で梢高く，そのほかは平年並となっている。

対馬暖流第 1分校の位置は平年より梢南に偏しており，特に第 2分枝の陶d備が著しい。此の頃

の極前線は大和雄北側とn1i!作崎iI!ii方 30浬を結んだ付近に認められた。

又本県艦作崎以雨.J)秋田県沿岸部における表胸水温は 90_ 1000で，昨年より 1-200i高討を

示し，入道崎への冷水の接岸は昨年より弱くなっていた。

5月上旬に歪り，対馬暖流接岸分校は比較的接岸北上し，その勢力も半年並とみられる。又第

2.第5分校の各沖合暖流は半今.よりも流識がや."~持偏しているが，沿岸分枝と同じく平年並

の勢力とみられ，どれら沖合桜流は佐波~I::岸及び入道~奇同#il海域でそれぞれ接岸しいづれも 4

月上旬より強勢となっている。
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一方温作崎以南の秋田県沿岸部における表層水温は 12 "0台で例年より 1-2"C高く入道崎に

接岸する冷水塊は顕著であった 010"0等温線の位置は，例年ーより稽北にあり，北緯 40c緩に

沿って入道崎に接岸し東経 1390を海峡西日に向って北進している。

6月の極前線は大和堆~津軽海峡西口を結ぶ付近に蛇行して認められ，その南側の対馬暖流の

表面水温は 5月上旬よりも全般的に 5-6"0昇温し，能登以北海域で j7 -; 2日℃台となって

いる。此のころの対馬暖流域は全般にわたつで平年よりも 1"0以上高くなっている。

2. 漁況

3月上旬当初から本県沖において小泊及び鯵ケ沢船が延縄で 1隻当り最高i~ 0 OK9程度の漁

獲をしており，一方各県流網船も佐渡~入遊間の 88，89， 98，99海区の比較的沿岸海

域において 1隻当り最高 600-700尾程度で初漁期としては比較的良好な漁獲をあげた。

4月に入り日本海全般の海況は昨年と大差なかったが，例年入道崎西沖にみられる冷水域の接

岸が弱く，比較的長期に亘って張出し越作崎西方30浬沖付近に極前線が認められたため，こ

の海域での好漁が持続し延縄の好漁場が形成された。

文5月には沖合の沿海州寄り海域で， 7-9・C台の水帯が南北に複雑に入り込み，等温帯の巾
が狭く昨年に比べて水温の変化が激しく，沖合での流網，延縄の潟、況も割合長期に好漁がみら

れた。

試験船幸洋丸による流網及び延純の漁況は次のとおりiであった。

(1) 流網漁業試験=4月 17日より 5月6日まで目。 41'-41 020' N 138 c 4 0' 以東の比

較的沿海寄りで認査したが，当業船が好漁じている割合にみるべき漁はなく流網試験期間を

通じて反当り 2.3尾程度よりあげられなかった。しかし前年度に比べると反当り 1尾程度多

くなっている。(第 1図参照)

(2) 延縄漁業試験=マス延縄漁船の急増により。 4月 25日から 200鉢でマス延縄試験を実

施した。当初流網漁場と延縄漁場の棺闘について調査を行う予定であったが，盛漁期になっ

て太平洋沖合定線海洋観測実施のためその機会を逸した。太平洋海洋観測終了後引続き延縄

漁業試験を実施し， 5月24日.......5月 26日にかけて 4101ぴ _41040'，132"5.0'，.，..13301日f

Eの沿海州海域において透明度 17米の水帯を発見しこの海域において 3日間で平均 1鉢当

り7.6尾の良好な成績を収めた。

尚本年度幸洋丸で行なった呂合別寵網状況調査及び魚体調査の結果は次のとおりである。

(第 2図参尉)

イ.百合別催槻問調査

流網による目合別反当り擢網尾数は 91耗(3.0す:)2.2 4尾，， 9A粍(3. 1す)2.3 4 
尾， 9 7粍(3. 2寸)2.6 5尾， 1 0 D粍('3.3寸)2.3 2足， 1 0 3託(3.4寸)1.95

尾で，全般に各自合共財年度より良好で，ー特に 97:i毛(3.2寸)及び 10 0粍(3.3す)

目合の網が 1.4尾-1.2尾多くなっている。、

ロ.魚体調査

魚体調査は前年同機操業の都度多項目調査 5日尾，雌雄glJパンチング調査 70 屈の鼠~定

を行なったが，流網?回f活躍宇回計 18凶の操業で，魚体制定を行なったガラフトマスの

総数及びこれに対する雌雄別比率は次のとおりであった。(第五凶:-$4凶)
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各操業毎の漁業別雌雄別比率は別閣のとおりえ三ある。

又カラフトマスの漁業別体長範囲は流網は 34縄-5 3揮で，モードは 4日報量-41l;原で，

あり，延縄では 35 t滝-5 4i婦で，モードは 44縄-45糎であった。延織の場合は流網

よりも比較的沖合操業の関係もあり流網の魚体より延縄の魚体が 4'j廻程度大きかった。

流網及び延縄による操業毎の体長組成は別図の通りである。(第5図~第 6図)

ハ.精密調査

多項目調査により採取された鱗及び腎，卵巣のホルマリン閤定標本は最低航海終了後，

R "，<:研え送付した。

W 考察
本年度日本海域におけるカラフトマスの漁況は， 日水研及び各Aく試の漁況予測をはるかに上回

る好漁を示したが，前年度において日水研は 42年の日本海系カラフトマスの豊漁傾向を予測し

その根拠として次の事をあげている。

1. ソ連沿岸の日本海系群カラフトマスがお上する河111，特にカラフト西岸と沿海州における漁

獲量が 1965年(4 0年)に急増したこと。

2. 1 9 6 1年(3 6年)発生年級以来奇数年級訴の資源唱:水準の回復のテンポは偶数年のそれ

よりも急速であったとと。

3. 1 9 6 3年(3 8年)以来奇数年豊潟、の傾向が確立してきたこと。

等の観点から 19 67年(4 2年)には 19 6 5年(4 0年)を上回る回帰量が期待できる

であろう。

本年の日本海マス漁視は，漁期↑討を通じ延縄及び流網ともに近年にない豊漁がみられたが，本

年の豊漁の要因を概略考察してみると，木県としては

(1) 入道沖の冷水域が比較的長期に亘って張出し極前線がこの縁辺水域に形成されて好漁場が

形成されたこと。文沖合では沿海州寄りに 70_9む台の水帯が複雑に入り込み水温の変化

が激しく等温搭の巾が狭かったこと。

(2) カラフトマス苦手の米地t立が多かったことは勿論であるが，初漁期より比較的好天に恵まれ，

特に盛漁期の 4j-j下旬-5 Jj下旬にかけて好天が続いたこと

(3) 漁船の採業規模が場大し，ロラン・レーダー設備が次第に整備され，海域を拡大して操業

できたこと，あわせて漁業技術の向上がH立って来たこと

~であるが，全般向には次ωようなことがいえよう。

本年の日本海沖合海域におけるカラフトマス漁獲量の急増は，直接的には経料品漁系ω急泌
な伸長によοもωであるが，近年流網漁場が次第に東経 135"_ 136 0付近を境とした朝鮮沿
岸寄りの|両方沖合へ拡かつて来た傾向がみられていたのが，本年は日本;列局寄りの東部品場

にitt>WJの主漁場が形成され，これと反対に延縄は比較的沿海州寄りのi4'合海域に主告示場が形
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成されたため，両漁業の利用漁場が分れて前年のような漁場の競合が割合少なかったこと等

が本年の豊漁の大きな要因と考えられる。
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イ.幹縄

ロ.技縄

ハ.道糸

ニ.釣鈎

ホ.浮子

へ.t手子糸

ト.鉢

チ.浮標

民.餌料

ヌ.投掬機

(カラートタン製)

ます浮縄・仕様書

クレモナ燃糸 5番手B本右 2-3燃 ( 1日号-12号)189m切(1 2 6. 5.0) 

ナイロンテグス 4厘 2.5m-3m切(短尺仰)1鉢に 32本付

クレモナ 4号 27clIl印を 2つ折にして幹縄に連結しこれに枝糸を付す。浮子付け道

糸と校付遊糸は道糸を染色して区別する。

亜鉛メツキ，鉄線マス手1 2 4粍 (8分)

桐材，長方形型， (長 11 cmX巾4.5cmX厚 3.5cm) 1鉢tこ8ケ

浮子は余り浮力が強ければ，はずれ弱ければ沈むが，若干弱自の方が良い。

クレモア燃糸 7号長さ約 6OC111( 2尺)1鉢に 8本

竹製外径6ocm (周囲を管文は芦を 20号燃糸で結束する)

約 5鉢に 1本の望書jでポジテ(竹竿，浮子，旗)を付す。

塩蔵イカナゴ(メロード及び大女子)又は片口イワジ(頭部及び内蔵除去)

餌料装着方
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昭和 42年度日本海マスi流構，延縄漁業試験 (流網) (幸洋丸)
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昭和 42年度 日本海マス流網，延網漁業試験(延縄) (幸洋丸)
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1 a制査局的

日本海底棲生物調査

担当者 技師沢 i岡兼造

。 富永武治
瑞鴎丸

船長
橋本留厳

ー本県日本海艇作崎海域における主要底桧魚族の時期別，深度別，漁穫組成}囲遜生態等を把

握し，底びき網漁業の発展に賞する。

E 調査内容
1. 謁査場所 青森県8本海沖合栂或

Z 調査期間 昭和42年 12月 11日~脳和43年5月30日

3. 調査項目及び方法

a 項 目 魚種別月別漁穫高2操業樹茎別水深別漁移高，月別漁穫推移

b 方、 法 試験船瑞鴎丸(4 0.8 1トシテーゼル 160 P・s)により綾びき，底
ぴき網漁法により調査 t

直諭査結集

瑞蹴丸により昭和42年 12月11日から調査を開始したカ奇麗まま期間中における操業日数は 5

6日で曳網回数は 160回〈内曳網不能回数6回J総漁穫量は5.915K9であった。
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第 1 表

調査期間中における漁料物の主な魚穏組成並に漁獲高
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第 2 表

月J.jlj，魚種別，漁獲高推移 ( 1 2.f;J分 J
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( 4 3年 1月分)

「一一
魚 様 数 量ま

ヒ ラ メ 3 15K~ 
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表4 第
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漁 F雪 数 量

ヒ ラ メ 198K9 
カ コト ガ 乙/ フ 98 

ノミ パガ レ イ 79 
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ア ソ コ ウ 1 4 8 I 
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第 6 表

月別繰楽日数， fえ和回数，漁獲量及び1曳総当り漁盤;量

第 7 表

主要魚種別，年別，漁獲高比較表

その
ふ

s
-az一仰

又，本年度実施した調査の操業海区別，水深別漁獲高は弟 1闘のとおりである。

4 2年は 12月11日から操業闘始(4 1年度より約1ヶ月早く操業した)1 2月中の操業日数

は4 日間で昨年度向様フグ漁が目立つむ昨年度検獲されたフグは体長 15--17閣のものが大

商3分であったが，本年は豆フグ(ナメラフグ)1 0 CJ.'I前後のものが多く漁獲された。

各漁場とも水深90--120C-'1Ilであり，魚価の高いヒラメ，アプタツノダメ等は当初から不抜

の傾向を呈していた。漁努:水温も(表面)昨年同期より 100ぐらい高かった良係かブグなどの漁

獲ば 1月に入ってからもifl獲されむなお 1月に入ってから?日出漁したが，漁場は 12月とほ

Y向侮区で漁獲物も前月両様ヒラメ，カアガレラ，フグが主なものであった。

1 2月には挨主主・しなかったE試合瀬沖の水深 120--170m線で主主z楽してみたが不振に終った

漁場表面水温は上告J平均 11.8"0申告J平均11. 0 '0下合克三均1O. 0 "0であった。

2月に入り峠イむつY;'さのため 11臼より出漁しなかったが，ヒラメ，カナガシラ，ノドグ口，

パパガレイ等が主なもので，フグはだんだん少くなってきている。

漁場は深滅的舛1-..J員一金崎長Fで水傑90--120n;であったが表面水温1，立 9.0 00___ 9， 4 "0でめっ

た，

五月はぬ洋観泌を笑施した hめ 12厄j出漁しただけで，議場は深j市iヰゆミら田の沢沖でヒラメ，
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ノドグロ，カレイ類が主体であった。

昭和 41年度と昭和42年度を比較すると 42年ほカナカジラが少々多く漁獲され，その他ば

全漁種とも 3.6%-6. 5%少し、。

N 考‘察

鯵ケ沢，深浦港における底びき網漁業者は，その年のアプラツノザメ回遊量と漁場の選定に

よって漁獲の増減が支配されているが，深浦地区では作崎地区が主漁場であり，本年の底ぴ

き網漁業は.3 4年以降最も悪い潟、で5月未までに 2トシ前後の漁獲よりなかった。

文，深械における漁場は水深?口-120m前後のところであり，例年ヒラメ，カレイ類の

多獲される漁場でもあったが，試験船のヒラメの漁獲量をみると41年度は 1.6 7 1 K9. 4 2 

年度は 1.0 9 6 Kg:となっており.4 1年度より 6.56%少なくなっている。

このような漁撞減少の打開策として 42年度2月幸洋丸により深海漁場開発をこ hるみ，久

六島周辺を試験操業した結果ズワイガニの接豆、が吟とめられ，今後は絵続試験を実施すべきも

のと考えられる。

同時にアプラツノザメについては，海況の変化等による回遊移動の究明のため，標識放流を

実施しなければならないと考えられる。
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漁海況予報事業

I 調査目的

担当者技師赤羽光秋

十三邦昭

沿岸.沖合漁業に関する漁海況を調査研究し.その結果にもとづいて作成した予報を正確かっ

迅速に普及広報することにより，漁業資源。合理的利用と操業。効率化をはかりもって漁業経営

。安定に資する。

‘E 調査内容
1 海況調査

(1) 調査場所 日本海地先定線

太平洋.地先定線.沖合定線

(2) 調査期間昭和42年 4月~昭和 43年 5月(1. 2月を除く〕

(3) 調査項目 水.塩素量.卵稚魚.プラシクト Y.透明度.気象.海象，見張.魚群探知調

交

2 漁況調査

(1)場 .所青森県沿岸主要漁港

(2)調差期胡昭和42年 4月~昭和 43年 5月

(3) 調変項目 地域別，魚種別.漁獲量，操業隻数.漁場.魚期の遅速.魚体.水温等

5 調奄方法

A 海況調査

試験船{幸洋丸 121.22T.王様鴎丸 40.81T. 東央丸 38.35T)により.日本海は

上勾，太平洋は中旬に 1月. 2月を除き.毎月一固定線観測を実施し.その結果をテレック

スおよび速達により県外関係機関に速報するとともに.漁海況速報 f週報〉により県内.県

外の試験研究関係機関に速報した。

B 漁況調査

主要漁港から毎週 1-2回漁況を聴取するほか，水産業改良普及員から駐在地ο漁況を週
報によりまとめた。

叉，漁業用海岸局からの情報並びに標本船.試験船からの情報，他県ο情報を刺府し.年度

末には主要漁港におもむき調査した。
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海況調査 (1) 調俊定線及び定点図
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太平洋側

調査
調査定線名 調査船名 調査回数 実抱月

実施点数
11脅 考

沿母定線 瑞鴎丸 1回 4月 1 7点 欠演Ijなし

幸洋丸 ' 5 H 立 ι" ' 
沖合定線

11 " 6 11 2 6 11 n 

サンマ.カツオ. 11 " 7 11 3 2 N H 

全 国一斉線. 
議交定

" • 8 11 3 2 11 • 

11 11 9 縛 3811 
補助観測恵山 E6点及び出戸前沖 6

沖合定線
点計 12点実施

腫 " 1 0 11 2 6 11 欠潰1)なし

-東奥丸 n 1 .1 11 1 7 
時化のため 4点欠測
補助観測 4点実姉

沿岸定線司 " 11 1 2 " 1 4 11 時化のため 5点欠測j

幸洋丸 11 玉静 1 7 11 欠潰IJなし

} 

日本海側

調 五一 調査
定線名

調杢骨合名 認を回数 実施月
実施点数

1蔚 考

幸 洋 丸 1回 4月 1 4点 欠損IJなし

瑞 鴎 :JL 網 5 11 11 11 " 
地

" 
， 6 11 11 11 1/ 

" n 1符
11 " 
， 

寺t

" H 8 11 11 " 11 

、ー

If 11 9 I! 11 If 11 

定

" " 10" 11 n '暗

11/1 ST 1 --6 実施
線 " 21司 i 1 1 n 2 0 " 11/17 --18 全点実施

11 1回 1 2 n 1 4 n 欠測なし

" 
11 3 n 11 n n 
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‘ B 漁i冗謂変

漁海況速報を毎週取纏め.こ0外， N HK; 青森放送ωテレビで毎週水曜日放1差.又.地元

紙に掲載した。

長期予報は.会議υ者15度得られた予報を水産情報に掲載し.漁協及び関係機関に配布した。

N 考案
漁海況長期予報ω夏イカについては.日本海側は昨年並{広 27 0トン}か.梢骨 ζれを上倒

ものと予想したが.結果は5.9'7 .9'トンで昨年同期を13. 4 ~上姐り， 1隻当りでも昨年V770 

Kgに対し， 1 9 1{6増の 92 0 ~習を示した。

文a 太平洋側では昨年(30.283トン)を上細る 40年益(4 0.5 9 8トン}と予怨したが，

結果は 35.0 6 7トシο漁獲で過去8ヶ年中 35年に次〈腎漁で. 1隻当りでも 35 年 (2.n~

に次〈・ 2.7トンとなった。

搬入を含む水揚は， 4 8，.2 2 9トンで過去8ヶ年のうち 2位となり.秋イカについては.日本

海側は35年(1. 6 9 9トγ】より下廻る 1.3日 0トン. 1隻当りでは昨年同期(0.4 2トγ〉

を大きく上題る 1.2 4トンを予想したが.現実には， 4 1年の 11 7. 6 1{6 (1. 0 1 7トン】. 1 

隻当りでは41年り 13 8. 3 1{6 (0. 5 8トンにとどまった。

叉.太平洋倶11では，昨年同期 (24，292トシ}及び平年 (26，205トン〉を上廻る 28，000

トン， 1隻当"では昨年を土縄る 2.8トンを予怨したが，現実には， 2 9.1 5 5ト:Y， 1隻当り

2.0トンを示した。

叉，津軽海峡では 38年(5. 6 0 7トン) :; 5年(5. 2 3. 7トン)に次く・4，500トyの好漁が

予想、されたが.現実には， 41年同期 (2.430トン〉より 17 1{6増。 2.838トY，1隻当り

では昨年並の1.2トシに終った。

漁況は予怨とほぼ一致したが.更に精度を高めるためには，海況予測の確立.ならびに成長段階

による魚群。移動などについて究明することが重要である。

注 詳細については「昭和 42年度漁海祝予報事業結果報告書害J， 4 3.4青森県水試発刊を参照

のこと
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.fo. 1 

附和 42ヰ 4，J3太平洋沿岸定線海洋観測

観測線鮫角 E 線 期間 4月15日~ 日

~ 有伊

S T・審号 I 2 5 1 2 4 

i N14a-3η 。
位 置 l~ 州知'1141E41'

2 3 

~ 

2 2 

~ 

2 1 

~ 

2 0 1 9 1 8 

14よ06'

ク ~ 

141~48 
。，
142":0日 14211d -142-26 142E4d 14~・-55

1 7 

日
一
天
一
気

分iJo-11511fo-17011fJ511t13与11R1ioi-iム;5!1t13012;口i512fロ;!。
候Ib I b .1 b I b Iむ I b I b I b I b 
混I&0 I ~8 I ~5 I ~2 I ~6 I ~3 I ~2 I ~2一下τ7一一

時

J志向風力I N 2 

海
一
海
一
水

N3 N 3 

1 75 

N2 N 3 N 3 N 3 N 3 

広
J

一
4
8

度
一
浪

明
一

透
一
波

1 1 

2 

1 2 

3 

1 5 

5 

ι 
1 

1 1 

2 2 

N 3 

一ート一一一一ー
E 

2 

うねり 1 3 1 3 1 3 13  1 2 13131. 3 1 3 

気圧11034.011034.01 ~033.0 11032.0 11032.0 ~033.0 11034.011035.0 
雲形。雲量1 OJ 11 1 1 1 1 3 1 4 1 1 I I 
p L採集形式|稚 IpLI稚 IPLI稚 IpLI稚 !PLI稚 1PL!稜 IpLI稚 Ip叶稚 Ip.Ll稚 IP L 
'水沼I 8.1 1 8.4 j 8.41 8.0 I 4.61 . 5.21 8.81 → 4.8 ， 6.4 

2 

01傾角

水

101傾

温I 7.67 

角

8.29 

2 

8.29 

5 

7.97 

10 

4.45 

2 

5.151 8.631 4.81 

6 1 1 0 I 3 

6.32 

0 

水
一
傾''』 。I ~ I ~ φ 

温

角

7.99 8.09 

~ 

7.86 

~ 

4.1 9 

~ 

5.2 4 1 8. 9 21 5.2 6 

~ 

6.72 

水
一
傾nu 

zd 

。
温
一
角

7.89 8.09 i 

~ 

7.79 

ク

4. 1 9 

。
5. 1 0 1 8.9 3 1 5. 4 1 

φ 。I ~ I ~ 

6.7 1 

水

5011頃

6.51 

2 

温

角

7.85 

1 0 

+1 

8.00 

1 4 

7.55 

P 

+3 +2 
m一一寸←~
7.4 5 水

751傾 。
十 1

7.591 5.401 万τ

温
一
角

7目95

3.95 

o I 

4少

3.65 
一一一ナ
ク;

生9518.771521

121 121 4 

+ 1 

5.21 18.66I 5.4 1 

ク， ~ I タ

6.61 

~ 

水温

1001傾角

一「つ五|

水温

15日|傾角

~ I ~ 

+ 1 

ι??! 5.:9 2 

8!  9 

+ 21 + 2 

~ 

-ι 守一



結呆 青森県水産試験場

叡測船瑞鴎丸 調査員中 fii 武光

記 事

(見 目長 調 査 . そ の 他)

8 • T • 2 1. 濁り著ししも

8 • T • 1 9. オットセイの小群 C 1 0顧)

S T 2 5 24 2 3 22 2 0 1 9 1 8 1 7 

0.96 2.88 6.18 6.05 「石γ
200 ク 。 h ~ 。

+ 1 +2 +2 

2.59 3，02 2.47 5.46 6.84 

300 ~ ~ -'/ 今 -'/ 

+1 +2 +2 

400，; 

500 

。1 6.94 1 8.78 1 8.7 7 1 8.7 7 1 8.39 1 8.49 18.86 1 8.4 5 1 8.68 
ム寝 1 0 1 8.48 .77 .76 .77 .36 .48 .84 .46 .6 5 

20 • 76 .77 .7 5 .38 .48 .85 .47 .68 

要員 30 .77 .76 .75 .39 .48 .85 .49 .6ι 

50 .76 .7 7 .75 .40 .49 .85 .49 l片一一一.一6一一7司ー
E住ヨ区
ト一一 -
75 .77 .7 4 .39 .57 .83 • 49 • 64 

10 0 .74 .40 .59 .72 .59 65 

〆ー、 1 50 .73 .3 9 .58 .68 .6 1 68 

号ら 200 .38 .50 .67 .64 .67 
、、J
300 .57 .59 .5， 1 .59 68 

400 

r- ー
500 

' 

-7 r -



Aii. 2 観測線尻矢崎 E 線 期間 4月16日~ 日

S T 0番号 1 6 ι ι 5 4 3 2 1 

霞 IN40-32 410-00 41-2 5 争 4砂 4砂 争 ~ 

位・
14t-36 145。-50， 143-36 145。00， 14f-4d 142。-20， 14ι06 141。-40， 
50 30 6 40 05 50 30 30 00 40 00 35 15 55 25 10 50 

臼 9寺 分 23 -0 3 - 4 6 -7 9 -10 11 -12 13 -14 15 -16 18 -18 

天 侯 b b b b bC b b bC 

気 ;直 4.8 5.8 5.4 6.8 ス1 6. 8 7.2 5.4 
ー一

風向 嵐カ 83 8W3 8W2 82 88W2 S 2 S 1 SE3 

一
海 深

梅 流

水 色

透 明 度 1 5 1 2 29 12 18 1 8 

波 浪 2 2 1 。 1 
ーー

う ね り 3 5 2 1 1 1 1 1 

。，)':書，¥ 庄 10350 1035.0 1036.0 1036.0 1035.0 1034.日 1033.0 1034.0 

雲 形・雲量 4 1 7 4 4 5 

P.L採集形式 稜 Ip.L稚 !P.L稚 IPL 稚 IPL 務 IPL 権 lPL 殺 IP.L 721 PL 稚 IP.L 
水 温 7.2 6.6 5.7 7.4 7.4 7.1 7.6 8，2 

。
一

水 温 6.78 、 6.7 3 5.72 7.85 6.91 6.4 8 5.16 7.52 

10 傾 角 2 。 2 1 2 1 2 4 

水 温 7.33 7.02 5.80 7.1 (， 6.4 1 6.07 5.83 7.67 

20 傾 角 。 ~ ~ 。 ~ φ φ 4伊

水 温 7.21 7.32 5.85 6.96 も.ι7 5.82 5.61 7.32 

30 f~ 角 ~ ~ ~ 。 ... ~ 。 4 

水 混 7.22 る91 5.73 6.94 6.29 6.09 5.7日 7.44 
ト一一ー一一一一一ー

50 傾 角 5 5 5 1 5 2 1 イ少

ー一一一一

水 4長 7.27 7.11 6.04 7.1 0 6.25 6.1 3 5] 5 7.31 
一一

75 1~TI 角 ~ 。 ~ 今 ~ ~ 今 6 

一
水 温 7.32 7.3 1 6. 1 4 6.70 6.42 6.02 6.0 1 1 7.4 1 

100 傾 角 。; ~ 4少 4砂 。 ~ 

* 混
7.22 ! 5.7 7 6.35 6.1 61 7.5 1 

一一-------
150傾負 8 21 71 ι 5 10 

+2j 
I 

十11 +3 

- 71-



青森県水産試験場

観測船端属丸 調査員中 JI i武光

記 事

( .見 強 詰1 査 . そ の 他)

S T 1 6 品 6 事 4 5 2 1 

7.34 6.86 6.01 6.0 7 4.4 8 6.54 6.29 6.90 
一一一

200 ~ 4少 ~ 。 。 ~ 4少 ~ 

+2 +2 +1 +3 

7.31 ι.2守 2_56 1.95 3.48 6_30 3_48 3.56 

300 ~ 
。 5 ~ ~ ~， 4シ 1 5 

一一
+2 +2 + 1 + 1 1 

40 0 

500 

一一

日 17.8 6 18.73 1 8.57 1 8.7 3 1 8.7 0 1 8.64 1 8.6 1 1 8.7 9 

10 .74 .7 1 . 56 70 . 70 .63".. . 60 . 77 
主怠 20 .74 .72 ，57 .70 70 64 . 63 76 

30 .75 .72 .57 .70 ，1 0 ，66 60 . 75 
.5轟 i

ト叫 . 
来=ォョ 50 ，75 ，72 .71 .70 68 6 1 74 

75 ，75 .71 .60 . 7 1 .70 .ι7 ト」土工 74 

量 100 ，74 .71 .62 .71 70 ，68 .O 4 76 

150 ，75 .70 ρ! .73 .]3 
.73L1 -.・土6斗1 -J.16 4 1 〆ー、 20臼 .7 5 ! ，71 .6 6 I .75 .6 8 ! 75 

.50i %:1 300 .74 .70 .52 

トー一4 一一;1 I i 
500 

-72-



地和 42年:万 λ 平洋持I合乏緑 ji玉、片 d.訟lj

見6 観測線 鮫 角 期間 5巧16日-19日

S T 0番号 2 5 2 4 2 3 2 2 2 1 2 0 1 9 1 8 1 7 

N140-31 今 4砂 イ少 '> 今 '> '> 4シ
位 置

E 141-。57， 141。-41 141':_48 142。-01， 142。-14， 142'。ー27， 142o』 4Df142o-55， 14?d 

分
25 35 10 20 50 05 10 25 35 10 10 50 35 15 50 25 

日 時 日9- 10 - 10 -11 12 - 5 - 14 15 - -20 9 - 20 21 - 22 

天 候 。 C c G C C 。 C c 

気 温 1 1. 0 1 1.0 1 1.0 1 0.0 8.5 8.5 8.5 8.5 9.0 

風向嵐力 NE2 NE2 NE2 ENE2 ENE4 EN E4 ENE4 ENE4 ENE3 

海 深 351百 68m 92m 170m 

海 流
町一

水 色

透 明 度 7m 7m 8m 11m 8m 9m Bm 

波 決 5 5 5 3 4 4 4 4 3 

フ ね り 4 4 4 4 5 4 4 4 3 
一一

気 圧 501 5 1 01 5 1 01 5 1 0 1 5.5 1 01 5 1 01 5 1 01 5.6 101 6 1 0 1 6.3 

雲 形。雲量

PL採集形式 稚 IPL経 IPL権 IPL耗 IPL 殺 IPL お:I PL 稚 IPL1，;k I PL 務 IPL 
水 温 1 1.5 1 0.2 1 0.0 9.5 1 0.1 9.6 9.4 1 2.4 1 2.0 

。

水 白、c立2 1 1.1 0 1日14 9.83 9.89 1 0.34 9.61 9.48 1 2.74 1 1.9 8 

傾 角 50 
。 5 。 1 20 20 む 20 。 ι 。 4 。 4 。

10 7 ，. 

ワイヤー妊長 + 1 + 1 

7.K 混 1 0.85 1 0.10 9.4 0 9.85 10.3 2 ?ι1 9.49 1 2.7 9 1 2. 1 3 

20 f頃 角 。 ~ ~ ~ ~ ク 。 ~ ~ 

ワイヤー延長 4シ @ 

水 温 1 0.4 6 1 0.07 8.99 9.89 1 0.0 9 9.40 8.73 1 2.26 1 2.1 1 

30 (長 角 。 '> '> ~ 今 ~ 今 ~ 4少

ワイヤー延長 ~ ，シ

水 温 9.67 .8.8 B 8.2 1 1 0.08 8.56 8.65 8.96 1 0.07 

50 ftIi 角 。 ~ 1 g 2l '> ~ そ少 ~ 

ワイヤF 延長 十 2 + 5 ~ 

水 I昆 8.63 7.78 9.53 8.29 8_43 8.27 9.1 6 

.75 jl;雇 角
8 。 。i 280 。 l

。 1 2 。~ 8 

ー一
ワイヤー延長 ~ + 1 2 

7.K 温 7.7 4 8.35 8_42 

100 傾 角 。 i ~ 4少 。?

ワイヤー延長 ~ ク! 。

7}< J昆 7.5 5 ! 8.2 7 i 8.23 8.03 
150 it長 角 35' ~ ~ 

ワイヤー延長 + 3 6 i ~ 

- 73ー



結呆

長記測船幸洋丸

青森県水産試験場

調査員中図説L久

記

〈見張調査@

事

その他)

‘、

S T 1 2 5 2 4 2 3 1 7 2 2 2 1 

6.4 1 

2 0 

8.08 

1 9 

7.06 

1 8 

5.63 6.48 

砂iI 200 ~ 。 ~ 。

nu 

内

U
之
d

j
i
 

~ 4シ イシ 。 φ 

-一

5

n

〆
一
噌
・
-
噌
a

礼
一
2
一
+

只
U

一
一
内
4

1
一
2
一
品

ス一

4

一÷

η
4

一
一

1
一
。
一
。

:
 

，。-
3.5 3 I 1.86 

7 I 15 

+ 1 Iφ1  1 

400 ~ 

2.951 2.99 3.33 

~ ~ 

3.71 之79

~ ~ 

。I ~ I ~ 。 I ~ 

500 。
3. 2 8 1 3. 1 4 1 3. 0 .2 3:5 2 I 2.41 

~ 砂 タ 。

日 1_18.46

~ ~ ~ φ 今

1 8.69 

.67 

68 

.67 

.72 

1 8.65 

.63 

.70 

.73 

.76 

.75 

j:lZH 

h 

1 8.75 

.74 

.74 

.73 

.70 

.73 

.75 

.73 

!;炉

1
1寸
J
i
f
-
-

1 8.77 

.76 
76 

.7 5 

.73 

.77 
76 

65 

66 

.55 

I 0 I 
L 斗
.73 

-74ー
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Jo. 2 観測船 期間 月日~日

S T ・誘 号 1 6 1 5 1 4 1 3 1 2 1 1 1 0 1 0 ? 

40-31 4砂 "， 

" 
@ 今 41 -0 D 41-25 '" 位

置 IE 14!-30 144~Ó 144':.3O 145。48， 145。-50， 146'?-o0 i 146。40  14~od 146L26 
6日5035 170回5-045 30 10 45 25 55 35 45 22 20 50 30 12 181300 40 

自 時 分 23-日日 03 日6-07 09-10 12-13 15'"'16 18-18 21-22 01-01 

天 候 。 。 C C C C F F F 

気 温 4 8.5 9. 0 ヲ.0 3.8 2 5 5 5 

嵐向嵐力 NNE3 ENE3 NNE3 NNE2 NE2 NE2 NNE1 NNE1 SEl 

海 諜
一一一

事毒 流

水 色

透 明 度 8m 8m 7m 7m 

波 浪 5 5 5 5 2 2 2 1 
一一

う オ2 り z 5 5 2 2 2' 2 2 2 

気 圧 1 0 1 6.0 1 01 5.6 1 0 1 6.0 1 0 1 5.5 1 0 1 4.5 1 01 5.0 1015.0 1015.0 1 0 1 2.2 

一一
雲形・雲量

PL採集形式 稚 Ip.L稚 Ip.L稚 IP.L 綾 IPL獲 lp.Lj縫いL泣いL経立L稚 IP.L 
水 混 10.8 9.8 1 1.8 1 1. 1 8.3 8.2 6.6 6.6 6.5 

。傾 角

ワイヤー延長

水 k望皿ヨ 1 0.76 9.92 1 0.30 1 1.1 6 8.09 8.24 6.50 6.66 6.48 

傾 角
8 。 。

90 
。 。 。

5 。 4 ζ， ι 。10 7 ? 5 9 

ワイヤー延長

7]< 混 10.95 9.99 9.72 8.49 9.21 8.57 4.80 3.8 1 5.87 

20 傾 角 "， "， 

" 
今 4俳

" " " 
"， 

ワイヤー延長

水 ーヨ 1 1.77 9.86 8.00 8.01 5.81 4.56 3.36 2.43 1.96 

30 間 角 4歩 "， 4砂 "， 4少 "， 4少 "， "， 

ワイヤー延長

水 溢 1 0.92 8.07 7.49 7.34 1.68 6.23 2.29 2.05 2.38 

50 傾 角 。 E "， "， φ "， -~ i 。 "， 

ワイサー延長

水 ミU自m 8.1 7 7.4 1 7.30 6.96 3.83 2.41 ! 2.02 1.88 2.3 G 

ルl'百剖 1 Q 令 i
。l 1ri 75 角 "， ー， "， 1 f 1 

ワイヤー延長 ."， 什! +1 

水 .温 6.16 I 7.1-5 6.68 3.7"9 1.60 i 1. 51! 1. 

100 傾 角 "， '" " '" t 
"， 。:

ワイヤ』主E長 "， 
i ~ 1 

水 .温 6.1 7 1 7.32 7.0-5十ゴ:43i 1. 1 1 I 

傾 J司 ，，- 1e !?] 150 。 9 I 。!

ワイ叫長!
ク|

-75ー



青森県水産試験場

観測船幸洋丸 調査員中国凱久

言己 事

〈見 張 調 査 • そ の 他}

S T 1 6 1 5 1 4 1 3 1 2 1 1 1 0 1 0 ? 

6.64 7.43 7.1 3 4.1 1 日.74 1.64 2.48 之39 之46

200 。 ~ 4砂 4砂 ~ ~ ~ ~ ~ 

~ ~ ~ 

5.53 7.4 5 7.29 4.:4 9 4.39 2.38 2.18 之79 2.6 4 

300 1 2 8 。 1 1 u 1 0 1 6' 1 3u 20 20 26 。
+5 +5 +3 +3 +5 + 11 + 16 +28 

2.50 6.5 1 6.38 4:4 0 0.69 3.94 3.03 之91 2.91 

.400 砂 4砂 4砂 ~ 4砂 ~ 4砂 。 4砂

~ 4歩 。 4砂 4砂 ~ ~ 

之81 2.4 0 2.91 3.09 3.01 3.55 3.10 3.22 3.03 、

500 ~ 4伊 ゐ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

4砂 。 't 't 多 。 。
。18.72 1863 18.57 18.66 1 8.17 18.83 1 8.11 18.1 5 1 8.99 
10 .71 I 63 .56 .66 .1 6 .85 .日9 • 1 3 .98 

塩 「五一 .71 .63 .56 .60 .16 .46 .1 7 .1 6 .03 

30 .9 7 ，63 • 61 .60 23 ， 1 5 .1 8 .20 • 1 0 

業 50 .9 1 .67 60 .6 1 .06 40 .26 . 22 .20 
75 68 .68 . 62 .58 .30 ，2 1 .28 .25 .25 

量 10日 .59 .69 .62 .58 .33 .19 .29， .26 .29 

15日 .58 .69 62 .57 .23 27 .34 .3 2 .30 

，問、 200 .61 .69 6 1 .53 .28 .34 .45 ! .39 .41 
禁。 300 .58 .68 .62 49 .58 .47 .55 .5 3 .53 

!)100 .47 .63 .57 .56 .65 .65 .61 .61 

500 ←~ .43 .4竺J .57 .6 3l__ ___!~ -・い上一?日一 .68 

-76 -



Ji正 5 観測線 期間 5月日~

¥ 

日

4砂

位

S T・番号I 8 1. ~_ 1 (， I 5 1 4 I 3 I 2 
置iNT4 t ":2-5'[ ~__jク 1 ~ 1 ~ 1φI  9 
1EI1U-4O! 144<J-ooL143':.3O 114お dい4山 d|142d|14《 U
h8s10 50 
分iロシ05

候I R 
温I 6.0 

00 40 
09-09 

R 

8.0 

NE2 

許ユ27

50 30 日 20
12-13 1 1 :S-16~ 

b c 1 b c 

1al 14 
NE21 WNW4 

8m 

2 

50 20 
17-18 

b c 

1 1. 5 

WNW3 

8m 

s 

20叩
20-21 

C 

11.0 

SW2 

7m 

2 

。，
141-40 

20 47h9印7 55 
22-22 I 0-0 

c I R 
1al 1♂ 
SW2! SE3 

2 

う
一
気

2 

オヨ りI 2 1 21 2 1 2J 2 

圧j， 0 1 1. 0 11 0 1 1. sT 1 0 1 2.0 11 0 1 1.5 11日11. 5 1 0 1先訂i
一

室形・雲量

P L採集形式i稚IPL障 IPLI稚 IPLlfit1IPLI稚 IPLI稚戸可表 Ipヰ稔 IPL I稚IPL 
B水温1 6.21 9.91 11.6-1. 12.21 12.31 1 0.21 9.41 9.6 

0(1頃角

ワイヤー延長

水

101傾
。
4 

9.31 
一τ→一一一一一|
1 1 

温

角

5.74 9.86 

。守，
。
4 

1 0.82 1 1 2.1 6 1 1 2.9 9 

。
6。!?。 l f 

8.94 

ワイヤー延長

水

201傾 ~ 
詐JLj 9.63110.22110.57112.671 9.181 7.89 

;; I ." J ~ I ~ I '-' I .，. 

9.06 

ワイヤー延表

水

301傾

温I 5.261 9.731 1;0.12110.34112.461 8.27 
角I ~I ~I ~I ~I ~I ~ 

ーー

7井」;6
ワイヤー証接

水

501灼
詐三;;2 8.97 

~ 今

9.9 7 I 8.5 1 
。I ~ 

9.97 7.2 1 1 6.8汗 8.7'1 

。I ~ 1 ~ 

Vイヤー廷奨I I 

751傾'角
司師

水 温 ~.2 2 
?ー古-
1 1 I 

8.22 
百

字

8.32 
.，..ーでr
8 ? 

7.34 i 
一寸rt
1 1 

7.2 7 
-.: 
6 
22 

ヲイャL延長I . + 1 i 
水.混I 1.4 9; 7.48 7.42 i 7.34 

+ 1 

6.421.6.761 6.14 8.64 

100 !傾.角

ワイヤム延長

水温

150 1傾.角

iワイヤー延長

。J
1.58 

。i
ー
!
」

l
i
do 
zu『.，。

今

4砂 4少

一「
6.49 ! 6.65， 

~ ~ 

-77~ 

4少

よ

6.29 ! 

今

。1 ~ 

5.81 

ー
斗
esiA

O
 

5.26 

~ 

ueh 

。

~ ~ 
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観測船幸洋丸

青森県水産試験場

語王子員 中国錫L 久

記

(見張認査

事

その他)

T 
ー一十一一一一一一
8.57 

判。 8 

1.63 

2 0 0 I -1 10 

7 

7.1 3 

6 

6.53 

~ 

ヨ

6.00 

。 ゐ

4 

6.45 

5 

4.44 

2 

5.08 

φ 4シ
~ 

0 

26 
。

3.1 9 7.76 
0 

今 +8 
十一一

o I一一三斗-7 3.08 
。
1 2 

5，55 
。
1 2 

3.74 
。
20 

主主S
Q C 

8 37 1 7 

2.76 3.25 

+ 1 1 +3 

5.24 

+51 +5ml +15ml +11 +11 
5.0 2 I 4. 77 I 3.3 8 I 3. 2 3 I 3.1 3 

+ 71 

~ ~ ~ 

400 ~ φ ~ ~ ~ ~ 
今 4歩

。 。 ~ 。 。

500ドヂドジ
今

4.06 5‘1 5 3.67 3.1 4 I 3. 3 0 I .3. 3 8ト一一一

~ ~ 

~ 今 ~ 。I ~ I ~ 

~ ~ φ 4少
~ 

明」お←一。4-
F
L
3

2

一
6

au

一
-
!
 

n
u
-
k
d
 

。，
-
n
u

j
 

マ''一
Q
U

4

a

-

4

・・

n
u

一n
u
ー

山い

塩izぃ;ぉ
65 

量

2[ 

.62 

63 

.77 

.77 

.71 

.66 

.71 

.64 

.75 

.74 

62 

.62 

.86 

.77 

.71 
68 

.85 

.79 

.93 63 60 

.6 4 

.66 

.6 6 .90 

.7 0 

.65 

.ι 守 68 
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凶存14LJ 立に 6f.i太平洋沖合定線海洋海測

Jo. 観測線鮫内 E

S T・訴号I2 5 I 2 4 

位
~IN 1400 3 1'1 ~ 
し IEI14f37'114104{

日時 分|12442z!15D5~
J I 12.3明、 1羽 5

ト一一一一
天候! r 

気 温I 14.5 

嵐向風力! ENE1 

1毎 深

海涜

水色I 7 

透明度! 4 

波浪I 1 

うねりI 1 

r 

1 5.0 

S E1 

7 

4 

123  2 2 

1ゐ日OO{
13.45角ザ
1357 

c 

1 5.0 

E2 

6 

1 2 

2 

1455丹 M
1533 

T 

1 5.0 

SE3 

6 

1 2 

2 

2 

期間 6月13日~ 臼

2 1 

。
14201.( 

1臼5-
1657 

c 

1 5.5 

SE2 

7 

6 

2 

2 

2 0 1 9 1 8 1 7 

402711J。4dlJ。討言12'
18DO角》
18.40 

c 

1 5.0 

SW2 

8 

ι 
2 

2 

1935-
2005 

c 

1 7.0 

SW2 

2 

2 

2100-
2140 
2310 -
2343 

4・
... 

1 1 5.0 
一一一
SW2 I SW2 

2 2 

2 2 

気圧110 0 4. 5 11 0 0 4.7 11 0 0 4. 3 l' 0 0 3.711 0 0 3.6 11 0 0 4.口11004.5 1 00 5.5 

雲形・雲量L____ J __ ... L ... I I ! ! -
PL採集形式|稚 IPL!稚 IPL!稚!PL!稚 IPL!稚!PL!稔 rPLI稚!PLI稚 IPL!稚 IPL 
水温113.9114.2113.9113.8116.2114.81 15.2j 17.4υ丘
。

水 温I1 1.7 3 1 2. 9 1 12.82 13.01 1 5.32 14.49 1 4.4 1 1之96 1 3.20 
101 

。
E 1 。 6 。 6 。 6 。 8 ε 1 l 8 。

1 

水温「 11.1 7 1M1141411Z12i1193 
よ 80I 6。一-r

水 制 11.1 1 1 1 0.7 9 I 1 2.2 6 I 1 1.9 71 . 1 2. 3 2! 1 1.0 81 t 1.5 3! 日主吐-ιL土
f 16131 6' 1 6'¥ 61 80 

泳湿I 110.051，2.031 11.461.1寸9.68T1川 11.1 6 ・68

刊イー斗J寸十hhH
寸五ト !?ーイ71F4三井:引き:三
一仁司ー-----+--ーオ十-1-ト瓦ず寸号if百二:室;
11:((!:;十516!::L! 剖--~fd

-7宇一



結呆 青森県水産試験場

観測船幸 i学丸

記

(見張調査・

調査員豊川毅

事

その他)

一

子空5 1
24 r三号写司:1;?

孟一一三ι寸 日 書if
I I I I I引出主主主;
1Jf14lJihz 

- 80-



.骨4 2 観測線鮫角~尻矢 E 謝間 6 n 1 4日~ 臼

s To番号 1 6 1 5 1 4 1 3 1 2 1 1 1 0 1 0 

40 3 l' ~ ~ φ ~ 今 410 00' 41" 25 
位

置 lE 143' 30' 14.f 00' 14.f 30' 145' 00' 145' 30' 146" 00' 146" 00' 1460crO' 

時 分
0013角、， 410内 d 70日向、4 945- 1220内百 1510 - 1750向M 幻05-

臼 0155 447 745 1030 1258 1547 1820 2143 
ー一

天 候 f b 巴 b c b b 巴 巴 c 

気 i 包m 1 6.0 1 5.5 1 7.0 1 7.0 18.5 1 8.5 1 7.0 1 1.0 

嵐 向嵐力 W 2 W 2 NW3 NW3 NW3 WNW3 NW3 NW2 

海 深

海 流

水 色 6 4 5 4 4 5 

透 明 度 1 4 1 4 1 2 1 5 1 3 
一一

波 浪 1 2 ，ι 、 2 2 2 2 2 

つ オョ り 1 2 2 2 ，ι 、 2 2 2 

気 圧 1 00 5.0 1 005 100 7 1 007 1007 1 007 1 00 7.5 1008 
一一一

雲形・雲量

P.L採集形式 稚 LpiJ務 Ip.L稚 !P.L稚 Ip.L稚 Ip.L稚 Ip.L稚!P.L 終 Ip.L稚己E
|水温 1 7.8 1 8.6 1 8.2 1 8.4 1 8.3 1 8.6 1 8.1 9.8 

。

三司
7J< iJffi 日 1 7.72 1 8.55 1 8.82 18目31 1 7.74 1 8.11 1 7.80 

10 7。 40 80 ι 。 2 。 8 。 ? 。

t 

水 混 1 7.80 1 4.88 18.03 1 7.7 5 1 7.24 1 7.95 1 7.1 5 7.58 

20 7 。 40 80 ι 。 f g ? 。 2 。

水 J見 1 6.77 1 3. 21 1 7.88 1 7.1 9 16.00 1 6.3 1 1 6.86 7.0 3 

30 70 4 。 80 60 2 。 8 。 可。 一一2一百-

7.k t昆 1 3.35 1 3.0 7 1 6.51 1 4.48 1 4.1ι 1 6.01 1 6.1 4 2.14 

50 ? 12。 80 E 2 ぞ3 8 。 ? 
一
2
一0-4i 

+2m 
一

水 3ιτ日: 1 1.54 1 2.1 2 
._ー今

1 2.2 5 1 2.99 i 1 3.66 1 4 21 i 1 4. 1 0 2.03 

1 9" I 1 t> 1 ，f 1 00 i 5' 150 ! 1 20 

+4m +2m +3m 十 1ml +3ml +3m 
ト一一一一

混 1 0.5 5 12.1 2 1 0.08 11.3.21 1 2~8Dl 13.49 1 2.49 1.73 

100 1 90 ! 12' 14' 1 00 I 。; 1 S: I 1 20 50翁D 

山一_j_ーーーー一一
+ 4m! +2m + 3m' +1mi +3mi +3ml 

弓温 877110.601 9.05 924 i 1之20 i 1 1.1 9 ; 10.55! 

19同viι 11' 1，f ; 1 
00 : デ! ~ d' i 

+4ml +2 m I +5ml + 1 mi +3ml +3mj 

- 81-



な森県水産弘主持~"; • .1 

観 測船幸洋丸 調査員 霊長 111 凱

記 事

(昆 張 調 査 • そ の 他)

S T 1 6 1 5 1 4 1 3 1 2 1 1 1 0 1 0 

ス21 8.73 8.50 7.64 11.00 9.40 8.4 3 2.07 

200 ，" 1 f 1i' 100 き 15' 1 :2 g 
一

+4m +2m +3m +1 m +3m + 3m 

4.84 7.1 1 7.53 6.69 1 0.1 8 7.20 5.61 2.59 

300 300 18。 240 1 10 1f 25' 屯T ? 
+46m +8m +28m +5m +7m +28m + 11 m +lm 

3.23 4.28 3.31 5.30 6.89 5.36 3.72 2.94 

400 30'。 180 2 40 1 1。 130 25 。 1 7。 7 。

+46 m +8m +28m +5m +7m +28m +11 m +lm 

3.08 4.85 4.4 7 4.18 4.25 3.77 4.53 3.02 

50日 300 18。 240 1 1。 130 250 1 70 7 。

+46 m +8m +28m + 5m +7m +28m + 11 m +1m 

。19.08 1 904 1 9.0 6 1 9.08 1 9.12 1 9.22 1 9.1 2 18.13 

10 .08 ..0 3 .05 .0 7 .1 3 .20 .09 13 

一
塩 20' .08 18.96 .0 9 07 .1 3 .2 1 .1 0 21 

30 .05 .87 .08 .05 .1 0 .18 .09 21 

素 50 .06 .96 .09 .09 .15 .19 .0日 32 
一一一

75 1 8.96 1 9.07 1 e.7 3 01 .1 6 .18 1 4 37 

量 100 .96 04 .67 .0口 .1 6 .1 7 .05 59 

150 .86 18.9自 .80 1 8.92 .1 3 1 8.99 1 8.94 44 

，園、 初日 .77 .84 .82 81 .0.5 .87 .82 52 

.69 .78 .83 .]5 1 8B 8 .77 .70 64 

y 14∞ .6 4 .66 .56 .72 .92 1 77 65 三ji卯O 72 .83 .77 .83 .81 ! 74 ， ~ 
- 82ー



Jil 3 観測線尻矢崎 E 樹陪j 6月15臼~ 日

S T・書写 号 918  17161514131211  

INI4'f' 2s'1'" 1'" 、~ I ~ I ~ I ~多。
位置 Il E I 14テ 20'1 144'040'1 144"00'1143030'1 145000 '1 142" 40'1 142" 20'1 14ア00'1 141040' 

2450-10500....... 10920-11215....... 11510-117∞__ 1 19DO --12110-12315-
日時分 0130I 0535 I 1∞o 1 1253 1 155311725119402140 I 2350 
天候 f I f I f I b I bc I bc  I bc  I B I c--1 
気 温 10.o 1 8.01 1 0.o 1 '14.5 1 1 4.0 1 1 3，-o 1 1 5.0 1 1 5.0 1 14.01 

風向嵐カ NW21 NW21 W 21 W 21 W 21 w 21 W 21 NW21 NW2 
海深

海流

水色 61 61 61 61 7 

透明度 111 71 10! 101 6 

波浪 21 21 21 21 11 11 1 

うオ2 り 21 21 21 21 21 21 11 1 1 
一一一

気圧 1008I 1009110日9.51 1 0 0 8 1 1 0 0 8 1 1 0 0 8 11 00 8.51100911009 

雲形・雲量

PL採集形式稚 I!，_L稚!PIJ 務 !PL 稚 iPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚巨ヨ亙E~
水温 9.1t 7.9 1 9.0 1 1 2.3 1 1 0.8 1 1 1. 4 1 1 4. 1 1 1 2.0レ11.8 
。

主私旬、包守

水 温 i 6.69 I 7.79 1 7.7 2 1 1 0.4 6 1 8.7 4 1 7.78 1 1 2. 1 8 I 1 2. 1 6 1 1 1.5 8 
101 I 1 4'060 I 7" I 30 I 50 I t I l I 110 I 2'0 

水温 5.59 1 6.4 6 1 5.2 0 I 7.3 2 1 6.33 I 4.5 5 I 1 2.6 4 1 11.28 1 1 1.35 

20 t I 143 6' 1 705050  I 70 I 70 I 1 10 I 2.0 

水温 4.571 5.77 I 3.22 i 6.01 1 4.2 1 I 3.781 12.121 10.65111.33 

301401  6' 17"130 5' i 70 70 I 1 10 I 2.。

7k 浪之27I 5.23 1 0.59 I 2.o 6 1 1. 34 i 1.9 7 1 7.981 1日.11 1 11.1 6 
判 14"i 6ア 70I 8 I 50 I . 70 I 70 I 11020  

ーー十一一ーーー一一ー一一ー司

ト1ホー=HR18 6! . 2. 2 1 1 " . 1. 2 0 1 . .忌 13 I 1.47 I 1.47 I . 7.0 7 i 9.9
」
51一一，12-2 751 i 140 :. 80 I .110 j 120 I 140 i 19。 主主3 m! '. I . . + 2m i + 2Iri+ 31l1i÷4m 

!水温!150i15511川 2.05 I 1.29 i 1.20 

刊 i 正iiけ mi I • +勾r-;2mJ +3mj ~4ml .+3m! +4~----

!。性| 温 1. 5 1 i 白 1.47 1 ー切 L 
1.29 I . 1. 45 r . 1.30 I . 5.78 ! 日以担1 15128111r・120!14' . 1ず.d' j .1601' 30 

L- i +3m 上i 一+2rri +m2mm2一一色十;一 . +3ml .+4m ・+3 ー;;;-i +4m 
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青森県水産試験場

観測船幸洋丸 調査員豊 JiI 毅

記 事

〈見 強 調 宝ま '" そ の 他)

S T ? B 7 6 5 4 5 2 1 

乙28 2.09 1.70 1.74 2.59 1.8 0 3.日4 6.06 10.70 

200 1 4'。 ぎ 1 10 12。 140 190 12。 1S f 
+3m +2m +2m +3m +4 m +3 m +4m 

2.69 2.79 2.40 2.52 2.36 2.50 3.04 3.24 6.86 

300 2f 150 1 20 13' 240 190 f 50 、 16 6 

+16m +1 1 m +1 1 m + 11m +28m +15m + 11m + 1m 

2.99 3.05 2.82 2.92 2.61 之76 3.50 3.29 3.35 

400 2 1。 1 50 12。 13" 240 1 19。 15' 1ir 6 。
. 

+ 1 6m + 11 m + 11 m +1 1 m ト28ml +15m + 11m +1 m 

2.94 3.06 3.02 之95 2.86 之93 3.47 3.25 3.33 

21" 1 ~ 1 20 1 30 23￥ 
。
1 5 。 16 0 。

500 19 6 

+ 16m + 11m + 11m + 11 m +28m +15m + 11 m +1m 

18.1 8 1 8.1 6 1 8.17 1 8.39 1 8.7 9 1 8.04 1 8.57 1 8.35 18.73 

• 1 7 16 .1 4 .34 .27 :12 .65 .61 .]7 

.19 .2魂 .20 1 6 .29 1 9 .68 .71 .]8 

&l .2 1 .23 .21 .1 6 30 .1 9 I .67 .]4 .80 
素 50 .34 .35 .27 .28 .35 .50 .8 1 .82 

「ー
75 .38 .39 .34 .42 .37 .33 .62 .81 ~~乙一最 100 .39 .40 .38 .39 .40 .4 0 .63 .81 .83 

150 .45 .45 .41 .48 . .44 .41 .64 .]9 83 

，.-、 200 .55 .53 .47 .61 45 .52 .6 4 .86 

l 払 5∞ 68 .68 .60 .61 .63 .6 1 .61 .57 ド2ι、..... 
400 .]7 .78 .70 .72 JO  I .71 づ升づ7! 68 一一-->>一一一
5∞ .83 .]5 I .77一一三竺 7 i J 6 

ー

-84ー



仁和 42年 7J3太平洋サンマ 2 カツオ

Ji五 観測線鮫角 E 線

2 3 i 2 2 

期間 7 )11 1日......12日

S T・番号I2 5 I 2 4 
置|N!4d'-3什。¥
!EI州 "3/1141 41 
時分?と1751m;ぁ

位

日

。 I ~ 

誌も5天
一
気

候I f 
温I1 8.0 

嵐向風力IS 1 
梅深I 32 

f
一
山
一
い
一
“

S 1 

9.4 

S 1 

2日O

2 1 1 7 2 0 1 9 1 8 

。 I ~ I ~ I ~ I ~ 

142014'1 14202/1 1山 '1 142053'1 143012' 

1130同'"11300 11455--11625内回 1 1845向 M
lao I 1 15251 17071 1915 

C 

1 8.0 

f 

1 8.0 

C 。 0 

18.0 20.0 1 9.0 

S1  I W 1 SE21 SSE11 S 2 

海

水

流

色 4 一4
一
8
一
2

度
一
浪

明一透
一
波

5

一5
一1

5

一日一ー

4

一o
一1

1 1 

4

一
?
一

1

4

一8
-
1

4

一o
一1 2 

2 2 

ξとす十100110011001100J1100;lJiJ110081008.
雲形・雲昼I ! I I I I I AS1 0 ! 
PL採集形式|税 IPL!稚 IPLI稚 IPL!稚 IpLI稚 IPLI稔 Ip.L1稚 IpLI稚 rPLj稚 11>1.
水 判 l'5.7 1 1 6.71 1 4.61 1 4.8 1 1 4.6 I 1 7.0 I 2 0.0 1 竺斗J竺。

水温 11 5.6 8 f 1 5.6 0 1 1 3.99 I 1 2.6 3 I 1 2. 1 6 I 1 3.5 7 l' 1 6.6 1 i 1 5.9 21 1 4.64 
10!傾角!什引ハハペハハ 50I 20 
ワイヤー延長

水根I.1 4.6 1 1 1 4.2 1 1 1 3. 5 21 1 2. 4 6 1 1 1. 7 6 1 1ゑ21 1 1 4.0 6 1 1 3.9 3 1 1 3.5 7 

~ 4炉201傾 角 。 4少 ~ ~ 。~ 。
ワイヤー延長

水沼 1 1 4.2 1 I 1 3.3 8 I 1 2.9 7 1 1 2.1 1 I 1 1.5 8 I 1 2. 8.1 I 1 5.02 1 1之641 1 2.7 6 

301傾 角 。 ~ ~ 今 ~ 。~-_._~今一

ワイヤー延長

水 揖 1 2.4 21 1 2.1 81 1 1.8 4 1 1 1.1 8， I 1 0.99上 13.3 8 1 1 1. 5 5 

!回日1十三 ク

957 

~ ~ 。

+ 2! 

~ 
_，.似 ~ 

10.6 3 

- 85-

十11h←:~ 1， O~:レ『17
ーγー-ー回目ーー'一一ーー.---叩四ー司自由時守』日ーーー吟ーー一ー司ー一一ー

ト7十÷十一斗ク。 (-Li-JZ
一一一

: ! 1 [1・竺ヒる2州、 L 8.28 8.1判

ニーゴ-i一二L二」一一一ム-oL二三二ip ，10  

+5i. 
8.87 



一斉調査定線海洋観測結呆
背森県水盛ー試験場

銭測弘、挙洋丸 調査員 富永・赤羽技師

言己 事

(見 張 調 査 • そ の 他)

一一
S T • 2日附近 イルカ小群(1 0顧程度)遊詠

、

. 

S T 2 5 2 4 23 2 2 2 1 2 0 1 9 1 8 1 7 
γ一一一一一一

2.1 9 5.26 7.1 6 6.61 6.34 
一ーー

200 ~ ~ 。 ~ 今

。 ~ 

1.90 2.63 3.95 4.37 r;戸一
d' 1 2 。 4 。 1 6 。「王子「一
+ 1 0 +5 + 1 + 1 9 +19 

2.50 2.78 3.7 7 2.72 4.28 

400 。 ~ ~ + ~ 

~ ~ ~ ク + 

3.20 2.19 3.45 4.31 3.99 ト一一時
500 ~ ~ ク 。 ~ 

~ ~ ~ 。 φ 

71 .66j .69118.491.261.401 .741 .711.36  

71 .]31 .741 .761 .76 トー-6
771 .781.]71.801.8  

.801 .741 .811 .8 

.80 i .7 4 1 • 7 

• 80 1 .621 .7 

.421 .61! 

.5 1! .5 協

)

一

-86 -



¥ 
¥ 

必，. 2 観測線鮫角 E 線 史期間 7月11日-12日

S T・務号 1 6 1 5 1 4 1 3 1 2 1 1 F E D 
r一一一一一明

題IN40υ 3 l' '多 ~ ~ ~ 4シ 多 ~ 4シ

位
143' 30' 144" 00' 144" 30' 145' 00' 145' 30' 14t 00 146' 40' 147' 20' 円Zお0'
2040内 W 2340内， 11d0245 0540四》 0815内ザ 1043 -- 2115 -

日 時 分 2122 024 角-0328 0620 0854 1122 1430 2150 
ヤ一一一一一一

天 候 C C C 。 c C C C 
トーー一一一

気 温 20.5 20.8 1 9.5 1 9.0 1 8.0 1 8.0 16.0 1 6.5 1 7.0 

嵐 向風力 88W3 88W3 88W3 8 3 
十一--一一 一令

8 3 8 3 88E2 I E8E1 8E1 

潟 深
一一一「一一『色一一_.叫 ト一一一 一一一一

海 流
、

水 色 4 4 4 4 5 4 4 

透 明 度 1 7 1 4 1 5 1 4 1 4 6 7 

波 1良 5 5 5 '" 5 3 i 2 1 

つ ね り 2 2 2 3 5 5 1 i 1 

気 圧 1 0日? 1 009 1 00 8.5 1 0 0 8.5 1 CJ 0 8.7 1 00 9.5 1 0 0 9.2! 1 0 0 9 10日9.5

雲形・雲量 ー10 1 0 A810 A810 AS 9 

PL採集形式 務 IPL稔 !PL稔!PL稚 IPL稚 !PL稚 IPL稚 IPL I戸~~~笠とと
|水温 20.0 i 20.0 1 9.1! 1 9.1 I 1 8.9 

日傾 角
一一ト

ワイヤー延表

水温 2 0.0 4 I 2 0.1 0 1 9.17 I 19.19 I 19.03 

10傾角 40 I 9。 10G8U  iI 5 C 

ワイヤー延長 e 

水温 1 9.2 3 I 1 9.2 2 1 9.0 4 I 1 8.9 2 1 1 8.7 8 1 8.95 

2011'tJj角 。。 。』。 jo
。j二三!ワイヤー延長

1 7.5 1 i 7.8 0 I 1 2. 8 7! 1 0.2 0 7]< t，eI， 1 8.4 3 I 1 8.2 0 18.44118.73118.54 

30傾角

ワイヤー延長

水器

内角 i 
lF二五E

75 !RIi - 角

一一|京一温

100傾-E|
水Fイヤー延長温 i i 

150傾角 | 
一一町一回

-87 -



青森県水産試験場

観測船主幹洋丸 調査員 富永・赤羽妓邸

一 一一一一一申
記 事

(見 援 調 査 @ そ の、他)・

一一一一一

S T • 1 6附近の海域(巾 1マイル極度} スルメイカ，サパ表情遊泳

魚深反応あり(0--4，-0 m層} 又，

又，両附近操謝合(サパ旋網)5ク読ほど

スルメイカの体長 1 5角川 8C'm 

サパ @ 25.-35伺

フクラグ(2 2-23侃)4尾タモですくう。

トピクオ 数尾遊泳

、

. 

E戸S T 1. 6 1 5 1 4 1 3 1 2 1 1 F 

9.3ι 10.93 10.93 10.96 1 0.72 10.65 2.04 
昔、'‘咽帥--・岨ー，・M 同F・

200 4少 4砂 今 '> ~ '> 。 '> 
一 一ー一ー一一一

'> 4砂 ~ '" 
。 。 。

トー一一一一一
5.99 8.81 8.29 9.31 8.13 6.8.0 2.64 2.52 2.7.4 

300 31' 39。 26。 160 y 。 ? 。
。 。

1f 1 1 4 

+ 35 +71 +34 + 11 +7 +5 +7 @ +7 

3.97 6.16 6.24 6.83 6.7畠 4.73 2.87 3.25 

400 。 ~ '> 4歩 • "， '> "， 

。 .'> φ '> " '> '> 

3.7 3 4.1 2 3.83 4.59 4:88 5.06 3.14 3.4日 3.5 1 

500 今 '> " 。 ~ ~ " .，.今 4砂
-
" " 4砂 。 " 。 " '> 

。 18.93 19.04 1 9.05 19.04 19.06 .19.05 18.12 18.26 1 8.22 
一一一

. 10 .92 .03 .0.4 .02 .04 .0.4 .白 一 一
塩 20 

1? •. 
805 
4 

.03 .0.4 03 .04 .04 一 一一一，
30 03 03 03 03 07 一一一一ー一宇

i素
ー一一
50 .05 1 1 .0 7 .06 .07 .09 一 ー一
75 .09 .1 0 .07 .03 .0 7; • 1 1 

十一一一ー
ー量 100 .00 .02 .02 I .05 .07 .02 

150 
ヤーー 一
18.82 1 8.94 1 8.97 I .0 3 .0 0 i1894 

r、200 .77 .99: 

J
「
aY訂ll一-，a，，I，a，6 

.97 

私「記。 .63 .82 .7.85.2y!  .66 

士ト二斗コ二L二|i 
.6 1 

.6.66! ・66i 63 

i二世 ~ 

ρi  !60: .621 .66: .78 I 
- 88ー



観出線尻矢崎 E 線期間 7月13，臼~日

7 

Aii 3 

" 
4砂 ~ 

146040可14l00'1 14r2o'l 144' 40'1144000' 

11007.: I山ι007.:IιJ7」J;1!::d叶:id心ルwかiトト1刊D日~斗←←~午ト←トlトトトト1刊川山0ω山ベ0“Jベ広~←~
|怜PL叶!稚 |凶PL叶i同稚 Ip目L叶|陣稚 !PL叫Jl稚 IPL工Ll陣稚 l怜PL叶!稚 Lp王出;笠l!ι

1=t=卜 1.4.1いFt~斗 19.8

a竺L-.竺~114.00

v4 "\'-~~ I i ! 1"  I 1 !斗斗十二
i水温i 7.381 1 8.161.4.441 .7.6S[ 9.77! 7.131 1，36111.71 
751傾角i1OV I i 9~j.15j-F11f jfjf;s  

iワイヤー延長l-f;2l ! +11 +4! J ! +5j +1i | 
!水温I7.021 i771!Z99;5271a5415.51j1.54j1 

100l?小三!:! ; :! ;十Jl7!ーヲ二。¥:二子二
|一性温I6.:91 て仁写寸了守 4.:31.1汗7弓f

一一)ーと上J三土ご一! '-'l-o! 

S T・番号 I C 

置 I~ ド f do' 
i E 114a 00' 

日一時会 1m2210

位

c B 
410 25' " 
148。0，0， 1470 20 'J 
0245- 0615-
0320 0156 

C C 

1 7.0 15.0 

S 1 S 1 

A 1 0 

0955 向~11350-
t0271 1430 

F .1 F 

15.51: -. 1'6.0 

S -1 I . S i'l2 

天候I F 

気温I 17.0 

風向風力 I S 3 
海深

海流

水色

透明度I 13 

放浪I 3 

うねり I 1 

気 圧I1009 

雲形・雲量

PL採集形式稚 IPLI稚

水温 16.0 

五 5 

角

ワイ7ヤー延長

水 下平101傾

ワイヤー懇話差

水 湿|14.42 

20 I傾 角。

ワイヤー延長

水

~ 
13.00 

301傾 " 
ワイヤ『延長

水 9.45 

501傾 " 

4少

13.50 

" 

10.55 

。i .，. 。

-89ー

? 8 

~ ~ 

…
一
一
?
一
同
一

u
一

川
?
一

b
一
1
一柿却

炉
初
一

f
一
日
一

N

4 4 
トーーー一一吋
5 

二十一二十一二



青森県水産試験場

観測量iJ 幸洋メL 調査員 富永・赤羽波防

記ー 事

〈見 援 調 査 • そ の 他 J
‘ 

S T • E( 4 00 3 1 
， 
T4.7ei203附近・ r イルカ帯(2 0_  ~ 0 j説}

クジラ(1 0 -1 5顧}遊泳ー マシボクt尾揺瀧(1. 5ιm) • オットセイ'1頭遊泳・

クジラ群中に魚群遊泳〈魚種利尽なるもフク fグ様〉

S T • D ( 1 4 80E )にて，ナγマ稚仔2尾舗装

スルメイカ 30尾釣獲〈体長17 _2  2 cm) 
T 

S T • C附近 すγマ(17-20C7n)数尾遊泳

S T • C附近 スルメイカ (1 7.5-l! 0.5(:m) 15尾釣獲

ヨトyマ稜仔 2尾捕謹

S T む' c B A 1 1 0 ? 8 7 

「百E4.26 4.10 4.55 I ' 3.22 5.17 2.25 7.20 I 
'-'ー・戸

200 ~ 4砂 9 ~ ~ c， 4砂 9 

~ 4砂 ~ • .. c， 

3.59 3.71 2.72 2.76 2.65 2.88 2.59 5.01 

300 3t 0 16 。 zぎ 8 。 1 50 
。 4 。 1 3 。14 

+10 +1 2 +15 +3 +16 +8 +5 

3.26 3.27. 2.88 3.20 2.90 3.0 1 2.93 4.74 

400 .，. c， .，. It .，. 4砂 。 多
、

.，. .，. c， It 
4・ ~ .，. 

3.20 3.41 4.21 3.21 3.08 3.20 3.08 4.46 
トー

5'00 4砂 4砂 c， 4砂 It 'c， '" 
.. 

トー一
It .. 。 。 4砂 ~ 

。18.46 1 &56 1 8.15 
，'-

18.22 16.23 1ao4 18.03 1 9.00 
一ー
10 .11 .05 .04 18.99 

塩 20 .74 .'3 .05 19.01 咽・
30 .79 . .57 .16 .03 

素 50 .9'0 . .75 .31 . 05 
75 .84 .7 1 .37 1 8.93 

最 100 J4  18.58 .45 .95 

150 .70 .58 .44 . 84， 
，胸、 200 .48 .77 .51 

% 300 .58 . 64 .61 
一一ト一一

1 
、...，
400 68 .]2 .71 .76 4 

.80 .78 82 

-9・0ー



Aii. 4 観測線尻矢崎 E 線 期間 Y月日~日

S T 0若手 号 ι 5 4 5 2 1 

IN 41 25' 
同一一ト一一ー一一一

。 .r， .r， 4砂 .，，_ 

位
置IE 143"'3cr 143000' 142040' 142020' 142"00' 141040' 

日 時 分
14 0430 日735内 M 0930- 1135内回 1340肉、， 1545-
向-0510 0805 1008 1215 1406 1623 

天 候 C 。 C 。 c R 
一一一一一

気 iEi 1 7.0 1 8.0 1 7.5 18.5 1 6.5 1 6.0 
一一一一

風向 底力 S E3 E 2 SE2 SE3 SE3 S E3 

海 深

海 流
ー一一「

--_"開ーー“
水 色 5 4 5 5 5 5 

透 明 度 1 3 13 13 1 3 1 2 1 3 
一一

波 決 5 2 2 5 五 5 

う オ2 り 1 2 2 5 2 五
トー一一一一一一一一

気 圧 1009 100 8.7 1 00 8.1 1007 1 006 1004 
一一一一

雲形雲量 AS8iAS10 AS 1 [1 8 AS 10 

PL採集形式 務 IPL稚 ¥PL務 Ip.G耗 !PL稚 [PL務 jPL務 IPL ZFI5 
水温 1 9.6 I 1.8.4 1 -6.0 1 6.4 14.6 1 5.8 

一一
o Ht'11 角

ワイヤ』Ef長

二仁二水 湿 1 9.6守 1 5.3 1 1 4.6 1 I 1 4. 6 4 1 3.8 1 ! 1 5.7 7 

10 傾 角 1 3。 1 1。
。

? 
。
1f!  1 70 1 1 

ワイヤー延長

7k 混 18.22 14.96 1 3.7 7 1550115.0015.31 

20 ftJj' :角 '" '" '" 
φ 。 。

ワイ，ヤー延長

7}( 温 1 6.62 13.00 1 3.4 7 i 1 1. 8 9 i 1 2. 8 4 i 1 4. 6 7 ヰー一一

30 傾 角 ク ~ '" 。 i '" 4砂

ワイヤー延長 i 

水 温 14 9 5 I 1 1.6 3 I .1 0.0 8 :山 3I 1 2.叫刊日「一寸よー二
50傾角。 I '"タ 。~ ~ 4-

ワ4ヤー延長 I 

7511頃角 1401 1801 2501 150: 50: 25' 

ワイヤー延長 +51 +54 +7 +2i +0三4ιi +1 l t 

水温 12.~. 3'1 9.~ 5! 6.~ 0 I 9.~ 4 I 1 1.0 4 i 1 3.3 
100傾角I "'!ク 1 ，.， I ~ 1 _，，! ~ 

ワイヤー延長 ク l o i ?乙1ド ク I '" ク

水 温7i1D.78!?.751「 5. 7.y?!1E.11 j1Z5 

1印伝 角 。:。 。!。;。 jo

i 1'/づペ7ー;‘長 i o a o j o e 。 : 。 i o 

一円一



青森県水産試験続

観泌船芸名洋丸 調査員 宵永・赤羽技部

記 事

(昆 張 詞 査 。 そ の 他)

尻矢E線鮒7中， 1 4 5 E.....， 1 4 4. 5 E附近にかけて，サ γマi抑コ群れを観制

高速ネYトにて， 75尾程街獲

ヲナYマ体長話晶成 2 0 cm 2尾 2 4α司 3尾

2 1 8 2 5 2 

2 2 4 26 2 ( 3 4尾ノミンチシグ結果)

，.... 
2 3 1 3 ー・ι

S T. 81こてスルメイカ 60尾釣嵐 50昆ノえンチング)

1 7ι:171 1尾 2 2c1Jl 1 1尾

1 8 4 2 3 6 

1 9 ? 2 4 1 

2 0 8 2 5 2 

2 1 B 

「ー一
S T ら 5 4 五 2 1 

8.94 7.61 4.98 5:48 ヲ下;。 一 γーー一一一一
200 ~ ~ ~ ~ 

。 。 ~ 。
6.1 9 5.4 6 3.35 3:07 3.50 3:3 5 

30口 1 50 250 330 210 5 。「一一一γ ト31 
ヤー一一

+ 21 +30 + 17 + 1 5 +1 +66 
r--ー

5.34 3.35 3:27 3.46 2.7 3 3.07 

400 φ ~ 今 ~ ~ ~ 

。 φ ~ ~ 4砂 ~ 

4.75 3.47 3.3る 3.4 1 3.28 3.2 !I 
一←一二一「ーヲー トー 十一一一一ー一一一r一一一時一一

500 '" 今 φ 。
十一ー一一一一ー一一 一一

φ ~ 。 4砂 。 今

、、J

一92-



Aa: 

:J11142vsrjx子洋サンマ E カツオ

議認綻絞角 E i;長 持1 ~ijj . e舟?日~臼

l-.-~-斗ヱ斗Jj十一ヲ-l-出三-­
i - i E01142と叫 14手 12'

出1::111:日JP二
子 U4J斗
示七H;1Il正七U山ti二4元止J;土i;i上t七正;iιJ

2 

84;い0上ト4ぺ21十

ワ」4二」:1iLiL乙:
iい川一ワ川川山一イ什作一ヤ←吋一噌矧延同到 r斗十L斗←ドニ十ト一?什io¥一ι 」ンク !ソ干

一守五一一



一斉調査定線海洋観測結米 青森県水産試験場

観測船幸洋丸 調査員 浅加・十三技師

記 事

(見据 調 査 • そ の 他)

S T ♀ 5 24  23 2o' 2 2 f 20 1 9 出 J227-7:17 8.55 6.48 

200 
ふ1一一ーー 0 
。 4' 

。上」一-二J 4' 

3.91 4.4.5 4.05 

300 it 15 0 
》。
26 1 0:0" 1 30 I 

一+11 + 28 +5 +8 

3.97 3.58 4‘19 4.34 3.99 

400 4島 ~ (， ~ 

トケ." . 。 4砂
ト甲一一

五.事? 5声89・ 3;35 3.71 3.76 
ーム

500 。 。 4' 1; ，.; 

o I 1 8.75 18.79118.79118.79118.82 

10 1 .72 一.一8一5ー←ー.80 I .80 I .83 I .82 .82 
一 一一

l 塩:~ t._-~::: .8 7 i 

一」子竺2↓十← ・8|仕 .861.831.87  .871  

.831 .901 .90 .96 

.8 7 I "99 1 .9 1 

JヲEはLlLt-ヨ4iι Jt中H 68 

一一
.60 

ト一一 1 i .74 
.66 

.66 I .69 I "73 I .7 4 
.79 .771 .741 .751 .80 

一94-



Jii 2 観 測 線 鮫 角 E 線 期 間 8月 宇田向..10日

S T・番号 1 6 1 5 1 4 1 ;; 1 2 1 1 F E D 

N 40-31 4疹 ゐ 17 17 17 4砂 17 17 

位 置
E t45。-50， 144~ 日 o' 144。-30， 1450 -00 14ι30 t46。-00， t44。-40， 147。-20 13~ 00' 

日 時 分
10d 

21.33 23.50 o 23.5 05.20 08.1 0 10.40 14.30 1 8.1 0 21.20 

天 候 b C bC b C b b C bC C C 

気 温 23.0 23.0 2 3，5 27.0 25.5 24.5 24.0 22.0 21.0 

嵐向嵐力 SW2 SW3 SW3 SW3 SW3 S W3 SW3 SW2 SW3 

海 深

海 流

水 色 4 4 4 4 5 4 

透 明 度 1 7 1 3 1 3 1 8 20 18 1 3 1 6 1 4 

波 浪 2 z 2 5 5 5 2 z 2 

う ね り 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

気 圧 1 00 6.5 1006 1005.5 1005.5 1005.5 1005.2 1004 1003 100 3 

雲量十.雲量

PL採集形式 稚 IPL稚 IPL稚 IPL稚 I'PL稚 IPL稚 IPL転 IPL稚 IPL務 rpi，ll
水 混 21.6 21.8 23.1 22.9 22.5 22.8 20.1 1 9.9 20.3 

日傾 角

ワイヤー延長

水 混 20.5 0 20.28 23.25. 22.95 22.40 2250 1 9.27 20.1 0 20.59 

傾、
角 40 

。
10 。 10 0 90 

。
8 。
。 ~吋

10 1 1 1 1 8 9 

ワイヤー延長

水 混 15.36 1 4.43 1 8.1 3 1 9.92 22.24 1 6.34 1 3.55 1 7.7 7 20.0日

お 傾 角 17 4砂 17 17 ゐ 17 。 17 17 

Fイヤー麺漫

水 温 14.07 1 3.1 8 1 5.34 1 7.7 7 1 8.4 4 14.82 8.92 1 2.81 1 9.宇品

五日 傾 1D. 17 17 4砂 17 ゐ 17 17 17 ，少

'7イャー短表

水 、温 1 3~ 1 5 10.92 14.0 2 1 5.53 1 5.0 ;; t 3.69 4; 4 t 7.2 ;; 10.50 

日 傾 角 17 " 
。 争 ~ 17 17 4歩 17 

ワイヤー短決

7.1< 温 I 1.50 I 1.39 1 2.9 3 1 3.7 1 13.94 11.43 3.73 5.26 8.0 1 

15 。 。 1 fi 。 。 。 12 0 8 υ 一1ー7で7 23~一75 傾 角 1 " 1 1 . 1 1 

Vイヤー延長 ...3 +3 す 4 + 1 十 31 + 1 + 1 +4 +品

水 温 1日..92 1 0.66 12.7 4 1 1.65 12.56111.27 3.1 2 4.79 5.07 

事E 角 4' i 。 " 9 ." 今 @ 。 。
Vイヤー延長 。; 4少 ~ 17 。I 17 17 ゐ 17 

予‘m自l 9.58 ! 9.98! 11.36111-25 1 1.1 7 9.85 2.09 3.08 3.04 

15日 組 ー角 " I 17 ，;' 。! 17 。 17 .，. 

LJ万三二辰下 c， 。上-乙L ーと I ，.， j " [一一「f争

一?月一



肖森水伝試験場

観測船幸洋丸 調査員 法加。十三技師

言己 事

(見 張 調 査 . そ の 他)

S T 1 6 1 5 1 4 1 3 1 2 1 1 F E D 

7.37 8.54 1 0.55 1 0.7 1 9.99 7.81 2.66 3.39 3.04 

200 '" '" 
@ 

'" '" 
4砂

'" '" 
。

'" '" '" " '" 4砂 " '" " 
4.1 2 5.1 0 5.4 5 7.7 0 7.13 4.67 4.23 3.36 3.60 
。
zき

。 。 15 〈3 。 。 。 一3一7個o--
300 1 5 25 14 23 1 0 26 

一一
'" 1 5 + 1 6 +28 + 1 1 + 11 +24 + 5 +34 + 54 

4.03 3.1 9 3.11 7.16 4.08 2.00 3.9 1 3.56 4.26 

400 '" '" '" '" 
φ 

'" '" '" " 
" " 

@ 〆~ φ " " " " 
3.68 3.81 4.15 2.96 3.0 1 2.28 3.20 3.70 3.90 

500 " " 
4歩 '" " 砂 砂 " " 

" '" '" '" '" " " 
。 " 。 1 8.54 1 8.7 8 1 8.9 1 1 9.00 18.97 1 8β6 1 8.25 1 8.1 8 1 8.62 

一10 .7 5 1 8.98 .97 83 
一一一

塩 20 7 7 .77 1 8.9 7 1 9.00 . 98 76 . 
3) 85 Yヲ • 81 1 8.97 19.02 8 1 

一
素 50 9 3 78 . .80 1 9.03 . o 0 .9 3 
75 .89 .9日 79 1 8.9 8 04 .85 

ト一一一一司マーー
量 100 .85 87 .96 .82 .0 1 94 

150 .88 .87 . 94 .93 I .02 .87 

""' 
200 

ー
.9 3 i 1 8.97 73 

%。 5∞ 60 :;?十一寸、司ノ
400 .70 .57 i 
1 5∞i コ.5 

一96-



Aii 3 観測線尻矢崎 E 線 期間 8月11日-12日

S T 0番号 c' c B A 1 0 ? 8 7 

N 41-00 41-25 -1> 1;， -1> 今 。 4砂

位 E重
E 148~ 00' t48100' 147~ 20' 146。-40， 146。-00， 14ι20 14l-40 144~ 00' 

日 時 分
11d 12d 
0.10 03.00 06.1 8 1 0.05 1 4.1日 1 8.1 5 22.4 5 03.00 

天 候 R R R R 。 C C 。

気 温 21.0 19.0 19.5 20.0 19.5 20.5 21.0 22.0 

嵐 向風力 W 3 N 2 88 E1 E 2 ENE2 ENE2 W 2 W 51 

海 深

海 流

水 色

透 明 度 1 3 A 4 4 4 4 

波 浪 2 12 1 9 1 6 12 1 8 14 121 

う ね り 2 2 2 5 2 2 

，o」一o ~ I 気 圧 1002.5 2 2 1 2 2 2 

雲形.雲量 1001 1 00 1 1 00 0 999 999.5 100 1 

PL採集形式 稚 IPL稚 IPL務 IPL務 IPL稔 IPL稚 IPL稚 IPL稔 IPL稚 1PL I 

水 担 1 8.8 1 8.9 1 9.7 1 9.4 19.0 22.7 22.4 22.1 ! 
-町

。傾 角

ワイヤー延長

水 温 1 8.33 18.05 1 9.87 19.02 1 5.6 3 22.73 22.59 20.86 

傾 角 1 6 tf  
。

7 
。 4 。 2 0 1-3 TT--

10 ? 10 

ワイヤF 延長

水 温 1 3.34 1 697 18.48 14.94 9.53 1 7.7 2 17.36 1 5.33 

20 作費 角 -1> 1;， -1> ~ φ 1;， 1;， ~ 

ワイヤー延長

水 温 11.38 14.35 13.37 8.66 6.61 1 4.7 7 1 4.75 1之34

30 傾 角 今 ~ ~ 4少 -1> -1> 1;， φ 

. 
ワイヤー挺表

水 温 12.20 13.95 7.96 6.67 可之50 1 2.23 12.83 1 1.4 4 

E泊 傾 角 4砂 -1> 1;， -1> 争 1;， -1> 1;， 

ワイヤー延長

水 弓山を宝a 8.15 1之12 4目98 5.74 2.25 1 0.40 12.26 1 0.09 

75 組 角 28 。 22 。 1 4 。 7 。 1 <t ! 1{ 80 20 0 

ワイヤー延長 + 1. 0 +6 千 2 +1 + 1 十 1 +5 

水 湿 8.0-3 1 0.7 4 3. r 0 4.38 1.61 9.68 I 1 1.2 8 9.7 4 

100 傾 角 4歩 -1> 4少 -1> 。! 。 φ 

ワイヤー延長 ... 1;， -1> .... -1> ゐ ... ... 
水 r旦 6.19 8.31 I え5"3! 1.0'2 2.60 ス74

8

一
.5
一一
0-7i1一一一一
7-.20 

一
4

一
。l 1;， I 150 傾 角 1;，. ~ ! ~ 

ワイヤー延長 。-i ... 

一9'7ー



青森県水産試験場

観記!船主 1芋丸 調語員 浅加・十三技師

記 事

(見張調査・その他)

S T 1 C I I C I B I.A 110  I 9 I 8 I 7 

5.88 1 1 7.062t59 1. 1.7 52.85 I 5.66 I 5.1 Z I 5.79 

200~ I I '" I .，.， ~4~ I .0:1b~ I ~ 

4V4b 今@争 4b4b 争

4.31 1 1 3.961 3.12 1 2.7.61 2.77 1 4.o 1 1 1.6 7 I 3.77 
。 0' ~ ~ 1 ..C I _ • 0 I ..0 1 . _ ~O 1 _. 。

30040  I I 17 I 1口 tq24 1 11 1 2u56  

+811 1 +151 +191 +51 +241 .iT81 +161 +71 

2. 9 1 I I 3.8 3 1 3.34 1 2.99 1 2..96 1 1.85 之11 1 3.86 

400 ~I I ~I ~I ~I ~I ~I ~I ~ j 

04"1  ~4~ I ~! ~4，. I ~b 

5.97 1 1 3.551 3..331 3‘03 1 2.952~8 6 I 2.77 1 3.30 

500~ I I ~ I ~ I .，. I ~bO4~ I ~ 

~I 1 ~I 4r 1 ~V~ I ~4~ I .，. 

o I 1 a 1 2 1 I 1 8.8 9 1 1 8 1 6 I 1 8.30 1 17.95 1 18.92118.93118.64 

10 I 1 1 1 I 1 18.051 ，901 .931 .61 

境 20 I I I 1.  I 1 ，1 4 I ，7 0 I .7 9I .60 

30 I I 1 1 I 1.  2 3 I . 7 3 1 ，801 .71 

索 50 I I I I I 1 ，29 1 .82 1 .80 I.86  

75 I I I I I 1. 37 I • 7 7 I • 9 6 I ，8 3 

量 100 I I I I I 1 ， .3 7 I ，80 I .91 I .85 

1 50.481 .721 • 75 1 ，71 

( 200+-・54I .6 1! _:i6 1 .64 骨

私 500 I I I ! ! 1.6 2 I .6 3 I . 4 7 I .“ 

主 一一|一一コ | :77:651~-~~-j寸
一98-



Jo. 4 観艶線 尻矢崎 E 線 期間 8月 日-1 2日

一十一一一一一一一一，1
S T ・番号 16 1 5 1 4 1 5 1 2 

IN T f -2 5'1 ~ 1 ~ I ~ 1 
位 置IE h45~ 30'1143三日日'1142~ 40114~- 201，4ι 。。

。
。
141-40 

日時分 11~d6.1 5 I 0 9.50 I 1叩 5I 1 3.1 0 I 1 5.1 5 I 1 7.1 0 
灰候I C 
同温I 21. 
}鼠嵐向嵐力 I W 4 

海深

海漉

水色

ヤ重 明度

波浪

うねり

気圧j1_E_01.5 11 0 0 1. 5 11 0 0 2.2 11 0 0 2.5 1 1 _()_~ ~ 1 10 0 3.5 
雲形.雲量 I I 

PL採集形式和 IPL1両元医IPLIた|函i稔 IPLI稚 IPLI稚 i叫稚 i叫稚 !PL
目水 温riUT-1-6.8 r u 1 9.31 u:ZO.4T 2 1.31 21.21 
01傾一角

ワイヤー延渠

水温 122.62114.50119.12119.571 20.7_9j_ 20.93 
10 I傾角 I 1 20 I 1 30 I 3" 1 3 0 1. 90 I 

C RC  CR  

21.5 

W 2 

5 

1 2 

2 

2 

R 

2'0.5 

W 2 

4 

， 3 
2 

2 

R 

1 9.5 一一1 9.5 20.5 

S 1 

ト一一一ー一一ーー

4 4 

W 3 WNW3 

1 4 1 3 

4 ι 

2 

2 

1 5 7 

ワイヤー延長

水温I14.281 98.0 I 17.311 19.261 1幻 41 20.29 
勾 i傾角I ~ I ~ I ~ I タ I ~ I ~ 
ワイヤー延長

水温I1 2.6 5 I 8.0 7 1 1ω9 I 1 8. 3 0 1 1 8.4 81 2 O. 1 1 
3011頃角 I ~I ~I ~I ~l ~l ~ 

4 2 

ワイヤー延長

水温

501傾角

ワイヤー延長

水温

751傾角

水温

1001傾角

ト日

五 2 

1 7.04 

+3 

1 6.70 I 
一一方

1 6 

1 
1 5.5 6 

1 8.1 7 

。

一~→1 7.' 2 
。
1 3 

。 …一ペ一二…↓川
i
h
-

18.78 

φ 

'" 

1 0.99 I 9.36 I 1 5.72 

。t 1> i ~ 

+101 +5 

:455!.11.96 

01 0; ク

。i ク i

6.93 i 2.04 i 
ojoi 
多!。!

9.1 1 

が一件

~ 

川
「
斗
い

〈少

g 

十五

三ι
+ 1 

， 6.1 6 
~ 

斗
M.

コー↓ん

+ 

4 

一99ー



青.森県水産ー試験場

観測船幸洋丸 調査員 接加・十三技師

記 事

〈見 張 謝 査 • そ の 他)
、

、
.. 

、

， 

. .' 

S T 色 3 4 5 2 

3.05 1.94 7.60 11.26 1 1.40 1 0.78 . 
200 。 ~ .t ゐ .t .t 

.t • .t . .t ". .t .t 

3.53 1.69 3.26 5.48 7.38 4.52 

300 47 。 。 22 。 240 5 。 13" 28 

+ 11 7 + 40 +24 + 28 +2 +10 

4.1 0 209 3.1 0 3.45 3.25 3.45 

400 4砂 .t ". .t ". .t 

φ ~ 。 ". .t 。
3.40 2.83 3.94 3.71 3.39 3.27 

500 ". /， ". 
4・ 。 ". 

". .t ". .t 。 。
。18.84 1 8.67 1 8.1 9 

町.
18.66 1 8.5 {l 

‘ F 

10 82 1 8.02 .67 84 .73 .75 

塩 20 .65 • 1日 88 84 .77 .76 .. 

30 .74 .39 .85 .86 . 80 76 
業 50 .82 .64 .89 .89 .81 .8 1 

75 .79 .45 .87 88 .84 . 81 
一

量量 ~OO .85 .3 '5 .89 .87 .81 .・ B 3 一 一一150 .68 32 .8 4 . 82 .87 .84 
一一

f司、 200 .47 74 .71 86 83 .64 

% 300 .60 .50 .52 .6 1 .68 .62 

、-' ヰ日日 75 .58 .62 .61 .59 .64 

上型 i 三千 .37 .77 . 69 .66 
-10日一



昭和 42年 9月太平洋沖合定線海洋観測

J弘 観測線 鮫.角 E 線 新 i渇 ?月 25日.......26日』

S T・番号 2 5 2 4 2 3 2 2 2 1 2 0 1 9 1 '8 1.7 

置 i1 EEJ4354tO5571 ' '" '" 
.，. ゐ 4疹 '" 

4伊

'" 位
141041' 141048 142001 1420 14' 14i zl 141401 142053' 143" 12' 

日 時 分叩55--
1121-- 1205内 d 1315内 M 1435内ザ 1620向 M 26 1740 1905-- 2110向 M

1100 1133 1219 1333 1509 1707 内... 1815 1945 2135 

天候Ib C 
気温

風向嵐カ

海深

4 君主 習を

水 色I _8 L 7 L__ 6J _~ L 5 1 5 
透明度1 2.51 41 11 171 161 15 

波浪I 1 1 1 1 2 1 ~J _4 1 51 2 

うねりI 31 21 21 21 31 41 2 

気圧1'0'31 '
日13 1 '" 1 2. 51 1 0 1 2 l' 0 1 2.5 1 ，. 0 1 31' 0 1 9.6 1 ..1 0 20 1'020.3 

雲形.雲量I-61 - 6 1 " - _71 .. - 6J - 7 1 - 71 
PL採集形式i稚 fPLI稚 IPLI稚 IPLI稚 IPLI稚!PL!稚 !'PLI稚 "PLI稚!PL!稚 L!，L
目水 温118.81 ，9.31 ，9.21'9.3120.11 2Ul '8.81'7.'1'6.2 
01 僚角

19イヤー延長

水温I1 8.8 9 1 1 9.0 B 1 1 8.1 3 1 1 9.0 0 1 ，2 0.20 1 2 1. 11 1 1 B. 1 9 1 1 6.6 41 1 6.62 

叩!傾角1 l L 1 00 1'， ~_ L 280 L_.1 20 r _ 1 80 I 1 60 J '. . 30 t l 
ワイヤ』延浸

水混118.101'9.071'8.701'9.27120.20121.041'8.131 '6.271'5.35 

201傾角I '" 1 .，. 1 " f T .，. rn___';-~;C- I 、砂 γ 。 r -.，. 

ワイヤ-Ji!;I長

水源|官 8.34 L 1 <，l.~_~ t___!_!l-_~L __!_9_.!..!l_2  o. ~ L 2 0.9 '71: 1 7.ヂ9_L~ 6. L~L _， 4-3_~ 
30 I傾角

ヲイヤー延長

水源

5~1尚一-l
7イヤー延長

水温

7511頃角

ワイヤー延長

水温

10011頃角

ワイヤー延安

水温

川区3
i 19イヤー延長

bC 

1 9.5 

bC bC b C bC b b b 

1 9.5 19.5 1 9.5 1 9.5 17.0 16.0 15.0 

W 1 NW2 NW4 NW4 NW5 NE3 NNW2 NNW2 

64 . 92 185 

z 
2 官

+1 

.，. 

今

'" "， "， .，. 。 .，. φ 4砂

~ 

4砂
15升ヱデ 13.37 1 7.1 6 15.1 2 

.，. .，. 

1 9.07 

EE 
1 5.07 14.70 

'" 
.，. 

+10 

4砂 。
13.77 

330 

i2.981 '13.41 

380 1・ 220

. 1 4.061.13.09 
。，. 0 

1 5 1. 13 

11.7 4 1 5..1 9 

。 +13 +201・ + 61・ + 2[・一 +2' 

1 2. 091・ 1三551・13.56"1. 12.73 

。‘|・ 0・1・.，.I .，. 
14.07 13.25 

.，. 4砂

.，. .，. 4伊 .，. 

，斗
t
t
i 十

12.4o l' 1 1.7 2 l' 1 1.9 '0 t. 1 2. 5 5 i・12.661・12.60|!
。 l e i・.，.1・.，. '1' .，. I・.，. 11 

-10 fー



結巣 青森県水産試験場

観測船幸洋丸 調査員 赤羽光秋

. 
記 事

(見 張 調 査 • そ の 他} 、
、 ‘，閑

4・ ・ 司 ・・， 

守"ー・ . . . 

s T 2 5 i 2 4 2 3 22 2 1 2 0、 1 9 1 8 1 7 
10.53 1.0.69 1 1.85 12.4 7 1.;.2.55 . 

200 。 ~ ~ 4砂 ". 

". ~ 。 4砂 ~ 

， 
. ‘ 6:65 7.34 9.6 1 1 O.(} 8 1 2.00 

38。 '540 32 。 2F1 0 
『匹

300 26-
、

+90 + 80 +54 + 16 +1 6 

3.43 5.03 4.25 8.72 9.4 9 

400 ~ ~ ~ ~ ". 

4砂 ". 。 。 ". 

~ 1:旬、 ・
， 3.15 3.47 4~ 20 7.04 7.27 

500 4・ ~ 、 ". ". 4砂

。 。 ". 。 。
。 1・8.25 18.40 ; .1 '8.24 1 ~.6 3 18.85. 1 8.83 1 8.94 18.95 

10 1 8.66 .37 .41 .4 J 、 .65 f. 84 .83 94 .93 
向

塩 20 .65 .63 .57 .71 .65 85 .84 3もー .9.7 

30 .72 .63 .63 .70 .71 .84， > • 
88 1 9.1 2 19.0 8 

素 50 .76 .86 .90 ; .88 .91 87 .1 1 .0官、

75 .85 : .87 1 9.0 1 .88 19.061 .il 9 .07 

量 100 .88 .00 .86 .0日 ~O 7 .0 7 

150 .7 1 18.88 .96 18.97 .0 5 日5

r司、 200 .95 .92 .84 18.93 .09 

領抱 300 .64 .70 .51 . .78 .01 
、.，J
400 .51、 .62 .63 .67 1~83 
旬白一。一一+iー一一ーー一一トiー一一ーー-1

~6 4 .?51 .66 

-102ー



A.l 2 観測線鮫角目線 期間 9月26日--27日

， 
8 T・番号 161151141131121111101  110  

N 1400 311 ~ I ~ I ~ 1 ~ 1 ~ 1410 11'410 2 5' 
位置 EI 143。50'344000'1144'10 ~d14400'145050'14Coo'O φ 

日 時 分 2525向" I 27 0245 1 061日向~ 1 0905内'" 1 1155 向~ 1 1410 内~ 11710 向~ 1 1 1490--
日03 内M015351 06501 09451 1235145517451 1 .2023 

天候 b 1 b 1 b 1 b 1 b 1 b 1 bC  b 

気温 15.01 1 5.o 1 1 8.01 16.01 1 9.o 1 1 8;， 1 6.o 1 1 1 6.0 

風向風力 NNW21 SW21 SW21 W 21 W 21 WSw2 1 W SW 2 1 1 E N E2 

海深

海流

水色 4 1 41 31 4 

透明度 131 221 241 16 

波浪 11 11 11 11 11 11 1 

うねり 11 11 21 21 21 21 21 I 2 

気圧 10 21.8 11 0 2 2.2 11 0 22.611023.711023.511023110231 11024.5 

雲形.雲量

PL採集形式稚 iPL 稚 lPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 Ip~ 稚 lpit 稚 !PL 程 IPL稚 LPLl
水温 16.2 1 1 7.61 1 7.7 I 1 9.51 1 9;7 t 19.4 1 1 9.01 1 1 7.4， 

日傾 角 i

Vイヤー延表

水温 15.091 18.04-1 17.9 1 I 1 9.221 1 9.31118.91118.831 11ス35

10傾角 5 l' 2。 2。 5、， 5u7  u 16- I I 4' 
ザイヤー延長 2 

水温 14.24.1 1 8.1 6 1 1 7.9 1 1 1 8.801 1 9.1 1 1 1 8.6 6 1 1 8.761 1 17.331 

20 傾角。~. ，1 . .;o.'， 1 • I ~ 1 4> 1 4> 1 1 ~ 

ワイヤー延長

水温 13.751 1 7.B 21 1 7.9 '1 1 1 8.7 1 I 1 9.0 7 1 1 8..5 9 1 1 7.26 1 I 1ス13 

30 傾角。 ~I ~I ~I +1  +1 4> 1 1+  

EFイヤー延長

水温 12.871 15.4 5 1 1 7.991 15.51 1 1 6.941 1 5.6 9 1 1 6.5 51 1 1 6.63 

50傾角 +1 +1  +1  +1  4> 1 +I .lt l i .lt 

ワイヤー延長.1 I .1 1 I 1 I I ! 
水温 12.761 13.88.1 1 7.9日 13.51114.3守口.73・ 13.77t 1 16.60 

75傾角 f-22。J 4。 5υ 9 I 15'1 29o r 1??ー

ソイヤh 延長 。 'J +6.1 l ~ +1~ +31 +15 

水温 12.63! 13.4 9 I '1 7.2. 6 ~ 1 2.“ 12.881. 12.71・ 12.981 I 13..28 

t∞傾角。 I ~ 1 + 1. .It f + 1 .It 1 .It 。

ワイヤー延長 1 .It r "，，~ l' + I + I .It 

水 温 12.，611 '12.69! 12.80!. 1 1.3 :3・ 11.7 5~_' .. '_1_J_~_~~L____L!~，，~ 
150傾角 .It 1 .It' ，[ .It '，1. 4>' ，'!. 4> 1 ~ I 't 1 I + 

~イヤ三時二← iニー竺 i 一二一 仁 ~ 't i 't 1，___1 

-10 3 ~ 



鋭部船平洋丸

己点込 7J< @正式験場

調査員赤羽光秋

員己

(見張謁査・

事

その他)

S T ， 1 5 附近でサシマ船2隻調査中

。一
nu kd
 

nu 

同海区サンマの群(表層で100尾)

海鳥群あり

S T • 1 2附近 イルカ大語学

S T' 1 6 1 5 1 0 1 4 1 3 1 2 1 1 

1 2. 5 8 1 1 2. 3 7 I 1 0.4 4 I 1 0.6 0 1 1 0.7 9 1 1 O. 7 6 1 1日.89

200 I ~ 。 砂 4町》 ~ 4砂 φ 4少

7.39 3.48 
"'0 
7 

~ 4少 4砂

300 

n
u
i
 

£
u

一
民
Jdv
 

1

一5

.• 

，
 

4
 ..
 
-

之
d

一r、n
u

z
一
2

1
 

6.01 
h 古

y 

7.32 
-ーマT
5 

十 16 I+651 +21 +1 

t 0.26 1 1 0.63 I 三92I 4.64 

玉三
+1'1 +24 

5.75 ， ι39 
十五

2. i 3 

400 ~ 

。
今 ~ ~ ~ 。 ~ ~ 

~ 。I ;;， I ~ ~ ~ ~ 

50日 ~ ~ 

ス2.61 28.01 3.1-2 7.39 3.91 3.80 3.30 3.53 

トー

~ ~ ~ 4伊 ~ 今

。
" " ~ 4少 4砂 ~ ~ 

。， 1 8.9 7 I 1 8.7 5 I 1 8.5 8 I 18.8 2 I 1 8.7 7 f 1 8.8 0 I 1 8.8 1 I I 1 8.5 6 

n
u
-
a
u守

nJ

一O
。，--

T
 

n
u

一
n
u

唱
E

一。，‘佑
咽

.72 

.78 

業|五 会七£;
75 10 .07 

長|;::12hι
500 I ，67 i .64 

57 

57 

.5 7 

57 . 

.83 

90 

79 

，59 

.51 

.57 

.76 
74 

75 

75 

.7 5 

58 .88 I 18.83 

7可

.89 

.9 1 

.89 

• 64 

55 . 
60 

.90 

.90 

74 九
一
一
円
一
月
一

M
一日

.78 

.80 

67 

.9 1 

.96 

.60 
十一一一一一「
71 

.8 9 

]~ 
F→ー←一二一一命
、.76

宇
一

8

宇

一

?・--

凋
句
一

4

・

0
F
-
0
7
 

92 ，93 

主4--J2
-1 04ー



見ii 5 該部線 尻矢崎 E 線 期 Wo 9f::j27日--28日

S T・番 号 ? 8 7 6 5 4 5 2 

4 { 25' /- b J) J) φ 。 4歩 4少

位
145C 20' 144040' 144" 00' 1430きo 14300日' 142040' 142020' 142000 141040' 

白 時 分
2345内町 280325 oniO-- 1055南町 14:&l __ 1640_ 1845鋼、， 2050 ~- 2245内 W
2425官、-0408 0808 1130 1500 1710 1920 2117 2325 

天 {実 E b b b b b b b b 

気 臼ヌCコl 1 5.0 14.0 1 8.0 1 9.0 21.0 1 8.0 19.0 1 8.0 1 8.0 

鼠向嵐カ NW1 W 1 E 1 E 3 8 E3 8 3 8 3 8 4 8 4 

海 深

海 流

水 色 一 トーー但一一一ーー4 4 6 4 

ま警 明 度 22 19 1 1 1 6 

波 浪 1 1 2 2 2 2 5 4 

一
つ オョ り 1 1 2 2 ? ーヲ 2 5 4 

tメ工会L 圧 1026 屯025.7 1 026.5 1026.2 1024.5 1 024.5 1024.3 1 024 1023 

雲形雲量

PL採集形式 稚 !PL稚 !PL稚 IPL稚 IPL稚 1FT.務 IPL稚 IPL稚 !PL務 !PL
7}( 温 1.6.3 14.6 1 8.5 20.0 1 8.8 2 O.ヰ 20.8 2守.4 19.2 

日傾 角

ワイヤー延長

水 温 1 6.47 1 4.61 1 8.38 20.32 1 8.25 20.64 20.45 1 9.26 1 8.62 

10 傾 角 g 。 2 。1 5 心 4 。 16 。 100 15 0 2τ.-

ワイヤー延長

水 温 16.58 14.27 1 8.31 1 9.1 5 1 7.65 20.1 2 20.27 19.08 1 8.24 

20 傾 角 ，少 J) J) J) φ 。 J) J) J) 

ワイヤー延長

7.k 湿 1 6.64 9.67 官8.28I 1 8.01 1正.31 1 9.67 1 9.85 18.46 1 7.74 

30 傾 角 。 J) 

ト

今 。 。 砂 。

ワイヤー延長
トー一一ー

水 源 1068 I 6.29 1 5.81 1 4.49 14.68 1 7.80 1 6.9 0 

50 傾 角 4砂 J) J) J) J) φ J) 。

ワイヤー延長

1 4:05 i一HZ一0+S2什11t52十2寸12 5 
7.1< 温 9.00 4.1 3 1 4.1 3 1 1 4: 0 4 1 4:2 6 13.，32 

75 1f買 角 50 2 。 ず! 1"4 。 ぜ i 1 7 15G 1 

ヲイヤー延長 +3 '+ 1 斗五 +51 

水 温 7.7 6 之59 I 1 2. 3 ~ 1 1 3. 77 1 3:7 7 I 1公46I 1 2・97 1 1. 3 9 i 1 1. 8 5 
t∞ 手話 '角 J) J) ... 今

申 1 ・
01 ・0 寸一。! 。

バク!バゴーク
ワイヤー延長 .~.. 

四i「 o 

i水温 5.71 i 2.43 山 1l_1}ゐ
1 2: 5 0 i 1 t 0 4 I 1 1; 2 0亡仁空子互i三す区

1回傾 角。 ioj  タ h ‘。! .~ 1 ~ 

iワfヤ一平L __1______L__ イシ i t 
" タ ータ

- 105-



青森県水産試験場

観測船幸洋丸 調査員赤羽光秋

記 事

(見 張 調 室奈 . そ の イ也 ) 

S T • 8 スルメイカ 5--6感包獲

o 5 Qー0 サパ船50--7 0隻

F付近海域にすパ大群あり( 4 10 26'N，14r  3 0 'E ) 
410 20rN 4，0 28も
1 4 .40 及び

'E の各点、lこY速すンマ各11M;由あり.17'E14r  1 4 

1 5 i_5 カツオ(60Gm)2尾釣獲，位置 4，0 2 5' N， 1 4 20 5 0 ， E 
水 温 1 9.5'0 

S T ? 8 7 ι 5 4 3 ! 2 

3.1 3 2.1 :3 5.58 10.95 1 1.5 1 1 1.0 1 

200 '/ '/ 4少 4砂 。 今 ~ I ~ ← 

'/ '/ 。 ~! ~ 

3.63 1.92 3.0守 8.82 10.39 5.88 6.53 I 3.46 

300 60 30 30. 20。 22C令 ，3 1。 22¥「hJr一
+ 1 + 16 +24 +46 +23 +46 +54 

3.31 3.1 1 L三E乙 4.81 ス07 3.62 3.98 3.30 3.04 
一一一一一一一一

400 ~ '/ 。 。 。 '/ '/ ， 4砂 '/ 

'/ '/ 。 ク '/ '/ '/ 

3.29 五日日 3.24 3.36 3.61 3.69 3.0 1 3.4 0 3.04 一一500 多 '/ 4砂 " ゐ '/ ... ... '/ 

'/ 。 砂 4少 今 。 '/ 

。1 8.39 1 8.09 1 8.77 18.82 1 8.85 18.87 1 8.8.3 1 8.7 2 1 8.63ι 
10 .35 1 0 .7芭 .8 1 • 84 .8 5 . 78 .66 .58 

塩 20 .45 05 .80 .75 88 .86 . 75 .6 5 
.55ι 0 五日

」士三Li-之.5三5上i一
.80 

.68 .97 84 . 75 .6 1 
吾フ言ドミー 50 .47 I .5 3 i .82 .89 19.02 .守口 94 .66 . 
75 58 44 .79 1 9.0 3 1 1 88 19.06 .74 18.4 8 一、一ー一

主註 100 .6 1 .4 1 .79 
ト

.0 9 .10 .54 .0三i .7 1 .61 
150 .6 0 .49 :77 

8..0298221j 
' 

.04 

.84 18.守E .74 
•• 566 6 

169-〆'旬、 200 .57 .62 1 8.92 I 1 8.96 .92 .93 

〆pリ'OJ. 5∞ .7 2 .54 .5.9 91 .88 .64 . 54 .77 
'-' 1400 .79 品? .64 58 .66 .54 59 .59 80 

|同
. 

.84 .75 65 I 一一.73 .71 .51 .69 一

_ 1 06 ~ 



、
話 ;::J42守二日月恵、山由甲 E線海洋観測結呆

4 観測線 期間 ヲ月 20日~ 日

下 z 「占 r--r-ー
S T.諮号 5 4 5 

。
N 41 48.8 i 。 ノ> q .，. φ 

位 置 。， 。 。 。 。 c 

E 141 20 141 40 142 00 142 20 142 40 143 00 

臼 時 分
日031内 M 0235内ザ

0430 __ 0630向、， 日820同町 1010向、，
0115 0305 0455 0658 0850 1030 

天 候 b b b G c c 

気 温 1 5.0 1 7;0 1 6.5 1 7.日 1 3.5 

j志向風力 NW3 i NW4 NW4 ! NW4 SE5 

海 深 280 

海 流

7.k 色 5 5 4 

透 明 度 1 3 1 3 

波 浪 2 且 4 玉 5 5 

フ ね り 2 4 4 4 4 5 

メgzくi; 圧 10 1 3 1 01 3.2 10 1 3.8 1 01 6 1 0 t 7 1 01 9 

雲形・雲量

PL採集形式 群 !PL稚 IPL稚 jp工，1mIPL椎 !PL稚 IPLI稔 Ip可稚|九I色巴L
水 器i ~ ~ 1 8.9 

。!伯 角

ワイヤー延長

水 温1

101傾角

ワイヤ・喝延長

水温

勾 i傾角

ワイヤ{定二長

水温

30 I符角

ワイヤー延長

水温

501傾角

ワイヤ【延長

水混

751傾角

ワイ.ヤー延長

水摂

1∞l傾.角
!7 -1.ャー延長

水温

I~乍Jヤ〔延長

1 8.53! 1 7.60 
。。
5 i 6 

18.41118.02 

乙よ

1 7.94↑1 6.41 
。I '" 

1 2.22 
1ヲ
7 

1 5.39 
.，，-
守

9.7 2 14.46 

1
1
1
7
!
?
i
i
寸
i
↓

吟
&
「
'
一
実
一
V

0

6

一1
2
一
+

内

γ
-

‘，

1 3.58 

7.28 
ー一一一....1

fE1 
ク

{7.99 
-古
q 

1 8.05 

'" 

1 5.37 

.，. 

1 2.26 i 
--trl 
1 6 i 

+2 : 
一一→
.1 2.1 3 

。i
-自由』守

1 2.27 i 
q 

1 0石1
-す

28 

+40 

1 9.03 
ーす

5 

1 9.目。

1 8.66 
-一一ち-
2.0 

t 8.6 5 

.，. 

1 8.96 
---u-
23 

+ 1 

。
1 9.0 1 

37 

1 9.目玉 18.92 

.，. 

1 8.90 

今

;:百

?H 
-107ー

1 8.72 

'" 

.1 8.67 

。l

14.96 
---0 
35 

+23 

8.80 

9.4 9 i 
一一寸
q 

;1  

+5 

.，. 
'" 
'" 
1 8.66 

。
'" 
。

L 
4 二仁二t二三
1 1 

1 5.24 

今

今

。
砂



五三日:ホ、必試磁場

観測船幸洋丸 調査員赤羽光秋

記 事

(先 t長 調 査 . そ の 他}

.. 

S T t 2 5 4 5 6 

6.26 5.28 8.91 8.35 7.57 

200 " 
今 " 

It ". 

4砂 " " • 
2.69 3:80 五50 五20

300 " 
@ 1 8 。 35 。

" 
φ + 1 5 +65 

400 

ー.

500 

。1 8.52 18.17 1 8.38 18.75 117.66 18.66 
10 .49 .1 7 .42 ;/3 .65 .64 

塩 120 .50 .6ι .67 .74 .6 :;> .65 

30 .60 .70 .50 .7 3 .65 .65 

素 50 .38 .82 .36 .73 .68 .59 
ート一一一一一

75 .47 .85 .77 .8 4 .45 .57 

f註 10日 .54 .87 .85 .81 .24 

151 .55 .63 .77 .6 4 .65 

，...._ 図。 .6 5 .5 1 .73 .6 7 .7 1 

9ら 5∞ .46 .53 .56 ~5 5 
、...，.
400 } 

510 
一一一一 ~ー

~1 1] 8ー



九三一一平寺沿岸漁場議盛説会二
戸/"

".1 ~T" 
也

事J

日9月29日~間期線(出戸前)E N 4 1 F宗iftU (;.;.; コ.16. 

1 2 1 1 1 0 9 8 

置i誌記，
g 

~ 

14，0 30' 

。
141045 

。
14200日

4砂

o 11 
142-20 

。

1420 4日
位

天

気

風

海

梅

水

透

波

うねり

気圧

雲形.雲量

P L採集形式怖いLf程TPL1程lPLl稚 fPLl稚fPLT語 i戸「荏fP可荘 TPLT稚 IFL
水温I1 8.9 I 2 0.41 2 0.9 I 1 9.61 1 8. 5 I 19.5 I 
o 11'fJi角

0150 --
0220 

0315_ 
0335 

0435-可。4550625-
0652 

0815内 M
0838 分l'呼ぶ ー一

b ちb 】，b 。
噌一

4 4 

1 7 

侯
一
混
一
力
一
、
担
保
て
空
色
一
度
一
浪

時臼

1 7.5 

SW4 

1 70 

SE3 

1 7.0 

SE4 

1 9.5 

SE4 

20.5 

4 S s E 嵐向

明

2 

五

2 

5 

5 

5 

1 7 

5 

5 

玉

5 

5 

5 

1022.211022.5 1022.5 10 22.6 1 023.2 101 9 

ー-

1 9.04 
0 
8 

19.58 
0 
8 

20.92 20.5亘
0 

5 

1 9.06 

1 8.93 1 9.07 

1o' 

20.90 

号

1 9.14 

~ 

1 8.62 1 8.1る1 9.61 20.60 1 8.81 1 9.0 e 

ワイヤ『延長

水温

1011頃角
ワイヤ一定表

水視

201傾角

ワイヤー延長

水源

30 I傾角 ~ ~ ~ ~ 

ワイヤー延長

水担

501傾角

1 8.20 1 7.57 1 8.08 1 6.1 6 1 6.70 1 6.56 

360 一

し一一一一-A

工 日 J121;l:::];::叶 lL三
._-~---LJ tf! 日王fH十二LH二二

i50 !仁主主:三fJ?とJI!?全1士三:
一一→

。
明
言
問
一
角

ヤ
一
一

J
i

↑
一

ワ
一
水
ト
附

.c・

-109--

。。

しーぶ工、ιとl_こどよ一一_L

+ 1 2 

1 4.41 

。



設 i共i和泉
青森県水査試験場

観測船幸洋大 調査員 赤羽光秋

言己 事

(見 張 調 査 • そ の 他)

、
S T 7 8 ? 1 0 1 1 1 2 

12.65 1 1.43 1 0.29 11.20 1 0.1 8 9.48 

200 。 4歩 23 。 多 ~ .，. 

~ " '" 
11.35 1 0.64 4.3守 5.89 5.03 4.87 

300 φ ~ ~ 。 4砂 1 l 
一一ト一一一
'" ~ + 12 

ヰ日。

500 

。 1 8.94 18.78 r 8.73 1 8.66 18.23 

10 .84 1 8.75 .]6 .]2 .63 

塩 20 。85 .9 1 )6  .73 .63 1 8.61 

30 .9 1 70 .73 .66 .61 

仁二
l ー;+~弘コ、 50 'o 9.0 :3 72 .83 .80 .68 .品A

一75 • 10 .80 1 9.04 84 .74 .69 

三士 日?。 .1 1 19.00 1 8.守 ι .86 .8日 .77 

150 .06 .06 .97 .90 .8 1 .8 2 

〆，、、 200 .0 3 1 8.9 8 .94 .87 .85 

ー三「
私 300 1 8.9 9 .96 ，53 .60 .5 d I 

止トー一一一一
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:1i五

照不U42手 1U月太平洋沖合念総海 i手

観測線 鮫角正東線

25  12  4 

40-31 I ~ 
141 -3 7'1 141-41 

2 0 1 9 

期間 10月17日~ 日

1 7 

~ 

位

2 3 I 2 2 2 1 

。 I .~ 4シ 今- @ 

1 8 

a砂

142-53 143-12' 

日時分|~131311今A115日fi751 作品 1154~ぉ lmfjE|185742bimzzlm;ぉ
天候 I c 1 c 1 c 
気温I 1 5. 5 I 1 5.5 I 1 5. 0 
嵐向嵐力iW5lwsjwsW5 
海保I 32 J日
海 流

水色

透明度

波浪

うねり

竺 圧 I1 0 2 0 1 1 0 20 I 1 0 1 9 I 1 0 1 91 1 0 1 9 l' 0 1 9.51' 0 2 0.2 11 0 2竺ド020.5
雲形.雲量 I I 1 

聖一団塁互メド IPLI稔 !PLI推 !PLI雄一.:!i竺 IPLI椎 IPL円立~l稚 I-Pt[llrT!L 
l主一一混r1 6:-;J H ~-7.~T-~7~T 17~;I . 19.8 [_ 1__9_.aI___' 6.SGωI 1 5.2 
0傾 角ー

ワイヤー延長

水浪 I1 7.06 I 1ス2511 6.75 1 17.4 61 1 9.9 9 1 1 9.73 1 1 6白2I 1 6.0 7 1 1 5.2 4 
l~jt互角 I -;0 I 100 1 '80 l' 100 1 140 1 20.1 210 I 220 1 130 
ワイ+ー延長

水温 I1 7.4 4 1 1 7.3 2J 1 7.1 1 L 1 7.551 1 9.82 1 20.07 I 1 7.1 6 I 1ι1 9 I 1 5.51 
201傾角 E

141-48'1 142-01 t42-14 142-27 142-40 

C 

1 4.0 

NW5 

4 

4 

+1 

φ 

G 

1 4.0 

NW5 

4 4 

4 

C c 

4 

+ 1 

4少 ~ 

。 C 

1 5.0 15.0 14.0 1 3.0 

ワイヤー延長 I I I 1 1 I 1 ~ 1 ~ 

水器I1 7.3什 17.40 I 1 7.1 9 I 1 7.5 1 I 1 3.0 0 I 1 9.321 1 7.1 0 I 1 6.1 9 I 1 5.4 a 
301傾角 I ~I ~I ~I ~I ~I ~I ~， 1- 1 ~ 

NW3 NW4 NW4 NW5 

ワイヤー延長

水温

501傾角

ワイヤ一定浸

水沼

7511tT; 角

ワイヤ一征兵

水温

1001f:'.ii角

ワイヤー延長

水温

官切!筋 合 1

1 防工京下ー

4 4 4 

7 1 4 1 0 9 1 1 

2 ワ
~ 2 五 三 5 

2 5 五2 2 2 

~ 4シ 。 。 ~ ~ 

~ ~ 

17.2 8 1 1 7. b 7 1 1 7.0 81 1 6.9 4 I 1 8.7 0 1 1 7.08 
。I ~ I ・~ I ~ I ~ I 1t 

+2 

26.0 9 I 1 3.681 1 4ιo I 1 5.54 I 1400 
i I 90 1 市亘。 I . 20v i 40 I ク

t=士
十31 + 5 

1 2.1 9 I 1 O. a 9 1 1 3. 8 9 

15.33 I 1五42
5501270 

1三十石:ii
~ 1 ~ 

。I ~! ~ 

1 3. 9 5 I i 3. 6 0 

。i タ

。I .> 

~ 

12.78 

~ 

1 2.45 

". 

1 2.60 7137;寸っ計百

二iて三-JJ
". 

j

一
". 

- 1 .・-
争



観測結果 青森県水産試験場

観測船幸/洋j) 調査員佐藤勇

一一
記 事

(見 議 調 査. . そ の 他)

. 

S T 2 5 i 2 4 23 i 2 2 2 1 20 1 9 1 8 1 7 

1 0.03 3.50 9.69 11.68 1 2.45 

1 50 
。
17 。200 ~ ~ 4歩 20 

~ ~ +7 +36 + 1 0 

3.0.1 5.54 t口.68 1 1.5 1 12.48 

一
300 230 150 ~ ~ ~ 

+24 + 1 1 "" "" 
。

-ん.&56 2.1 9 7.32 1l0.33 11. 1 5 
争ー

400 4少 。 。 ~ φ 

。 φ ~ 。 ~ 

3.06 2.60 3.65 7.39 ス60

500 ~ 4砂 ~ ク 。
~ " ." " " 一一。1 8.31 18.7守 1も8.92 18.88 1 8.97 1 8.9 8 18.94 1 8.守5 1 9.03 

10 .58 .73 .88 .87 .9 7 .96 .守主 96 

禁Z 20 .75 .79 .89 .8 6 .97 .9 5 J2 .97 

30 .77 .8亘 .89 .87 77 .91 .91 .守ι

索 50 .87 .8 8 .9日 .6 8 .8 8 .91 1 9.09 

75 .92 94 .76 1 9.17 1 9.04 .1 7 

量 100 .99 .55 • 1 4 .19 .18 

150 .97 .59 

民i
1 8.9 4 I • 0 6 I • 1 3 ".....， 200 .95 ，54 

号435∞ .6 5 .7 6 : .0 2 I .0 7 
、、ノ 400 .77 .59 I 1 8.7 5 I 1 8.9 7 

応? .82 .7 0 I ・62I .75 

-112-



Ail 2 銀関白線 鮫角 E 線 期間 月18日~日
. 

~-õ'T-， 0 
S T・審号 1 6 1 5 1 4 官5 1 2 1 1 

IN 40-3t 
.，. 。 4伊 .，. 

'" 
4 1由。。 41-25 

位
置IE 143-50' 144-00' 144-30' 145-00 145-30' 146-00' 146-00' '> 

18 0030 0315四 W 0640内回 0915 -- 1200向ザ 1455内ザ 1710- 2005南 W
日 時 分 内，"，0110 0352 0718 0950 1233 1530 1735 2045: 

天 候 。 C C 。 c C bC b C 

気 温 14.0 14.0 1 3.0 13.0 1 3.0 13.0 13.0 13.0， 

嵐 向嵐力 NW4 NW3 NW3 NW3 NW3 NW3 NW3 NW3 

海 深

海t 流

水 色 4 5 4 

透 明 度 1 2 4 17 1 2 

波 浪 5 五 5 5 5 5 5 E 

う ね り 4 5 5 5 5 5 z 5 

気 圧 101 9.8 t 01 9.4 1 01 9.5 101 9 1 0 1 6.5 1 0 1 5.6 1014.5 101 4 

雲 形.雲量 A C C 8 

PL採集形式 稚 IPL稚 IPL稚 IPL稚 Ip.L稚 1PL 稚 IPL稚 IPL務 1:p.L稚 P'L
水 温 1 5.3 1 6.7 14.1 2ス4 1 7.8 1 7.2 17.6 14.2 

。傾 角

ワイヤー延長

水 湿 唱5.6.4 1.6.95 1 4.02 17.24 1 7.56 1 7.23 1 7.84 14.27 

2日 傾 角 140 1 00 1 ，0 12 0 ~ 9U 2日 1 4 

Vイヤー延長

水 温
ー
5.75 16.96 11.15 1 7.75 1 7.84 17.35 1 8.02 14.33 

20 傾 角 .，. .，. '> '> @ .，. '> 4砂

ワイヤー延長

水 温 14.85 16..99 官4.07 1 7.71 1 7.91 17.40 18.09 14.63 

30 傾 角 。 。 。 4砂 e .，. 4砂 '> 

ワイヤー延長

* 叡 12.81 官4..88 13.41 '16.52 1 7.71 17.36 1 7.90 司王.00

50 傾 角 '> . 今 -180 . 1 6" -、。 '> 4砂 .，. 

Vイヤー延長 +3 +3 
. I J ・

* 混 12.61 1 3.4 1 1 2.29 14.08 、4.67 i 4.46 13.88 6.89 

75 傾・ 角 280 . 170 I 。 .，. 20 1 9 20 24 

ワイヤー延長 . +唱。 +3 .，. .，. +5 +4 +5 +7 

水 調 12.52 12.87 ; 1. 86 f 3.1 0 f 3.86 1 3.91 1 3.1日 4.58 

100 傾- 角 。 4歩
e 

'> '> '> .，. '> .，. 

ワイヤ』延長 。! .，. φ .，. .，. 4砂 It 4歩

水 調 12.691 12.66 1 0.7宇 1 O.~ 4 1 1.26 12.06 1 1.9 1 2.22 

150 傾 -角 。l' 4伊 。I .，. .，. 4砂 .，. '> 

|ワイヤー延長 。1 ・.，.! 。I .，. '" '" It ! '" 
-115-



青森県水産試験場

観測船幸洋丸 調査員佐藤勇

記 事

〈見 張 調 重量 そ の 他}
. • 

， 
S T 1 6 1 5 1 4 1 3 1 2 

， ， i .， 0 i 1 0 
1 2.59 12.44 1 0.43 7.99 10.95 1 0.74 1 0.7 7 4ぷ58

200 " " 3 1 22 。 " " 
。!

." ~ +33 +16 。 今 ゐ " 
12.49 1 1.1 1 5.68 4.04 6.45 1 0.1 2 8.64 1.90 

300 22 26 砂 。 25 ν 
。 4'Qd 19 28 

+ .24 +34 多

" + 28 +15 +40 +92 

1 1.78 9J 2 4.06 3.92 3.45 6.08 5.4 9 2.51 

400 " " 4砂 " 。 " 
。 " 

" 
今 " " .，. 。 " " 

1 1.58 7.21 3.43 I 4.80 3.43 4.51 3.38 2.65 

500 " " " φ φ " " " 

" 
。 4炉 、。

" 4砂 4シ " 。18.95 1 8.84 18.32 1 8.85 1 8.7 7 1 8.79 1 8.84 1 8.39 

10 .94 .8 3 .3 2 8 1 .76 .77 78 . 36 . . 
塩 42 20 93 .8 1 . 五4 81 .77 Jι 77 . . . 
30 1 9.05 .82 .29 79 .74 ，76 77 . 44. . 

素 50 .1 0 1 9.07 .79 80 .79 77 .76 . 59 . 
.75 .79 4 2 .09 .11 . 97 .99 .97 .99 

量 100 .0 8 日? .85 98 19.05 1 9.12 1 9.06 . 41 . 
150 .08 .0 7 .83 .89 1 8.92 1 85' 9 .03 .4 3 

r、200 .0 8 .07 ~9 8 079 .92 1宇.08 1 8.9守 ?で百一

仁~fx， 300 .09 18.94 . .64 .57 .67 1 2.92 .82 .5 5 

01 .85 .66 I 65 .品日 .6 6 .64 

主i18.99 68 .66 .7 1 ! .62 ! .59 

-114ー



ーた 5 主P ぬ 可矢崎正東線 期間 10月1 9日-21日

一

S T・2き号 守 8 7 品 5 4 5 2 1 

4'1-25 '> '> 。 h ゐ '> φ '> 

位
145-20' 144-00' 143-30' 143-00' 142-40 ， 142-20' 142-00' 

， 
144-40 141-40 

一
日時分

円∞15 0415内 M 20 1715 2JOO- 2245向、， 0145向 M 21 0344 

0545~07s 5s o2C ya4W肉，5、~~南・， 0057 0440 _1750 2030 2310 0212 同~0417 0613 

天候 C b C C C C C 。 C 

気温 1 1.0 1 0.0 1 4.0 哩3.0 14.0 15.0 1 5.0 1 5.0 

嵐向嵐力 W8W3 W4-5 8W4 SW4 SW4 SW3 SW3 88 E3 

海 深

i毎 流

水 色 4 
一一 ヤー一

透 明 度 1 6 

波 t良 3 4 5 事 5 玉 2 2 4 

う ね り 五 4 E 5 ヨ 5 ヨ 2 五

気 圧 1 0 1 1 100 9 1 0 1 9.5 1 01 8.5 1 01 7 1 01 5 1 0 1之忌 1 0 1 0.5 1 008.6 

雲形.雲量 Ci 

PL採集形式 稔 IPL務 IPL稚 IPL稔 !PL稔 IPL稚 !PL稔 !PL確 IPL務 !PL

7.1< 混 14.1 13.8 1 2.4 1 6.ε 16.4 1 6.6 1 7，6 1 7.1 1 8.0 

。f!:?i 角
ワイヤー延長

水 温 1 3.77 1 3.01 1 2.32 1 6.09 16，53 16.65 1.6.56 17.98 1 7.守口

傾 角 1 5 。 10 0 8 C 
。
25 0 8 i 10 1 5 0 1-5 r--10 1 4 

ト一一一一一一

ワイヤ-MJ呈 +1 

7.1<. 、t臼僅L 、14.02 13.75 1 2.21 1 6.21 1 6.66 1 6.61 1 7.03 1 7.68 1 8.24 
20 傾 角 '> 。 '> '> .，. ゐ ~.・ '> '> 

ワイヤー延長 '> 

水 温 14.2 1 1 3.58 1 2.1 7 16.22 1 6.61 1 6.70 1 6.97 1 7.1 1 18.20 

30 ftIi 角 。 "， .，. 今 '> '> ~ 。 。
ー一

ワイヤー延長 '> 

7.1<. 温 5.21 8.1 9 1 1.45 tι.1 6 1 6.53 16.53 1 6.77 1 6.99 18.09 

'> 21 υ 21U 24U ET-傾角 。 '> .，. 争. 
ワイヤ-.fl:f是 十 4 +4 +5 +4 

ス?く勾 il8. 3.4 8 6.1 1 I 9.08 1 4.2.5 1 4.98 15.57 1 6.62 1 6.1 3 1 5.16 

75 f頃 角 35 1 2 20 υ 。 '> 1 1 8u ， . 2 OC' 1. . .，. 1 .，. 

日目;云ワイキ一死長 + 1 5 +1 +5 ，シ 。 I + 4 ・、 +5

1 '3. 9 2 I • 3. 8 9 l .1 5打水 ごt日1m 2.89 3.77 8.25 1 2.65 

作買
、

角
。 I φ 。! φ L_~_L~，:_一エ7e一-19一ー1L↓トt1 -ー-，-二1 7t0 s -1 00 '> 今

。 !クク.，. i "'! |ワイヤー延長
身、 ..;. 

隆二組 M81220|  6一.84一91一←一t一1.一54b一0ー12.26 iし 12.87!.1c.22j 11 
150 角。 1. "'! タ iei.9i!  

メ正:i>tj .，. i 司 ~ 1 "， ク i 。i .，. ，~ 。 4μ 

一一一一一

- 11 5ー



観測船幸洋丸

面じ

(先. 張

S T ? 8 7 

2.1 4 2.日1 3，35 

200 ゐ ゐ ゐ

今 4捗 .. 
2.1 2 1.97 2.1 4 

56 0 2 10 2 8 
。

300 

+71 + 1 6 +40 

2.28 1.94 2.94 

400 4砂 '> ... 
。 ... " 

2.68 3.30 3.34 

500 .. ... 4少

... /. 。
。1 8.27 18.28 18.82 
10 .27 .26 .82 

能 20 .28 .27 .82 

初 .2 8 .26 .83 

素 6日 .34 .34 .83 
ー一-トー

75 4 6 .5 1 .85 
一甲}一一

王註E三ー- 100 .47 .4 O .83 

15J .5 0 .44 .7 9 

〆目、 200 .53 .50 .63 

%0 ヨ∞ .5 9 .59 .る 71
、J
400 .67 .79 ，，?_8_1 

500 .78 .8 1 ! .83 

九 矛本
十 ~.l ，.~;，!，心、、

o 苧 宇 4小炉'. 一.，凶νJτ""'-，-，
i一 ι'"白〆〆、-"

調 査員佐厳免

~1 

調 査 • そ の イ也 ) ， 

ι 5 4 5 2 1 
ー「

9.55 1 0.92 1 1. 3 3 9.1 4 7:90 7.65 。
240 

C 。
38 φ '> 39 30 

+54 + 1 9 争 '> +61 + 3 1 

6.42 9.28 6.1 0 3.2 1 3，35 2.93 

。 '> 22" 3 20 ... '> 

... ゐ +24 + 54 '> 。
3，14 ι55 6.3 1 2.52 3.98 4.50 

ぞb 。 4砂 ... ... ... 
... '> ... '> ... ... 

2.89 3.52 3.7 7 2.66 3.8.7 3.27 

。 ... 砂 ... 4疹 φ 

... .. ... ... ゐ ... 
1 8.9 0 18.96 1 8.92 1 8.85 1 9.03 18.90 

一一一
.87 .97 .92 .89 18.94 .9 1 

.87 .94 .93 .89 .93 .9日

.87 .93 .9 3 • 89 .94 .89 
一一一

88 .94 .97 .91 

1ヲ.9116981i1.9J064 0 1 1 9.06 1 9.06 1 9.C 3 .93 

.0 1 .1 5 • 1 2 1 9.08 

.05 .09 .1 3 .05 .0 1 1 8.95 

1 8.98 ! .0 4 .口 7 18.89 1 8.82 .78 

.94 .6 2 .6 4 .5 9 

.64 -Fy iJDi  

.7 5 I .67 I .79 I .77 I 7 7 

-116ー



出和 42牛 i 1月末平洋沿岸定線記埠

Jo. 観測線鮫角 E 線 期間 11丹17日~ 臼

S T .番号 2 5 2 4 2 3 2 2 2 1 2 0 i 9 1 8 

N 400 32. " " " " 
。
" " 位 置 。 ， G 。， 

142。01， 1420 1 4 14Z。27， 142040 14253 
， 一

E 141 37 141 41 149 48 

日 時 分
4.55- 5.40- 62. 6-、， 7.53- 09.4号~ 1 1. 3砂』 1 3.1 (}o..， 1 4.55......， 
5.05 5.52 6.4 0 8.25 1 0.1 7 12.00 1 3.40 1 5.32 

天 候 b C bC  bC  b C C C C 。
気 温 6.5 6.8 7.4 8.8 8.9 8.2 8.8 7.8 

嵐 向鼠カ 2W3 8W3 SW3 SW3 SW4 W 4 W 4 NW6 

F母 ~ 42 65 95 1 86 

海 主主

水 色 6 6 5 5 5 5 5 

王参 明 度 1 7 1 7 1 7 1 4 1 7 1 7 1 6 

一一波 浪 E 5 5 5 4 4 4 ι 

う 古3 り 2 2 3 4 4 4 

夕、 圧
一

雲形.雲量 一一 7 一一 7 一一色 ー- 6 一- ') 一一 1 0 一- 1 0 一一 ? 

PL採集形式 務 IPL 稚 iPL稚 !PL務 !PL稚 !PL経 !PL稚 1PL 務 IPL椎!PL 
ー

i.I<混 1 2.9 1 3.5 1 3.1 13.0 1 3.6 1 3.5 1 3.1 1 3.0 

。
一司ーーー

水 話1 1 3.30 1 3.60 13.83 13.60 1 3.6 1 1 3.59 1 3.2 1 12.99 

10 5 ι 4: 1 0 1 2u 1 8 8V 一?σ一

水 ig 1 3.29 13.58 1 3.85 1 3.58 1 3.62 1 3.58 1 3.22 13.01 

20 :， 6 4 1 0 12 18 8 ? 

i.I< 鼠 1 3.3 0 1 3.6 1 13.88 1 3.6 0 1 3.67 1 3.59 1 3.26 1 3.03 

30 5 。 ι 。 4 。 1 0 。 1 2 。 1 80 8C ? 。

水 混 1 3.47 1 3.87 1"3.6 1 1 3.61 1 3.56 1 3.2 4 1 3.04 
c 。 1 30 15。 1 3a 1 8 。 21 50 8 ι 

+6m +2m 十五m

7.k 1、!iliえ1 13.88 1 3.6 0 1 3.64 13.53 1 3.16 13.0口

75 6 υ 13 15 30 1 8 21 

+ιm +2 m +3m 

水 tI守6 j 3.6 4 1 3. 4 4 i 1 3. 4 8 i 1 3. 1 4 1 2.99 

100 1 3υ 1 5 1. 30 1 8 i 2Tl 
+6 mi' +2mi +5ml 

1. 

7.k ;呈 13.56 1 3.32 1 3.3 9 i . 1 3. 0 8 ! . 1 2.8 7 
150 

i 
20 4口 41' 38U I 48 

:t:_2 3mL -r ~~m~ + 31m I +_~ll'j 

- 11 7ー



海~ ~道結呆 総長以遅試験場

観保!船来 よ宅 7L 調査員赤羽光秋

記 事

(見 張 調 査 . そ O_) 他)

時化のためST.17，16 両点欠測

4 

f 

S T 2 5 2 4 2 3 2 2 2 1 2'0 1 .9 1 8 

11.00 13.33 12.62 1之62

200 40 41 
。
38 。 48 。

+23m +25m + 3.1 m +35m 

9.53 1 0.7 9 11.74 12.25 

300 40 41 380 
。
48 

+23m + 25 m +31m +35m. 

. 
400 

500 

。18.82 l' 8.9 5 1 8.97 18.93 1 8.92 1 9.0 6 1 9.16 19.1 5 
10 .94 .97 .95 .92 .9 1 .日1 .1 3 . 22 

塩 20 .92 .94 .94 .92 .89 .06 1.3 .18 

30 .92 .94 .94 .93 .90 .07 ι1 4 • 1 6 

素 50 .94 .94 .89 .08 1 .1 2 .16 

75 .93 .93 .89 .1 0 .14 . 1 7 
最 100 .92 .92 .1 1 .1 4 .1 7 

一150 .92 .80 .1 3 i .1 9 . 1 8 
r、200 .74 .1 2 .2 0 .1 9 

% 1300 .93 .08 14 .16 
、、J
400 

500 
1 

験

-118ー



_4ii 2 観測線 出戸前沖(N 4 ，0 E線) 期間 11月18臼--1，臼
s T 0番号 ノ、 -ー ホ ，、、

置 IN 4 1" 0 0' " 41
0 0 t 4 f 04' 

位
14f 3O 14f 5r! 1420 1[1 141' 3r! 

日 時 分 18187 .. 50 0 
23.50-- 1~?之0.50 03.55 

内w18.08 1 9. 0.1 1 2 内w4.20

天 f長 b b b c 
「

気 温 7.1 7.1 8.7 8.7 

仁二ゴ嵐向嵐力 W 3 W 3 W 3 NW3 

海 深 31 5 

海 流

水 色

透 明 度

波 浪 3 3 5 2 

う ね り 2 2 2 

気 圧

雲 形雲量 ー-2 - 2 ー-2 

PL採集形式 稚 IPL稚 IPL稚 IPL稚 IPL稚 11>1， 稚 IPL稚 IPL 狩 IPL稚 IPL
水 温 1 3.7 1之? 13.4 1 3.0 。

7k 温 1 3.81 12.23 1 2.32 1 3.53 

10 5 。 8 。 30 5 0 

水 湿 1 3.81 1 3.00 13.80 13.6 8 

20 5" 8- 5 。 30 

水 温 13.85 13.09 13.72 1 3.78 
1 "1-

♂ 8 。 5 。 l 30 

、

水 温 .1 3.82 1 3.00 1 3.69 13.59 

50 1♂ 70 5 。 4 。
. 

7.k 温 1 3.77 1 3.1 6 1 3.56 13.76 

1 00 7 。 。 。
75 5 4 

水 温 1 3.79 1 3.27 1 3.5 0 1 3.77 

100 1 0" ‘ i 7 。 5 。 4 " 

7.k 温 1 3.74 13.48 1 3.3 8 i 1 3.7 8 

150 1 50 ! 1 0
0 

30! 4 。

+3m 

-1 19ー



J132 水底試験場

鎖倒船東奥丸 語査員 赤‘羽光秋

-ー一一一一_...一、ー，._~ー

記 事

(見 強 調 査 。 そ の 他}

〈スルメイカ漁場観測}

s T ノ、 ーー Jt;. ，、、 t 

1 3.75 1 2.2 1 11.99 13.54 

200 15 1 0 5 4 

+3m 
一一

4.42 7.76 8.66 
一

10 。 5 。 。
300 4 

一一-
+3m 

400 

500 
一一

。
10 

塩 20 

30 
一一一一

素 50 

75 

ゴ量 10日

150 
ト一一一一一-，-i

200 ' 

ーイ9ら 300 
、J 4日O

‘ . 
500 

! 

-12日一



A1i. 3 観測線尻矢崎血縁 期間 11月19日~ 日

S T .番号 ー

一-L-5 4 3 2 1 

N 4'-25' ， 潤 ， • 位 置 一E 143"-00' 142-36' 142-13' 14f-日日' 1410_40， 
一一』ーーー喧目ーーーーー-"

a 時 分
7..50- 10102 ~ 12.20- 1 4.00- 15.55-
8.25 10.25 1 2.50 1 4.18 16.3日

天 1長 。 Q. 。 。 v 
ーー

気 温 8.2 9.2 9.1 10.8 11. 5 

風向風力 W2 SW3 SW5 SW5 W6 

海 深

海 流

水 色 5 5 5 5 5 

ヨ禿 明 重E 1 9 1 9 1 6 1 5 

波 浪 2 5 5 5 6 

E三う 才2 りl 2 4 4 5 

気 圧 1031! 1028 10.25 1022 1 0.23 

雲形.雲量 -91 -101 -101 -10 f 

PL採集形式稚 IpL 稚 I~LI稚 IpL稚 IpL 稚EL稚 IpL稚 !PL埜辺国互
水温11乙61 1 2. 5 I 1 3.0 I 1 3.5 1 3.8 

01 i I I i 

水温 13.22 1 1 2.84 I 1 3.23 I 1 3.66 1 4.26 

101 130 180 151  1{ 15 0 

水混 13.2 7 I 1 3.04 I 1 3.4 3 I 1 4.0 5 1 4.38 

20 I ! ~O I 80 I 5 I 1 f 15' 

水 混 13.44 1 3.1 0 1 3.8 7 1 4.08 1 4.4 9 

5日 t: i 8 。 g 1 1。 15' 
' 

ケ士 | 水 五 1"1i"18 i 1 3.1"ol 1 3.4 1 I 13:941---:j4~32- 一「仁
II 180 1 211 26'136' 1 i 

I +3ml +4ml +3ml +5ml ! 
溢 15.18i12.84115.15113.?5i14.25!

lrj16  i2r12f  i djili  

l i +~ml +4m1++3m! +5mi 
|水

-121 -



青森県水産試験場

鋭利絵 東 突 丸 調査員 赤羽光秋

百己 事

{見 張 主母 査 そ 。 i也}

時化ωため. ST.6.6'欠il!IJ

1:18i JJ-十一寸---t---1
一一

300 

400 

5日日



-毛

t8和 42年 12月太平洋沿岸定線海洋

Ao. 1 観測線

S T .番号 2 5 

位
置1m

400_ 31' 

141-37' 

日 時 分
19.35-
19.45 

天 候 b 

気 滋 9 

風向風力 W2 

海 深 42 

海 流

7Ic 色

透 司思 度

波 浪 1 

う オ2 1 

気 圧 1025 

水 組 11198!

101傾 角 fi 
ワイヤー延長i
水 混 可之31I 

201傾 角 2 

ワイヤ『延長

水

上

ワイヤー延長

水 混

2 4 

• 
14t-41' 

220.01.55~ 1 

bc 

? 

W2 

62 

1 

1 

1 025 

1 2.03 

っ。

1 2.03 

2 。

1 2.39 
ち

5 

鮫角 E 

23 

' 
14t-48' 

21.1 0-
21.34 

bc 

7.5 

WSW2 

87 

2 

1 

1026 

1 1.63 

30 

1 2.29 

3 

1 2.31 

z 

1 2.4 0 

線

2 2 2 1 

' " 
142守口l' 142-14' 

22.51- 00.41-
23.26 01.09 

c c 

5.1 1.5 

WSW WSW2 

196 

2 2 

1 2 

1 026 1 026 

1 2.31 1 2.561 

5 5 

1 2..1 6 12.48 

き 5 。

1 2.4 7 

7 

1 2.4 7 1 2.54 

- 123-

期間 1 2月 5 日~ 4 日

2 0 唱 9 1 8 1 7 

• " 11 ， 
1420- 2]' 142-40 1420_ 53' 143-12' 

02.24-104.1日~ 05.53- Gス40-
02.55i 04.38 06.25 08.12 

c c 巴 bc 

0.5 1.5 1.8 7.5 

WSW2 W2 W2 W1 

2 

23 

2 2 ヲ

2 2 E 5 

1026 1 025 1025 1 026.5 
一一

lPLi稚出111
12.2112.4111.6 

1 1.92 

5 。

1之28

g 

1え50
c 
7 

1 2.64 

1 2.02 

4 。

12.5 n 
4 。

1 2.54 
。
7 

1 2.54 

1 2.34 

f 

1 2.50 

2 。

12.5 '2 
。
6 

1 2.35 

1 1.4 3 

2 。
}ー

11.57 

2 。

2 

1 1.5 1 
。
8 

1 1. 39 



観測結呆 青森然水産試験場

観測船東奥丸 調査員 三ツ谷光男

記 事

(見 張 調 査 . そ の 1也)

s T 2 5 2 d 2 3 2 2 2 1 2 0 1 9 
一'

1 2.54 1 2.口4 1 1. 3 4 11. 421 9.90 

200 1r 15 C3 19 0 1グ 1 50 

+5 +5 +el 十 8 +5 

1 1.95 6.65 6.9日 7.71 .6.44 

1 40 1 50 
。

1 9く3 1 1 50 300 1 9 

+ 5 +5 +日 +8 +5 

400 

500 

、，
一。 1 8.63 1 8.94 1 8.97 1 8.93 1 8.96 1 9.00 1 8.97 1 8.94 1 8.9 1 

すトで;; .93 .守 5 .93 .97 18.94 .93 .92 .9口
一十一一一日一

j 品ん
.93 .94 .93 .96 .94 .93 .92 トーさ上

30 .92 .93 .93 .93 .97 .93 .94 .9 1 .89 
，..ーーーー r-ーー一ー一一 一一一
50 .9ι .93 .9 4 .守 6 .94 .95 .守 1 .89 

業 町ト…ー…-一一一ー ト一一一一一一ト一一一一ー一 一一一
75 .宇 4 .95 .96 .94 .93 .9 1 .90 

ト一一一一一
100 

?6 76 7:E9E 551L!一一二19万5 4 
.93 1 .91 

量 一一一ト一一一一一一一一一一一一」一一一一一←ー 一一一一一一一
15日 .98 .守 3I .9 1 .88 
トー一一一ト一一一一一一一一トー一一一一一、一一一一一一一← 一一一一一一一一

~ 、
200 .921 .91 .83 

陛f …亡ヰ:ド:lJJ.75 I .79 .70 

二1二
-124 -



;Vo: 2 観測線尻矢崎 E 線 期間 12月 4 白-5 日

S T .番号 ~/ t I 5 I 4 I 3 I 2 I 1 

1 N 1410-00'1 I 4F-24'410-25'Ar-25' I 4仁 25'41"-26' 
位置 1E 1143-00'1 1143-02'] 142-40'[14l-20'L142-01 '1 141r...41 '1 j 1 

時 且 11.42-1 I 1 5.1 5-1 1 7.30-1 1 9.4 8 -I 2 2.0日-100.1 7-1 1 I 
日TJ' 12.1 5 I 1 1 5.4 5 1 1 8.0 0 I 2 O. 1 5 1 2 2. 3 2 日0.45

天候 bl I bl bcl cj rl r 

気 温 8.4I I 1 0.5 I 8.51 6.5 I 4.01 2.6 

風向風力 W21 I NE21 E31 E31 E41 SE6 

海深

海流

水色 21 ! 2 

薄 明度 21 1 1 23 

波浪 11 1 11 21 21 41 5 
r一一ーー一ーー一ー

う才21)I 3 I I 4 1 4 1 4 1 4 1 5 

気圧 1026.5 1 1 1口25 I 1 0 2 3 1 1 0 2 3 1 1 0.2 3 I 1 0 2 1 

雲形.雲量 5 

PL採集形式稚 !PL稚 IpL稚 iPL稚 lPL稔 EL堆 1!'_... I，権 1PL稚E主主iEi
水温 11.丹 1 1. 6 1 1 1. 4 I 1 2.3 I 1 2. 3 I 1 2. 1 

。傾角

ワイヤ延長 ... I 
水 混 1は 5I I 1山 1 O. 7 7 I 1 2. 1 0 1 1 2.3 1 i 1 2. 0 1，上十一一一一一ー一一卜ー←一一一一

1日傾 角 l 1 I 1ο 4。 4 J- 6i 
ワイヤー延長

水混 11.651 111.92110.82112.34112.38112.5日

20傾角 2) I I 1o4f  I 4i' I ~nfEn f 

ワイヤー延受 1 

水 混 116H T1971M712581258124?| 十
30傾角 2"1 1 ，0 1 4'140 1 l よ」
ワイヤー延長

水温 11. 6 8 ! I 1 1. 9 3! 1 0.3 4 I 1 2.2 2 1 1山 125qi
-t-一一一一一一一一

5日傾 角 4 51  4J 6 1f 1r i 
ャー一一一一一一

ワイヤ一室長 l 一-十L一一ー水温 10.53i ! .11.8i!. 9.26! 12.051 12.1 6 1 .1 2.15i 

75傾角 4 I i 3U 1tO  6131J  i 
ワイヤー延受 1 ! 

水 温 t471 I1196i 882M11Z15」-1一1.9ギ一8一一一一」ι一一
10011頃角 4 I 百三士三

ー ーー

|ヮf十一概長 : 

1144 温 9.64I-ia?11166!1  1刀
1915nlL宗←ι一一ーー 合 事 I j も 1. i子ー!伺 323 L P-

- 125ー



青森:';~ 7}:' ~t 試 R日t?5

観測松 東 奥 ).L え苛 査ー員 ι 三ツ谷光男

言己 事

(見 張 調 査 そ 。 T也)

S T 2 次第に時化模様となる。

S T 5' 

200 

8.05 
0 

8 

5 

5.96 
p 。 同日日正王:

+2 

300 

6.57 
0 
8 

+ 1 +2 

L
i
 

+5 + 2 7 

4.61 
0 

32 

+ 1 0 

4.92 

2r 
+2 + 1 + 2 +5 + 1 0 +27 

ー工二
400 

500 

十?一一ーャ司

ηHl 
素

j量t

5SμE且ム」斗

全斗

τゴ

: 
よ

2
1
 
- 126 -
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.守 1 .9 1 .守 1

山一己主主
1日三|



bi1柑 43年 3月末平洋沿 1ぷバユ"苦手-ι 浮

AiJ. 1 観測線 尻矢崎日~鮫角 E線 え}! 7昔j Z 司18fJ-1ヲ日

S T .番号 1 2 5 4 5 ι 
ーゴ二J」 L。
41"-00' 4a -31' 41 -25' 相 " " H 1腫

位
置 IE141'-40' 142。-00' 142。-4日， 1450-OD' . 14l-20' 143つ-3D' 

" " 
分
18 21.17 23.2日~ 1守口1.10 3.05- 4.4 5- 17.20- 1 0.07- 1 3.1 5-

日 時 -21.55 23.45 -1.40 3.27 5.1517.50 1 0.30 1 3.35 
一一一

天 侯 bc bc bc b b i b b bc 

'z¥ 浪 3.0 3.0 3.0 五日 ω」三2 4.0 4.0 

S宵 24i一一一SW-2 ト一一一ー一一 一風向風力 SW2 SW2 ロ可，2I sw 3 Eミ苛ろ SW3 

?毎 深

海 流

水 色 5 ι 

子秀 明 庭 8 1 1 1 9 

1授 浪 1 2 2 5 5 5 
司一一ーす一

つ Jユ り 1 I 2 2 5 7 2 

気 F子 1日11.5 I 1 0 1 3.1 1 0 1 4.0 1 0 1 4. 7 11 0 1 6. 0 1日17.7 1 01 8.0 

ミ云静ヨξM. 石JヱFミ 吾去妻三
PL採集形式 稚 IpL!稚 IFL 推 IP工i 穐 IPL終 IpL 権 !PL 惟 !PL
水温 2.0 ! 3.2 I 3.口 0.9 。 0.4 

。

水源 1.7 8 i 2.9 1! 2.00 I [J.O 6 。 0.45 
o 7oc「一←?つ 9 。 12 0 

11斗-J:10傾角 7 7 I 1 2 
ワイヤー延長

水温 1.76 I 2ヲ11 1.守ち 0.65 0.08 0.2ι 0.5012.10 

2日傾 角 l I 70 ! 1 20 i 90 。。 1 2 。 15' I 50 

ワイヤー廼遣を

水 温 2.50 i 3.06 1 2.7 0 1 0.7 a 0.1 0 I 0.37 日.56 2.07 

5日f頃 角 -;コ i 3JI  i 1 20 9 0 ? 。 12 0 5 。

ワイ叩 i FトZ77ト ト一司ー__.-J--叩一-切F一一一切ー

r;-k- 混 5・731 3日
50傾角!3~ l 1 3u I 2 3v 1 1 l I 9v i 
!ワイヤー延長 +12! +1m l +81111 +4m l 

75 角 13; 13! 23vI 16 ゲ!
i‘ワイヤー延長 +1m: 十 1m¥ +aml +4ml j 

水温 5.341 3.るo! 5.4 8 I 5. 7 5 I 1. 1 5 i 

干 l
叩~延長 + 1円 +lmi +8ml 

71< 混 5.46i5.9-m6-
l 
15.66121i  

1~口 i月叩ー一延色長|l戸 1 5 2 t， 3 3 2 ;r . 1--"'-;P 寸ー 。ー!

I iワイヤー +5m i +10ml +18ml +14むI i :-_1 _?m! : + 17m I 竺旦
- 127ー



観測;右呆 青森県水産試験場

観測船幸洋丸 調査員佐藤 1; 

言己 事

〈見 張 え燭 査 そ e:> f也)
一一一十

、一

e 

S T 1 1 6 

6.5 1 L.9 3 1 5.7 4 ! 4.3 8 4.1 5 

200 1 5 。 τor- 1 2 。

+5m トー+1 om・ 18m 一一一1一一4一m一 5m 

6.日9 4.5 8 1 4.9 6 1 2.3 1 2.84 

300 
ト一一1一5吉一--;Tr-;-Tl-;-i "1 t-十一一一一一一一 一一一屯同一一ーーー 」均一一ーーーーーーー司ーー ー恥ーー一司一ー一ー 一時トー一一一一トー一一一一トー 一一
+5m +10m 18m 14m 1 8m 17m 5rn 

ト~一一一
4日日

一ト一一 -ー . 
500 

ャー一一ァー

I 0 I 1 8. 3 3 I 1 8.4 3 I 1 8. 2 5 I 1 8.1 1 I 1旦o土 1E-j--土111L1'0LL一-一-一LJ斗 18・P.-4Z222ZU20叫i11-→ -1EA4455iE8 G 7 i 
一一卜一一一 トー
10 ， .271 ・371 .231 .101 .01 

20 ・2日I .361 .24 ・0ヲ .03
塩

丘一一三i35 52 10 051- 7 
: ~-t--- : : ~ Iづ与ヨ i | 

素 751 .64: .39-r一一一一47 一一.3一5- 27 11111 ， .. 55541 5755 -..47555 5 7 1 ~一一一一ー一一一ーートー ー
10日 .641 .41 i .611 .651 .37! .40 

量卜
1501 .711 .671 .631 .651 .4ιI .52 i九時-M 63 661 .5 11 451 521 1 t一一

Q3ゾ ー8一一什」一一一ー一・一6一Lー 661 .5斗
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Ai. 2 観測i線綬角 E 線 期間 5 月19日-.20 B 

--一
8 T .番号 1 7 1 8 1 9 Z 口、 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 

40"-31' ， 酒 H H H H • Z陪

{¥r_ 置~ 143 -12' 142 -53' 142 -40' 142 -27' 142-14' 142-01' 141 -48' 141 -41 141 -37' 
"一

時
分 15.05- 1る1.SO~ 1 7.50- 19.45--- Z 1.05 ..... 22.40- 24.05- 0.55- 1.2日~

日 1 5.25 6.55 1 8.1 7 20.03 21.30 23.06 24.20 o 1.00 128 b 
天 侯巴 c c c 巴 bc b b 

気 混 3.5 5.0 3 C 1.0 4.3 3.0 6.0 6.0 6.0 

風向風力 8W2 83 83 83 8W2 82 8 1 81 82 

海 深 1 80 

?毎 1司t

水 色 5 5 

主乗 8jj 度
r一一一一一一一一ー

1 6 1 3 

1夜 浪 2 P 1 5 1 。 1 1 

う 宮~ q 2 2 1 五 1 1 1 1 1 

気 圧 1 01 8 1 018 1 01 8.5 1 01 8.2 1日17.6 1 0 1 7.5 1日17.0 1 016.5 1 0 1 6.5 

雲形.雲量

PL採集形式 稚 !PL 移 !PL 稚 j九稚 J~~ 稚~ 稚 E!'稚 j竺L稚~ 稔!P L__ 
水 i濫 1.6 1.6 0.6 2.5 1.8 4.7 7.0 5.2 5.0 

'!I i頃 角

水混 1.36 1. 4 5 0.23 2.56 1.72 4.92 5.3日 5.1 2 4.守7

1頃角 T D o l 5 。 5 。 匂5' 7 。 4 。 a 。 4 。 4 。

ワイヤー延長

水温 0.1日 1.8 1 0.1 7 3.43 2.23 5.1 3 5.1 9 5.(10 5.1 0 

20 傾角 1 0 I 5 。 き f 7 。 4 。 4 。 ι 。 。
4 

ワイヤー延長

水 混 0.99 0.80 0.29 4.52 2.40 5.29 5.31 5.1 2 5.31 

傾角
。

5 。 5' 5 。 7 。 4 。 。 。 。
~ 4 7 4 

ワイヤー延長 l 

水温 1. 0 0 0.87 2.24 5.04 3.54 5.1 7 5.20 5.1 6 

傾角 5! 
。
1 20 1 5 叫 1f 3 。 。 7 。r-' 50 ? 8 

ワイヤー延長 +2m +2m 十2m

水温 0.901 0.70 2.32 5.89 5.04 5.33 5.29 

傾角 90 1 1 2 1 5 1 3 5 nJP i 

iワイヤー延長 +2m 十 2mI + 2m 

水 滋 0.99 1.00 5.2 6 I 6. 5 7 I 5.2 0 I 5.8 0 

1100傾角 8 ?。 i 1f1f  j1f  f 

寸ど-τ + 2m I + 2m i + 2m 

1.62 i 2.33 I 4.4 5 I 6.9 6 引 5.80

1叫i笠ワイ 角
1 60 i Jl 20V ! 2'l i 505! 

i ヤー延長 +5m + 1 m I 
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青森県水産試験場

観測船幸洋丸 調交員佐藤 勇

記 事

f見 張調 査 . そ 。 他〉

寸s T 1 7 1 8 1 9 2日 2 1 22 2 3 2 4 

1.82 1.72 2.1 4 5.92 6.7 7 

200 16" E 1 f 200 tf 
+5m +lm +7m +10m +18m 

2.61 2.31 3.23 6.53 5.62 

30口 1 6 。 ι 。 1 f 200 2l 
+5m +1m +7m + 10m +18m 

一

400 

500 

。 18.29 18.25 1 8.1 2 1 8.32 18.25 18.62 1 8.50 1 8.66 1 8.30 
;10 .28 .25 .09 官32 .23 .62 .68 .65 .61 

塩
20 .26 .24 .09 .43 .25 .6"4 .68 .65 

30 .27 .25 .1 4 .54 .30 .64 .68 .64 

荊"'" 

50 . 3 0 . 2 5 . 3 5 .64 .46 .65 .67 .66 

75 .31 .28 .56 .72 .64 .67 .68 .， 
100 .38 .34 .65 .79 .65 .70 

量
150 .48 .39 .58 .84 .78 .ι 守

".....、 200 • 5 5 . 5 0 .47 .85 .84 

きち 300 .66 .6日 .64 .83 

400 一一トー一
500 
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正G. 1 

~cl 和 4 2年 4凡司本海地先定線海洋

観測線 崎イ乍埼 w 線 期間 4 月12臼~ 白

S T 

位

日

百
1 

o 
40-36' 

13グ50.5

2 5 

" 
o 
139-45 

細

0 139-39 

4 5 6 

• 
0 

138-59 

1 5.30-
1 5.55 

b 

17.0 

ι 
円

2 

7 8 

脂 " 
13&:.45.7 15$。525 
17.05-
1 7.27 1 8.20 

c c 

時 ~
o
一b

R》
内

4
国

p
h
J
V
4
1
m
 

n
U
4
E
-

~
日
一

b

k
d
n
L
-

5
a

一

。r4
'
-

n
U

国

~
日
一

b

n
U
2
3
 

4
a
口
y

h
v
'
n
u
 

n
u
 aA 

9.0 

NE2 

5 ι 

5
-
h
5
-
b
 

ロ一
5
1
一

W

一。弘'一

M
4
一

一Z
J
v
-
2

、4
4

一

一
5
一
~
5
一
b

一
白
一
1
0
4
-
一

M
H

』

3
1
F

『
つ
ι
ワ
ι
目

!
 

町
一
一

2

1
一

10.0 1 4.日 1 7.日 6.0 

NE3 

天候

気温|る.口 I 7.0 

風向風力ISSE21 SSEl 

海深 1 8日ml

海流

水色

秀明度

波浪

う 才ユ 1) 

気 圧

雲形.雲量

予て瓦玄玄式 i稚 rPL. l@_n[}?_ lJu }j)lPLl~ I:EO_L I轡 !PL!傘 !PL悔い LI~. jPLI轡 IpL 
日 混I 9.2 1 9.21 9.31 9.71 8.71 8，4 I 8. 0 I と斗ー-
01頒角

B ? 

NE3 NE2 N2 N E3 

1 0 3 2 I 1 0 3 1.9 

ι も ι ι 
1 0 8 B 

司一

2 

2 

1 031.月11 0 3 1. 0 

2 一一
2 2 

2 2 

1 0 3 1.0 I 1 0 3 O. 2 1 0 3 0.0 

ifi¥1 

角

?冨

角

源
一
角
一

9.2 7 I 9.401 9.43 

" 

ーL

9.48 7.35 

水 8.72 8.80 aH71二101 傾
。 。
ι 5 

7.1<. 湿 8.00 8. 0 9 7.56 2.77 

201傾 角 潤 " " 
N 

温
一
角
一
一
混
一
h

水
持
陸
棚

E同

E
叩工己。

9I戸 5

己K4
〔五「石寸 i 

一一一仁三元と去二:王
- 131ー

7.98 

" 

7.38 
0 

5 

5.68 i 

4.55: 
ー斗

;山同一叫

• 件一千卜一一

三下一一

" 

日一。川:計汁
可十

194ト♂!

1;生士二
EE1 



観測給与毛
手f 禄}:'長水窓或験場

説 U{ij j"i{-;" 字 i手 JL 調査員佐議 主主3

一
記 事

〈見 張 調 査 . そ 。 他)
句Fー恥可

S T • 7 オットセイ 1尾遊泳

• 

S T 1 2 5 4 5 ι 7 8 

6.24 5.91 4.1 9 2.76 2.3 2 1.25 0.7 7 
一

2日わ 1/ n " " 1/ " 1/ 

+4rn +4m +2m 十 11 

γ一一一一一一一
1.38 1.5 1 1..9ι 0.83 0.89 0.70 0.57 

3 [J 0 慣 欝 " 
制

" 
1陣

" ート一一一一→ート一一一一一一+4m +4m ..2m + 1 1 

一一一

400 

トー--一一トー 十一『ー
5日日

ト一一一一一ト一一
』ー。 1 8.4 1 18.32 1 8.29 1 8.52 1 8.74 1 8.9日 ~ー一1 8一-一8一q日一 18.9口rー一一一

10 .30 .28 .30 .58 .90 .87 .月 7 .85 
『ー一一一、』ー -

20ト一三十;ト 75
.53 

t亙一一5一0-01 .781 .81 .85 

i 素
5口 .86 .88 .89 
ト一一--
75 .87 .85 .89 

100 .86 .89 
量 一一; 150 .85 .89 

j事
200 .87 .89 

之口n 口 氏

8斗
「ー一一一

io汁一 一「ib汁一一!-----1一一丁一一「 t一一寸 ~J



A'O. 2 競演j 線 N4r  w 線 崩胡 4 月13日~ 日

S T .番号 8' 9 1 0 1 1 1 2 1 3 

40 -48' 4t-0口， H会 ， 
" " 位

13円1-36' 1380- 40' 1390_ 00' 13守1-20' 1390_ 40' 14日0一日日，

日 時 分
1 9.4 0 21.1 5 23.2.5' 131 01.35 03.50 口ふ00
-20.05 -21.45 -23.55 ~日 2.03 -0418 -06.25 

茨 侯 c b c 打、， c c 

2ペョ 源 6.0 6.0 5.0 5.0 5.0 
一一

風向風力 N E3 NE4 E4 E5 E5 

海 深

J毎 丹青，

水 色 7 

エ秀 明 変 電1

波 浪 2 5 5 41 4 2 

う 才立 2 3 5 4 4 主

気 圧 1 0 3 O. 8 1 0 3 O. 0 1 029.5 1 029.日 1 028.日 1 028.5 

雲形.雲量

PL採集形式 稚 i士L1稚 lpL 稚 IpIJ 争 IpL 轡 IpL ⑩l!_~ 管)Ip~ 穆11'10稚jI'L
水 混 3.1 7.7 8.6 8.6 I 8.8 8ι 

。

水 1誌 2.90 7.74 8.31 9.47 8.59 守.13 

一
10 傾 角 1 0 。 1 2 。 1よ 1 3 。 1 1 。 干、

水 rdl 2.72 . 7.78 8.1 3 9.1， 2 8.84 9.34 

2口傾 角 " ' • 6 " " 

水 温 2.50 7.59 7.74 9.44 8.7 5 9.2日

30 傾 角 ' 
， 
" ， ， ， 

水 温 2.31 5.7 ?i 7.6 0 9.1 7 8.53 9.1 1 i 

50 1頃 角， 11 0 1 7 。 3 1 
。
1 f 2u 。 8 。

十 2m +8m +3m 

* 混;
1.95 3.:1 1 6.35 8.49 8.7 5 9.25 ! 

75 傾 角 i n " " 担 8 • 
+2m +!lm 十 3m

水 泡 1.24 2.79 4.61 7.36 8.9 1 

!頃 角 H ' " 11 • ， 

+2m +8m + 3m 

!150 

水 混 0.78 ! 5.20 I 2.1 1ーーすI 5.9 7 8.67 i 8.8 Ll ! 
ー一一十一一一一一一

傾 角 i 1グ 32 リ 15。i 

+守mi I + 2 川 +4 ヲ~~す 49m! +27ml +4ml 
- 133ー



青森県水産試験場

観測j 船 i苧 1L 調査員佐藤 勇

言己 事

(見 張 i場 査 . そ qミ 11B ) 

s l' . 9 附:置に操業船1口隻

S T • 1 0 サンマ 1尾遊泳附近に漁船あり

S T 8' 守 1 0 1 1 1 2 1 3 

0.1， 3 1.45 1.53 4.33 8.7 9 8.2 5 

200 " 
， 
" " 

， 
" 

+9m +23m +49m +49立l +27m +4m 

一0.4 8 0.85 日.83 4.27 2.41 1.59 

300 " 11 " H " " 
+9m +23m +49m +49m +27m +4m 

ー一

400 

500 

。 18.8 'i 1 8.8 7 1 8.9日 1 8.59 1 8.82 18.30 

10 .84 .85 .88 .84 ! .82 .8 1 

一一一
20 .8 5 .85 .8 (， .89 .82 .8 1 

1品a 
30 .85 .85 .8 7 .93 .8 2 . S 4 

5口 .83 .88 .84 
ヅ弓?手ミ

.84 .871 75 .8'" 

100 .84 .85 .8'" 
量
150 .84 .85 .8 ~ 

H/ヲ、、司()j刻、， 2UO .84 .83 .84 

300 .8 5 .85 .3ι 

50日 「
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jfo. 1 

婚相 42 :半 5月日本海地先定線海洋

観測線 ，;k¥t l'乍埼 W 線 期 i訊 5 月品 目~ 日¥

8 8' 番号

~ 
日時分

天候

気温

風向風力

海深

海流

水色

秀明度

波浪

う句1)

8 T 

位 1q1 
2 

， 
5 

• 
4 

1390_ 45'1 13<J...385 1 1390ε55 

H 

6. 6001ι50 
-6201 -725 

5 

1/ 

。，
13十125

色 7 

' 'I 1/ I 40-48' 
1380_ 47'1138-33'1138 -37' 13&-51包

CI C 

800 1955 
-8351 -1 030 

。1 巴.B

112351ユf;;白!こf3251よ??i5!こ?;fo

日一日

雲形.雲量

気圧 1 1 01 9 

日
一

5

一2

8 

5 

2 

1 020 

1日

1 38 1 1 4.4 

841 82 

5 

2 

1 020 

7 

1 1 1 1 

1 

1 

1 020 

A 

14.0 

81 

ロ

1 4.0 

82 

1 1 

1 

11 

2 

101 9 

1 4ト771一三
。

一

au

一nu
一4
6

1 2 

区下
日 1ーヰド斗計斗?

9.61 

7.89 

温

角
主ド :;51117 1 1.9 3 I 1 2.53 

4 1 --l 
1 2.64 
0 

5 

混 1 11.351 11.231 11.211 11.141 11.051 11.03 

角 I If I H I H I n I n l' If 

P L 採集形式|稚疋到轡庄司曜~~致事与紅1)1⑮~~~ゆ庄司金I~J墾~_þ L) 
白水 潟 I1 2.41 1 1.61 1 1.81 1 2.1 I 1 1.91 1 1.9 I 1 1.5 1 日 1 6.!J 
01傾角

ワイヤー延長

水
。。
ι.56 
。
口

6.04 
oー一
日

1日間
ワイヤー延長

5.61 5.1 8 

司一

水

201傾 ， 

7.2日

g 

6.36 

。PD
 

2.27 

" 個

ワイヤー延長

4.57 4.21 水
一
傾nU 

2
3
 

混 11 1.3 0 1 1 0.9 8 1 1 0.9 2 1 1 0.6 6I 10.62 

角 I If I n I 1/ I n I H 

8.ヲロ

， ' 

一一日「 +1m 

10.51 
百11 
+1m 

10.52 
-ーち-

3 
。 手トヰー

9.56 
-百

2 

10.45 7.宇品
。
ι 

9.61 9.48 

H 

9.33 

曹 二庄司三三ZZi
7己ヨ二王

9.53 

11 

ワイ?ー延長

!友一一盃
l00lf頃角

同τE
Gk一冨
1501傾角

ワイヤー延長

9.47 

， 

9.38 

l' 

1l! 
-ーーーー」

+5mJ 

9.39 

8.38 

。

74目

9.1 8 

8.51 
。
1 [， ! 

+5ml 

g 

n 

去十

ートーー十一

1Fドj十
一斗ーート



観測結呆 青森県水産式験場

観測j船瑞!鶏丸 講究員中川武光

記 事

(見 張 調 査 そ <D 1也]

嘘作埼 5 7~附涯でオットセイ 2 頭発見.日付近に潮目あり。

S T • 8'附近の海域でマス延縄船多数操業

S T 2 3 4 5 ι 7 B 

7.49 7.57 7.46 4.52 1.守5 1.ι? 日目12 
。

1 4' 
。 。 。

12 0 。。20日 1 5 7 1 6 1 1 

+4rn +5m +lm +5m +2m + 4!且

一τ寸一一'1.99 2.09 1.99 1.8 0 1.04 0.88 0.66 

30 0 11 11 P " " " 11 

ヤー一一一一一11 " " H " 11 

こ-+=一4000 

一一一ヤー←一一一一
ト一一一一 一一

トーー一一一ー500 

- 136ー



Ai 2 観測線 N 4 t iE西線

S T .番号 9 1101  11 1 12 1 13 

N I 410_ 00' I ， I 11.  I . H . I 11 
置

位 E 11ぜー 40'113ずー00' 1390E20'11390-40'I14a-0o' 

6. 2035 12300 1 7. 01.20 13.4 0 1 600 
日時分 -21101-23301-01501 :-4..101 .-6.30 

天候 CI CI CI cl C 

気温 10.4111.6111.5111.2111.2

風向風力 E21 N11 NE21 E21 E3 

~!:'、
既ー. 

期間 5 月 6 日-7 8 

一一

一一一一『
海 深 ー

海流
一一

水~
一一

発明度 7 
一一一

波浪 11 0 1 1 1 1 1 3 
一一一一一

うねり 11 11 1i 21 3 一 一一一一一気圧 101811017110161101611016
喝一

雲 形.雲量 101 101 101 101 10 

PL採集形式後回陸軍l 起 eiG悔同嘩H⑪寧!!PL 稚 !'PL 稚 l_p~J:，稽 jPL
水温 9.21 9.21 10.01 9.01 11.0 

日銭 角

ワイヤー延長

水混 7.891 . 7.3 R 8.9 3 1 7.9 9 1 1 0.8 2 

10領角 10 ! 3 ず f 1 a 
ワイヤー延長

水穂 5.56I 6.6 1 I 8.62 I 8.00 I 1 0.50 

20伺角 "1 • 1 "1  11 I • 

ワイヤー延長

水護23.7 6 1 5.8 8 1 7.58 1 7.1 0 1 1 0.35 

30領角 11 1 • I .:  1 • I H 

ワイヤー延長

水温 5.241 5.501 5.88 1 6.52 1 9.43 

50傾角 ff1r r.13 
ワイヤー延長 + 2 I 1.+ 1 

i水 TE
75lj頃角 2.9713.9715.36 I '. 5.5 7 1 .8.38 

ワイヤー延長 31  5116.+21 411日. + 1 

100煩角 2.05I 3..1 6 1 3..73 .4.42 I .8.23 

ワイヤ『延長 3 I 5 I 1 6. + 2 I 4 t.1 D. + 1 一寸一

一一一

一一

ーー

l'一一一郎ーーー→一一ート一一

水 温 1. 2 1 i 1.8 6 1 2.4 4 !. 2.60 I 6.86 I 1 斗一「
150傾角 1tl 150 1 1a" i ぜ 12' I i I 
i :ヲィャー延長 十8 1 + 5 1 ーザ i +ji →十三 i T--了プーJー:
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手f 芹1、 氷還試験場

重見 浪Ij 沿 工F高Ifu 鴎 九 4省令f 員 中 111 武光

言己 善玉

(見 d長 調 査 そ の 1也)

司巨

9 1 0 

0.9 1 1.26 

20日 1 7 15' 

+8 +5 fl;一一一日76 I G. 7 5 

"1  11 

膚

i115l1 可三:7
2斗ヱ~! 1.401 ~- I 一一工~

h 

電 ， n 

ー↓-Eff
400 

一ー一-
ー一一一斗一一一一一寸ー←一一←

500 
一一斗一一一一一ート一一一一一ト一一一一→一一一一一斗一一一一一一←一一←

18.84 1 .8.7 7 1 8.7 7 1 8.74 

と1三.82 .77 .75 .74 

.83 .78 .75 .75 

.82 .83 .76 .77 

1汁42
t主E
20 .83 

30-!_. _"竺J
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婚相 42年 6月日本語地元廷線海洋

.f.i 1 観測線 雄作土奇 W 線 期商品月 5 日~ 日

S T .番号 2 5 4 5 6 7 8 

IN 40'-36' • 1開 H • 1・ ， ， 
イ立

建 IE 139':_5由 1390-45' 13ト。38.5 15?0ー25・5 13よ11.5 13&-59.5 1380-47' 1380_ 33' 

日 時 7J-
3d 540 635 750 940 1 1 3 0 131011500 1650 
-630 -710 -825 -1020 -1205 -1 3 45 i -1 535 -1 720 

天 候 e bc bc bc c bc 。 c 

気 温 1 5.7 1 5.7 16.0 1 6.7 16.3 1 8.8 1 7.2 18.0 

J宮正 向風力 83 83 83 83 82 81 8E1 E3 

海 ‘深
一

海 流

*- 色

干秀 明 度 1 5 20 1 7 1 8 18 20 1 7 1 6 

波 浪 2 2 1 2 

う 7ね ー) 21 2 2 2 2 2 2 

気 圧 1 01 4 1 0 1 4 1 01 4 1 01 4 1 01 3 1 01 2 1 0 1 1 1 01 0 

雲形.雲量 -9 ! -3 -7 -6 -10 一色 -1β -8 

PL採集形丈 稚医1)i得恒L)管区2をEy医E命疋t(ft!ξ:0 ~~ :参JQ)轡 IpL 
水 温 17.0 16.3 I I 6.1 15.9 16.3 1 7.0 1 6.3 15.8 

“一一。

水 湿 1品.43 1 6.33! 16.04 16.48 16.27 1 6.68 1 5.91 1 4.1 4 

1 00 1 ぎ 13 。 6 0 。 。 。 2 。ト一一一一一一
10 傾 角 5 3 日

水 混 1 4.59 14.2 O 13.92 1 4.05 1 5.31 1 4.90 1 3.97 1 2.04 

傾 角
。

13 6 3'" 

ー-

20 1 0 8 3 。 2 

e 

水 温 1 2. 61 11.78j 1 2.06 1 2.65 1 1. 84 12.88 1 1.0 0 9.09 
ーー一「

30 傾 角 1日。 1f ι u 5 0 。。 2 。

水 温 1 1.3 4 10.61 1 1.37 10.84 1 0.82 1 1.72 I 7.83 6.05 ! 

5日傾 角 1 8 I 10 1 9 1 6 15 7j  

53m 5 i m ! 53m 52m 52m 

水 ?EZ 1 0.59 ! 1 0.78 1 0.57 1 0.3!，) 9.74 ! 

75 傾 角 1 0 19 1 (; 15 7 

78m 77m 77 m 

水 混 9.90 i 9.61 9.03 9.25 8.44 ! 5.47 ! 3.53 
100 傾 角

1 10 3f i 針紅ポ一;トtF斗-q9主ーヰ仁二ゴI 1~::i 1~~:! 1~~~11~~~1 ".1 
水 温 8.96! 7.60j 

150 傾 角 i5ri1r!  

! 173m! 155m; 1 
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観測結釆 青森県水産試験場

観測船瑞鶴丸 調査員中川武光

記 事

〈見 張 調 査 . そ む 1也)

J 

f 

S T 2 E 4 5 6 7 8 

6.32 4:51 4.61 5.13 3.72 1.93 1.3再

30 。 1 i 
。
2t 22 。 30 14 。200 21 

223m 205m 20坦m 201m 212m 205m 

2.91 1. 87 1. 9 7 1.90 1.37 0.7 5 0.67 
。
14 。 21 。 20 。 220 5 。 1r i 300 30 

323m 305m 302m 310m 312m 305m 

400 

500 

日 18.56 18.95 1 8.91 1 8.93 18.87 18.96 18.83 1 8.86 

10 .77 .95 .89 .93 .88 .93 .83 .86i 

土告，，11.
白

20 .87 .84 .96 .95 .84 .96 .89 .88 

30 .89 .86 .93 .92 .73 19.00 .88 .86 ! 

素
. 50 .86 .82 .95 .93 .92 18.97 .86 .80 I 
75 .90 .95 .93 .89 .9日 .83 .80 I 

量
100 .88 .89 .88 .86 .86 .82 .80 i 
150 .88 .83 .88 .85 .83 .81 

，"、 2日日 .85 .82 .82 .82 .81 .8 (] .79 
《色 300 

」ー

.82 .81 .80 .8日 .80 .80 .80 
ー-

50日

- 140ー



必 2 観測線 N410 正西線 期，09 6月日~臼

S T 番号 8' 9 1 0 ~ 1 1 2 1 3 

N 40-48' 41。-口o • N ， n 
イ立 置

138-37' 13a'-:-40 1390-00' 1390_ 201 1390_ 40' 1400_ 001 E 

日 時 外
1850 2050 2310 4a 0135 555 4 620 
-1925 -2125 -2350 -21日 -430 -655 

ヲミ 候← c c. r c c. r c. r c 

気 昔話 1 5.3 1 5.8 1 4.6 1 5.2 16.0 1 6.4 

風向風力 E3 E3 S E2 SE3 SE1 SE4 

海 Jμ下Z 

海 流

水 色

子宅 明 度 1 5 

波 浪 2 2 a勺L 2 

う オ2 り 2 2 1 2 2 2 
ー←

気 圧 1日09 101 0 1 009 1 008 1009 1 0 08 

雲形.雲量 一? -10 -1 () -10 -10 -1日

PL採集形式ゆj重L|穫)~ @ ~f1) @疋B⑩主;亘l金主主@立豆 稚 IpL 稚」PL 
水 i['， 1 4.2 1 3.8 1 3.8 14.6 1 5.6 1 6.6 

。

7k 混 1 3.52 13.27 1 2.82 14.46 15.55 15.82 

10 T頃 角
? 。 80 ，.t 2 。 r 5 。

水 ?息 9.04 1 2.20 9.00 13.89 1 5.1 9 14.68 

傾 角 ? 。 8 。 。 2 。 。
5 。20 1 1 

水 混 7.68 6.83 6.80 9.02 1 2.05 1五1宇

30 傾 角
? 。 8 。 1 1 。 2 。 f 5 。

ーー

水 混 5.60 .3.88 5.90 5.85 9.1 4 11.92 

5日 傾 角 20 1 2 1F 5 o。- 7 。
j 

53m 51 ;n 52m 
J 

水 湿 4.02 2.87 4.63 4.42 7.83 10.99 

75 傾 角 211' 11 15 。 5 。 . 00 7 。

78m 76m 77m 

水 混 3.27 2.03 き.35 3.83 5.82 1 0.30 

10日傾 角 20 。 {t 1 5c 5 。 。。 f 
103m 1日1m 102m 

zk 温 之34 2.20 1. 44 2.08 3.36 9.1日

150 傾 角 2，0 1グ 2. 10 'f 7 。

162m 158m 1 6日mi 152m 152m ら完了
- 141 -



'J 
~i!J~ '，~とマk ft. 試技場

観測船 調1'c:員

百己 呈主

(見 5長 i胃 1託 そ 屯〉 f也)

s TI 8' ? 1口 1 1 f 片? 1 3 
一

1.22 1.1 3 1.1 7 1.62 2.1 0 6.1 5 
。

190 
。

7 。 7 。 30 0 で00 21 21 

‘212m 208m 210m 202m 202m 201m 

0.64 0.65 0.63 日.78 日91 T耳ニコ一一1--;-7 。 。 。 。
300 1 9 2 1 7 7 3 

3 1 21且 308m 3 1日m 302m 302m 301m 

4日日

500 

日 1 8.75 18.76 18.7 7 1 8.94 1 9.00 ! 1 8.9 7 

10 .75 .75 .77 .92 18.99 1 9目。γ L_._-. 一一
tM Iト20 

.74 .74 .84 .9 1 .99 ー._J_一一一
3iJ .78 i .7ι .94 .99 .06 

丞一 計刊1三亡仁芋口;E主..-?;
.80 .81 .83 

素
:;0 

75 
トーート
100 

.80 .81 

.80 .7守

!る!詰斗十ド1t土叶=l
j高r--T-一一一「十 ! ii-， I 
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凶相 42年 7月

j伝 1 観測線 Al乍筏 W 線

日本海地先定線証言洋

期間 7 月 6 日- e 

S T '"番号 1 12131415161718  

N I 40-36' I n I n I " 1 H I H 1 H 1 " 
位置 E113q。-ぬb134~ 45'113?o~31f5139o-25a515 <f!-"-1251138-5合 15S-47136-55'

6 6.1 0 1 6.55 1 8.00 1 9.45 1 1 1.20 1 1 2.55 1 1 4.3 0 1 1 6.05 
日時分 ~6.20I -7.1 5 I -8.3日 -10.101-11.451-13.201-14.55 1-1 6.30 

天候 CI 01 01 01 01 RI RI R 

気温 19.7119.9121.5120.5121.8119.7119.5118.5

風向 1武力 NE21 lH~21 NOI SE11 SE21 E31 E31 E4 

海深

海流

水色

子秀明 度 131 181 211 231 201 181 18 1 7 

波浪 11 11 01 01 11 11 11 21 11 
一う オ立 り 21 21 21 21 21 21 21 2 

気圧 10081 10081 10日91 10091 10081 1Q071 10061 1004 

雲形.雲量 AC81 A091 NS101 NS101 NS101 NS101 NS101 NS10 

PL採集形式稚 !PL稚 fPL稚 !PL稚 lPL稚 |PL稚 lPL稚 !PL稚tp~稚 iPL
水温 19.日 18.8 1 1 9.9 1 2 0.4 1. 2日.21 19.71 1~91 18.3 

日ワイヤー延長

水混 18.83 1 18.65 1 1 9.44 1 1 9.43 1 1 9.8 3 1 1 9.67 1 1 8.1 4 1 1 8-66 

1口{頃角3' 1 3' 1 fl 4"130 143  l I ~ 
ワイヤー挺表

水混 17.491 15.611 18.491 15.241 18.76! 19.241 17.99! 17.13 

20傾角 H I n 

ワイヤー延長

水温 14.05 I 1 4.81 I 1 453 I 1 2.88 I 1 3.4 0 1 1 5. 1 9 1 1 6.98115..04 

30傾角 6 I H 

ワイヤー延長

水糧 13.9 1! 1 4.1 8 I 1 1.7 9 1 1 2.1 0 1 1 2.1 9 1 1 1.9 7 1 1 0.1 5 1 1 0.0 3 

50煩角 81 7 I .=5' I 2 00 I 30 I 40 1 1 {I  1 10 

ワイヤー延長 +5 ド1 I + 1 

水温 ! 1 2.2 7 1 1 1. 2 3 1 1 1.87 I 1 1.2 5! 1 0.7 1 I 7.7 0 1ι57  
75傾角 ， 51  
Vイヤー延長 ? 

水混 1 1. 4 5 I 1 1. 0 6 I 1 0.9 5 I 1 0.7 0 j 8.6 0 1 5.93 i 4. 4 4 
100 !i頃角 H I 3 1 I ! 
ワイヤー延長 L_ 1 
水温 i 1 0.9 2 I 9.8 7 I 1 O. U 3 i 8.9 3 i 5.6 2 ! 2.9 0 I 3. 1 1 

一一一

1501傾角 1f! il Zil 5V ! 30 ! 14u l 24 
同工版I I +2 1-+1 i +12 十 1 I I + 5 ト竺[-__-_..
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観劇結呆 青森県水産試験場

観測j絵鴻鴎丸 調査員中川武光

記 事

{見 張 調 査 . そ 屯J 1lB ) 

S T 2 5 4 5 b 7 e 
9.33 7.3日 7.82 4.86 3.28 1.97 

1.9ヰ一一
200 n 5 。

/1 " H n ， 
トー【

' /1 N ， " " 檀
時一ヤ一一一一

1.75 2.03 2.00 1.76 1.13 0.89 ， 1. 09 
。 r一一一一一

300 ， 7 " ' • " 開

司‘

H 嘗 /1 

" " H n 

400 
トー叩

十一一一一一一十一

一一
500 

。 1 7.80 1 8日1 1 8.3 4 18.25 1 8.63 1 8.60 1 8.53 1 8.48 
10 1 8.05 .1 1 .34 .27 .6ち .61 .51 .56 

十一一一一一

I j盆 2日 .28 .41 .33 .61 .60 .6 1 .52 .56 

一8622-.-665652 0 2 一一-30 .48 .44 .58 .52 .561 .601 .50! .57 
一一一一一一

58i一二55-t-'-----索
50 .48 .49 .60 .55 
一一一

.59寸75 .58 .58 .62! ，65 I .55: .54 

100 .58 .62 .60 
よま 十一目 『

150 .61 .62 .61 .581 .521 .501 .51 
一 一l 〆司、 20日 .58 .56 .56 I 

l!3 一 .4? .4?11 .50i. .5日ト300 .50 .50 .50 

- 144 '_ 
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，ft;: 2 議泌j

S T .番号 s'i 

位
置 IE

40-48' 

138-37' 

日 時 介
8 1310 
-1335 

天 得 c 

気 混 1 6.9 

風向!武力 W3 

海 深

海 流

水 色

透 耳月 度 1 5 

波 浪 2 

う ね 5 

気 圧 1 0 1 3 

雲形.雲量I SC9 
lPL採集形式!稚 IpL I稚
'水混1 16o 1 

口l傾角

ワイヤー延長

水温I1 5.81 
101傾角1 5u 

イャー延長
一 一
水泡I 1 2.89 

201煩角I H 

ワイヤー主E長

水 混

角

ワイヤー雇通歪

角si 延長
5.7 5 

H 

線 N 4 1 i巨雪線 潮間 7 月 8 8- 日

1-3 I < I 9 1 0 1 1 1 2 

410ー日日 n H 割

" 
138ζ'-40' 1390_ 00' 13ず-2ゲ 13よ 40 140-00' 

1 455 1 70 0 1 900 21 00 2300 
-1520 -1720 -1920 -2125 -2320 

c c C 巴 c 

16.4 1 6.6 1 6.5 1 6.6 1 6.8 

W3 W3 NW2 N2 N1 

ト一一干…

1 6 19 1 7 

2 2 1 1 。
2 2 2 

1 Q 1 3 1 01 2 1 0 1 2 1 0 1 3 1 01 3 

SC9 SC9 SC9 9 1 0 

Ip LI稚 IpL 稚 !PL 稚 lpLI稚 IPL稚 IPLI稚 IpLlj稚 IpL 
1 5.8 1 7.2 181 i 1 7ヲ 1 7.5 ! 
丸、 l

1 7γ~ 
1 2 I 6 

d I H!  

子ト10ア!
11 

488i17401 

6 I H i 
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青森県水産試験場

観測船 調査員

記 事

{見 張 主脅 査 . そ 。 f也)

S T 8' ? 1 0 1 1 1 2 1 3 

0.65 0.84 1.6 1 3.52 1 0白04 9.37 
トーー 一

200 " f' 穆 " If N 

' " " n 11 

0.5 1 0.54 1.36 5.58 え03

30 0 !I !I 11 11 11 経

一 一" K " " " " 

400 

_j_ 
500 

十一

1 8.40 I 1 8.86 1 8.86 1 8.71 

.85i ~ .88 i .85 • 71 

i 司日;討二一一三す二ーて仁ト「一-十十j二1 ・4るi .88 ! .85 i 
I .47 I .85 .94 

.83 

8 5j!|  
.75 

.77 

~~ι ←ユて87七下1一二一一下一γt 二.77 : 

七士!:
.78 

L___l 
L 

- 146ー



叫柑 42ヰ品九己ド i手主ぷ元ぇ μ
、一
、許占

] . ， 

.tii. 1 額損iJ線崎 作 長p ~bï 8 ミ 38-.'8

て7?丁下一l了一「「←1i「f戸
一

1ぷ:ユ二訂むμ;ム午ζ午山L二二二ギ引;(:ご引一if11ι;f11F1:ドlしい1日5よムんん川川桁げ」斗5ゲ」ふfμh
己時分13弔問;12C15in二;刊;;二f;:lJi二;11itJ11;;二451JE;i，;仁45

bI b I 叶 bc

ilJ 22! ;;;! ;;;! ;;:i一号?ι判官Hi-2

(¥] 

S T 

?トt
2 5 4 5 

海
一
海
一
水
一
決

実| 65m 

流

fD 、区J 5 、亡J 5 5 5 5 5 

明 !変 16m 1 9 1 8 20 25 22 22 1 6 

浪 1 1 2 2 1 1 1 

オコ 1 1 2 ? 1 T 1 1 T 

圧 1 U 06 I 1 006 1. 00ι 1 0 0 5.5 1 005 1 005 1 005 1 0 05 

-
波
一
う
一
気

雲形.雲き

目採集形式協 IpL I舎 iPLゆ IpL I争 Ip-L]蚕lpIj雇石I.:属lPLl蚕IpLl蚕IpL 
主ー湿I24.4 j 25.41 2μ1 2 6.8 I 2 6.1 I 2 2.2 I 26.0 I 24.71 
o 1 1L~角 l ~---+-一一ト」一一一-~-↓_J一一一
ワイヤー路I I I i I I ~. _. r 
101を-i12171218ドプ 241216l21引与与三円三千
ワイヤ一眼 I I I i 

水温I2 0.35 I 2 1.3 2 I 21.73 I 
201傾角I 11 i 

己斗
1 1.守口 8.08 1 5.29 

r. ' 

1 8.8斗 16.86 
6.98 
竺 Lど 5
曹 • 

1 4.7 1 4.78 2ヲ云! 3.08 
6。 1 2 

。
1。?i ー一一-2z一一

ワイヤー延長

30 1十ド(4120ア
ワイヤー延長

水 利 18.6 61 1 6.7 6 ， 
50 1領角I ，，0 I 1 30 I 

5.1川口61 3.4よ十一277寸百

止笠LJJL : ~-"斗l H!い，ドニ三1
水混I i 1 2Bバ 8.77I 354什I4.0刊 3.83什I2.85!194j 

-141 :十J十 j!111十斗"

144ヶ日コーニ出JLL-ZF7

-Iす
十 1!Il 

ム二三斗 1 1.63 I ;-r 
5.33 



i説副結果 青森県水産試験場

観測給鴻鵠 ctL 調査員中田凱久

記 塁王

(見 張 調 査 そ 。 他)

S T 8 I スルメイカ釣獲 4 0尾

S TT 1 ? 5 4 5 ι 7 :;i 7.64 43ヲ O.守5 1.33 1.59 1.85 

500 t 7日。
" " " " " ト

+20IIl H H " • 
2.60 1. 7 1 0.6号 0.6 S 1. 1 1 1 。噌5

30口 11 11 11 11 " 11 11 " 
11 " 九' " • 脅

トー

400 

」一一 」
一一
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Jo. 2 観測i縁 N 4 10 期間 8 月 5 日 - 4 日

S T .番号 9 1 0 1 1 1 2 1 3 

N 41--00' ， ' • • 
位 震

B 138--40' 139--00' 139V~20' 139--40' 140-00 

回同日;4日OM2550T' 02ー52~ 日5-15o'r 07-2Z5， ' 
日 時 分 22-23 0-5 O 3-2 6' 日5-5 08一日

天 侯 bc bc bc bc bc 

24.9 25.0 25.4 26.1 25.2 
4守ーー

気 混 t 

風向風力 SW2 SW1 SW2 SW2 SW2 

海 深

海 流

水 色

王杏 明 度

波 浪 2 t 2 2 2 

う ね り 1 1 1 T 2 

気 庄 1005 1 005 1 005 1005 1 005' 

雲形.雲量

PL採集形式陣骨骨L@t IPL ~ IPL @ IPL 重量 Ip L 稚 jpL 稚 IpL 稚 !PL稚 IPL
水 温 24.8 25.0 26.2 25.6 24.4 

ー目ーーー「。

水 務主 22.05 21.1 8 25.66 21.73 22.36 

10 1 4 1 1 24 

+ 1 m 

水 混 1 5.1 3 1 8.07 20.1 2 20.61 21.67 

20 11 ， n ， 曾

' 
11 

水 温 7.66 1 1;28 1 7.26 1 9.89 20.7 2 

30 ， ， H 1・ 11 

u 

守水 混 3.57 6.63 1 4.03 1 6.24 1 8.20 

50 2 10 1 4 19 34 

+1m +3m +9m 

水. 温 2.22 5.03 1 1.42 ー15.1 7 1 5.9日

75 H n P • 11 

， 
' g 

水 混 1. 79 4:09 1日.1() 1 3.1 4 1 2.4 9 
斗一一. 

100 " ，y i 11 • • 
n ' H 

水ー 湿 1.92 I・ 7.29 '11.20. 1 1.37 
150 

1?Liユ+1土2mil 5528  11一一一i1f---+ 1 m 1 ~ 8 m l+12ml + 27m I ; 1 om 
- 149ー



青森県水産瑳弐験場

観測船 T議員島鴎 丸 調調夜員 司3 国凱L 久

両己 主主

(見 張 調 奈i そ 。 f也〉

S T • 9 スルメイカ釣獲 2 5尾

S T . 1 0 " .3 5尾

S T ? 1 0 1 1 i 1 2 1 3 J 
0.78 1.32 3.ιι 9.ιι 6.74 

子一一
2 00 If " 11 11 " 
" 指 11 ， H 

0.67 O.ι5 1.2ι 3.27 1.63 

300 ' 11 " I1 

" 
" " 1/ 1/ g 

400 

500 

一 一一
日 1 8.69 1 8.7日 1 8.60 1 8.64 1 8.7 1 

一一
10 .68 .69 .70 .84 .73 

2口 .ι守 .73 .92 .87 .8 1 
γ~IはIII 

.84 .96 I 30 .75 .90 .88 
，-- ヤー一一一一一一
50 .76 .83 .98 .98 .96 

素 一 ←一一一一一ト一一一一 一一一
75 .77 .80 .94 1 9.口2 .98 トーー一一一ー一一一ヤ一一一一一一」一一一一一 J‘ 

100 
量・

.7 T .80 .91 .00 .97 

150 .78 .79 .84 1 8.92 .96 

f、、 200 .77 .8日 .78 .89 
C、、長J時
300 .79 .79 .n! .79 .831 

i 一r---トーー←ー

L 
竺空中吐止ーー
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ud平日 4二千 9 凡 打〆が J3基地 5Tiメ己点;母洋

.fo. 1 観測線鵡作埼 W 線 jす: I怒?月 1 巳~同

8 T .番号 1 2 5 4 5 ι 7 8 
町一

4a -36' " 11 " " " " " 1¥'[ 
電 IE 1390-5O5 1390- 45' 15?oー;ろ8.5 13ヂn 25a 5 13チ)'..1'15 158o-5?5 ， 138-47' 1380- 33' 

時 分
ldu6.40 7.20 8.20 中.50 1 1. 2 0 1 2.5 0 1 4.30 1 6.05 

日 --0ι.47 -7.45 -8.40 -10.1 5 -11.40 -13.1 0 _1 4.55 -16，25 

天 侯 D b b b b bc c c 

気 混 23.2 23.9 24.5 24.8 25.0 25.0 24.6 24.2 

風 1句風 力 E2 JlJ3 ENE4 ENE4 E4 EN日4 ENE3 ENE3 

一 一一
海 深

海 号電

水 色

子寮 i明 度 1 2 1 2 25 1 9 24 20 1 6 1 7 

被 浪 1 2 つ 5 、之J 5 5 2 

う オ2 1 1 2 2 2 2 2 

気 圧 1 0 1 3 1 r) 1 3 1 0 1 3 1 01 4 1 0 1 4 1 0 1 3 1 0 1 2 1 01 3 

雲形.雲量

PL採集形式 各 Ip1， 愈 IpT_， 除 IpL (婚 IpL 号事 Ip L 霊長 lp T_， 経}台L 轡 IpL 稚 IpL 
7K Jix目m 25.8 25.9 25.2 25.4 26.0 25.2 25.2 24ーヲ

。

水 温 25.99 26.09 25.27 25.59 25.72 25.43 25.00 25.06 

10 傾 合l 。 :)0 4 。 っ。 3 。 7 。 己。 F 
ワイヤー延長

水 ?毘 26.1 8 26.25 25.24 25.53 22.7 3 21.51 1守.73 1 9.31 

20 傾 角 " " 
， 
" " 11 " " 

ワイヤ延長

y清一 25.9 7 23.8 7 21.1 5 20.44 20.04 16.89 1 4.23 1 2.52 

30 社宮 角 • 11 1/ 11 1/ 11 11 H 

ワイヤー延受

水 潟、 21.67 20.1 3 1 8.07 1 5.23 ，1 4.62 1 2.33 1 0.38 8.37 

5日 !ffi 角 3 、亡J 5 
，，'0 

? ? 自 1 0 

ワイヤ延長 + 1宜l
一 ヲー?一一ー一一一一一ー町
7k沼 1 6.5凸! 1 6.39 1 3.4 3 1 0.4守 9.66 7.35. 6，2日L
75 !頃 角 " 11 11 1/ " 
ワイヤー延長

水 、"口'. 、 1 3.61 1 2.95 1 %.09 8.03 7目1凸

100 t五 均 " 1/ 九' /1 • 
十

ワイヤー延長

水 i盆 ー11.20 I ヲ.38 7.1 4 4.0 U i 3.43. 

150 指 角

トゴι斗 よ! 1f! 1 5 。? 

ワイヤー延長

- 1 !51ー



観測結果 青森県水産試験場

観測船端鶴丸 調査員中川武光

記 等Z

(見 張 調匂 査 . そ 喧〉 f也}

' 

' 

S T 2 3 4 5 ι 7 8 

8.39 4.79 3.73 2.20 1.91 1.77 1.23 

200 20 13 4 1 5 15 1 8 28 

• +5m +5m +8m +2Qm 

1.68 1. 5 1 1.1 4 0.84 0.86 1.0 6 0.52 

5日O " n 11 11 g 膚 11 

N " ' " ' 
、

400 

50口

日 1 8.38 1 8.4 4 1 8.ι4 1 8.81 1 8.84 18.75 18.83 1 8.89 

10 .34 .44 .63 .80 .79 .76 .82 .84 

士盆
20 .4 1 .48 .44 .78 .84 .83 .83 .73 

30 .61 .81 .9日 .86 .93 .86 .97 .88 
ー一

50 .91 
素

.94 .96 .守 9 .9 7 .9ι .92 .84 

~2~ 1 9.02 19.0 1 .守 ι .9口 .ヲ口 .83 .79 

量
10日 1 8.99 18.95 .94 .82 .82 .80 .76 

150 .93 .86 .82 .76 .75 .77 .75 

n丸〆ー，t、ノa 200 .86 .77 .77 .75 .76 .78 .76 

300 .76 .75 .75 .75 .76 .78 .76 

400 

500 
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A6. 2 旬、測線 N 4 t w 線 期 I笥 月日~日

S T .番号 日' ? 1 0 1 1 1 2 1 3 

IN 40-48' 41-00 " 
n " " 位

置 IE 138-37' 138-40' 1390一日日 15f-20 139'-40' 14_o' -，. 00' 

時 手予
1d 17.45 1 9.25 

22 1.25 25.05. 0 2a22-.5 10 
4.30 

日 -18.1 0 ""1 9.45 -21.5口、 -0.15 -2.35 -5.00 

天 候 c ロ c c bc c 

気 温 23.8 24.0 23.0 23.日 22.0 2之8

風向風力 NEN3 NE4 E4-5 SE5 SE5 SE4 

海 深 同一
海 流

水 色

主秀 明 度 一
波 浪 2 3 5 4 4 .3 

う ね ー} 2 2 5 5 4 3 

気 圧 1 01 3 1 0 1 3 1 01 2 1 0 1 1 1 0 1 1 1 01 1 

雲形.雲量

PL採集形式 ⑥ Ip L 争 lpL 審 IpL 曜会 Ip1， @ IPL @IPL  ~IPL 稚 IPL稚 IpL 
水 混 24.6 4 23.8 23.1 24.6 24.3 24.8 

。

水 混 24.47 23.95 24.47 25.1 4 24.43 25.1 3 

10 傾 角 9 5 7 4 3 。
ワイヤー延長

水 T黒 1 5.7 8 13.38 22.58 25.37 21.06 24.91 

20 傾 角 " ， " n • 
ワイヤー延長

水 混 8.01 8.50 1 3.67 19.74 1 8.4 4 21.85 

30 傾ー 角 • " H • 6 • 
ワイヤー延長

R 

水 温 3.15 2.82 4.7 71 1 4.53 1 5.40 20.01 

50 t貢 角 1 0 5 1 2 23 i 7 1 0 
一一一

ワイヤー延畏 + 1m +1m +5m + 1m 

水 温 1.92 1.71 2.50 1 3.59 1 6.4 1 

75 ，，~ 角 • H ' e j • .階

ワイヤー延長 網 H 

水 温 1.53 1.28 1.86 7.74! 11. 52 I 3.18 

1口口 傾 角 " 慣 6 i " " 一 一一一一
ワイヤー延長 g " 

4.4
ー5トI 8.93 混 0.81 0.85 10. 9 ~J 

， '150 傾 角 6 8 : 3 (} i 18 ! 

iワイ十延長 + 14m + 1m + 2mj +23mj +2m +8m 

- 153，-
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青空重県水産試験場

間測船 子持一 鴎 丸 調書f 員中川武光

記 雪S

(見 張 調 査 . そ v f也〉

y 

s T 8' ? 1 0 1 1 1 2 103~~ 
0.65 0.67 0.75 2.47 6.1 3 

200 23 ι 8 3 0 1 1 1 8 

+ 1 4m +lm +2m +23ID +2ID +8ID 

0.52 0.5 3 0.46 0.81 1.40 1.46 
トー一一一一一

3UO 11 " n H 11 n 

H ， 11 " 1/ 1/ 

400 

500 

口 1 8.7 1 18.72 1 8.85 1"8.81 1 8.78 1 8.58 

10 .70 .68 .81 .8 1 .77 a 6 0 
トー一一一一一一

20 .72 .7口 .79 
f品
30 .72 .74 .84 

50 .76 75Lグ4
升寸Jミ ト千

75 .77 .76 .75 

100 .7ι .75 .75 
量
150 .78 .77 .77 ! 

208 .77 .7 7 .77 
一一一

300 .78 .77 .78 

400 

50口
』
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p8相 42年 10片け本語地先定線海洋

jfii. 1 観訓練 組作上奇 W 線 期間 10月 4 日~ 日

S T .潜号 1 2 5 4 5 ι 7 8 

N 400-36' • " 11 • n " " 位 電
13宇。ー5OS 1390_ 45'・159o-58， 5 139~255 T5£145 138~9S 1380- 47' 1380_ 33; E 

日 時 3子
4 06.35 07.3日 08.35 10.14 5 1 1.45 1 3.25 11 5.日0 16.40 
~日 7.00 ~日 8.00 -09.05 -10.4 5 -1 2.15 -1 3.55 _1 5.30 -17.05 

天 侯 b b b b b b bc bc 

気 混 1 6.7 18.3 19.0 1 9.9 21.2 20.8 1 8.8 17.0 

風 向風力 SEl N E 1 NE2 E2 NEl NNE2 N2 N2 

海 深 75 

一海 流

水 缶

子号 i現 度 1 1 1 5 1 5 1 5 1 5 24 

波 浪 。 。 t t 。 1 1 1 

う n 1 1 t 1 2 2 2 

気 庄 1024 1 024 1 024 1 023 1 023 1 022 1 1) 2 2 T日22

一雲形.雲量 一-1 -1 一-1 ー_1 -3 -5 -7 

PL採集形式 (@ IPL 曜会 Ip.L 穐 IPL命 IpL ~_l~J:， 轡 IpL 望号 IPL ~ IPL 稚乍了
水 混 1-9.5 2日.2 20.5 21.ι 21.8 2.1.9 一 2.1.6 21.1 

。傾 角

ワイヤー延畏

水 ?思 19.98 20.19 20.47 21.日日 20.95 21.45 ? 1.1 9 20.66 

10 傾 角 2 。 1 。 2 
玄。

2 l' 

ワイヤー延長

混 20.1 1 20.23 20.53 21.05 21.08 21.1 4 21.52 20.41 

20 傾 角 H H " n 11 曽

ワイヤー延長

水 濫 1 9.7 1 19.54 1 9.24 1守.59 19.97 2日.69 21.31 1 9.42 

30 4責 角 " 曹 H n " n 

ワイヤー延長

水 湿 1 7.9 .. 1 7.7 4 1 7.2日 1 6.25 16.31 1 7.6 1 5 1.1日 8.40 

50 傾 角 4' 。 凸υ υ 
1 4 Z 7 

ワイヤー延長 +2 

751い72頃kイヤー延額長角

15. 'J 2 1 4.82 1 4.40 1 3.39 1 4.1 2 9.45 5.34 

1': 11 11 fI H /1 " 
属

i口十三17』一一一一一ーー水 滋 1 2.84 1:('.61.1 .11.80 1 1.39 

1日O傾 角 p 

" 11 • " " 11 

↓ トdす;汁r--t'-τ一ー十す司寸十
ワイヤー延長

一一一
2引一一水 混 I 1 0.0 6 i 1 0.3 1 i '1 1. 4 5 i 1 C'.3 0 i 4.9 9 i 2.57 

150 傾 角 斗__~~I__1~i 8 。

ワイヤ m;.長 了← i l+51!  + 1 +2 
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観測結果 背泳泉水産試験場

観測船潟鶴丸 調在員 .fl川武光

記 当事

〈見 張 Z周 査 . そ 。 他)

S T . 8 スノレメイカ 7尾釣j隻

サンマ多少浮遊

S T 2 3 4 5 ι 7 8 

5.53 5.78 6.85 5.53 2.58 1.5守 1.24 

200 " 11 11 " • 11 I! 

" 11 11 11 11 

1..; 2 1.42 1.74 1.52 1. 0 3 。-72 0.59 
トー一一一一

300 " 11 H 11 H 

" " 一
" • " " 

u 

40口

一一一一日

500 -_-

.ιo Iιo  I ち3I .521 

RSA05553l  

.7"3下 84 ・91I .89 

とい子三 97 1 

! liFE76l7f  172i751  
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必 2 観測i 線
') 

N41 JE f四 期間 10月 4 日-5 臼

S T .番号 8' 7 1 0 1 1 1 2 1 3 
日一

40"-48' 4t-00' ' " 
， 
" 

位
138'-37' 138-4日， 15?O司 00' 15?。-2日 139-40 14日o一口口，

時 5t 句
1 8.30- 202 .5口~ 22.50- 01.0 5- 日320- 05.30-

臼 1 9.00 1.0ち 23.20 01.4 0 臼3.50 06.00 

天 1侯 C bc bc bc じC bc 

気 1湿 1 6.0 1 5.8 1 6.4 17.2 16.8 1 5.8 

風向理主力 N2 Nl Nl 5 E3 S E3 

T毎 7架

海 流

水 色

f秀 日月 度

波 渡 。 。 2 1 

つ オユ り 2 2 'ムヲ 2 3 2 

FズヨL 圧 1022 1 02 2 1 022 1 0 2 1 1 020 1 020 

雲形.雲号: ーι

PL採集形式 稚 IPL種 IpL 磯 !PL 稚 1FT，稚 IpL 稚 IP IJ 稚 IFL 稚 IPL税 IpL 
水 潟 18.7 1 9.8 20.:0 21.3 20.0 2 O.る

011頃 角
ー一

ワfヤー延長

水 湿 1 9.1 8 1 9.83 21.22 21.43 2 [].6 0 2 0.51 

10 i頃 角 f 
。 4 。 6 玉。 30 

ワイヤー者f長

水 干E主 1 9.2 1 1 9.56 2 1. 4 0 2 1. 6 1 2 O. 74 20.75 

20 私貢 角 u N ' " If 

りイヤー延長

一
水 混 18.78 1 2.22 1 9.98 2 1. 5 1 20.52 20.58 

5日傾 角 1医 N n " /1 

ワイヤー攻長

水 ?弓 3.'，2 3.58 12.29 1 9.8 7 1 8.4 5 1 9.78 

ち口 化百 角 1" 1 5 1 0 :5コ 2 b 一，。

ワイヤー延長 + 1 十 1

水 活 1. 98 2.21 5.93 1 4.00 1 4.74 1 6.40 一一一一一一一一一一一一ー寸」十一一一一宇一

75 t手 !偽 曽

" " " /1 H 
一一一一一

ワイ十一品工{是 I! u 

水混 1.ι7 1 3 
』一一一
IIi頃角 " L! -一ー一一H一一一Liー←ーー一一F一J一一I H j --，，_J 
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青森県水産或験場

観測給瑞鶴丸 調査員中川武治

一言E 事

{見 猿 調 査 ‘. そ の ?也}

8 T 8' スルメイカ 15尾釣獲

;3 T 9 スルメイカ 30尾釣獲

期日あり』

"!t:/マ数尾浮上

8 T 1-0 スルメイカ 2尾釣獲

S .:r 8' 9 I 1 0 1 1 1 2. 1 3 

句 0;7日 0.89 一1.40 2.48 3.07 5.06 

200 ， 
" 1/ 1/ ' o 

" 
， q H ， 

0.53 0.51 0.67 0.94 1.03 1.41 

300 1/ H ' " 1/ 1/ 

" " " 
n 

400 

'. !1 00 

。 18.65 18.64 1 8.58 1 8.60 1 8.60 1 8.55 

10 .65 .68 ; 5 g .59 .'58 .56 

塩
20 .64 .66 .59 .60 .59 .56 

一30 .6 (J .68 .66 .59 .57 .57 
ー「一一ー-一一

50 .67 .6 S .89 .70 .89 .80 
三葉 一75 • I 0 .69 .77 .96 .9.8 .宇品

量
100 .71 .70 .74 .83 .9日 .94 

.7 1 .71 .72 .74 .80 .83 

」長ノ 200 
.72 .72 .1.1 .73 .73 .73 

.73 .73 .71 .75 .73 .71 5日。 ， 

400 

50C i 1 一一一
- 158ー



日;:"j '，"! j 
‘S 

.L ".，; i 1片日本 raf:地元定線海洋

A'iヰ 観測線繍作埼 W 線 11;月間 11月 7 日~ 日

8 T 議号 2 5 4 5 ι 

置iE
400 -36' ' H 1/ n " 

イ立
139-505' 139--45' 139~385' 13宇一25.5' 139--12.5' 138-595 

日 時 チト
7 06.30 日7.15 08.1口 09.4日 1 1.1 5 1 2.45 
~臼 6.40 -07.35 -08.3 G -1 0.05 --1 1.3ι --13.05 

ヲミ 侯 b b b bc bc 口

~ 温 1 2.0 1 5.0 1 6.0 1 7.0 16.5 1 5.5 

風向風力 83 84 84 SW3 SW5 81'/5 . 
海 深

fl草 流

水 fo 

青空 日月 ?芝 1 3 1 5 1 4 1 5 1 5 

波 被 1 2ι 5 2 3 5 

つ す1 り 2 2 2 2 5 5 

tzl. 圧 1 0.24 1 0.24 1 0 1 0.24 1 0.24 1 023 

居去宅去0;. ，"T八Lア4 ・5歪芹そきる 主罫宅主L 2 3 5 5 4 ? 

PL採集形式 稚 IFL務 IFL稚 I~IJ 権 IPL稚 IPL 穐 IPL 稚 IPL 稚 IPL稚 IPL 
水 """ 1 6.9 1 6.8 1 6.8 1 7.4 1 7.2 16.8 

。
1 

7}:. ー寓 1 7.26 1 7.30 1 7.35 1 7.67 1 7.36 1 6.ヲ7

今官 角 2 0 4 。
。

1 0 。 1 f ι 10 1 1 

7}:. 混 1 7.62 1 7.7日 1 7.62 1 7.92 17.46 1 7.22 

2日 傾 角 1目 " n " 1/ 信

7}:. 混 1 7.62 1 7.50 1 7.46 1 7.60 1 7.1 .:1 1 7.09 

30 ft買 角 n " 'ー /1 n 1/ 

7}( 温 1 7.35 1 7.46 1 6.8 3 1 7.1 2 1 7.09! 1 7.1 5 

50 t責 角 8 0 1 0 ? 。 1 0 。 1f 1 3 。

ワイヤー延長 + 1 十 1 +3 + 1 

水 ゐhl田Q 1 7.50 1 6.9 7 1 6.48 .1 4.861 1 2.92 

75 1頃 角 /1 !! 11 f/ " 
ワイヤー延長 H 1/ " f! 

水 i昆 1 5.87 1 4.8 O I 1 4.55 1 2.4.:1 i 
1口口 !頃 角 l' 11 f! 

/1 I 

ワイヤー延長 1/ 11 /1 11 

7k 2呈 ヲ21 1 1.2 1 1 0.84 5.7'1 : 8.55 

150 I~頃角
240 14 。 2 O 1 50 1 80 

i ワイヤーι!<ミ 十ち i /. 1 0 ! +:; 十 5 I 
一一一一".一一一一ー一 ー一

- 159-



観測結果 青森県水産試験場

観測船端鴎丸 調査員中川武光

記 事

〈見 張 調 査 . そ の 1也}

S T 2 5 4 5 ι 

4.46 8.1 0 5.87 2.84 3.22 

200 H " ' 11 11 

• ， " " 
， 

1.35 0.95 1.49 1.06 1.09 

300 11 H • 
'ー " 

' ' " " 
，~ 

40日
ト句ー

500 

。
10 

塩 」三L
30 

50 
一J長 一一一一一一

75 

100 
豆叶王一

コ三二150 

qゐ
200 

3日c

400 

500 
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一一一
S T .番号 2 ヨ 4 5 ι 7 8 

N 400 - 36' ， n # " " H " 位 置
2円a 139~505' 139 -45' 139~38.5' 1390-255' 139':125' 138乞=-595'138-:"47' 138-33' 

時 分
17日77..21007.55 08.50 1 0.25 1 1.55 1 3.25 1 4.50 

日 ~日 01-08.15 -09.1 0 -10.45 -12.1 5 -1 3.45 -15.15 -1 6.4 0 

天 4浸 c c c c bc bc b b 

気 糧 8.0 8.5 9.5 9.6 9.0 ヲ.5 9.5 7.5 

風向底力 W2 W3 WNW3 NW3 NW4 NW4 NW3 E部W3-4

海 深

海 流

水 色

エ寄 日月 度 1 6 1 5 1 0 8 1 1 1 5 1 5 

波 浪 。ー 2 2 5 3 3 5 

う ~ ー) 5 3 z 3 5 2 2 2 

気 圧 1 031 1 032 1032 1 032 1 032 1口32 1 032 1 033 

雲形.雲量 q B 9 日 5 6 5 五

PL採集形式 稚 IPL 稚 IPL 稚jI'_L稚 IPL稚 !PL 稚!P IJ 稚!t'L 稚 !PL 稚 IpL 
水 温 16.4 1 6.0 1 6.0 1 6.2 15.4 1 4.5 1 5.1 1 3.9 

。

水 混 16.30 16.20 15.53 16.02 1 5.95 14.65 15.27 1巧9き

10 1頃 角
2 。 2 。 4 。 4 。 2 7 。 1 2 1 g 

水 混 1 6.51 1 6.4 3 1 6.22 1 6.31 1 6.1 1 1 4.93 1 5.06 1 4.2 4 

20 傾 角 2 2 4 4 2 • " 

水 混 1 6..30 16.27 1 6.1 5 1 5.8♀ 1 5.1 0 1 4.62 1 4.54 1 41 2 

初 傾 角
2 。 2 υ 4 。 4 。 z '隆 智

ワイヤー延長

水 温 1 6.50 1 6.23 16.32 1 5.67 14.49 ~ 4.7 3 14.09 1 11.1 8 

句 f真 角 6 2 1 -3 20 1 1 1 7 16 16 

ワイヤー延長 + 1 +3 + 1 +3 +2 +2 

ー一
水 童孟 16.23 1 6.39 1 5.07 13.90 1 3.1 0 1 1.29 9.07 

13 13。| 
陶ー

7') 傾 角 20 1 1 筒 ' 
ワイヤー紙長 + 1 " H ，ず

" 

*- 混 16.141 16.091 14.17! 14;20 

100 傾 角 1 3 13 20- : 1 1 u I 1; 

ワイヤー延長 " n • 11 n 1 • 

水 温 1 4.3 5 1 1 3.4 1 1 1.63 7.55 i 4.021 3.30 

150 傾角 25 20 3O 1 4 22上 -20
トーーーー一ーー+ー 十~寸 j--õ--:-j---:;-;;--o--I ワイヤー延長 i+15 + 1 0 +23 十 5
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青森県水産試験場

1~tI i日Ij船端持丸 調査員中川武光

記

(見張調査

事

その他〉

S TI 1 2 5 4 5 6 7 8 

1 0.36 9.02 6.37 3.33 1. 99 2.日1 1:661-
25 20 30 1 40 哩

" 
11 

" n 11 " " ' 11 

1.7 5 1.8日 1.48 1. 04 1.1 7 0.84 0.80 
¥ 

25 。 2 日に〉 。
14C 300 30 " 11 If 

T 
11 11 11 n 

" '/ 

400 

500 

5
-
5
 

内
出
一

no

aり
一
.

j
 

n
u
一

円

u-
ーー

. G 0 

叩一三一三取1
阜
市

.80 

.91 

川
一
…
一
山
一
川

量

ト-

E仁二十

(
M
W
)
 

-74 I .791 18.91 I・881 .951 .98 

・761 ・851 ・88i JBf一司 .97←---

4とごと

市7十;ti;

!L--J--i-iL-J 
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JG. 2 観測線嘘 {乍 期胡 11月 17日-18日

S T .番号 8' 宇 1 0 1 1 1 2 1 3 

N 40-48' H " n ， N 

位 置
138 -37' 138-40' 139-00' 13ずー 20' 1390_ dO 1t¥日0一日日，E 

白 時 介
17_ 20.00 22.00 18 0.05 02.日 5 日4.15 
1 8.~ 0 -20.20 -22.20 -0.30 -02.30 ~口 4.40 

天 侯 bc c c c 。 巴

気 混 6.5 6.5 8.0 7.5 7.日 6.6 

風向風力 NNW4 NW4-5 NW5 NW5 NW4 NW4 

海 深

海 流

水 色

透 明 ，変

波 浪 E 5 5 5 5 5 

う オ~ c) 2 5 5 3-4 3 5 

気 庄 1033.5 1 034 1 03 d 1 034 1 035 1 03 

雲形.雲量 6 7 7 7 7 日

PL採室長形式 稚 IPL稚 IPL稚 IpL 稚 J~r， 稚 IpL 稚 IPL稚~ 稚~ 稚 IPL
水 温 1 3.t¥ 13.5 14.4 1 4.6 15.5 14.6 

o Hi頃

71< 混 1 3.77 13.80 1 5.38 1 5.34 1 5.99 1 6.29 

10 i頃 角
5 。 9" 11 0 14 。 2 。 10 

水 混 1 4.22 1 4.50 15.64 1 5.67 1 6.22 1 6.4 3 

20 傾 角 H " " " " 目

水 滋 1 4.02 1 4.32 1 5.d 2 1 5.22 15.92 16.27 

30 世買 角 ， 11 ' • • • 
時一

水 混 1五85 1 4.30 1 4.22 1 4.73 1 5.95 1 6.36 

50 傾 角
q 。 1 8 。 1 f 1r g 。 18 。

ワイヤー砥長 +3 +3 +2 +3 

水 ?亘 9.74 1 0.50 1 3.85 14.83 1 6.1 ，; 1 6.50 

75 {頃 角 曹 " " 11 N 11 

ワイヤー延長 n !! 11 11 

水 tM主 5.81 7.73 1日.60 1 4.09 16.00 16.39 

100 傾 -角 " 1限 " " ' 個

一
ワイヤー延長 " 11 m " 
水 海 3.06 3.55 5.63 1 1.1 4 I 1 0.5 7 1 3.37 
傾 角 240 30 £3 25 。 320 1 7 。 26 

。
150 

一-+
i ワイヤー脳i+ 1 4 I 十 23 I +16 I +27 1 7 

_.ーー司，......ーー
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育、森県水産試験場

観測船瑞鴎丸 調奄員中川武光

言E 事

(見 張 1窃 査- . そ の 1也}

s T 8' 9 1 0 1 1 1 2 1 3 

1.96 1.95 2.90 4.86 5.31 1 0.33 

200 " • " n 
1/ H 

1幅 H、 種 " 
， H 

日.89 0.89 0.99 1.42 1.32 1.82 

300 1/ N " n 脂 • 
" R n " 

H H 

400 

500 

日 1 9.0 1 19.01 1 9.03 19.00 18.98 1 8.92 

10 18.96 .01 1 8.98 18.98 .ヲ 7 .91 

境
20 .98 .Q 0 .98 .9 7 .97 .90 

30 .? 6 • 0 0 .98 .ヲ 7 .97 . y 0 
一
50 .95 1 8.99 .97 .9 I .97 .9口

素
75 1 9.01 19.04 1 9.01 .99 .97 .ヲ 1

100 18.93 18.96 • Q 4 19.1 7 1 '1.0口 .92 
量
150 .90 .89 .03 .08 .07 1ヲ.17 

，ー、、 200 .守口 .87 1 8.92 18.94 18.94 .07 
9ゐ
'--' 300 .89 .88 .官 2 .~. z .85118.9'2 
400 

500 
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婚相 42年 12月日本海地先定線海洋.

観測j線議作埼 W 線 JtJJ笥 12月 4 日~日A;ヰ

ZF 
8 T 11  2 1 3 1 4 1 5 

o .1 I I 

40-36'1 n I 勿 I " I • 

T5qt5DY|15f-4デ1139と385'1139こ255'1139こ125

ら 7 I B 

p 

0 

138-5叩 1dhht:55' 
位

分!こ103qq123J?。12?j?DliJ13日lLf;151Lfi;。|二?i15iL???5
1戻1 b I b 1 c 1 c 1 c 1 RI c 1 R-C 

時日

十気 温

し風向風力

海深

海流

7k 色

秀明度I 1 7 1 2 2 1 1 71 1 7J 1 ~_[_ . _~ 

毒液I lf 11 1 I 11 21 21 31 

う ね りI 1 I 1 I 1 I 1 I 1 1 21 2-3i 一一」一一

気 圧I10241 102411日23.5f 1 0 221 1 G 2 01 10 201 1 0 1 91 1~~L一一一
雲形.雲量I -11 -31 -81 -61 -91' 101 -81 -81 
P L採集形式|畠 IPLI@IPLI愈 IpLI争 IpL 轡 PLI~!PLI曾 pLI~争 PL! 稚 IpL 
7!< &L112.7113.711五41 1 4.11 1 1叫 1ω1 1 <'21 1 1.61 

9.2 9.0 1 2.5 

E2 

1 1.0 

8E3 

8.0 8.0 7.0 7.0 

NE2 82 N2 SE3ISE3-4 W8W3 

1 1.'0 4 
ζ〉

品

71く

10 I!頃 トヰ7
14.34 

1 

1 4.54 

g 
1 4.79 

U 

1 

1 4.4 4 
0 

8 

14.35 

8 

1 2.84 

6 

ワイヤー延長

水浪

201傾角

ワイヤー延長

水温

3ol!頃角

ワイヤー延長

水温

5口i傾角

ワイヤー延長

l 水~~~

751i[蚕 jt~

ワイヤー延長

10011 

iヴイヤー延長

!水温

15口l1i瓦角
一一←

~_~_1_4.34 1 4.63 15.05 1 4.52 15?8i 1 1.35 

f ぎ
。 8 σ 6 3 

1 4.58 14.95 14.4ι 1 3ちづ 1 2.1 21 1 1.2 7 
【J 。

5 8 乙よー

1 4.41 
ζ， 
1 

1 403 
0 
n d 

戸j与日正¥
:件ヰ2ト出 :;41314ヰ一一

言:ljjJl;iljJ1Ii三i

斗い
l
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観測結呆

観測船端鴎丸 認を員早川武光

記 事

(見 張 調 査 . そ の t也】

g T 2 5 4 5 6 7 s 
7.09 5.47 3.1 8 2.24 1.95 1.54 1.55 

200 宝 6 。 1 ，f 300 310 1 'l 2d' 
一一

+5 +23 キ 23 + 2 + 1 [) 

2目11 1.52 1.43 1.48 0.85 0.69 0.69 
。 ι o 1l 

。 3t 1 20 20 。300 5 30 

+5 +23 +23 +2 + 10 

4.00 

一50日

。 18.67 1 9.02 1 9.0 3 1 9.00 19.00 19.05 1 9.0 1 1 9.01 
10 .8 i .02 1 8.99 1 8. 98 1 8.96 .0 1 .01 .01 

ー「
20 .92 .02 .99 .98 .97 .00 .01 .00 

泡
19.001 当日 .91 .03 .98 .97 .01 .0 口、 .0 i 

50 .9り .02 1 8.98 .97 .96 .02 1 8.98 • ij 1 
素 } 

75 

イ
.08 .88 .9 7 1守.15 .02 .99 .日2

一10日 .'3 1宇.0' .99 -日 11 1 8.99 .95 18.99 
主主
150 .1 2 .07 19.0.2 .1 1 .ヲ5 .守玉 .94 

一l

.(10 1 8.9.5 .93 .9凸
-凹「

18.世4 .91 i 95 98 .9 i .91 1. ・96
ー一ーベ

400 !i  
I 50G 

- 1“一



A亘 2 観測 線

S T 番号 8' 

N 400_ 48' 
位 置

138':_ 37' E 

日 時
介 4 18.35 
-19.00 

N410 疋西

1 3 9 

410-00 
0 

138-40' 

1 0 

• 
13よ00

c 

n
u
-
n
J
 

R
d
n時

-
h
M

4
E
の
4

-

nrh
ワ
ι
-

2
~

一

n
u
c
J
-
n
U
 

1
7
5
-
b
 

初

a
一
の
乙
回

4
~
 

ロ
一
山W
 

8.0 

WSW5 

1 1 

語

。
139 -20 

5 
00.20 

bc 

説相 12月 4 目、 5 8 

1 2 

げ
一
日
一

b

4

一5
5
一

ω
w
-
o
n
ト
一

2
Z

一

7
3
一

内

4
n
u
-

--E~一

7.8 

W5 

• 
o 
140 -00' 

n
u
-
h
u
 

n
u
n
u
-

z
v
R
J
 

S
U守

n
u
o
~
 

7.5 8.0 

天候

気温1 8.5 
風向風力1WSW4 
海 深

海流

水色

溌明度

波浪1 31 I 31 31 3_1 ~ __  3 
うねりI2-31 -r--. 3[ 31..  31 ~L_~.~ 
5 圧 1101851 1 1日181 10181 10181101851 1019 

芸夜十雲量r----=-6 I - I -51 -51 -41 -31 -3 

目採集形式降 lpLI稚 IPLI轡 IPLI@IPLI建)Ip JJI@ 11'斗母 IPL1稚 IPL匝 IPL
.水混I 1 2.3 1 1 1玄21 1 2.0 1 1 2.41 1 3.41 1 3.6 1 

W5 W5 

円

1 2.94 
。
5 1!i' 

1 3.7 3 

さ

水源

1011宿角

ワイヤー延長

水明

20l傾角

ワイヤー延長

水温

301傾角

ワイヤー延長

水源

5日i傾角

1 3.1 2 
一一τ
5 

1 3.43 
-ー寸

15 

12.91 
寸T
3 

1 3.36 
-0  
1 5 

1 1. 0 3 
-ー官

1 3 

1 2.4 6 
一一宮
25 

駿
一
課
一
角
一
駁
一
混
一
角
一
臨
一
温
一
角
一
説
ニ

件

一

一

一

昨

一

一

一

下

一

一

一

二

と
水
一
段
土
水
一
順
一
引
一
水
一
順
一
引
l

山
寸
日
一
川

3.4 1 
0 

32 

+27 

12.34 

4 

1 2.19 
。
4 

1 

12.31 

一τ26 
+6 吋
百
万
+6 

2![ 

+6 +6 

3.52 

当f

i一二3!:i 
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一
。
日
一
什
一
山
一
ば
一
川

1 3.06 

Eす

1 3.96 
0 

1 8 

+ 1 

1 4.1 7 
0 

18 

+ 1 

14.1 5 

17 
+ 1 

1 4.1 8 
----a-
1 8 

+き I + 3 

1之11 I 1 4.35 
，;I'! 180 

示トJii7

7件与4

1 4.04 
() 

8 

1 4.05 
-0 
B 

+3 
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観測船端鴎丸 調?な員中川武光

記 事

〈見張調査1. その他)

S T I 8' 1 I 9 I 1 0 i 1 1 i 1 2 I 1 3 

1.5日1.7ι 2.0 2 I 1.9 5 I 4.8 3 I 1 0.0 8 

200 Iーヲす- 32 I 37 1 20 1 31 I 32 

十 20 1 1 +27 1 +35 1+10 1 +23 1 +27 

0.6守 O.7 6 I 0.8 7 I 1. 0 0 I 2.1 1 I 2.21 

30日 28 I I 32。 37J 2σ.0 3 1- I 32 

+20 I 1 +27 1+35 1 +10 1 +23 1 +21 

400 

500 

01 19.041 118.99119.02118.98 1 1 8.93 I 1 8.92 
一一一

10 ・00I 1 19.01 ・00 I .96 1 守21 .92 
ートー

20 I .0 2 I 1.0  1 I 1 8.98 I ヲ61.901.92
そ四mt 

• 
11 I 30 I . f) ， .[111 .981 .96.91  1 .92 1 
1 一一一一一一一一一一ト一一一一一トー吋 一一一一一ー一一一 一一一一ト一一一→ー
501  8. 9 9 1 1.  0 J I . 9 8 I . 9 6.92  I .9 1 

素一一一一一 叩一一千 ーー一一ト一一一一
75 I .9 5 I 1.  0 7 I .8 2 I 1ヲ.口 5I .93 I .9'1 

100 I .9 4 1  8.98.89 118.91.94-.守 8
阜与J司王 一一一一一一←一一一一一 ー一一一一一一ト一一一一 一一一一一一

11 - 115口 .841 1.941.871 ・9i ・?9I 1守.(]3 
8-81でτィ一一一一←一一コ~'JO 白・92I 1.  '7' 4 I ヲ5 ・8B I • 

)主円寸ワH 斗~_18.88
sω-斗 i

- 1品8-



組祁 43年 3fi日本海地先定線海洋

./i'o. 1 観項目線 通作土奇 W 綜 期間 5 月24日~ 日

S T .番号 2 5 4 5 ム、， 7 8 8' 

40 -36 ， /1 ' /1 /' n /1 ι 40-48 
'{;;ヤ

者 115 139-255 139-125 138-595 138 -47 138 -33 1ろ8-37 139← 505 139一45 139-385 

分
24口600 06.4 5 日7.4日 日守.10 i 0.45 1 2.1日 1 3.40 1 5.1 0 子17.00

日 時 -06.1 0 -07.05 ~口 8.00 ~日守.35'-11.05 -1 2.30 -14.00 -1 5.30 -1 7.2日

天 侯 c c 巴 c 、 b b b b ‘ b 

気 w， 4.Q 5.5 6.0 9.0 6.5 6.0 6.5 4.5 ‘ 3.2 

N3 N3 
一1 一-

風向風力 見SE2 Ei N3 N3 N3 N3-4 N2 

海 深 72 

海 流 一←

水 色
一

1考 百月 度 7 8 8 9 7 8 8 1 1 21 

波 J良 1 1 1 1 1 2 

つ n 1 1 2 1 

左〉戸("1. 圧 1 0 1 8 1 0 1守 1 01 9 1日20 1 020 1 020 1日20I 1 020 1 02 1 

雲形.雲景 -7 -8 -6 -8 -3 -4 -3 -2 -3 

PL採集形式 稚 iPL 縫いL穐 IPL終 Ip1， 稚 IpL 移 Ip1， 株 I?L 稚 IpL 稚 fPL
水 ヨι'ヨ'n 7.2 8.2 8.7 8.9 7.8 83 8.4 8.1 2.日

ト一一一一一一
日

水 1思 7.63 8.54 8.56 871 7.53 7.7 9 7.8 f， 7.68 1.48 

10 1京 ~ { 5 2 主 玉に》
40 -2 e- ー2す-

ワイヤーをH号

7.k y貝 8.1 2 8.7 7 8.66 8.88 7.25 7.68 7.7 5 7.1 2 1.3 2 ~ 
20 傾 角 • /1 個 • H ， /1 !/ 

ワイヤー延長

7K ?見 日29 894 8.33 8.83 7.01 7.7 2 7.24 5.83 1.10 

30 領 角 /1 • 1陣 ， ' • /1 n 

ワイヤ_11:長

水 混 8.23 8.82 8.81 8.71 6.59 ιι玉 6.日6 4.1 8 1.09 

50 北質 角 2 。 2 。 l 16 2 1 2 ι、 8Q 4 。
一一ワイヤー延長 +2 + 'j 

7t¥ ・ tI;2 1 9.41 i 8.95 9.口仁 5.70 5.55 5.80 3.1 ? 0.90 

75 h奇 角 " /1 /1 " N li /1 q 

" " 
ーートー一一一一 一一

4.9 i 2.7 6 0.7 4 
ート。 fI! 11 I !I I H " n 官

『一一一一
l' /1 

了F一五五下再-zrr-空57 
3.1 2 1. 57 0.79 

1bD I 16 22 1 a 10 0 

+8 +2 
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観測結果 青森県水産試験場

観測船滞!蕗丸 調査員中川武光

言己 事

(見 5長 調 町査 . そ の 他}

S T 7. . _オヅトセイ 1頭浮泳あり
戸， 時

も

_..'， 

J 

、
，‘i'.." 

も

. 
. .. 

s .T T I 2 5 4 5 ι 7 日

ー
8..40 7.62 ?;.93 2.68 2.1 5 2と23 1.21 

200 ， 曾 p 

" 
慣 " N 

H ' ' n " • 
3.82 之70 1.59 1.01 1.03 1.03 0.75 0.4 1 

ー
3'00 " " 

11 " • n " N 

H ' • ‘檀 ' 
w " 

40a 

500 

。 18.33 18.8 D 18.9日 1 8.96 1 8.97 18.9 <] 19.00 1 9.01 18.841 
一一10 .60 .94 .守口 .94 .97 .98 1 8.98 18.99 .84. 

i盆
20 .74 .96 ，9 0 .95 .97 .97 .9自 .94 .84 

30 .56 .96. .92 .95 .96 .97 .98 .93 .84 
一ー トーーー一一今
50 .57 .9.7 .96 .94 .95 .94 .99 .88 .83 

素
75 .98. .97 .95 .91 .9日 .93 .85 .83 

100 .98 .守 1 .守 4 .89 .91 .92 .86 .83 
主量 一一
150 .98 .97 -ー92 .86 .84 .87 .83 .83 

偽〆-、 200 、97 .96 .8 i .86 .36 .84 .82 .83 

300 .88 .85 :84 .33 .84 .83 .841 .84 

400 

500 
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AG. 2 観測j 線 N4f  線 期 i笥 3 Ji 2 4日-25日

S T .番号 ? 1 0 1 1 1 2 1 3 

IN 41 -0日 • " " H 

位
置IE138 -40 139一日日 139 -20 139 -4日 140-00 

臼 時 分
1 845 20.50 22.5日 25 005(1 03.00 
-19.05 -21.1 0 -23.00 -01.10 ~日 3.3口

天 1決 b b b b b 

兵£三L 7怠 2.5 3.2 3.0 3.5 3.5 

風向!武力 N4 N4 N3 N3 N3 

海 深

海 流

水 fn 

主秀 日月 変

波 浪 2 2 2 2 2 

う オユ 1) 2 2 2 2 2 

会』完1. 圧 1 022 1 02 2 1022 1 022 1 022 

雲形.雲量 -3 -3 -4 -3 -3 

PL採集形式 稚 11'L 稚 lJ?_L 穐 IFL 稚 IPL 稚 11'1， 稚 IpL 稚 11'L 稚 IpL 

水 穂一 6.6 ιーι 6.5 7.9 8.5 

。

水 潟 6.29 6.82 ふ87 7.55 8.53 

10 傾 角 1 5 1 7 4 5 

ワイヤー延長

水 混 2.53 5.92 ι.33 7.62 9.06 

20 傾 角 n • n • " 
ワイヤー密接

水 f呂 1.1 8 5.20 5.91 6.81 8.72 

30 傾 角 ， B H 11 " 
ワイヤー延長

7k 混 2.06 3.98 5.55 6.41 8.86 

50 傾 角 6 1 1 1 0 '日 B 

ワイヤー延長

マ県 0.93 2.62 5.0口 5.59 8.93 
ー一

7ち j'tJi 角 割 11 H M 11 

←一一
ワイ布一色長

i}(. iEL 11.82 2.08 3.18 3.77 8.10 

100 ir]j 角 • 8 震 11 n 

ワイヤー延長

水 温 0.87 1.92 乙13 2.9口 8.35 

150 傾 角 1 3 1 7 25 23 1 3 
」一下ーー

ワイヤー延長 +4 + 7 + 1 5 + 1 5 +4 
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，守主f .".ち7]<設弐!検場

観測J'J会議院丸 調宜員中 )JI 武光

記 事

( Iii 強 調 査 . コト の 1也}

S T 1 2. オットセイ 1頭浮泳

S T ヲ 1 0 1 1 1 2 1 3 

0.59 1.36 1. 21 2.89 7.3日

200 " " • " " 
• H q H ， 
0.45 0.86 日.56 0.75 3.1 3 

300 脅 H n " " ， 書 " n " 

400 

50日
J 
J 

。 1 9.00 1 8.98 18.ヲ7 1 8.97 18.89 
10 1 892 .95 .94 .97 .89 

iI1 
20 .84 .93 .93 .92 .92 

30 .83 . 91 .93 .92 .94 

50 .83 .87 .92 .91 .94 
素

.83 .84 .94 75 .89 .86 

1日日 .85 .85 .85 .84 .96 
量
150 .84 .85 .83 .83 .95 

r0、-.4『J、9 
200 .84 .83 .83 .84 .94 

5日日 .83 .84 .il3 .81 .85 

一一一-4i一一一」i一-
400 

一 一一「一一一ト一一 一一一ー500 
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~ 

太平洋，日本海スルメイカ漁業試験

担当者主任研究員豊川 毅

技 術十三邦昭

I 調査目的

太平洋および日本海におけるスルメイカの来遊状況を把援するため試験操業をおこなうと共に

標識放流による魚群の回滋稼動状況ならびに生態調査を実施し，本漁業の供全な発展に演する。

H調査内容
1.調交海域

Z 調査期間

5. 調芥項目および方法

調査項目

1. 夏期スルメイカの回務

移動諒査

2 秋葉日スノレメイカの閉滋

移動調賓

5 生態調斉

E 調査結果

1. 漁獲成績

太平洋ならびに日本海沖合

昭和 4♀年6月 19白から 1日月 26臼

調 査 方 法

1 試験船三雲洋丸(1 2 1トン 4日日馬力}を使用して漁業試

験を実施し.結果について考察す.;.九

2. 漁業試験によって釣獲されたスルメイカの標識放流tcらび

に.これの再補給界からスルメイカの回遊移動系路，系統群

等について考察する。

主 体長測定，パンチ γグ調査

i 釣獲時における生態観察

本県八戸沖におけるスルメイカの初漁は， 6月A日で.本格化したのはる月 13B以降であ

るが，幸洋丸の操業は 6戸19日からおこなった。

6月中の出漁同数は R回であるが，漁獲のあったのは，男11茅め左おり，21. 27. 2 8日の 5

回で漁況は.尻上りに好調となり.との期間中の漁獲は 177図で単位航海当りでは 35闘で

あった。主として釣獲の点った時間ほ. 1 9時から 22時頃で， る月 28日には. 1 7時.'S(1ラヰ

頃から釣穫があり 5時 30介で 92函，単位時間当りでは 16函を釣獲した。

7月に入ってからは， 8日まで 5回出漁し，合計 597函を漁獲したが. 7月5日. 6日は良

好な成綾を収め，主として釣獲のあったのは 22時煩から翌日の 1時3(1分頃きでで 6月に比

較して.や』遅く釣れ初め，釣獲時間iま長〈なZち傾向を示し，総休的に漁獲景も増大した。

特に好漁で3ろった 5日には釣獲時間 2時間3(1分で 41 6函を釣獲し 1時間当りでは， 1 64図

と前例のない漁獲をあげた。

2 標識放流

a. 八戸沖における標識放流

八戸沖夏イカの標識放流は.東奥丸によっても実施されたが.幸洋丸では 6月 21日-7

月 5日までの聞に 5回.合計 2，(1(1口尾を放流した。との牧果 43年5月 318現在における
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再捕結果を号11表に示したo

b. 日本海における標識放流

本年は実施しなかったo

C. 道東沖秋イカの標識放流

1 0月 4白-'1 0月 88までの聞に 1.000尾そ放流し. 再補届出は 11尾で内訳は第 2表

に示した。

5 生態調査

a. 多項目調杏は.漁獲物の陸湯後実抱寸るものであるため八戸港を主たる根拠としておこな

われた本年は実施しなかった。

b. 漁獲試験出の生態観察

。初漁期において.イカが浮上している状態で針にか』らないととがあった。
。魚群の針にか』る時聞は短時間で数分叉け数十分後再び釣れるという状態がしばしばあ
った。とのことからイカは数十~数百尾の小群をなして移動する習牲を有しており.これ

らの小群の集団が安互に移動して釣獲きれるのではなかろうか。

W考察
1 夏期スルメイカの本県沖における同湯移動

八戸でほ，初漁期の 6月申与一時好漁があ 1).この君干の途切れた後， る月下旬に漁獲の大き

な山が珂れ，ぞの後 7月中旬に更に大きな山が現れた。 8月中は平均して由旬きで好漁が接続

したことから.八戸沖に来滋したス lレメイ力の主群の回瀞移動は凡そ下記のとおりと推定した。

来活字持期 主たる系統群{推定}

1/ 第2群と " 第2群

8月来訪宇群 上記滞泳群と太平洋系第 5群

なお.これら系統群は津軽海峡守実行.西行し.主群の滞泳期間中に漁獲の111が現われるもの

と考えられるが.仮説の立証にあたり不十少と考えられるのでなお研究が積み重ねられる必要ー

がある。

2. 秋期スルメイカ群の回滋移動

道東沖から 1(1月初吉標識放読したスルメイカは約 20....... 5 (1臼で本県各地で再捕されたが.

とれらの南下群が本県沖に来瀞してから津軽暖流域を南下しあるいは.北上するなど.回券経

路は.相当複雑であることを示唆するものと考えられる。

したがってこの伺瀞の機構についてほ.北海道南岸沿いに津軽海峡に入る系群とあわrせて今後

究明する必要があろう。
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第 1表 八戸沖スルメイカ標識放流結果表

標識記号 放流月日 放流場所 再捕月臼 再捕場所
経渦
摘 要回数

AMホ 486 42.6.27 揮を角Ng/E20.5' 42. 8" 3 0 函 館 沖 64 童書洋丸より

11 5享2・ " " 42. 7. ι 鮫角NE/E 守
2.0日放l
流

" 49 42.6.21 鮫負 E/N20.5' 42. 7. 7 鮫角NE2日' 16 

" 29 1 42.6.27 鮫個NE/E20.S' 42. 7. 2 1 平沼沖90M 2 4 

" 9 1 1 42.6.28 " 42.7.21 鮫角NE/N20' 23 

" 731 '11 If 42. 7. 2 1 鮫角NE/E20' 23 

/f 866 " " 木 沖 23 

" 6 1 5 11 11 42. 8. ? 鮫角NNE22.0' 42 

" 768 " 11 42. 8. 7 八 戸 沖

" 6 2 I 4 2. 6. 2 1 費守角 E/N20.5' 42. 8. 1 0 風間浦沖 50 

鮫角NE/E20.5' 42. 7. 1 3 然角 NE25' 1 5 

AMニ 83142.7.4 脅す角NE/E20.(1' 42.8.23 岩手県綾里崎 5(1 

11 2 9 2 I 4 2. 7. 5 鮫角NE/E20.5' 42. 7. 21 I八木 沖 i 47 
11 641 i 11 11 42. 8. 1 鮫角E/N 27 

" 506 " " 42.8.15 鮫角NE17' 4 1 

計 1 5尾
再捕率
0.75% 
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第 2表 3主東沖ス)!ノメイカ標識放流結果表ル

標識記号 放流月日 放流場所 再捕月日 再捕場所
経渦
梼 要日数

トーー
42!..44'N 

幸洋丸より!AMト 202 42. 1 O. 5 
144じ 17.5E 42. 1 O. 7 広 尾 沖 2 

It 36 [1 11 iJll路SSW14' 不 明 日高三石沖
1，000尾放
一
流

11 39 Q 11 It 4 2. 1 1. 4 大 畑 沖 5日

w R 97 4 2. 1 O. 8 
大黒鳥
SE17.5' 

42. 1 1. 8 泊 SE4 Km 3 1 

11 739 11 It 42.11. 14 大 畑 沖 37 
赤 ;μ白，そ 沖

" 770 11 
E '1450-10' 様 似 沖 1 8 

" 21 42. 1日. 4 広尾ESE30' 4 2. 1 1. 7 出 戸 沖 3 <1 

11 200 11 It 42.11. 25 意 山 沖 52 

11 11 4 2. 1 1. 2 4 11 ~ 1 

11 697142.10.6 錫iI路 SW19' ~ 明
花尾沖
ESE 22' 

11 968 42. 1 O. 8 大黒島 明 大黒島沖

計 1 1尾 再捕率1.1係
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太平洋，日本海スノレメイカ調査記録 青森県水産試験場

併.

寸調査船名 幸 洋 丸 " 11 11 11 11 " 11 " 11 11 11 " 

操業 時
42.6.19~2 0 42.6.21~22 42. 6.2 4~2 5 42. 6. 27 42. 6. 28 42. 7. 2 4 2.7.4~5 42. 7. 5 42. 7. 6 42. 7. 8 42. 7. 1 9 42. 7‘ 22 42. 7. 23 

日 1 7.1 5~02.45 1 9.1 O~O 3.4 5 18.25-0.35 1 8.1 (I ~2 3.5日 1 8.2 0 ~2 3.4 5 18.15-21.0口 1 8.15-02.35 1 8.4 日 ~2 3.30 1 8.4 5 ~ 2 3. 3 0 18.20~23.40 I 21.45~22.2 口 18.5 日 ~21.D 0 T 

一一一一一ト一一一一ー一一
400 -56'トT 4 (10 - 4 2.0' I 4 00 - 5 2 ' 4 o. -24.5 I 4日φ ー 56.5' 4(10-Ll6' 4 00 - 4 7 1 400 -39' 410 -14' 400 -47' 41" -2 0 ' 

操業位置 1410 -48'E 1 : ;. 0 _ ~ ~~ ~， I 1 ~ ~'o _ ~ ~.5 ' 1 420 - 0 2 ' 140.-53' 1410 -57' 1410 -53' 1420 -25' 1 39のー 56' 1390 -11' 1 3ヲ。 -52'

タフ7レドラム式蕊ぴ
使用 漁具 " 1 4台 1 8台 1 7 1 4 1 6 1 4 1 4 14 

マシオ武 1 8台

漁獲尾数 日 1，680尾 。 5，1 2 (1 7，380 。 1 0，995 29，120 1，260 10 2、97日 250 

ト一一一一一一一一一一ー

標識放流 20日尾 400 40[1 500 50日

観測時刻 1 7. (10 1 9.口口 1 8.1 0 1 8.(1口 1 8.1 5 1 8.00 18.口口 1 8.30 2 3.1 5 22.1 5 1 8.00 

天 1戻 。 B 。 C R 。 。 。 R B B C B B C 

風 力 2 2 5 5 4 2 5 2 5 2 2 

風 向 E S E S E S E S E S E S E ESE S E 
s 15wJ γilN  2CE O 

N 下J W 

一一
気 温 1 6.口 1 6.8 1 6.2 1 5.8 1 7.0 1 6.5 1 7.0 1 6.日 15.5 25.9 27.8 

水 色 :z; 3 5 4 5 5 5 5 

透 明 度 7m  8力Z B 7 8 7 21 1 9 

波 浪 つ 2 2 5 4 2 3 2 2 

ー一

ワ ネ リ 1 2 4 3 1 5 3 2 2 

一ー ト一一一

流 向 S S S f白， S S S S/E 

。ηz 13.5 1 3.8 16.0 1 2‘4 14.80 1 3.1 0 1 5.00 14.6日 1 4.1口 21.4日 25.20 24.7 0 

1 0ηz 14.40 13.02 1 3.22 13.88 1 3.32 「 2112 1 9.0 2 2 O. 50 

水
20m I 13.38 1 2.55 1 3.0日 1 3.32 1 3.1 8 19.85 1 7.07 18.42 

1 

13.00 11.92 

。づ:予引¥二一年三:十|二-七11五汁ト1:1十-
1 6.22 

50 m I 1 2.27 1 1. 6 0 1 2.56 1 2.1 5 

一 L
75ηz 11.45 1 1. 5 0 12.02 1 1. 0 8 

?Jii自1l11a 10Dm 
1 1. 0口 1 1. 1 0 1 0.65 

|15日ml

時化となり帰途|

トー

…~込なく イ-2J100より詞 附近操業品多数附 40酎で 日本海 日木海 白 本海

備 考操業 南下移動す 良好左なる あるも餌問、|制しするも釣 | 
れず | 

一一戸



11 1/ " " II H I1 I1 11 11 Ir I1 11 " 
8 42. 7. 1 9 42. 7. 2，2 42. 7. 2 3 42.10.4-5 42.10.5-6 42.10.6--7 42. 1 O. 7 42.10.8-9 42.10.9-10 42.10.10-11 42.1 0.1 1 -1 2 42. 1 O. 25 42:1 0.2 5-26 42. 1 O. 26 
23.4 Q 21.45-22.20 18.5日......21.00i 16.00-口5.00 17.10-05.30 1 7.0口-22.30 1 7.25-05.日日 1 7.00--0 5.0 0 1 7.20-0 5.0 0 16.05-0 4.3日 1 6.5日-19.30 1 9.30-0.40 1 7.1 5-22.1 5 

39 I 41'-14' 4目。 -47' 41"-20' 4，2' -11.5' 42'-44' 42" -4 3 ' 4 2' -4 4.3 ' 420 -45' 420 -44' 4 20 - 4 2 ' 4 20 - 3 4.5' 4 OQ -5 0 ' 400 -44' 400 -59' 
25 ' 139・-5 6 ' 13.9'-11' 1390 ....52' 143Q-45' 1440 -17' 144・-0 6.7' 1450 -10' 1 440 - 3 8.7 ' 1440 -25' 1430 -51' 1410 -55' 1 420 ー日 2' 1410 -25' 

1 4 

10 2‘970 250 5、A日。 4，950 5，625 。 9，口 45 8‘01 0 2，730 1 5.7 05 560 6.84日 2，295 

200 玉目。 200 300 

，1 5 22.1 5 1 8.00 21.1 5 19.0包 1 8.00 19.00 1 7.1 5 18.00 16.30 17.00 18.日日

B B C B B C c B C 。 。 B B B 。 。
2 5 2 2 5 5 5 4 2 5 

w N E N N W S W S SE S E S E S W S W SSW 下J N W 

5.日 20.0 25.9 27.8 15.日 9.7 

5 

21 19 

2 2 2 5 5 2 2 5 2 

2 2 3 4 4 5 5 2 2 

'ト--

21.40 24.70 1 4.<1日 1 4.7 0 1 4.80 1 4.60 1 1. 3 0 1 2.20 1 3.7 0 1 3.30 16.7日 1 6.20 

21.1 2 20.50 1 4.51 14.45 1 4.35 12.50 1 1.0 0 1 1.0 0 13.30 1 1.60 1 6.35 

1 9.85 1 7.07 1 8.42 1 4.4 0 1 4.20 1 3.50 1 2.61 9.80 9.4 2 12.28 1 1. 32 1 6.36 

1 8.ヰ? 14，1 5 16.22 1 3.65 1 3.92 1 3.30 1 1.57 8.38 8.70 8，74 1 1.口 d 16.38 

一
1 3.00 8.24 1 2.1 5 4.9口 1 2.0日 1 2.4 0 1 1. 02 5.7 0 5.56 6.07 9.5日 1 6.35 

11.30 5.4 5 1 1.08 3.88 9.1日 8.4 7 9.1 8 4.25 4.1 2 2.98 7.も守

1 0.70 3.98 1 0.65 2.85 5.45 5.4日 8.1 0 3.67 3.30 2.64 5.32 
2 

2，20 6.7 0 

霊まで 本海 日本海 l 日 本 海 道東，朝いか |朝 u、 カミ 弱いか 朝 L、台、 朝 1ハ iJ三 朝 b カいこ幡あり日

るも釣 海深 520m l海深 300 m 海深 1751π 海深 4 0 0 m I 'ßj~ 1 30m I海深 280m 
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北部太平洋，日本海底棲生物調査

治

造

和

武

兼

英

永

田

弁
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高

節

丸

長
H

奥

技

東

船

者当担

l 調査目的

木県日本海北部漁場における底ぴき網漁夢開発と底棲魚放の分布，移動状況を把握し.底びき

網漁業の発展に資すき‘。

E 調査内容
1.調査場所

2. 調査期間

本県日本海北部海域

昭和42年 12月26日~昭和 43年 5月民日

3. 調査項目及び方法

a.項 目 魚種別月別漁獲高。月別漁獲推移

操業海区gu.水深5JU漁獲高月別漁獲推移。
b.方主主 試験船東奥丸(38.35トγ}により 1綬ぴき底ぴき網漁法にて調査作

臨調査結果

東奥丸により昭和 42年 12月 26白から調査を開始した。本年度調査期間中における操業日

数は 22日で曳網回数 79回{内曳網不帝国数2日1総漁獲量は 7.188K9であった。

調査期間中における漁獲物の主な魚種組成立をぴに魚種別漁獲高は次のとおれである。

第 1 表

ーん r

魚 種 5J1j 1 2月 月 2 月 5 月 計 % 

タ ラ 11 ~ 1.134 ~ 2.857 K9 4125~ 4.41 4.5 K9 61.4 % 
--rー

タ コ 14.5 2 1 6 137 6(1 4，27 !' 5.94 

ア ン コ ウ 6 30 31 44!'i !' 12 

アプラツノヂメ 5 22(1 3!'i (1 57!' 7.99 I 
スグトクタラ 73 390 463 

タ ラ 44 198 242 3.44 

カ i/ d、-、 30 30 0.41 

ヤ 9 イ :Jr 34 93 1 27 1.76 

ヒ フ メ 142.5 142.5 1.98 

ノ4ノ{:h レイ 18 18 0.2 !'i 

イ ミノ モ チ 1.li 1.5 0.(12 

マ ガ レ イ 1 2 1 2 0.16 

、カナガi/ラ 26 1 26 0.36 

ノ、 タ ノ、タ 1 9 1 9 0.26 4 

そ の 他 4(1 48 守口 1 78 2. 4 7 

計 76.5 1，829 4，365 917.5 I 7.1 88 1 00 'Jiも
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" 第 2 表

( 42年 12月......43年 1月分 1

0;， 

30 

20 

1 0 

60 

40 

F 0 

魚 種 数 量|

タ ラ 1.145 K9' I 

タ コ 23 0.5 K9' 

ア シ つ ウ 5ιK9' 

アプラツノサ.メ 225 K9 

ス ケ ウ 73 K9 

タ フ 44 K9 

vー寸 ツ t、-、 30 K!;I 

ヤ リ イ カ 34 K9 

そ の 他 88 K!;I 

計 1.905，5 K9 

そ

の

他

ヤ
リ
イ
カ

コ

ツ

ペ

小

タ

ラ

ス
ケ
ト
ウ

ツ
ノ
ザ
メ

ア
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ラ
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シ
コ
ウ

魚タ タ

フ種コ

第 5 表

qも

ιo 

-町一
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40 

20 

1 0 

そ
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ケ
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タ

コ

カ
ナ
ガ
レ
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ア
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コ

ハ
タ
ハ
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ヤ
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カ

;年!，ヒペイ IJ、ィ、ッタ
ノ、 ν アノ
#タ
レモ ブヂ

種メキチララメラ
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第 4表 42年度.月別操業臼数，曳網回数.漁獲量及び 1曳網当り漁獲量

主ト〈 1 2月 月 2 月 5 月 計

操 業 日 数 1日 6 B 1 3日 2日 22日
一一一一ト一一一一一一一

曳 網 回 数 43同 77回
( )内は曳網不能回数

5回 2 1伊
( 2回}

8回
( 2開 l

漁 獲 量 76.5 K9 1.829K9 4，365 K9 91 7.5 K9 7，1 88 K9 

1曳網当り漁獲高 1 5.3 K9 87.09 K9 97 K9 1 14.6 8 K9 78.32均|

第 5 表

。 主要魚種号rT.年別.漁獲高.比較表

沿ぐ:
漁 獲 高 B 

4 1年度 42年度 A 

アプラツ-ノザメ 7，91 7 K9 573 K9 7.26% 

タ フ 2‘372 4，41 4.5 1 86.1 

ハタ ハタ 655 1 9 2.9 

スケトクダラ 447.5 463 1 0.34 

~ の 他 1、222 1 78 1.42 

計 12，61 3 5，649.5 44.77 

叉，本年度実施した調査の操業海I?<別.水深別漁獲高は第 1図の左おれでホる。

42年は 12月 2o日に初めて出漁し.例年ならば 12月下旬ごろから漁期に入るタラの横島ま

不振であった。

・魚体は小型のものが多心体長き e-40cmで漁場は鯵ケ沢港から NW/N 12-13浬，水深

325m-330mであった。

43年 1月に入り例年ならタラの主漁期に入るのであるが 5臼間出漁しただけで主な漁獲物はタ

ラ 1，134 K9. タコ 216 K9. アプラツノずメ 22(l K9等?ある。クラの魚体月 12 )jと余り変化

たかったが躍起:我に熟度が増してきた。

2月ば時化続きで 8[l i1'l出漁したが.漁場は鯵ケ沢~汁13矢島沖で) f~\穫の主体はタラ( 2， f1 e' 7 

K9 )であるが出来島沖ではヒラメ (14zK9)もt守.獲された。

5月は 21T]の調査で打切O. 日本海マスはえなわ漁業試験準備作業に取りかかった。

5月における主な漁獲物は小タラ.スケトウダラ等で例年;ill'.1漁獲が低下してきている。
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W考察

鯵ケ沢・深浦飾区における沖合底ぴき網漁業の現況についてみるわこ).1 -2年鯵ケ沢地区

では.タラ，アプラツノザメ.深補地区ではヒラメ.カレイ類が主な漁獲対象となっている。

文両地区の当業船左も.その年のアプラツノザメの漁獲如何によって経営面が支配されているよ

うである。

それだけにアプラツノヂメに依存するクエイトは大きく本年度.鯵ケ沢妙区で漁獲されたアプラ

グメは昭和 34年度以降最も多く. と).2-3年前終漁期にあらわれる雄ザメが本年度は例年よ

り早く 12月-1月に大量に水揚されたことは注目される。

このようなととから当業船のアプラツノヂメに対する期待ば大きし今後は回滋移動状況把握の

ため標識放流の実施並びに生態調査と併せて新漁場の開発を推進しなければならないと考えられ

る。

一，185一
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日本海沖合底曳試験

担当者主任研究局一 豊 /11 毅

検師赤羽光秋

I 調査目的
本県の日本海における民ぴき漁場は大陸棚及びそれに隣按する水深30 0 m内外の海蛾におけ

る近年底棒資源の減少が著しい。 ζのため従来漁場として利用ぎれていない新横擦の閉葬をおと

E ない当該漁業の経営安定を図るために実悔した。

E 調査内容

1. 調査漁場

2. 調査期間

3. 調査方法

園調査結果

1.経組

別紙漁場開のとおり

昭和 43年2月16日-3月5日

1そ弓びt量廃ぴき網漁法で漁業試験をおとなろ。

調査は初めての漁場で実物するセめ当初水尻底質，海底状況，海潮流などについて調奇し，

その後状況の許す範聞で試験操業を実権するとい弓 2段構えの実物計直隆立てたが，最初ρ調
変地である鯵ケ沢沖漁場では 30 0 m以深の海底は，おおむね泥質であって漁場水深も海閣に

示されているものを参考3こすれば充介操業できる見透しとなったため，特に入念な事前調査は

おこなわなかった。

即ち> 'ijl!添漁場関1の水探 30 O. m以上は沖合に向って比較的織かな矧斜をなしており，

6日日 m附近までは底ぴ宗漁擦としての地形条件に恵吏れているものと考えら九たので，鯵ケT

沢沖漁擦でほ，操業位置を変@て前後 7悶操業し，別添の漁獲成著者を得た。

次いで北海道小島の南西方向に海図上 300-700mの水慢を禾す海域があり， この漁燥で

の魚探による漁場調杏をおとなったが，海患の起伏が綴めて顕著で;t，り，民び夫漁場としては

明らかに不適であると半i断されたため，更に調査海域を北側に延畏して小島西方lこ償問する小..

島堆海域の調査をおとなった。

当該漁場は，昭和 24年8月に本燥白馬車丸によって一度調査のおとなオオもた海蛾であるが， そ

の試験結果報告でほ，今後の調脊諜悪質として残されており，院知的にも異ることから同遊性の

タヌ ホッケ等に幾介期待をかけたが. 4回操業して男l除の結果に終った。

深浦沖における試験操業は. 3月4日から 5目安でおとない，調奇海域は，久六鳥の寝イmlL新

場1と呼ばれている漁場の北侭11を主体として 5伺操業をおとなったが，この漁爆は，宥官軽快で
や h起伏の多い海底地形で 5明の捜がかりがあった。

以上本年度は 5ケ所の漁燥で計16問の試験操業をおとたったに止さり，それぞれの漁燥につ

いて十分な価値判断をなす資料を得るに至らなかった。

-1 87 -



2. 海、獲成積

a 鯵ケガ守沖漁場
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c 久六島東方漁場

「ー . 4k 海}底M"噴-
漁獲数雫 (k~ ) 

演場操業時間 水深
月岡 た九すけそ耐もいiずわいがにその他 | 
5月4日 1392-372E' I 09 "~1 0"") I 1 0 5  I 720 

ト-ート m 

139 '!..40D E 111 引き 1 0 I 1 0_l_.， _1o '1 ，J33  U~ I I S1 
40 ¥!・366・N 1， .45_ ， _ 15 I 1 +.. 1 1 1 m 。 1却し4即 E 113 -.，5 な し 23~1 I SR  
40'<-4';:' N 1 _10_ .55 世掴 な

5月5日 139弘56.9E 108 - 9 収明 し 460 i R 

40'<-468' N I 30_ 30 佃 I I ml j I 9 11390-54DE 110 -12 破 l閉な iし l 340 1 ヲR

3. ズワイガニ測定幣果

本種が末手'1用漁場における主要な漁獲物となるであろ弓と』お調査以前から考えられでいた

ところであるが，ズワイガニになじみのない本県においては，ス・ワイガニの資源状態はもとよ

りその生場ー漁場，漁明 商品としての流通の条件などすべて利明の空主慢さ震に入り，或ばと

い弓期待もあったが冬漁場共小賓の水接げに止まったが，小鳥土佐附近では，ややiとiった漁

獲があった。同堆附近は， 4 0 0 mを境として急激に社株↓するとい弓質問主的特徴があり， 5 00 

--60 0 m水深での曳納は実地で合なかったが，資i家的には可成，)有望の可能性が強いと者え

られるので，今後は漁注を変えた調査が判待される。

-1139ー
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IV'考察

今回おとなった日友海沖合底ぴき漁場調査の発端は幸洋丸が沿海洲沖1実ぴ宗漁業試写需にあた

って 42年 11月および42年 1213の第 1次，第 2次航海とも y連警備再をから交渉を噴ナると

い号事鳴が生じ，その代りとしておとなったものであるが，最近日本海における木県.腹ぴき船の

操業状況から底場資原D減ゆ傾向が認められ，沖合の新漁場開発は，切実な問題となっているa

とのよ弓な脊景のもとで沖合明発を回途とし，漁場の選定をおとなって(1惨ケ堤沖漁場 (2)小島

堆沸場 i3l久六烏東側漁場こついて靖査鵠章者をおとなった.

との綜.ll!鯵ケ沢漁場では，海庚状況その他から渇場としての地理的，地問守専件には恵全れてい

る杭調査時期において民見るべき資源、がなく，わづかにズワイガニ(小}が 1えい相当り 5

_ 2 0尾程度入網したに渇ぎなかった。従って調奇範聞における漁場価値は， との時期において

は期待されkいのではないかと考えられた。

叉小島堆漁場は鯵ケ沢から北西45埋附近に{立穫し. 4 0 0 m末満の海域はほぼ方形をなして面

積 10-1 2平方す恩照管はおおむね砂，泥質であるが各所に岩盤の存在が認められた@

漁獲物の主なものは，タラ，スケソタラ，ズワイガニである杭 1えい網当'>50-60K9程度

で好漁場とほ考えられなかったa しかし回避性のタラやスケソタラは別としてズワイガニが各回

とも10-15K9理度入潤したところから，周辺漁場のズヲイガニ資源について今後調査の必要

があるものと考えられる。

更に久六島寝側漁場での換業は，当初漁探による調査では海底の起伏が大きく操業が危ぶをれた

杭地元深浦地区の寝びき関係者を乗船させ操業上の意見を聴取して実穂したとこる 5田操業

の弓ち 5回は根がかりで漁湾はなく，えい縄できた分についても浄獲物は僅少であった。

主体は，アガガレイ，スケソタラ，ズワイガニであったが漁場としての荷積も限られており，本

調書を結果からほ，きして利用何直ある漁場とは尉つれなかった。
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日本海沖今産主曳操業漁燥図
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I 調査目的

沿 fi;室長資源動様調査

漁業建長湾

技術十

力行 信憐

邦昭

本県沖合に来γ雄するプリは吃ι南下の季節的;@i坊をおとなっている持 局+術的務動を杷樫す
るため，在員:ヰjl，~周査，漁体調存立合ぴに標識綬減を実物して，沿岸漁業振現の椅針とするものである。

日調査内容

イ調寄場研 沢辺，深浦惨ケ沢，三厩

ロ期 間自唱和42年 6月~杢昭和 42年1 1月

ハ 議資項目及び方桧

漁協からブ9のが当湾高を漁業叫 臼叫銭柄時こ調査し，特に大型定理網においては朝，タ

網別の揚網状況等を調奇， この-9l-，関係海民か九の聞き取りによった。

!H 調査経過並びに結果

従来よりブリの漁況については若干の考察は加えられてきてい{;，が，生態調査並びに環境調査

については深〈掘り下げられていなかったためにi将芋はこの点については烹点的に調査を行弓と

とにしたが，予算上の問題があるとともに，プリの漁獲が例年より不振であったとと等から調査

が円渇に行われず，負体主南海，襟識於流等を実格することが出来なかった。したがって海理守及

び間きJf-xり謂査が主体となってし支ったが，以下，本県のプリについての知男Aを織略ながら記述

することにする。

t プリの呼称

プリは出f悼、と云われ，目立~I'::伴ってその呼名がいろいろ嬰なっている。本県ではイナダ，

フクラギ，アォ，ワラサ，及びプリと呼んでいるようで，叉季術的に要プリ，秋プリ，寒プリ

等とも呼』裁もているよ弓である。調査地域による呼名投びに旬、休の大tまさについては下司のと
おりである。

イナダiフクラギiア

沢辺10，3--1.5K，lo.読み以下
Z可一一-1:ぷ干プ「-一

鯵ケ内止竺主主
|三 j或

2-3均台

-1 97-



2. 漁獲量

昭和 36年-42年全での調査地域のプリの漁湾高は第 1表及び第 2表のとおりで.iR辺地

先では定費網により 7_48ト:/，深浦では定置網により 80_  2 1 0ト:/.曳欽1で 1_1 3 

トジ，鯵ケ沢地先では曳祭1で 3_8 ト:/，又，海峡の三厩地先では 1本内こより 10_7 0ト

ンの穐糖で何れも年変動が大きし豊凶の差が著しくなっている。

3.漁期

本県日本海側の沢辺深株 il::金ケ代鯵ケiR_地先では魚湖は姶んE変らずタ早い年には 4月

下旬上')突す糊Eみられているが，例年は 5月上，中旬t旨からである。感漁期は6月上，中旬~

7月下旬全でであるが，還し、年には. 8月に姥漁期が形成されるときもあるよ弓である。とれ

らの時期には主として定置により演穫され，漁湾の主体となる魚休も 2K9-3均台のワラサ及

び6-7K~~%の中型プリである@フクラギ級のものは 7 月晴よりみえ始めているが，時Z執漁業

が始主るのは 8月上旬からで11月主で漁期が形成される。なお.南下期の大型プリの盛漁期

は~f;聖網でほ 1 1月_'12月主でで，海、事警は 1丹末をでみられている杭プクラギ織のものは

2月に入つでも容がみうけられるとともある。叉，津主要海峡の三厩地先では 5月中，下旬情よ

り来湯がみ~けられている杭最近ば 6 -7月頃より操業を行っている@

北上期ぼ 7月が号室漁期で， R旬下期は 1 1月が感漁期となっており. 1 A 1 0臼頃主で漁獲がみ

られるよ弓である。

4.漁場

沢辺，深浦地先で建込みの大型定霞網は水深 2日-30，m附近である。又深浦，鯵ケ尺地先

で榛昌きしているフクラギ曳管1も巨岸 1濠以内の緩く沿岸容の水深も 40-50m附:8である。

海峡三!或地発の 1本的は，北上旬には水深 30m以内の綜〈沿岸寄に魚、爆が筋立されるカミ南

下期においては水深50-100m附i斤に漁場が形成されるよ弓で，更プリは底質が根及び砂

地を滞泳するカミ秋プリは慢だけに漁均が形成きれる。

5. 漁獲水祖

~水域で実権している紗作勝沖 1 -5  Y里の海洋観測結果からと沢辺地先の定置網の漁場水沼

から検討して:lI::J::.明のプリの持、焼水視の下限は 9-10" Cと幣をされる@文，盛漁期のが起

は14 'C_1 80 と権Tさされるが 21-240 。においてもかなり畏い漁があげられており，

ー慢に断定するのは困難のようである@次に南下期の漁場水混であるが，とれも嘘作I橋沖の海

洋観測結果からみて， 1 6" 0 あたりから南下し始めるのではないかと考えられるが南下期の

最も良い水潟ほ 11_140 0と推定される。丸下限は 1月の滑岸水調等から判断し. 6-

70 0あたりで?まないかと思われる。

6. [河湾

プリ!ま春から夏にかけて::11::1::し，秋から冬にかけて南下するが，本県沖では沢辺深海北金

会ケ代鯵ケ沢沖とI!債を追って北上し，北海道西岸を::11::1::するが，一部ば津軍事海峡に入り，犬

平洋1)l11にねげて北海道噴火湾方荷に達していることは過去の標識放流結果から知られている。

叉漁期の推移からみてもわかるよ弓に津棒糊央三厩地先では， 日本i毎{則上1)約 1週間_10日

位遅れて同f象がみうけられるようである。この北上したプリば反転南下し始めるがz 三底地先
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に南下型事が璃われるのは例年 10月上，中旬からで， との苦手ば噴火湾方商から津古里海峡に入り

海慢を商進してきた害事であろうと考えられる。

白木海，鯵ク凡深淵場区等に漁港される南下務ほ津署海峡からi匂下してくる群と北海道西岸

を南下してくる君主とがあるが，海峡からの群が者千早いよ号で，例佼 10弓，市，下旬t奇から

と推定される.

しかし，全艇に.:ftι 荷下の市防にしても移動速度は年令によって芳子罪.なるよ弓で大型プリ
樗早いよ弓である。日水研が深浦沖:で 11月に放旅したワラサ紡ーのものでも 1源開位で宮山，

石川あたりをで遣するものもあるよ弓である。しかし，小型脅令魚ほど主要<.叉，滞永開通ぅ長

いよろで. 1 1月漢潤iT先で検検したフクラギ級のものが窃に北土して持参ケ開沖で再指された

ものもあつを。丸時期的にも移動速庵は実なるようで:ltt期は謬<.南下町Fは早い。摩書草場

泳層は芳慣網及び1本的の漁場からみて，北t期は和架 2日時60 m.南下聞は 40-12 0 

m附身で，場泳層の範聞は 180 mPl浅と考えられる.なお，北上問の旬俸は禁令丸成魚を

わず索解明J吸で，菊下期の問増ば犬f1'!プリについては薦卵回湧と推定される杭本県沖では卵

は秋期にまれにみられることもあるが非常に小さいよ号である.

7.生態

プリは沿岸住町湯性魚であるととは今更申し述べるまでもないがす弓光性の魚、でもあり，

三厩沖での 1本的でほ夜間光力を利用して漁簿しており，光力を利用した船と使用しない船で

は漁港に幸子し〈差があるよ号である。昼間沖合に出て夜間情岸に増するようで， このととは

日中の 1本約漁場の移り変り等からみても明らかである。即ち明け方}次第に明るくなるに従

って漁場が沖の深みに移動し，夕方は反対に沖から沿岸寄りへ漁擦が移行している.定置縄で

はタ網よりも朝縄の方が穐が良いがこれは夜のうちに入納したものであろう。丸餌付は日の

出前後が畏もよし吹いで夕方がよく， 日中は食いが悪い。

底質が習穂の陸相月縁辺附';[Iに多〈築主るよ弓で，低気Ffi透明の 2-3日前後に漁があると云わ

れているが，とれは定置網及び1本的の漁ともに共通しているようである。潮流との関係では，

三厩地先では大漸により余り関係がないと苛つれているが，地形的に海慌のはげしい場所でも

あるからで，他地方では犬半，大潮期にはプ9が活殺に運動し，餌付きが良いよ弓であるが，

全般に潮流の変化の多いととろが好漁場となっている。晴天よりも曇天に漁が良いが，海水が

にごっている時ば漁が悪い。丸北上場は下り湖が慢し南下期にほ上り湖の時撫が奥い上号

でお私風向は索電網の鰐合" WかNWの時漁がよいよ号である.無湾関係においては三厩地

先ではサシマが海峡に入り込んでいる時，漁が良い。

8.食性

生態調査を余り行っていないので詳細のととは令らないが， ワラサ以上のプリについては魚

類を多〈とっているよ号-c 日本海側でほカタクチイワレ， スjレメイ九 サパ零を合している

よろでおる。三厩地先でほ，サ ':/7，カタクチイワシ，スJレメイカ勾を食している上弓である。

9. 昭和42年プ9漁iJGの経週

日本海

北上期における春プリは深補地先の大~淀置鯛で鷹!~I害されたのが得も息<. 5 fI初めより現

われている杭纏って漁猿があったのは 6月中旬からで，例年のような癒横綱の漁場の確り上
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がりがみられず. 7月中旬をで断続的な墳が続いた@しかし. 7月以降も全く低調で漁期間(

8月末まで)沢辺嫡先にほ 13トン，深浦地区に 38トン，北金沢飾区では 2トYの水揚げで・

春網とL;ては昭和38年に次ぐ不漁であった。魚体ほ 5月中旬まではワラサ織が主体で.下旬.

以降5-9均織が殆んどであったo jc，年は特にワラサ級が少なかったよ弓である。一方，南下

聞は望奨鴻-!f包先に 1'0月1313より穐型撃がみられており. 1. 1月土旬-12月上旬にかけて 1グ

続当り 1トy 前後の積々練った漁獲があったが，以礎薄漁となり. 1月も全〈低調に綴凋し，

漁期開深澗1t区には 92 f :/.北会ケ沢地区では 16トシの漁港で，深浦蝉症では昨年の約

L，jk金州都ーではい制問機全〈柿でわたe また本年初必て，秋網持込んだ爽
辺地先でも 5トYの漁獲よりなかった。しかし，フクラギ織のものは， ζと数年にない好漁で

.，. 
深補地区における緑漁湾の約吉を占めている@特に秋期もワラサ織が悪かったよ弓である.

津軽海映

三厩地先では 7~6 日に初漁がðiったカ主昨年同様魚群の来7年が綴めて弓すく. 7月中の漁獲

は僅か2隻で 13砕の漁獲よりなかった.丸 8月，・ P月も同様，潰群の宋船主全〈みられず，

北上期の可 9月をで36 7K9の漁簿上りなしとと鞍年にない不漁に終っている。しかし，南下

期のプ3海は 10月下旬より噴君事の来、尉Zみられるよ号になり仇中型プリ主体に 11月中旬

安で好殺がみられたカ三例年より煮干建くまで漁期が続き. 1 ~ 1 3自主で穐獲がみられてい

る。 10月_1月主での均整電は 54トYで昭和 36年以降最も多い水揚であったe なお，買

プリ，秋プリ共，近年は魚体が小刻化の傾向を示しており，本年も型は小さ川

日本海，津軽海峡の海況を縁体的に考察してみる&北上期の来場資源費は緩めて少なかった

ものと者えられる杭南下郊においては犬平洋系群が椅当入り込んて3 これが三厩沖に好漁

をもたらしたものと推定される。しかし， 臼本海側を南下する時点において，暖流の巾が大き

し例年より海が穏暖であったためプリが沖合を南下したものと考えられる。

W考案
本年はプリ核不振であったととと，予算が少なかったため海篭環並びに聞き取り調斉が主体と

なってしをったので推定の崎から開ナ切れながった点もある杭今fもとれを確認するためにも

寒礎的喝査即ち生態調琵環境調平安を継続実施して行かなければならない。しかしながら，生態

調査にしても標識牧流にしてもプリ憾高級魚であるため健かな予算では実物出来ないのが理伏で

ーある.近年日本海と大平洋の主主宰海峡における交流任唱が最も重要視される杭 とれを解決する

ためにも毎年北上，南下群を対象とした計画的な標識放流生態鶏査が必要である。
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第 1表 調査封織別定置網年別漁護景 (単相手〉

~ 3 6年 3 7 3 8 3 9 4 s 4 1 4 2 

世ミ 辺 26.248 14.493 7，1 7 1 1 7.6 2 3 11 1.632 47，692 1 7.26 0-

深 捕 9 1，7 22 28.633 8 3.1 9 2 1 31，5 50 21 1.800 200，8? 3 1ろ口町027

第 2衰 調奇妙域別 1本容1年別i酒場聖堂 (増イ根付

除ぞL3 6年 3 7 3 8 39 4 0 4 1 .. 2 

漆 浦 5，1 72 1 2.4 8 7 4.394 1.328 3.808 1，72 2 1.7き1

鯵ケ穂 8.130 5，1 79 3.067 2.95 2 4.199 弓97 5.041 

一 厩 71.511 11.3 95 不 日月 3.744 1 2.830 1 7.070 54.081 

注延縄は合金子

第5表 調杏対偶別定者.網年別舟別漁港電 (単位~)

沢辺

¥年¥別.Jt、別¥ 4月 5月 6弓 7月 8守 9尽 10且 1.1尽 γ2月 L月 計

4 0 16 1.927 321>75 6724 290 41，632 

4 1 2786 2，637 2D48 40222 47，693 

4 2 81 6.534 4.986 215 788 41f31 208 17 17260 

深 浦

¥年¥前月¥別¥ 4月 5月 6 ~ 17月 8，g ?守 1 0司 1 1母 1 2月 1月 計

4 cl 1.5 54 39796 34688 5.019 R.120 72066 50.557 211.800 

4 1 1β09 2039 7075 7288 1.661 74.016 55428 51.30 7 200823 

4 2 196 6330 29，960 23% 75;484 唱3J18 516 1 33D27 

ー一一一

-201 -



符 4表 ;寄査地域別 1本的年男11月明魚、湾害事(単位K9) 

j突同

|孟生 8 且 11 ?月
1日月 1 1月 1 :2月 1 月 計

3 6年 2.0 27 2.538 390 2 19 5.1 74 

トー

3 7年 1、053 2. 1 1 0 5‘899 5.424 1 1 2.487 

3 8年 24 3.876 23守 255 4.394 
トー一一

3 9年 5 35 1 63 58 5 41 4 1.3 28 

一
4 0年 549 2.429 ! 81 4 1 6 

ノ
3.808 

4 1年 1 34 1.25 4 3.22 1 2 1.7 2 2 

4 2年 88 1.430 28 i 1 82 5 1.731 
ふー町"ーー・・四回

鯵ケ;処

ー

二t〈!L 7 月 8 月 ?尽 1 0 J:l 1 '2月 計

3 6年 3.933 2.256 92 3 1.0 1 8 8.1 30 

3 7年 1 0 1.6 8 1 1.2 94 ?21 5.1 79 

3 8年 2.066 543 458 3.067 

3 9年 679 1、929 344 2.9 52 

4 0年 944 lc03 1.42 4 1、428 1 1、99

4 1年 9 1 240 ιι 397 

4 2 $ 276 2.478 892 I 
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厩

年¥目弓IJ別""-1~凋 1 同 5月 6弓 7月 8月 ?月 1 o}] 1 1月 1 2月 1月 計

3 6年 20 1.900 19:400 603 255 4554 5 2226 1，592 71.511 

3 7年 34 11 1.621 863 42 8697 127 11.395 

3 8年

3 9年 i 4 11 70 2.680 ろ28 573 78 3744 

4 0年 勾68 4.147 382 4263 1.924 46 12830 

4 1年 230 7718 17 2.022 7D83 17.070 

4 2年 13 45 310 21.959 25520 6382 54081 

ーー一一 '- 』回，一一-・ーーーー」ー

寺;5表銘柄別漁獲音量 (単位K9) 

沢辺地区 42年犬型定者網

口認た 4月I5弓 6J1 7司 8月 ?司 1 O，q 1 1月 12j] 計

プ リ 805 ι6~ら玉 4598 215 293.0 169D 70 11.995.5 

ワラサ zn 4900 80.5 1.0 $.0 2B 1.6433 

フクラギ 4148 3.15時.1 201.0 145 :'>.824.4 

計 2日 805 66330 5088.0 215 788.3 4.431. 1 2080 173 17!t632 
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月別 延続数 1 人

5 月 ι守

6 月 87 

7 月 71 

8 弓 43 

I ':'0:トて
74 

1 1月 76 0.586 

1 2月 47 1 09 

1 月 2 2 32 

2 月i 2 

|小計! 1 64 0，80 1 

4 34 日，801

銘柄別区介深清明18.

1人( ，日相羽上)

5人( 4K9台}

深浦地区章者柄日!Iij;'l務景(昭和 42年)

2 人 5 人 4 人 5 人 ヲラサ フクラギ 混合

7 17 E 58 11 1 

4.507 911 45 867 

ーー

1 35 2 4.7 7 5 4.654 7 38守

169 174 守73 95 

1 42 29、299 5.751 177 1.083 ヲ5 I 1.367 

340 1 4 117 864 119 817 49 

46.926 1.206 1271 734 6 

2. 1 95 1‘1 2 9 242 77 61 9917 38 

7 "!J 1 59 12:;> ? ヰ? 8 

52 12 

4 9，5 3 4 ! 2，508 1，759 1.6亨5 1，47日 24;299 113 

4 9.67 6 3 1.80 7 7.510 1β52 1，4 80 I 

2人( 8_9Kg台) 5人(6-7KV台) 4人(5 K9合)

ワラサ(2 - 3T<g今) フクラギ(O. 2-1. 5 ~み)
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昭和42年三厩地区鈴柄別均穆受

月 別 延ー隻数 大 中 フクラギ
プ丸太ri:l11、
瀞 iEk 7Y 

7 月u 2 1 2. 6 

8 月 5 44.7 

? 月 26 2.~ 2 79.7 27.5 

1 0月 400 80.0 77.6 21.801.0 
ーーーーーー...，

1 1月 575 1 46.9 955.8 1. 1 3 9.8 1 0.0 25.267.2 

1 2月 41 4 1 7~0 4.991.0 1.173.9 

1 月 5 27.0 24.6 

計 1.427 243.9 5.97五6 2.340.6 3673 4 5.1弓3.0

ー2日5-



事再 6表 :突湾沖区朝縄夕#雪印l弓別海考書埜

春鰐

尽耳'J 場綱高存数 5 尽 6 弓 7 月
綱男11

朝 網 21 5.4 2.353.6 

タ 網 1 1 0 3.893.3 

秋網

月号川榊榊 1"' 0月. 1 1月 1 2月 1 月
講習刈

朝 網 事E1 57 2: 3 9 4. 7 68.585.7 1 3.76 8.0 451.3 

タ 網 延 7統 6.8 9 7.0 

第 7表 ブクラギ曳執月別漁穂音量

清和 42年探市J地区フクラギ曳偽漁獲望

月号lll8 月 ? 月 1 0月 1 1月

漁安士号[ 87.7 Krf 28.0 1 8 2. 0 

延隻数| 1 2 8 5 8 1 3 
3 

昭和 42年将ケ堤地区フクラギ曳執検簿登

耳切! 8 司 9 弓 1 0 Jj 1 1月

一一一一

積雪室 宍: 276.0 2‘478.0 892 1，395 

晶玉隻数 1 7 94 42 

一206-

自 月

707.6 

1 2 5日

2 月

64.2 

1 2月

3.0 

1 

1 2月

計

85.263.9 

一一一
6.8ヲ7.0

計

1‘730.4 

1 1 9 

計

1 
5，041，0 

. 
》
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大羽イワシ資源調査

担当者技師赤羽光秋

I調査目的

マイワvの来滋状況ならびに環境生態を調査して.来滋資源の究明をおこない，その合理的利
用ならびに漁業者の経営安定に資する。

E 調査内容

的場 所 青森県日本海沿岸

同調査期間‘昭和 42年 5月 12日--5月26日

付謂査項目および方法

a 項目 漁業観測，漁獲試験，魚体調査

マイワνに関する情報収集
b 方法 試験船瑞鴎丸(40. 81平 D 160 P. Sにより漁場観測及び流網による漁獲試験

を実施した。

E 調査結果

5月 15日から延 5回の漁獲試験(延使用反数 35反〉を実治したが漁獲は皆無であった。

W考察

日本海における漁況は， 4月下旬山陰(鳥取)の施拘で大中羽イワ乙/の混獲がみられ， 5月下

旬には福井県aの施網で大羽イワ乙/の混獲がみられたが関散であった。山形県・秋田I廷での1]<揚は

見られず，本県においても水錫はみられなかった。

漁場観測結果では調査匂i間前の表層水組は 13.0 ，.._ 1 4.7 'cで五年よりや h高めの水温を示し，マ

イワνの疋駆群来活字の適水混としてほや h高めとも;号え広れたが，これにおける沿岸各地の漁況
情報からも来滋の兆は見られなかったことから，本年度のマ fワνの来訪宇資源最も極めて少なか
ったのではないかと思われる。
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自動イカ釣機械使用による省力化の

効果認定に関する調査
4 

彦

雄

秋

勝

信

光

場

加

羽

鳥

浅

赤

長

長

崎

次

課

技

者当担

I 調査目的
本県の大宗漁業であるイカ釣漁業は就業者の不足，老令化，漁業経費の増大等にともなし糧営

の休質改善を迫られているがーこれが解決策として.県単独事業によるイカ釣機械導入事業が実

施され，沿岸漁船580隻 (459台}に自動イカ釣機械が誇賀されたので，その効果および問題

点を把握し，問題点解決の端緒を考察し，本漁業の発展に資するためこの調査をおこなった。

E 調査内容
1. 場 所 沿岸 12市町村

2. 期 間 昭和 42年 7月 1日~令年12}J51日まで

三調査項目および方法

A 調査項目

a 手釣と機械釣の全般的比較

b 操業船型による漁獲効率の比較

G 漁獲水深と漁獲効率

d 魚群の厚薄と漁聾効率

8 魚体の大小と漁獲効率

f 自動イカ釣機の故障状況

g 標識放流

h 各メーカーの製作にかかわる機械の長所・短所について

B 調査方法

イカ釣機械導入事業により，本機械を持費した総トン数 20トン未満の漁船580隻を沿岸

1 2市町村から 1a7 "，こあたる 71隻を抽出し，毎操業毎に記入した調査衰の提供して，操

嘆に当った漁民の意見をきさt.最終的に取りまとめをおこなった。

E 調査結果
1. 手釣と機械釣との全般的な比較

漁獲効率は.手釣1人 1日当り 71.2K9に対し機械釣は 76.5rwで手釣の 1日7.5~であった。
月別には 7月29日係. 8，ij550"， 9月 12 7 ". 1 0 }J 1 0 6 ". 1 1月 83".12月 88

4と機械釣りは好成績をあげている。

どれを梅区別にみると，日本海では機械釣りが手釣の98.2 唱~.津軽海峡 1 04 "，太草洋12 1 

婦で全般的に機械釣りの優位性を示している。

2. 操業船型による漁獲効率の比較

5トン未満船では機械的が手釣の 11 O. 6 ~ 5 --1 0トン船では 86.0必 10--2口トン船では

1 32 "で 10--20トシ船， 5トン未満船 5--10トシ船のR頁となっているが，量的にみると.

手釣，機械釣とも大型ほど多くなっている。
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，.:.3.i' • .'.漁獲水深と漁獲効率

スルメイカが主として併にかかったときの水深を 0-14m， 15-44m， 45m以深の5

つに大別してそれぞれの水深層における手釣と機械釣の漁襲効率を比較すると.0-14mの

場合には，機械釣は手釣の 20 7. 6 " 1 5 - 4 4 mの場合には 125.3%45m以摂の場合には

91.5"を示し，漁獲水深の浅い程効率ほ高い6

4. 魚群の厚薄と漁獲効率

魚群が比較的濃密の場合ほ，機械釣が手釣の 111.9<IJ魚群の比較的簿い場合は 104.4婦を

ー示し，機械釣は魚群が謹密である程効率が高い傾向を示してい名。

5. 魚体の大小と漁獲効率

釣獲されたスルメイカの魚体を大・申・小に区分し，漁獲比率をみると.大裂の綜合には機

械釣は手釣の 113.5<IJ， 取型の場合は 1，24，5"i小型の場合には 90.6婦となり.魚体が申以
上の歩合に効率が高いことが示された。

6. 自動イカ釣機械の故障状況

標本台数85台のうち故障を起した機械は 18台でその割合は 21.2<IJであったが.故障の内

容はテグスの切断が最も多<51.6 <IJを占め，.モ甲ター，ギヤー，クラッチ，電気関係.その

他の順となっている。

7. 標識放流

1 9の漁船により 311尾が放流され，再補されたのは 2寓で再捕率は 0.64"であった。

W考察
本調査の結果，漁獲効率は手釣よりも機械釣が便位にあるかとが示され，イカ釣機械導入事業

の成果が明らかにされた。

機械の性能はまだ完皇室なものと云えないが，一方使淘者側の機械の手入，取扱いに対する慣れの

必要性が感じられた。

また，機械の効率化ととも漁獲されたイカの迅速な究狸{繋理}方移等鮮度保持の問題が課題と

なるであろうし，魚市場における陸銀縮設，乗組信の待遇改善等機械メーカーのみならず，漁業

者，魚市場関係者ヵ・‘真剣に取組んで解決しなければならない問題が多しこれらを解決してい〈

ととによって青森県イカ釣漁業が近代化され，本漁業の発展が期されるものと考えられる。

(桟)詳細については「自動イカ釣機械使用による省力化の効果認定に関する調査報告書J

43.三青森県水試発刊を参照のこと。
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むつ湾定置漁業転換対策調査事業

彦

雄

毅

券

信
場

加

川

馬
浅
豊

長

員

長

課

腕

次
業
何
回

漁
主

者当担

I調査目的

近年，むつ湾内における小型定置漁業の経営が全般的に不振に陥いり，かねてからこれに対す

る対策が望まれていたので.これら漁業者の実態ならびにむつ湾内魚類資源の動向を把握すると

ともに，未利用資源の効率的漁法および漁場について調査し，湾内定置業者の将来あるべき姿を

えがくための基礎的条件について調査した。

E 調査内容
1.調査場所

イ 定置漁業経営調査

王立館村，蟹田町T. 落田村，青森市，王立内町，脇野沢村

ロ漁業試験

むつ湾一円

ハ資源動態調査

A 委託調査

B 標本調査

ニ標識放流

奪回沖合

2. 調査期間

むつ湾一円

小湊，士厚，蓬沼. )11内.ffY，塁手沢

昭和 42年 7月から昭和 43年 5尽まで

E 調査方法
1. 経営調査

むつ湾内 6市町村定置網業者の 74<f;をラシダムにより抽出し，調査様式にもとづき経営者

から調査員が直接関取り調査した。

2. 漁業試験

延縄，三枚網，サヨリ餅ぴき，網漁業につき，傭船を使用して，むつ湾内一円を継続的に操

業試験した。

5 資源動態調査

委託調査については，むつ湾一円の定置経営者に毎地漁時の操業日誌を 10-12月まで記

帳してもらい，標本船調査については，湾内 5ケ所に 5隻の京1)終漁恕を指定し，毎出緑、時の操

業状況を 10-1月まで記帳してもらった。

百調査結果

経営調査によりむつ湾定置漁業経営が 1部の地区を除いて，全般に不振であることがわかり，

会時に叉.資源については必ずしも減少していないことがわかった。これが対策としては省力化

と，漁具の近代化に関する諸持:策の必要性が感じられ，漁業試験ではサヨリ船びき絹の企業的見
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通しが確立したので経営者による兼業が望まれる。

四考 察

経営調査，漁業試験p 資源動態調査の終果からみると，むつ湾内における定置漁業の比重はか

なり重く，その漁獲量も年々増加の一途を辿0，定問漁業の主な対象魚であるマイワシ，カタク

チイワ乙/の未滋震は必ずしも滅少しているものとはみられず，なかでもカタクチイワνは定安傾

向を示している。

しかし経営状態は 1部の士険区幸子除いて，健全性を欠いており，その主な原因として，漁業従事者

の老令化，漁業経費がかかり過ぎていること。(収入の約 80%)労賃支出のクヱイトが重い。

(経費の 40%を占めている)などがあげられる。

叉， Zζ置漁J業者ーの意向として，

1. 定管漁業の省力化を考えて欲しい。

2 資金の長期低利融資対主主を機じて欲しい。

5 むつ湾外前進基地設置につき検討して欲しし、。

4. 鮮魚保蔵施設の設費，加工品何格安定についての施策を構じて欲しし、。

などがあげられた。

漁業試験の結果から未利用資源であおサヨリ漁場ならびに漁;をの開発がおこなわれ勿企業的見

沼しも各県の実態にかんがみ有望であると考久られた。以上総合して考えると，むつ湾定置漁業

者に対する対策としては，次のようなことがあげられる。

1. 漁業従事去の不足，老令化に対しては，漁業の省力化，協業化安促進すべきである。

2. AE[雪漁業と他薦漁業との務当11:， および定置漁業から他縄漁業への転換ψ希望するものに対し

ては，むつ湾外の適地における前進基地の設置について険討すべきである。

3. 鮮魚，加工品の何格維持についての対策が准進されるべきであり，定置漁業近代化に対する

長期低利融資の途を聞くべきであろ。

4 サヨリ漁業の許可にあたっては，定霞漁業に使用されている漁船のうち 5トシ 25馬力を超

過しているものがみられるので，許可方針、の運用にあたっては，転換対策の趣旨におとらぬよ

う善処すべきである。

5. 今後一貫した対策を効率的に様ずるためには，行政，研究，漁業者団体，金融機関，定置漁

業者からなる組織(定置漁業摂興協議会一仮称)を設密し，定期的に検討の携を持つべきであ

る。

(注) 詳細についてば「むつ湾定置漁業転換対策調査結果部告警J .•••. 43. 1.青森県水試発刊

を参照のこと。
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大型魚礁設置事業
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A 適地調査

調査目的

沿岸漁業の近代化を目指して，実施されつ hある沿岸漁業構造改善事業の一環として，大型魚

礁を設置せんとするにあたり，その投資効果を最大限に発揮し得る魚礁設置適地を見出すため，

当該海域の自然的条件ならびに，関係漁村の経済的条件を調査した。

E 調査内容

1.調査場所

豆館村沖，小泊村沖，岩崎村沖の 3海域及陸上調査

2. 調査期間

イ 平館村沖合 4之 4.24-42 4. 27 

ロ小泊村沖合 4え 1 Q. 1 3 四回 42. 1 O. 1 4 

ハ岩崎村沖合 42.12.25 'ー 42.12.27
3. 調査項目

イ 海上調査 水深，底質，海底的形，潮流

ロ陪上調査 漁船，漁法，漁場，生産高，出漁日数，その他

目 調査方法
28KC 

1. 水深，海底的形の調査は魚群探知機(産研ニューテレピグラフs-379型 77 )による。
202 

~底質 探泥器による。

五 調査海域図 5万分の 1地国を縦横 1.000m折目構成し，その線上を試験船を航走させ，

底質は 2.000m脅さEに採取した。

4. 陸上調査 主として既存資料および統計資料により調査し不足分は関係漁協から閤き取り

によった。

W 調査概要

1.平飴沖

会別町〈弁天i崎以東)事館村(3']:回以北)脇野沢村(光海崎以;1[:)佐井村(牛滝以南)沖合

海面の調査面積 19 5 Krri'，水深測定点 240点，底質調査点 11 4点について海上調査を実施

した。

一方，階上謂査では，今別町，五銭村(石!崎， j!f;回今津〕の各漁協について調査した。

2. 小泊沖

小泊村沖合海面の調査面積 53 Krn2，水深測定点69点について海上調査を実施した。

陵上調査は.11、f九下時の各漁協について既存資料及間取りにより調査した。
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3. 岩崎沖

岩崎村(黒崎以北)沖合海面の調査面積 53Km2• 水深測定点 65 点， t采泥点、 3 1点について

海上調査を実撤した。

なお陸上調査は，深浦町，岩崎村の各漁協について既存資料ならびに聞き取りにより実施した。

V 調査結果
1. jjZ館沖

明神崎灯台から真方位 25度 6，000mの点(水深 80m)に適地を設定した。(42年度

2，7 0 0個授入完了)

2. 小泊沖

小泊港灯台から真方位 332度 4，800m (水深 60m)の点に適地を設定した。

3. 岩崎沖

岩崎村弁天島から 234度(磁針方位) 3.750mの点に適地な設定したO

B 効果認定調査

調査目的

昭和 41年度に深浦地区に設置された大型魚礁について，設置後における重積の状況ならびに

生産効果および漁民の利用度を究明し本事業による経済効果を判定する。

E 調査内容
1. 課査場所 深浦町沖合における魚礁設置筒所周辺

2. 調査期間 昭和42年 4月~会43年 5月

A 陸上調査昭和42年 4月'28日~会43年 5月 1日

B 海土調査昭和 42年 10月11日~会42年 10jj12日

E 調査項目
1. 時上調査 漁民の依存度，漁獲量の推移，魚種の推移

2. 海上調査 魚礁の童橋状況，魚群反応.鹿賀標本船調査による漁場価値の比較

W 調査方法
J壇上調査は既存資料漁協資料から蒐集，海上調査は調査図にもとづき，魚群探知機，採泥器
ιより実施した。

V 調査結果

J.~ì，礁設置前と;安置後の比較において設置場所周辺への出漁や船は 1 3隻程度で変りはないが，

出漁日教については，設置後 4倍(40臼)に憎えている。

設穫後の現象としては，メパノレの漁獲がみえ粉め，標本船の資料によれば. 4 1年会上廻る漁獲

量を示している。これは隣村松崎村におけるアイナメが減少傾向にあるのに深浦では漸増傾向に

あることから，魚礁設置の効果とも判断される。

魚探により魚礁の重治状況をみると，魚礁投入地点を田心に 600mの範囲にわたって記録され，

段高町 4段の重積が明確にみられ付近には濃厚な魚群反応が認められた。
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標本調査によれば魚礁の利用は 5月から 8月までに鼠られ，出漁回数は 5月の 93 '?h (設置箇所

も含めた漁場への出漁回数を 100%とする。)から 8月の 23%まで逐次低下し，出漁隻数も

5月の 59%から 8月の 8.7%まで同様低下の傾向にある。

魚礁周辺における漁獲依存度は毎月の標本船の総漁獲量に対し. 5月 68.5oj，から 8舟 3.9係ま

で.ソイについては. 5月 96.5oj，から 8月 3.9労まで，アイナメについては 6月 10日係から 8

月 755%まで低下し，メパルについては 5月8.3必から 8月 3.9%まで，アイナメについては6

月 10日必から 8月 75.5必まで低下し，メパノレについては 5月 8.3%から 8月1.2婚まで低下し

ている。

四考 察

以上の調査結果から魚、礁設置 1年目において全面的な効果lま認め難いが，新たな魚種:の添加，

利用度の増大，漁獲号の増加など逐次生度効果I曽大の兆候が見受けられる。
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沿岸漁場網干誇調査事業

次長

漁業課長

主任研究員

担当者

調査目的

沿岸漁業振興の基礎となる漁場形成の基本的要因を解明し，漁業試験を併行するなど，人工魚

礁設置の適地，増殖対策，年間操業計画に対する指標か与え，沿岸漁業構造改善事業の実施と相

撲って，漁業経営の合理化に寄与する。

E 調査内容

1. 調査場所 むつ湾全海域

2. 調査期間 昭和 42年 7月から昭和 42年 11月まで

f開資項目

水深，底質，海底地形，汐流，水温

既成漁場，生物相分布状況

A 

3. 

B 

調査方法

1. 水深，海底地形

調査計画図にもとづき. 1.000 m間隔の分画線上を航走し，魚群探知機により測定した。

底宮，潮流

民質は採泥器により採取，粒度組成を観察する。潮流は簡易潮流計により，流向，流速を測

定した。

5 漁業試験

むつ湾定置漁業転換対策事業で実施したので省略した。

2 

E 

調査結果

測定した水深.底質を調査図上におろし，等深線，底質図を併せて作成した。調査は深浦から

傭船した嘉主主丸(3.26トシ. D 1 5馬力〉を使用し，調査員が乗船して実施した。

作成した議査図は色刷りでむつ湾東部及び西郡の 2枚(5万分の 1)に印刷し，むつ湾内漁業

協同組合及び水産関係団体に西日付した。むつ湾内の底質はその 70%が泥貨で次い?砂泥， ftt、，

!宕盤，砂利の]!自となっており，湾の中央は最も深い河で 51m湾口部で 67mとなっている。

W 

去 露呈
"<"J ;;J之

本資料ば前記目的にも述べたよう tら次のような効用に役立とう。

V 

海底底質を把握することにより員藻類養殖適地ならびに適地面積を把握できることによって，

計画的な養殖経営の合理化が図られる。

水深，底質に対応する各種漁具漁桧の適正化を促進し，漁場までのコース決定を容易にする。

j支質と生物桐との相[卵性を究明し，今後の漁業計繭確立の資とすろ。
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4. 水産土木工事を実施するにあたり，場所及び工法の決定に目途が与えられる。
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有用海藻養殖企業化試験(コンブ〉

担当者技師高橋邦夫

H 青山禎夫

調査目的
本県の有用海藻であるコシプをとりあげ，経済効果を高めるための3繁殖技術を追究し，事殖業

としての安定化を図る。

E 諦査内容
(1) 調査場所 八戸市鮫町

(2) 調査か間昭和42年 11月~全日年5月

(3) 調査項目 生長，歩留，収量君主生状況，施設の耐波性

(4i 調査方法

第 1図の施設に青森市海藻まま採苗務の種苗(マコンブ原産地函館)を巻付けにより分散し，

42年・ 11月 28日，鮫地先，水深 8m，底質砂ifE地に設債した。爵苗の大きさは顕微鏡的なも
ので，生長調査は 1月 10日， 2月5日， 3月5日， 3}j 27日の 4函に分けておこなった。

第 1 ~l 

e壬一一ーー←一 20立1一一一一ー←ー》一 <'f:--.-_.-20m 一一一一ろ

5日K9 501旬、 40K9 4日匂

Dl 調査結果及び考察
(1) 生長

九 2月は波浪のため，一音Ioの歓談にと Yまったが:. 1月はさ -4cmのものが揃って着生し

ており， 2月では，養競決度 1mで長・大 52cm，深度 2.5mでは 44cmで，薬長が 30- 4 0仰
に生長していた。 5月は標本を採取して，薬品安:巾を計測した。

この結呆は第 2~lに示したとおりである。

分散時の私飴の大きさは顕微鏡的なもので，葉長ocmとし，3}J27日までの生長率をみると
養殖磁度 1mの最大俗で 1.35cm da;y， 深度 2.5mでは 1.26cm daifであった。父大型葉
長群の平均値についてみると 1.02仰 daifであった。
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(2) 着生状況

天然着生をみるため，種糸を巻かない部分を設けた治三天然若生はみらわなかっ介。しか

し，同一漁場に設置されているワカメ養殖施設のポリエチレシロープには着生しているとと

ろから，着生基質に原因があるように考えられる。一方種糸を巻いた吉主分にはコシブが密生

ており， 3月5日の調査では養殖深度 1mのもので，葉長 10cm以上の個体数は 77日本/m

深度 2.5mでは 545.本;/mで締めて密植状態にあり，このため 5月 27日にm当り 15日-20日

本程度に間日!した。

(3) 収量

養殖コ γプの収重量讃査を 7-8月におこなう予定で， これまで実施していないカ" 3月27

日のよ十.長調査の際tこ，符植になっているため間引したヨシプ¢重量は，養殖深度 1mで生39

Kcr/15m 深度 2.5m 1 8均/15mであった。
(4) 歩留

歩留諜査は 3，5， 7， B， 9月を予定しており， ここではこれまでにおとなった 5月 27日

の結果についてみると，養殖深度 1mでの平均歩留は 9.7~も， 2.5 mでは 11.4 ~もであった。

またワカメ養殖施設に着生した天然養生コシプの歩留は， 1 2.7 ~もであった。 養殖深度

が浅い方の歩留は大きいものと予想していたが，今回の結果では水深 2.5mでの養殖の方が

よかった。これは元来このような傾向を示すものかどうか明らかでないれ芽数と歩留との

関連があるので，或いはこの方が強く影響していることも考えられる。この意味では，芽数

の最も少いワカメ養殖施設のコンブの歩留が良いことも首肯できる。

(5) 耐披性

養殖の途上であり，充分コンブの生長した場合の耐波牲については，今後の経過の観察に

またなければならないが， ワカメ主主猛の経験常 これまでの施設状況からみると殆んど問題

はないようにみうけられる。
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臼発生した十勝沖地

震に伴う津波の際，

同漁場に設置されて

いた 1日数台のワカメ

養殖施設が流き九

これがコンブの施設

に纏絡したため，施

設の流出は免れたが

着生したコシプはす

り落され，その後の

調査ができなくなり

調査を中止した。



増殆技術改良試験

担当者技師高橋邦夫

技 師青山禎夫

調査目的
ノ9養殖漁場として造成された鋼管パイル漁場が有効に利用されていないためワカメ漁場とし

ての適否を検討し，活用するとともに，外海養殖の発展を図る。

.n 調査内容
は)調査場所

(2) 協力研究グループ

東津軽郡蟹田町，八戸市鮫町

蟹田町カキ，ワカメ養殖研究会

青森県水産習練所

(3) 説査期間 昭和 42年 11月~全43年 5月

(4)調査項目

1 )鋼管パイノレ漁場養殖試験

ィ，生長 ロ，着生状況 ノ、収量 ニ，耐波性

2 )外海養殖試験

(5)調査方法
(イ) 第 1闘に示した水平式と垂下式の2施設を， 42年 12月7日に設置し， 1月1日日， 2 

月14日， 3月16日の 5回葉体長を測定し，収量は 5月16日に諭査した。

用いた種苗は，青森市海藻類採苗場種苗(階土産)，水試種苗(階土産・.. .・奥内培養，)

宮城県種苗で分散時の芽の大きさは，それぞれ 1'-4cm， 1-5cm， 2-15cmのもので

あった。
第 1国養殖施設図
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(司 第 2民の施設を昭和 42年 11月 28日鮫地先(水深 8m底質砂泥)に原産地，民階

上，宮城県の種慣を巻付けにより分私設置した。

調査は 2月 5日， 3月5日， 3月27日の 5阿おとなっか。

.島

1 8汀1m

4日K9

E 調査結果及び考察
(1) 鋼管ノミイ Jレ漁場養殖試験

(ィ)生長

第九 2表に本年度と前年の調査結果を示した。これによると，本年度代かなりよい生

長を示している。父， ワカメの色も前年度は不良であったカミ本年度は他地先のものと変

りがなかったo tL-，:し対馬暖流域では， 4月に入ると，一般に色落ちが甚しいカミパイル

漁場せは特にこの傾向が強いようである。、父，乾燥品についてみると，所謂「ホν」の着

生がられた。

第 1表 昭和 42年度生長説査結呆

1月 1日日 2月 14臼 5月 16日 生長率(仰'14d角~施設 種苗産地 1.1日-I 2.1 
?γta，包 z γna.z Z 7rca. Z z 2.14 3.16 

青階森市種苗上場
cm cm 伺1 cm 

127 C胃
cm cm cm 

霊 24 1 9 92 74 1口8 1.6 1.1 

下
。情k ま上ま1 37 30 89 75 1 42 1 20 1.口 1.5 

式
宮 城 ー 1 27 91 1 60 1 27 1.2 

水平式宮 城 59 50 1唱。 1口2 1 49 1 28 1.5 0.8 

第 2表 昭和 41年度生長喪i査結果

1月 27臼 2月 21日 5月 27日 生長率(四/ゐ2Il
施設 種苗産地

一 127 - 221-γna.z 一 rna.z 7na.Z z 221 z z 327 
cm 16 cm cm cm cm cm (，n αn 

水 泊 20 55 47 1 30 96 1.3 1.4 

平
式 一 ，極主 1 7 60 56 1日6 94 1.5 1.1 -_.・

ー-22IT一一



{吋着生状況 ‘、

水平，垂下式ともに芽数が少<，分散時 1-4仰の芽が密生していた。青森市採苗場の種

酎ま， 1月 10日の調査時には，茅が殆んど消失していた。宮城県産は芽の消失もなく，

比較良好であったが，全般に芽付は不良であった。

付収量

本年度は補植用の種苗ーもなく芽付不良のま h養殖したた均収量調査をするまでにいたら

なかったが，宮城県産で 3K9/m( 8.4本)，その他は 0-2K9/mと極めて不良であった

たYし，生長からみると芽付をよくした場合， 4 -8K~/mの収量は期待できる。

件) 耐波性

幹縄はセキ巻せす'にパイルに結ひつけたカミスレも殆んどなく，又，親縄に 21mmター

ル決ワラ網を用いた治主外海でみられるような，幹総への纏終号、スレ，切れたものは全く

みられなかったので，耐波性は， この程度で充分と考えられる。

以上総合すると，本年度は芽付不良から収量面では不成績に終ったが，生長からみて充分生産

を上げることが可能と考えられる。

しかし， 4月に入ってからの色落ちが甚しいことと， iホヰ/Jが附着することから生売りを対

象とすべきであろう。前年度の例もあって安定した養殖漁場とはいえないカ弘施設監の 50%

以上を占めるアシカー及びアンカーロープが不用のため採算面では極めて条件がよく，たお，

継続調査が必要と考えられる。

(2) 外海養薙試験

主語縄相互のスレによって種糸が切れたり，幹線に巻付いたりして茅付が緩めて悪く，満足な

結果が待られなかったがE生長は県内でも設もよく，、耐絞性についても親縞を除いては問題は

なかった。

続縄に使用したターJレ染ワラ綱は，養殖終期には幹縦への結び目・附近が波による繰返しの折曲

げ運動でF切断寸前のものがみられたので，この部分の強化と結束方法の改良が必要である。
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磯根資源説査喝

担当者技師高橋邦夫

H 青山禎夫

I 調査目的
尻屋沿岸におけ7.-，エゾアワビの資総量および生態釦査を実施して浦正な漁場管態の指針とす

る。

B 調査内容
(1)調査場所

下北郡東通村尻患

(2)調査期間

昭和 42年4月~牢43年 5月

ー (3) 調査項目および方法

調査項目

.・ 潮間帯の資源墨調査
・低漸線下の生息状況調査
・標識放流調査
・アワビの生長調査

(4)調査方法

潮間帯については 4X4mの枠取りを，低潮線下については潜水により生息状況を観察し

た。

様識にはスデシレス製標識を用いて1.980個の放流をおこなった。

E 調査結果
(1) 潮間帯の資源量調査

第 1表 アワピの枠取り採取結果

当霊長 2 5 4 5 計
調査時の
子出距離

S七 1 1 1 8 48 1 66鋼 59.6 ロ1
2 2 4 26 

5 31 

4 67 18 43 

5 29 59 54 

d 2 28 42 

7 32 1 66 134 

E 1 0 34 
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第 2表 質説法務査結果 (TLda:tJtY~) 

調 査 月 日 1967.6.7-1 0 1964.6.10-13， 1965.7.1-4 

設 定 枠 数 34 43. 44 

1. 仲内の採取個数 2-184 2-350: 0-23'2 

1.枠内の平均採取数 56 71 47 

採取アワピ総数 1. 9 1 2 5日38 2.458 

干出地帯の推定資源畳 約 20万僧
約 50万個 約 40万個(約 40万個)

枠取りによる結果同第1表に示すとおり計 1.91 2偲のアワピを採取したカもこの結果から

全沿岸の資藤慶調査を推定すると最大干潮で約4日万個となる(第 2表)

また，このアワビの殻長組成をみると第 1図のとおり殻長 3.5-5.0仰の偶体が全体の 68.3%

を占めている。

% 
2日

第 1図

アワピ数長組成 (T.i，d品J;J-グn.)

fr¥ 
‘ ¥ 

Jケ¥・-・ 19 
1 964 

1 965 151 rJf 、、¥

1 0 

5 

f 〆j
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一-223ーー



(2) 低潮線下の生息状況 第 5表

水深 1日m以深ではや

h大型のアワビが生息す i水
る傾向にあるが，潮間帯

のそれと大差はなし、

(3) 標識放疏

ヌテシレス標識を用い

て1.98日個放流したカも

この結果は明年度以降

(再捕後〉明らかになる

と思われる。-

(4) アワビの生長

マツフ)1;:炉を用いて年

令別の生長を測定・し第2

図の結果を得た。

とれによると生長は奥民

(北海道)に類似してお

り， 8年で平均8.49cm 

に生長することになる。

深

25 m 

nu 。，
‘
水

深

10"""' 

20m 

アワビ殻長組成 ( Su.必-.:tJ.，cLι1}グn.e.)
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成(中間経過)組級年

第 2図考察

潮閉幕のアワビは数年来ほぽ安定した

資源量を保っていると思われる@

今後は低糊線下を主体に調査する予定で

ある。

JV 

(雄勝)

重

尻

町

奥/
f
 

/
/
 

〆〆
グル

'

'

'

J

f

〆

，
/
，

1

4

/

，ノ

/
-
/
/
/
，
，
J
 

，〆

〆〆4ふ

/ 

10ぃ

7ι 

SLI 
(cm)r 

61-

81、

5'. 

41' 

31・

(昭和 42一一助成¥
事業磯根資源調査報告書(アワビ) ¥ 

昭和 43年 2月 / 

青森県水産試験場"参照のこと。/

21~ 

H-

8 9 1日

(年令)

7 6 5 4 5 2 

一-225~ー



ワカメ養殖開発試験

担当者技師高橋邦夫

H 青山禎夫

I 調査目的
ワカメ養殖雄設の改良による耐波性の向上，並びに適地の開発と漏種を般討し， ワカメ養殖

の高度化を[¥!Iる。

E 調査内容
(1) 調査場所

(2)調査期間

(3)調査項目

(4)調査方法

日本海側・・・・・岩崎， 国野沢，鯵ケ沢，+三

太平洋側・・・・・小田野沢，鮫

昭和 42年 11月~全 45年 5月

九施設の耐波性

ロ，養殖方法の検討

今養殖適種の検討

ニ，収獲方法の検討

(イ) 第 1表に示したように施設を設置し，観察した。幹網父は親制兼用で使用したロープは

φlOmm-18mmの化繊ロープ(ppロ一九ナイロントリコツトロープ)で，この他殺

綱として，ターJレ染ワラ綱(21 mm )を用いた。アシカーは土俵及び片爪アンカ-30

K&/-60 K9のものを，父浮子はハイゼツクス製ft24crn， 30C7ち発泡スチロール(7. 5 

Xl口X3日叩)を使用した。

(吋 水平， ~を下J 垂直浮上式の 5 方法でおこなった。

り原産地深浦，三民階上，岩手県，宮城県の種蔚を使用し，生品形民品質を比較

した。

(斗一斉，間弘努切収撞の 5方法でおこなった@

第 1表 施設設置状況

t 

地 先
施手 設 内 訳 施設時期 水深 底質 設置方向

}全6- 崎 の @_z~:h③2 4 2.1 1.1 7 1zID S SSW-NNE 

国野沢!のω1⑤1⑤1 1 1.1 7 1 7 九 S七 W - E 

…|①②叫(_~2~
1 1.1 9 

1 5 S WNW-ESE 
1128 - 29 

12. 7 1 6 S W - E 十二のO-1

つl、田野沢 la⑦ 18m 1 1.26 
14-

S ENE-WSW 1 7 

6-」一?-|(D(ろあ変形⑦ふ3 1 1.28 1 1 M8 l¥'NE-S SW 
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E 調査結呆及び考察
(1) 施設の験談性

6地先に総数 25ケ統を設置したが，続出した施設は 1ケ統もみられなかった。被害状況を

みると，アシカーロープの切断 5ケ統で，岩盤地帯に設置したものが多く，幹綱だけ切断した

ものは怠かったが，兼用したものでは 2ケ統あり，これは船による被害であった。

親縞の切断し'"施設は，水平式 1ケ絞で， ワラ織を用いたカミ各所です断され，幹綱に絡んで

全く使用に耐えなかった。

垂下式では，日本海側に設置した各施設に被害がみられ，スレにより芽落ちしたもの常切れ

て流出したものが多く，特に鯵ケ沢，十三での被害が大きかった。切断部分は幹綱に結束した

ところの下方 10 - 2日明附近で，波による繰返しの折曲げ運動によるものと考えられる。

垂直浮上式では，親綱に用いたターノレ染ワラ綱がずれて隣接した親綱とスレたものが多むな

かには切れたものもみられた。以上のととから，幹細の強度は 1Ommロープでも日本海側副時

化に耐えたとと，神有義波高及びロープ張力から耐披性については十分と考えられる。父垂下

式施設の親綱にワラ綱を用いる場合，結束部附近の強化が必要であり，耐周年数を考慮すると，

化繊ロープの使用が望ましい。

(2) 養殖方法の検討

水平主主が各地先とも最も良好であったカ弘次の点に注意を要する。

比重の軽い化織ロープでは沈子を充分使用するとと。i#-子綱が幹綱に絡んで芽落ちするのも

との防止対策を構ずるととである。

垂下式は日本海側では各施設とも被筈を受けているので，なお検討の余地がある。量直浮上式

は親綱資材に化繊ロープを使用することにより実用できると思われる。

(3) 養殖滋梅

生長，形偽歩留，色凡格好等について検討したか，域経については形体以外は選定条件

となりにく h 形体的にみるとワカメ型(日本海産，宮城県産)が生ワカメとしては適当であ

る。なお，販売業者の好みについては今後謁査の予定である。

(4) 収獲方法の検討

一充間弘男切の 5方法を比較する予定であった的諸積の事情で一環した結果が得られ

なかった。こ hでは水平式の施設から得られたものについてみると，一斉収獲による最高収量

は 1D.8~/mで，鯵ケ沢地先の養殖のものであった。父岩崎の水平一段式(親綱・・・・pp ロー

プ10mm)についてみると， 3月12日と 5月29日の 2回の収量は， 間引 5.6K9/m 男切

6.2均/m 一斉.， 3月12日3.9K9/m 3月29日5.9K9/mであり，収獲方法による差は

小さかった。た Yし， 2回の調査間隔が短く不備な点が多いので} これらについては員に検討

したい。

- 22.7-
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第 2表 検査結果

深 一 階(
階( 岩 宮

水
セ
ユ/
鮫 計試

上↓タ浦 康一 上) 手 域

2 T 5 1 ? 

一一 1 2 2 5 

二二J2 1 2 4 2 2 12 
2 

一
ード一一一

一 1 一 1 2 5 
5 

一 一 1 1 2 

2 一 一 2 

41i7h 1 一 一 2 

註・・・・・・上段は臼本海側 下段は太平洋側

第 5表 晴好調査結果

-謝理法

酢のもの
8 I 日

生ワカメを好む者 1 1人 深減産を好む者 4人

乾 !I 1人 階土産 H 8人
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最大風速 (m/S)

第 5表 八戸における高波のレコード (838-42)

順位 年 月 日 波高(m) 主 国
一…ー← S

台風 26号 988mb土陪41 ? 2ι 5.50 

243544447 1 1 5 

5 5日 4.70 980mbの低気圧東海上

? 1 8 4.70 台風 22号 965mb東海上

1 0 L三 4.60 台風 28号 965mb呆海上

5 2 4.3日 980mbの低気圧東海上

ι 41 5 1 9 4.1 0 「五蓬亡主主ヲ百{s:気圧 980mb
一ー一一ゅ ー一一一一一一一一一一一一一

7 38 7 1 7 4.05 1 0 0口mb低気圧東海上
一一トーー

B 4口 1 9 4.日5 962mb低気圧東海上
--_晶
? 42 ? 1ι 4.05 台風 22号 976mb東海上

1日 4 1 1 2 25 4.0口 守74mb低気圧東海上
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第 7表
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サケ・マス保護水面管瑳卒業に

伴うサクラマス設査

担当者増殖課長頼 茂

調査目的

前年に同じ

E 調査内容

(1) 調査場所 下北郡東通村老部川

(2) 競査期間 昭和 42年 4月1日~全 43年 5月31日

(3)争調査項目

イ，降海型ヤマメ調査

ロ，保護水面内のヤマメ棲息量調査

~再生産率について

E 調査結果
(11 本年の老部川におけるサクラマスの産着卵数は約 35万粒と推定される。

(2) 降海型ヤマメの♀念出現比はt1尾(1 4.8 ~も)に対し♀ 5.8 尾( 85.2 % )である。

(第 1表〉

(3) 降梅時には時期的にも時間的にも差して摂餌をおとなわないようである治当時間的にみた

場合朝方と夕暮時にいくらか摂餌がおこなわれているようである..0 (貸さ 1函)

(41 ヤマメの降海状。己は錦 2表第 Z闘に示すように年によって降悔の盛期にズレがみられるが

降海の条件として水温には余り尉係なく，天候と水量に闘保があるようである。

またx流筋のものが本流動ーのそれに比べで阜く降梅を終了するようである。
(5i 老脅j)川においては第五表のように年々 D年魚のヤマメが倭小化の傾向にあるカちとの原尉

については詳かでない。

(6i 上記のことと関連じて保設水面内におけるヤマメの穣息密度を陪和 38年のそれと比較す

ると第4表tこ示すように約 6-7倍に達している。これが魚体倭小化の一因とも考えられる。

(7) 老部川における昭和 38年のサクラマスの再生産率は第 5表のように 72.6で昭和 39年は

更にそれを上廻る数値が予想される。

R 考案

昭和 38年以降5ヶ年間に亘る調査によって老部川におけるサクラマスの生態については略

々明らかにするととができた的問時に保護による資段、面の効果もぬ著なものがあり，今後に

残された問題としては老部川に回帰させる叡魚の沸上限界と地先海面におけるマスの最大有効

漁獲との関連を明らかにするととにある。

(昭和 42年度サケ・マス保護水面管理事業に伴うサクラマス調査報告書¥
1参照

43年月
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第 1表 ギシグの魚体認査表

採 捕!本支 標 平均
平均同ド除均重宮割喜 P-M  生重殖腺 l肥満度

本 rzha量11 胃重量 倖均)年月日 流別 数 全長 体き♀ 右 左
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況

降海型ヤマメ l 
期間 一計 iアメマス

6 時 12 時 18 時

4月 13日-21日 41 尾。尾 5 尾 44 尾 41 尾

4月22日-30日 155 I 6 I 16 I 177 I 30 

5 月間~， ::'I 0::& I ~:~ R ~ I '，5: ~-i~-I 5月10日-18日 5 10  11  16  11  
一一一一 一一一一

計 270尾 68尾 43尾 38 尾 I98尾

主た
.F-
同士降(D メ二Fヤ第 2表
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)C-ーー

尾
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11 
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? 

4日413"
12 

50 

30 

20 
B 

7 
1 0 

22-....→時20 18 16 14 8 6 4 

産卵床数(親魚湖上量)と稚魚との関係

年度 産卵床数 推定産着卵数 7月におけるヤマメ(口才魚)の体長範囲 平均体長 標本数

L d 万粒 ω1 crn 3 尾BE 38 1 1 2 8.6 - 10.4 9.0 

39 57 1 3 る.9 - 1日.4 8.6 24 

4日 1 47 35 7.4 - 1 0.7 8.9 6 
トー

4 1 1 9日 45 6.2 - 8.8 7ι 1 7 

ト一一一一一一一
42 1 49 35 4.7 - 8.6 6.7 23 
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第 4表 保詫水面内におけるヤマメの棲息分布(6月)

第 1 回 第 2 白 第 3 田

瀬 淵 瀬 淵 甑 瀦

観 察 回 数 昭 38 品B 2ι 1 0 1 ι 1日8 32 

(回) 昭 42 1 4 32 20 23 22 24 
『一

観 察個体数 昭 38 1 28 289 323 201 322 41 3 

鞘 昭 42 305 973 468 578 403 590 

1 日の平均F童数 昭 38 2.7 1 1.1 3.2 33.5 3 1 2ヲ

伺 昭 42 21.8 3日.4 23.4 25.1 1 8.3 24.6 

1m'吃当りの棲息密度 昭 38 1.9 。.4 2.3 1.3 2.1 0.5 

間 昭 42 1 5.6 1.2 1 6.7 1.0 1 3日 ロ.98

推 定接 息数 昭 38 4.730 599 5.726 1.947 5.228 749 

国 昭 42 38.839 1.797 41.578 1.498 32.366 1.368 

昭 38 5.329尾 7.673尾 5.977尾
計

|昭 ~-I 40.636尾 43.0 76尾 33，7 34尾

老部川における再生産率

第 5表

年度
沿 戸よF 年 男リ 年令別漁獲量

そ上量
年級別

資源設 資源量 再生産率

ろ 4 
資自涙量

尾 尾 尾 (90'}'o) 尾

昭 38 9.376 1 1 2 9.4 8 8 
( 1 0.%) 

8.539 949 
8.1 43 72.6 

( 9 29も)
39 7.32 C 57 7.377 

C 8%) 
ι.787 590 

40 1 6.93.'; 1 47 1 7.0芭1
(95%) ( 59も)
1 6.22 7 854 

4 1 1、も 49
( 9 7.6 gら) ( 2.4')も)
7.84ι1  93 

11  2 1: 1 4.70 11  
140(98%〉市計 1一一
i 1 4三一」??71 ! 

‘ 
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水質汚jお訪止対策読:査〈坪)11) 

担当者増殖課長頼 茂

投師青山禎夫

T 調査目的
ま平川における水産業に及ぼす水質汚濁の実態調査をおこない，将来における汚濁防止対策上の

指針とする。

E 調査内容
(1) 調査場所坪川

(2) 調査期間 昭和 42年 9月1日~全 43年 5月31日

: (3) 調査項目

イ，水域内の漁業の概況

ロ，生物調査

量調査結果
(1) 漁業の概要

，昭和何年を境にしで水源一帯の臼本鉱業訓む鉱業所が本格的操業に入ってから河川の汚染

が始まり，漁場はー愛して組合の存在も有名無実の形となり，中野川との合流点までの本流筋

には魚類が全然嬢息しない。た~IJ、坪川を始め幾つかの支流の沢には僅か乍ら鮭鱒族のイワナ

ヤマメが棲息する程度可最も漁場価値のある上中流地区が讃滅的状態にあるので，本河JlIの

漁業は成立っていない。

鮭皇制;こっし可ては，地和11，12年頃は県下においても第2位の湖上数(5.800尾}を記録じた:

時代もあった。{第 1表〉

{2) 生物調査

い) ベントス
鉱山廃水流入前の本流と二戸瀬JII，小坪111の各支流には，持軒目が主体に底線虫がみら

れるカら廃水続入後の本旅筋と松沢には全く、みられないり(第2表)

(ロ) ネクトシ

漁業の輸況の項でも述べ，また第 1図にも示すとおり，河嶋魚、相も一変したため，最下

流域の部分に限られ，小川原湖から湖上3くは期と交流する魚種のみがみられる。本河川の魚

種及び漁場については，過去の実績を述べるより方法がないまでに漁場としての価値がなく

またその魚種も稀めて少ない。

R考幾

何川内の砂利採1船主， 5ケ百Irでおとなわれている治主規模は差して大きくなく，食接に及ぼす

影識は現在のところない。

tまた，用水堰が 7ケ所設けられているカろ何れも魚族の湖上降海に多大の支障を支える内容のも

のでなく，た Y最近完成した高さ 50mの多白的ダムが大きな障壁となっている。

然し，これよりさき鉱山排水の浄化がおこなわれない限り，本MJiIの魚族の接息，漁場の利用

-2.t3 -_ 



復活は考えられない。

第 1表 鉱山排水流入前の漁獲量とi流入後の現在の漁獲量表

魚 種 昭和 12 年 昭和 4日年 昭和 41 年

サ ケ 2 5.600 KSJ - K9 - K9 

-マ ス 2.560 

コ ィ- 2.40臼 1 20 250 

フ ナ 2.040 1.00口 1.50口

ク グ イ 31. 200 60日 300 

ーー ジ マス 5口 50 

i/ラ ハヤ 1.680 

そ の 他 1 6.日日日

計 81.480 KSJ 1.77日 K9 2.100. K9 

第 2表 坪 JII水生(底接)昆虫

廃水流 廃水流 天間ダム
松沢川 二戸瀬川 小坪川 小坪川入 前 入 後 上 流

持制を目
24 日 日 71 日 1 46 5 

積麹目 2 日 。 6 。 1 1 

毛麹目 4 。 。 5 。 5 

双麹目 45 。 。 1 8 。 ι 2 

その他 5 日 。 2 。 1 

年月 日 42.9.11 4 2.9.1 1 42.9.11 42.9.12 42.9.12 42.9.12 42.1 1.2 1 

時 間 1 3.日日 1 3.10 1 3.45 1 2.45 1 1.4 0 1 4.20 

水温("0) 1 3.8-
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水質汚溺防止対策議;査(新井田JII)

目的

担当者増産課長頼 茂

技師高橋邦夫

技師青山禎夫

新井田川における水産業に及ぼす水質汚濁の実態調査をおとな川将来における汚濁簡止対策

上の指針とする。

B 調査内容
(1)調査場所 森井田JII(川口~長舘橋)

(2)調査期間 昭和 42年 1日月 18-全 43年 5月 31日

(3) 調査項目

(ィ) 生物相誠査(ネクトン，ベントス，プランクトン)

(ロ) 水域内の漁業の概史

(4) 調査方法

ネクトンは，投網による漁獲と給取り及び既存の資料によった。

ペストンは鉄製漏斗状の採泥器を用いて採集し，プランクトシはネットで 15日2の水を滅
過して得た材料について謁べた。

量調査結果

(1) 生物相調査

付) ネクトン:河川の状態から，上中下流域の三地区に区分できる的魚類では特妹なものは

後息せず，往時に比べて湖上性の魚が一般に湖上しなくなった反面， クナギ， コイ，フナの

類が増加していることが水質との関係で注目される点である。

魚相からみて全般的に東北地方の他の河川と共通しており，魚種も差して多くない。

(第 1表第 1図)

(司 ペストン:上・下流の差を判っきり示す種類及びその出現割合がでている。(第 2表3

例 プランクトン:流下プランクトン中，桂藻類が最も多く動物性プランクトシではツリガネ

ムνを除いては詠めて少し地域的にみれは上疏地区が種類，数量ともに多く，下流域は

甚しく少ない。(第 5表)

(2) 漁業の概要

河川全般をi車じて周年漁獲されるクグイ漁業の外に時期的(9 -1  1月)におこなうサケ留

漁業だけで漁具漁法もみるべきものはない。また，専業者はなく 120日以上操業する組合

員は僅か 10%に過ぎず，漁獲量も大体年間2.5トン前後である。

IV 考案

漁業の主体をなすと思われる中流foJ)'i域が採石，採妙によって荒廃校へいしているところへ下

流域の工場排水が水質汚濁に一層の拍車をかけている現状では本河川の漁業はこれ以上多く望む

ととは不可能に近い。河川管理の強化が絶対に必要と考えられる。
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第 1表
魚篭類採捕調査

制査白l調及査び俊場輔副¥数1 種九 . __  類--........... 
クコt コ フ
グ イ 備 考
カ
イワ イ ナ

3 尾 F宅 F写 尾2 
一一一

住友セメントエ場附近(5回). 一
42 塩 入 橋(7問) 5 この外との一帯で投網でクグイ 15 . 
塩入橋~八戸下水口(28回) 1属繍獲1 0 1 9 . 
八戸下水口一帯(4回) 漁獲なし， クグイ稚魚多多数数5 

新 井 回 橋(3回) 漁獲なし， クグイ稚魚
4 一l日 サ ケ 留(1回) 1 

42 長舘橋~松舘JlI( 4伊) 6 
1 2 
八戸下水口附近(3回)

A4a5ム.。1民F 一一一一
全 上(4回) 漁獲なし

長書官橋~松舘沢(2函) 1 

本流と転、書官沢の合流点附近 C5回〕 2 1 
43 
塩 下 流(3回). 入 橋

5 
塩入橋~鶴亀橋幕(晶画)

h一一

B 
八戸下 水口 F付近(1回) 漁獲なし

計 39 1! 1 • 

第 2表 底接生物調査表

と点二三Ji昨日|引;111引i
白
紙
質
〉
計

42 湊 橋

，住友セメント下

1 0 I住友セメシト下手右側
1八戸下水ロ

ミ|八戸下水口前

;巴入橋

iサケ止(サーパーネy ト)

42 1八戸下水口

五-!万止(トパーネット)

i旧 湊橋
43ト一一一一一一
!住友セメシト

|水、門

|八戸下水口

25 r予ヶ止(サーパごZ7下7

5才.31 1 8 

日(8)

口(s)

2(M8) 

6181(8) 

日(8 ) 

0(8) 

1 0 1 
61 3 

31 4 
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(第 2 表のつ~き)

第五表 ブラシクトン調査表

氏|属、名一-~E~司・集年月日
場所鮭止塩入崎湊橋鮭止塩入崎湊橋鮭止塩入崎

藍アナペナ属 .， 'rr 

藻ラセシモ属 r r I I I 

フナガタケイソク属 十 十 TT' I r' r c I rr I + I c 
ニツチア属 r I r 十 r '， 1 r I r 1 rr 

コシノ4シクイソ切嵩 rr I I rr ，; rr 1 I 1 r 1 r 

ハ 9ケイソウ属 r ‘ r r I I ，r r 
桂 クサリー ケイ Yク属 rr ， rr I 1< r 1 I I rr ， rr 
クチピJレクイ Yク属 十 r I " r I r " r r I r 

クサピクィ yク属 T I rr ， rr 
コツコネイス属 rr I I rr I r1 
メロ14ノラ属 r 

藻オピケイ Y ク属 r r I r 

ヌサガタケイソク属， L___l ，'1 I 'r r 
ヒν17タケィソク属 r I rr 1 I 1 rr I I rr 

メガネクィ Yク嵐 rr 

ア γ フオラ属 • I rr 
緑 クロツ 9フクス科 rr' I ， I r 十 rr 

潔ミカブキモ晶 r 

京ツノオピム ν 属 l I I r r 
生ナベカムリ属 rr 

動;フセツボガム9属 irr 
物ー i

':y ')ガネム ν属 rr ， rr ， r + 
輪トグワム ν属 I ，-，  T I !-í--;:-~ I r 
虫川クデワムν属| 市 rr 

- ーや ~ 

動筋梼 腕 類k-~_~ rr 
物足梼腕類幼生ii / i ト rr 
線虫類irFI l l----T一一
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ドジョウ増殖試験

担当者技師青山禎夫

調査目的
白抽出ホルモン剰を用い!てドジヨクの人工採卵試験を行い種衛生産の指針とする。

n，試験内容
!1l場所

本場

(2) 調査期間

昭和 42年 5月~全42年8月

(3) 試験項目お.よび方法

(ィ)試験項白

・人工採卵
@ 仔魚の飼育

(司試験方法

人工採卵にはゴナドロピシを♀の腹腔内に注射する方法を行川仔魚、の飼育には卵菟

ジンコ， ミミズを与えた。

E 試験結果

第 1表 GσγW ;t-'1A" fhnによる採卵('.6 7 ) 

ホルモシ名 注射月白 採卵月日 採卵

注射単位
'l'.L B'W 

時間・水温 時間・水揚 可否
採卵数

1 4.2 1 8.5 。
1 4.8 19.9 

MAY23'67 MAY24'67 。
司‘ 1 7時日日分 09時 30分

1 5.7 23.2 22.5'0 22.0'C 。 3.11 '0位

♀ドジヨク 1 7.5 30.6 。 3.880 
トー
1 5.5 19.4 

JUN2日 JUN21 。
1尾につき ーー 1 7: 00 日9:日日

1 5.4 19.3 24.1X) 2 0.8'0 。
Gcrγし品え Jt，cr?hγL 一

1 5.3 1 9.4 J llLY11 JULY12 。
100 U 一一←ー一一一一ー一ー 17.:80℃ 0 1日:00 

1 6.口 23.日 2 1 22.2て3
。

一一
1 3.2 1 3.5 

AUG15 AUG17 × 
一一 17:口口 1 0.: 00 

1 4.1 1 4.3 25.8 'u 25.0 'c 。
14.6 1 9.1 MA  Y 23 × 

Ccr判λJt，cr，l -ー
1 5.1 1 3.1 AUG15 × 
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第 2表

人工種苗‘の生長('67) 

生 長 経 過

採卵月日 フイヒ月日 投餌開始 一
J1ιl..y 1 l' 6 7 A払 {f3日・ 67 

'67 May30 T.L T.L 

Mα')f 24 卵黄 0.9-2. 6 c:m 
4.5-7.口α百

Mιy26 (平均 5.95仰)

親ドジヨク その後 (平均 1.95伺)
B'W 

T. L 17.5α百 ミジンコ・ミミズ 0.7-1.5 {f 

(平均1.1{f) 

o c;t 1 3 67 I平均全長 7.4 1伽(平均体重之口 8{f) 

第 1表のとおりゴナトロピ Yを♀1尾につき 10日単位注射すれl-jらほぼ例外なく主主卵出来る。

人工種苗の生長は第2表に示すとおり 5ヶ月で約7c:m経に生長する。

W 考察
摘出ホJレモシによる人工採菌は比較的容易であるが.解化稚魚の歩留りを最大にするための方

法を検討するととが今後の課題である.

註 「ドジヨク養殖に関する基礎試験・ 1曹67.11・青森県水産試験易」参照のこと。
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淡水水族諒査

調査呂的

前年に同じ

E 調査内容
(1) 

調査(試験)項目

@ヤマメの飼育試験

@環境改良調査

@ヤマメの病理組織学的調査

(2i調査方法

担当者増産課長頼 茂

相坂養魚場技師佐藤直三

調査期間 調査場所

42.4.1-42. 9.27 相坂養魚場

4 2.4. 1 -4 2. 1 1. 1 5 下北郡東通村老部川

4 2.4.1-4 2.1 0.3 1 淡水区水産研究所

@については突入議川のすクラマスから人工採卵によって得た稚魚、を使用して，淡水区水産

研究所とタイアップして実施し⑬のについては夫々現地で調査Xは採集したものを持ち帰って

調べた。

III 調査(試験)結果及び考察
(1) 餌科(成育)比較試験

れ) 餌科比較試験については，談水区水産研究所で融耳した餌科(第 1表)と市販のペレツト

による比較試験そおこなった約一通に 6日給餌することとし， 2返陶おきに魚体制定をお

こない， 1 0適同実施した。その後はペレツトのみで宣可討し，その成育経過をみた。

その結栄は第 2表のとおりである的合成餌料より市販のペレツトで飼育したものが総帥ヲ

に良好であった。

(0) 合成餌料による飼育魚、の胃袋は拡大しており，ペレツトを与えたものに比し明らかに異常

が認められた的之ーの出現割合は低水温で飼育したもの(摺坂養魚場 11 'c ) より高水温で

飼育したもの(談水研 15'C)の方が多い@

村 市販のペレツトで斜付けたヤマメの成長は， 9月末で老部川における天然ヤマメと比較す

ると路々間程度の伸長度を示した。(第九 2図)

(2i 環境調交

付) 河川ωぬ境につレては，水混，水量その他何れもこれまでの識査内容と大きな差はない。

たゴし， :;:j三年iま7J(湿ががl年に比し清々高自に経過している。

(ロ) 人工鋲料によゐ釦育魚 6.281尾を 42年 1o.F.I 1 7襟議(脂ピレ切除)そ施J_，て老齢111へ
放流〕合おとなったが，その後の観察では放旅魚(人工飼育ヤマメ)は天然魚に比べて体色が

黒昧を侍び一般に皮細気味で人工結で容易に釣りあげられるととが判った。

料 放流用検定用の穫ー商事r得るため" 42年?月 30日老部川産ナタラマス♀ 2尾より約50口口

粒の採卵をおとなった。
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(3) 病理組織学的諮査

付)養殖天然のサクラ7::1-とも病理組織学的な変化は少ないが，天然魚〈老部川産)の腎
臓中には殆んど例外なく寄生虫 (sf/J'ゐ /J'，}aと思われる)が見出され夫らその外線虫の
寄生もみられた。

(吋養殖ヤマメの肝グリコーグンは天然ヤマメのそれに比して司成り他い。

付 甲状腺については天然ヤマメの方が養殖ヤマメに比して形態的にかなり活発な様相を示

している。 一・ 一、，

第 1表 餌料配合表

精製ゼラチシ 1 5 zt +精製トクモロコν油 9 9-

十水 300 9- +白色デキストリシ 8 g 

十ミルクカゼイ y 55 g +鉱物質混合物 4 g 

十 弐セル'ローズ粉末(ビタミン入〉 9 9-

市販人工餌料

マス用配合餌料(オリエンタjレ) 餌付用J伝2

第 2表 餌料検定試験結果

属議
試験区(合成餌料〉 対照区〈 オ3エンタJレ

ペーν ツト~2 ) 

'1'. L I B・L I B・w 投餌料 T.L I B'L I B'W 世餌料
cm 

42.2.27 5. 7 

3.1 3 6. 0 

3.27 6. 2 

4.1日 6. 8 

4.24 7.1 4 

5. 8 7.52 

。試験期日

@供試魚

。試験期間中

のへい死数

cm 
4. 9 

5. 2 

5. 4 

5. 9 

6.23 

6.50 

1.35g 95.7 棚 4.? EE 

1.91 33日 6. 0 5. 2 

2.1 8 43.4 6. 4 5. 5 

2.63 48.6 7. 2 6. .3 

2.守 E 56.0 -7.83 6.81 

3.86 60.4 8.68 

昭和 42年 2月 28日-5月 7日

試験区，対照区共夫々 300尾あて

試 験 区・・・・・・....9尾

対 照 区・・・・・・・・・ 2尾
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2.70 1 -6.1 
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4.43 25.9 
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尾、札沼ニシン訟査

担当者増産課長頼 茂

技師高橋邦夫

調査目的
尾鮫沼に産卵咽滋ずるニi/Yの生態を明らかにするとともに資源維持増.大を図る。

E 調査内容
(1) 調査場所 上北郡六ケ所村尾~í.沼

(2) 調査期間 昭和 42年 11月 20日~昭和43年 5月日目

(3)調査項目

(ィ) 尾技沼ニνンに~する一般調査

(吋産卵場調査

村産卵群の魚体調査

(4) 調査方法

(ィ)については聴取りにより， (叫については標本を持帰り多項目論査ーをおこなし、刊について

は現地で卵の採集をおとなった。

自 調査結果
(1) 尾生む百に産卵;@滋するニジンは年ーによ・り兵なるが，阜い年は 10月下旬からi郷土し，翌年

4月末まで淑内に滞留する。

(2) 沼のJII口は 11月から翌年 5月までの聞に多い年には 1白血程度閉塞し，治内は結氷す7るの

で，ニνンの湯上時期は一定しない。
(3) ニ乙/ンの湖上条件としては，晴れた臼の無鼠状態で気温の高い夜満漸時にあたるとき最も

ょく機上し，そのときの水温は 4-5'0である。

(41 尾政沼におけるニνンの魚盤量は第 1表に示すように最近 5ヶ年の漁獲量は一定している

カミ総漁獲量は自家用を含めると約倍の量まになる。

(5) 産卵場及び沼内におけるニνシの周遊経路は第 1図に示すとおりである治弘本年は供年と

異なり主産卵場が南側から北側へ移動しているととである。

(6) 卵はコアマモ等の濠頬及び織の一部に産み付けられ，その水深は1mから 4mの間である。

コアマその葉体 1Cm'当りの平均付着卵数は第2表及び第2図のとおりである.

(7) 糊内に湖上する時期別の魚体は第 5表に示すとおりであるカ九一舵に早い時期に入ってく

るハνリニνシの裂が大きい@また字苫比は略々同数であるー
(8) 12月末のニレシについて同平合共全長と休賓の簡に正の相僚が成立っているが" 3月に

はその桁関が崩九特tこ♀については変動が大きい。

(9) lt殖巣重慢の時期的な籾成割合を第 5表に示したが， 3月に入ってから完熟するものが多

い。埜f.B魚と未産卵魚、の外智上の識別方法として著者卵魚の体が外側〈背併)に向ってソリか

えるような形状を呈していることによって区別できる。

ωj ニレンの卵巣重量は左右イ可れも大休同案量の相称、形である。卵巣 19-当りの卵粒数と卵径
の関係をみると， 1 9-当りの卵数が 1.00口粒台以下のものでは卵径j;":.1. 3mm以土で以下両

k
d
 
p
D
 。，ι



じく1.日日日粒台のものは 1.1-1.2mm色 2.000粒台では 1血血と小きくなっている。

日1) 尾蚊沼におけるニνシの産卵は瀕上の早い遅いにかかわらーず，短い期間に一斉におとなわれ
る.t.ラで，大体5月上旬から始まりs下旬には終了するようである。また，産卵に入った-=-i;I"

yは胃重量から推して殆んど摂餌しないものと思われる。

町考察:

湖沼ニνyについては未だ生態的に不明の点が多いので，継続して調査をおとなラとともに人

工採卵による移殖効果の適否を試験する予定であるe

第1表 尾政f百ニ νーシの年次、別漁獲量

第 T図 郡長沼における産卵場及と粗遊経路

上尾政

4・
西の崎

R ...ーー岩盤
ー一一→ 回遊経路
必砂例年の産卵場所

樋野一本年の産卵場所

コアマモ業体 1Cui"当り平均付着卵数
第 2表

地 点

A B 。 D 一E F G4 2」
生 葉 0.4 4粒

0.54 0.35 O.日5 0.24 日.63
( 3) (17) ( 7) ( 1) (10 ) ( 9) 

枯 業
0.50 1.95 日.38 . 0.60 1.1 1 0.21 0.1日
( 2) ( 1 8 ) ( 9) (0  ( 1 0) ( 5) ( 6) 

平 均
.0.4 7 1.25 0.37 0.32 0.68 0.42 0.25 
( 5) (35) (1.Q ) ( 2) ( 20) (14) (7) 
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第 5表 ニ乙/ジの時期別魚、体測定表

採捕年月日 雌雄別 尾数平企均長
平均 平均

量殖量 胃重量 備 考体長 体重

昭 42年 11月 16日 平 1尾 35~ ι3 30β cm 395.9 51.4 iJ 298-

合 2 329 288 3695 51.5--83D 1B5 

昭 42年 12月 2品目
手 8 349 299 4195 433'、0883 2.1 

古 14 308 1も7 247.C 2.4--482 内放精のもの 2尾
昭 43年 5月 5日

♀ 11 308 265 2705 50、?2D 内放卵のもの 1尾

苫 2 325 283 29口 3.4 2.&、~1 放 精
昭 43年 5月 21日

|♀ 2 .31.6 272 25日 5.3-57 吾、与β放 gs 
昭 43年 5月 21日 77 315 日 2592 ランダム

昭 43年 .3月 23日
o 26 312 272 2185 2.1-46β 12、35内放精のもの 11尾

平 24 312 275 237 4.1-708 1.5-叫5内放卵のもの?尾

昭 43年 5月 238| 55 5日7 240.7 』 ランダム

第 4表 生殖巣重量割合

生殖巣 全 全 放精放#1 総数に対9陣す痛る合I1間蒔調査月日 性別
五日必l下 6日gy.:I下 60がぷ上~必E

計
放精放

考|

立 日 2 6 。 8 。
42.12.26 

舌 日 。 2 日 「

43. .3. 5 ♀ 
。 7 5 1 1 q 司。

;l;" 7 5 口 2 1 4 14.2% 

43. 五
♀ 。 1 3 z 9 24 37.5% 

5. 
42.3% 京 4 I 1 1 日 1 1 26 

しー」田恒-----!ー 岡田

(註) 30 8-以下・・・・・・・未熟〉くは梢々 熟 60 8-以下・・・・・半熟 60 8-以上・・・・完熟

第 2図 尾完;1fj召における附着卵の位置

-一一調査点(p付着卵なし)
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十和田湖資源対策説査

担当者増産課長頼 茂

調査目的

十和田湖のヒメマスは，近年魚体が小型化し，資源の再生産に影響されることが予測されるの

で， との原因を究明し，資源の安定を図る。

B 調査内容
(1) 調査場所 十和田湖

(2) 調査時期 昭和42年 5月1臼~企 42年 11月5日日

(3) 調査項目

(ィ) ヒメマスの天然産卵場調査

(吋魚体多項目調査

目 調査結果

(1) 年々魚体が倭小化しているととは事実で.. 1.9.47年頃のそれと略々同じ位の大きさである。

(第 1・2表)
(2) ヒメマスの左右卵巣の字卵数は不相称であることが正論といわれているが，漁体が小きい

年には左右卵巣の苧卵数の差が大きし逆に魚体が大きい年にはその差が縮まる。

(第 5・4表第 1.2闘)

(3) ヒメマスの産卵床の大きさは大体 1m2前後でE主義された!JjJは，床の稿、々 中央父は自1)方に位

量し，量生、繰下 12-1 7聞の深さにある。(第ヰ区j) 

(4) 天然産卵場所は今嗣の繭査で新しく 7ケ所(焼山，元小色脅恥松倉，烏帽子岩，猿ケ崎

銀山)を加えて 14ケ所を主主える。(告白 5凶)

(5) 放流と漁獲の民係については， 30 JI-シ前後(尾数にして 2日万尾前後)の漁控をあげるに

は，稚魚の放流通亙忌数は 180万尾を下阪とし， 260万尾を上st.とした 2口口万尾前後が必

要と思料される。(第 5.6図)

れ考察

最近の十和田湖ヒメマス産卵群の魚体の倭社¥化は糊中における犠息密度の増大がー闘をなして

いると思われるので，人工採卵ふ化放流と天然産卵によって補充される資源量との関偽特に天

然における産卵床数及びそれからのふ化発生量と親魚の残存率等の検討が重要な誤題として，今

後進められなければたらない。

( 昭和 42年度十和田湖資源対策事業調査報告書 43年 3月、

秋田鳥青森県 参照
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第 1表
十和田湖ヒメマス産卵群の体重組成

体 重Cg) メE弘3、平均 標準 変動

年次 性
150120日 250130013501400145日 50015501600165日170日 7501800 計 値(fJ)偏差 係数

平 29 27 宇 2 69 201β 528. 27.1 
1 967 
古 24 39 ? 5 2 1 78 2日28 51.0 245 

平 21 11 38 20 18 15 2 1 日7346.3 70.6 20.4 
1 953 

き 1 81 28 29 23 7 2 2 100 402.0- !i55 163 

平 2 5 7 61 11 ι 5 5宇 561.5 863 153 
1 9ち7

古 1 8 7 5 4 4 3 I 34 5956 1032 173 

第 2表
十和田湖ヒメマス産卵群の全長組成

全 長 (cm) iEコ当、 平均 標準 変動

年次 性
25 26127 28 29130131132i33134135136137138139140141 142 計 値(fJ)偏差 係数;

♀ 4 干日 B 22 2618 .073 28 
1.967 
o 1 1 1 61 1 912678 083 3.1 

♀ 216 13 717 613 1 46 3之.13 1β4 57 
1.953 
古 1 2111 18 5口2日 13 1 4 100 33.15 1.55 4.7 I 

ート一一一

♀ 1 01 2 51 4 81 5 912 3 39 37.41 2.10 5.6 
1.957 ー一

古 31 6 414 1 34 37B5 1.99 52 

第 3表 左右卵巣平均重髭及び平均字卵数

左字卵委主平均値 右卵巣平均重量

粒
ぇdaU 

F
h
J
V
 

つ4 1 0.1 g 

左，gfJ 巣平均~量

第 4表
左右卵巣別宇品数組成

右「
訂
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第 4図

水深ム
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天然産卵床の見取図
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放流尾数と魚盤尾数との関係第 6図
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沿岸重要漁業資源委託調査

典

男

夫

子

良

重

序

裕

峰

藤

木

沢

長
斎
真
一
戸

調奇普及課長

技師

臨時技術手

補助員

担当者

調査目的

イワν説アジ，

を行った。

E 調査内容
1. 場所…・ 鯵ケ沢， 実内

Z 期間....ー昭和 42年5月~全年 12月

3. 議査項目および方法

イ，漁況

県統計課の資料により昭和 42年度におけるマイワ的カタクチイワν，ウルメイワν，
マアジ， "7サノ九スノレメイカの 6魚種を調査した。また鯵ケ凡犬畑，奥内の各調査地にお

いては毎日の漁獲量を調査した。

ロ・多項目調査

2・イワν類ー一 ，.. {本晶体重，肥満f克卵色

重量および湾現採鱗

マアジ …-_._-尾又長，体重，肥満度，性別，生?i責線重量， 胃内容物重量および種類

マサパ ι 。尾叉長， i本宣言，肥満度，性別，生殖腺重震を， 胃内容物重電および積類

スJレメイカ a …外套晶体克肥満度，性別生員協寝耳号電，成熟度，交権，テY卵腺

胃内容物重竜王および種類

ハ.パシチシグ調査・....上記の魚種を 100尾

ニ.スルメイカ標識放疏

ホ.方法

昭和 42年度，沿岸重要資源、委託調資要領(東北区水産研究所，

調奇を実権した。

E 調査結果

鯵ケ沢では一本釣によるスルメイカ，奥内では小型定壇網で漁獲された，カタクチイワv，
マイワν，マアジ， マサノちスルメイカを調査した。謁奄屠数は，多項目調査，パy チシグ調査
を含め次のとおりである。

カタクチイワν 2、58 8 J邑 マイワ乙/

マサノ{ 5 1尾， スノレメイカ

1. 漁況

イ.マイワν

総漁獲量まは 227トγで昨年の 46.4労であり殆んどのものは 1日間以下のものばかりで

95. 9 %は陪奥湾の小型定置網，ならびに船曳網によって漁獲されたカミ昭和 40年につく・
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ならびに漁況調査スルメイカの資源動壊を把握するために魚体調琵サパ.

胃内容物性問脊椎骨銑生高蓮泉璽景，

b. 

C. 

日本海区水産研究所)に築いて

d. 

7 8 9尾マアジ219島

5‘495尾



大不漁であった。

ロ.カタクチイワジ

総漁獲量は4，405トγで昨年の 5O. 3 <16であり" .7c需記l下のものが 78.4婦を占め， 74.0 

%は八戸市とその近海で漁獲されるが，旋網によるものが最も多く過去?ケ年中の最低を示

し不漁であった。

ハ.ウルメイワジ

裕資穂署王はイ警か 2トシで渇去の?ヶ年中の最低を示し，殆んど皆慢の状態であった。

一・マアジ

総漁獲景は405トY で昨年の 2.6 {きを示し，漸増傾向をみせているがあまりよい漁ではな

かった。

マアジば陪奥湾の小型定置網により 99.4 %が漁獲きれている。

ホ.マサパ

総漁獲電は 123.783.ト Yで昨年の1.4侍であり，八戸市の旋網によって空9.9労があげ

られている。過去?ヶ年中の最高を示し，犬警漁であった。

へ.スルメイカ

総漁獲量は 12 3.5 05 トシで昨年の 1.3俄であり，紹利 34年につぐ大空漁であった0

2 魚休調査

イ.マイワν
("i) 休長矧目立 白 本年の体長毒事聞は 13: 0 - 1 7. 0 cmでモードは 15 cmにみられた。

。昨年は 14. 0 - 23. 0 cmで本年の郡は小きい。

(0) 明満喫 ・司王年は 11. 0 - 1 3. 0，昨年ば 8.5 .... 1 5. 0の範閲にあり， i種雄別の平均

債からみても本年の償は小きい。

(c) 1年 比 } χ2検定の結果有意義は認められず 1 ・1と思われる。

(d) 卵得およびtE碕線._.._ 事実卵は認められずtE荊瞭も殆んど白O.1 ~以下のま3 のであったっ

(e) 脊椎骨数……50 - 5 2伺の閣に分布し， 51伺に出現頻度が多く平均は 51. 0 7 5 

であった。

(f) 胃内等竜馬号およびF堅調

であったム

ロ.カタケチイワν

殆んどのものは O.1 .~J)).下で種類は消化しているため不明

(a) 休再三組成 ー本年は6.3-1 4. 7 cmに分布し， 5月 19日-7月5日までは，モード

8 ~ 7月 14円にはそード九 1 3 cmの中，大型群， 8月8日-1 0月 17日ま

ではモード 7仰1， 1 0月 2713にぽモード 7， 1 1仰とする混合群" 1 1月 4s-

1 2 )'] 5 f'!まではモード 11明大別群の出現をみたが， 1 1月 27円には 6cmをモ

ードとする最小の群が出現していた。

これらの月号'1平均体畏の変化をみると昨年に比し小型の11干の出現をみたが，特に

6. 7月には 2.5- 4.8 cmほど小さく 12月だけ昨年まり 3.2cmほど大型となって

いた。

(吟肥満度 月別の平均肥満度は 6月が最も高<" 9， 1 0月が最低を示し" 1 1月に

はまた高〈なり 12月には九 1 0 )4とほぼ同じ植を示しているが，雌雄別の各月
平均肥満f更は 5月を除ぎ各月とも燃の値が小さい。
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(c) 性 比ー一生泊旅がボ熟のため雌立をの判別が困難なものもかなりあったカ" 6月28日

7月 268， 11月4日のものに有意差が認められいづれも雌が多〈なっていた。

(d) 卵径および生府腺重量

卵径の分布巾は 0，06 -O. 9 2概に分布し，生殖線電電は0.1 '}以下-1.3 '}の

間にあり 6H初旬が最大であった。昨年の初漁期には大型の成熟群の来遊をみたが

本年は未熟と中熟の混合であった。

(巴)脊椎骨数 ・ 44個-47伺のH司に分布し，平喝容椎骨数は 45.18 3である。昨年同

様.(5偶に最も多く，年及び月による差異はみられない。

(f) 胃内容物重音量および種類

ョノ、.マアジ

胃内容は殆んと口 19以下であり，空胃のものもあったが，その種類は消化して

いるため不明であった。

(a) 尾文長組成 。 6.4- 1 2. 9仰に分布し，モードは?月 7.0 -1 1叫 1 0月11伺

1 1 Hは11. 5 cmにみられたが，いずれも尾叉長 13 cm未満の者年魚であった。
(b) 肥満度 9. 0 - 1 5. 0に分布し，平均肥満度は 12. 9 9 - 1 3. 6 1の範囲にあり，

昨年の平均肥満度 11. 7 8 -.13. 2 8に比し若干高い債を示していた。

(c)性別 未熟魚のため雌雄の判別はできなかった。

(d) 生殖線重量 l すべてO.1 9以下であった。

(e) 胃内容物童書をおよび種類

すべて 0.1 '}以下であり，食餌も消化しているため不明であった。

ニ. マサパ

小塑定霞網tと乗網をみず 1回より調査ができなかったので今回は詳細な報告はできないが

尾叉長は 16. 3 - 1 9. 0 cm，体重は 53 -8 8 9.肥満!支は 11. 4 - 1 3. 2の問に分布して
いる1が，性別も若年魚のため識別できず生殖線重量もすべて O.1 9以Fであった。

ホ. ス/レメイカ

(鯵ケ沢で調杏したもの)

(a) 外套長組成一一ー一昨年は B月までしか調査が出来なかったので本年の8月までの分と比

較すると，昨年8刃t句までは外套長 16 - 2 9ω寺本年は 1 3-2 7cmの問に分

布し，小型の群が出現していた。

本年の 5月 24fj-6月 21日までは 15， 1 6， 1 8 c明 6fj 24日-9月5日

までは 1九 20， 21c句 9月 25日-1 2月7Elまでは 23，24cmにそれぞ
れモードが認められ漁期の進行に伴い大相化している。

また雌雄号IJの尽男IJ平均外套長の変化をみると，各月にわたって雌が大き<.9月に

最大に達するが，雄は 10月が最大であった.体をも外寒具に比例していた。

・奥内で調査したもの

外套長は 10-20cmの間に分布し，モードは 14， 1 5， 1 6cmにみられるが

日本海に比し!]司Jの群であった。

(吟肥満度 …一鯵ケ沢で調査したものでは雌は 18.46-23.18，雄は 18.6 7 -

23. 1 6の崎に分布し， R推は?月， tiiは 10月に最大に達するが各月にわたり雄の

肥満度が大きいことは昨年と同様である。
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奏内で調査したものでは騰は 22.19-2&07，雄は 21. 3 8 --2 5. 9 2にそ

れぞれ分布し，昨年よりや』高い値を示しているが， 6月・のみ自主の値が大きく他の

月はFふさい。{調査は6月-':7月)

(c) 性 比 一-鯵ケ沢で調査したものをf検定の緒果 5月 24臼に有意差が認められ雄が
aをより多くなっているが他の月には認められず1: 1と思われる。
奥内のものでは有意差が認められず1: 1と思われる。

(d) 生殖線 …・鯵ケ沢のものでは蝉は O.1 g-1 9. 8 g，雄は 0.39 -1 2. 6 1}の問に分
布しており雌では9月，雄では 11月に最大に・達していた。

奥内のものは 11}以下のものが多く，最大のものでも 3.6 IJであり， 3 9をこす

ものば数個体にすぎない。

(e) 成熟度 ー・鯵ケ沢のものでは完熟状態のものは雄 14尾，縫6尾半熟状態のものは

雄 59尾直撃 11尾で残りの 540 尾は未熟であった。(6 3 0尾調査)

奥内のものではすべて未熟のものが多治rったが， 7月 14日半熟の 1伺偽 1 2 

月 26回耽完熟の 1伺休があった。

(1)交 楼 e 鯵ケ沢のものでは交接の行なわれた雌は調査期間中 52尾で 6月1尾， 7 

月5尾 8月 11尾， 9月 12尾， 1 0月 15民主 1 1月5尾， 1 2尽7尾で?月

1 0尽に多〈みられたが，未熟のものに多〈附警していることから交撲は熟度に関

係なく行なわれるものと問、われる。

奥内のものでは交接の行なわれた雌は 7月1尾， 1 2月1尾の半熟完魂の個体

にみられたが昨年にほみられなかった。

(g) テシ卵腺 0 ・ー鯵ケ沢のものでは 12.3-84_のr:nに分布し， 9月に最大に遣した。
また突事委したスルメイカとテγJis腺の関係を帯ぺてみると， 20-301Jl1l!に 11 s 

30 - 40珊に 15尾， 40-50湖に 10尾・ 50--6日1現に?吊 60--7 0郷

に2民主 70-80慨に 3尾， 80 - 9 0摘に 2尾計 52尾であり，・ 30--40協調

の来事実の個体に最も多かった。

実内のものでは6.4- 44. 3.の問に分布し，20m曜をこえるものは 2個体にす
ぎない。

(h) 胃内容重量雪および穣類

鯵ケ沢のものでは唯の最っそ摂餌震は 10月313の45.日夕でカタクチイワジを食

し，雄は 10月 30日の 16.ヲタで消化して不明であった。また調在期間中の各月

のa挙権別平均餌料雪景は雌の摂餌景が多い。
実内のものでは燃の最大鰐餌害警は 7月5日の 13: 4 9， 雄は向日の 9.0 9である

が 5FcI-7円までの平均値では 6月に燃の摂餌景が多い，釘料;主主としてカタクチイ

イワν爪多く見られた。
へ. ウルメイワν"，..漁fをなく調査ができなかった。

3. スルメイカ標識放流-

昭和 42年間におけるスルメイカの標識放流はR本海区では.権現時太平洋海区では八戸沖

道東海灰ーでは大黒島， an路，広尾沖で言十 6.000.尾放流し，再捕尾数は 61足で再J砕容は 1'1b強

であった。

放流状況ならびに符捕状況はつぎのとおりである。
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放流年月日 放流場所 再捕月日 f写捕泣置 径過日数 放流尾数 再捕尾数

42. 権現崎
8月 25日 岩手県大釜海区 7 5日 3 0 0尾

4月 11日 W 1 1浬

1尾

1 2 " 7. 5 下北郡岩展沖 2 3 5 0 0尾

F F 1 5 " ムジリ沖 5 3 

a 権現崎 8 1日 下北郡風間j街中 5 9 
W 1 1 i'型

11 11 2 8 北海道小鳥沖 7 7 

4尾

1 3 F 6. 2 1 北海道松前沖 8 2 0 0 ~ 

/1 曹 7. ? 束郡安月沖 2 6 

冒 /1 1 2 岩尾~尻庭問 2 9 

11 11 1 3 北海道銭亀沖 3 0 

11 11 2 9 下北郡下風呂沖 4 6 

5思

1 5 
鮫角

6. 1 7 i¥ 戸 沖 2 1.日日日尾
ENE205浬

" n 7. 1 3 鮫角 NNE20漣 2 "8 

" 11 1 8 11 3 3 

!I 11 1 8 八戸沖NE20浬 3 3 

H 11 1 9 被角 NE20浬 3 4 

11 11 3 1 下北郡泊沖 4 6 

11 11 8. 1 2 
岩手県 5 8 
タ色崎E1 00 rn深

持 11 1 2 不 明

曹 " 1 3 八 戸 沖 5 9 

H a 1 8 尻矢崎NW15裡 6 4 

F /1 9. 1 1 
岩手県 8 8 
尾崎 E 6 裡

色ー 2 1 
鮫角E/N

7. 7 鮫角 NE 20浬 1 6 200尾|20.5浬
一一一一一一一一一一
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放流年月日 放流場所 再捕月日 再捕位置 径週日数 放流尾数 再捕尾数

6月 21日
鮫角E/N

8. 1 0 下北郡風間浦村 5 0臼
20.5浬

2尾

27 
鮫角~TE/E

7. ι 鮫押~F/E2 0浬 9 400尾
20.5浬

" 7 八 Jコ 沖 1 0 

H 2 1 下北郡平沼沖 2 4 

一
1/ 8. 3 0 函 館 沖 6 4 

4尾

28 鮫角f2fFa1/官浬 7. 1 3 八戸沖NE25浬 1 5 4 0 0尾

韓 " 2 1 続角NB;/NτN
2 浬

2 3 

" 1/ 目 賞受角NHj/E20浬 韓

1/ N " 八 戸 沖 自

H " 8. 7 H 4 0 

N 曹 9 1/ 4 2 

一
6尾

7. 4 鮫角阻2!/0浬日 7. 2 1 f¥ 戸 沖 1 7 500尾

" " 8 鮫角 E/S 2 8 

H H 2 3 岩手県陵里崎 5 0 
S 8 E 6裡

5尾

5 " 7. 8 八 FI 沖 3 500尾

n " 8. 1 5 鮫角 NE 17裡 4 1 

一 トー
二五!

1 O. 2 事空角2N5%.5浬N 1 1. 6 鮫角NNE20狸 3 5 200尾

N H 7 八戸~泊問 3 6 

一一
調 1/ 1 2_ 14 岩手県黒崎沖 7 3 

5尾

一一一一一一一一一一
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一一一司ー#

放流年f:日放流場所 lf専捕、月日 i再捕位君径週日数放流尾数再捕尾数
鮫角 i

1 O.月3RE/N20浬 1O. 4日八戸沖 1日 500尾

If 1 If 1 2 9 岩手県首崎沖S 1 2 6 

11 1 1/ 1 1 1. 6 グ尾11蒔E6浬 3 4 

グ グ 6 下北郡白糠沖 3 4 

グ グ 7 八戸~泊時 3 5 

グ グ 1 7 岩手県亀ケ崎E 1 4 5 

H 1 11 1 30 グ rl1口湾川代沖 5 8 

7尾

10 4 55TO浬 1 1. 7 下北郡出戸沖 34 I 200尾

グ グ t 7 北海道臼尻沖 4 4 

IJ I fI I 24 I fI 恵山沖 5 1 

11 f225t~ " 1 52 

4尾

釧路
1 O. 5 I 'Ei'S'W 1 4浬 1 O. 8 北海道広尾沖 3 130  0尾

fI I 11 I 24 I " 三石沖 2 9 

If .l . " 1 1 1. 4 下北郡大畑沖 3 0 

5尾

銀11路
1 O. 6 r ;;'it 1 9漫不 明広尾沖即日 20漫 2日 D尾

1尾

大黒鳥
1 O. 8 I S 'i1i't7.5浬 1O. 26 北海道様悦沖 18 ， 300尾 ー

グ グ 11. 8 下北郡泊沖 3 1 
一一一一一

11 I 1 4 I " 赤者沖 3 7 

11 .1 11 不 明北海道大黒鳥

4尾

鮫角
1日 20 I """'N 22淫 1 2. 4 岩手県釜石湾口 45 I 300EZ 

1尾

ト一一一一一ー一一一一一一
6， 0 0口尾 6 1尾
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~考察
1. スルメイカ標識放流

昭和 42年度に当場ではスルメイカの標識1&'流を実施したがとれば各梅区の北上群と南下群

の放械による回遊経路と次の点、と考えておとなった。

(ィ) 日本海における北上鮮について

津軽海峡西口においていかなる分派回避符路を示すのか，また海峡内の滞留状況はどうか

及びその期町海峡を東進fゑ東口からの北 h 南下の回遊終路はどうか。
(ロ)太璃羊における北上群について

八戸沖周辺における滞留期時北海道沿岸における回遊経路と到湾期払1海峡東日を荷進
し海峡内の滞情状況及びその期間と円本海に出た後の北上，南下の回遊終路はどうか。

か9太平洋におけるi宥下君事について
道東沖から南下するスルメイカは津軽海峡東日において，いかなる分派回遊経路を示すの

11"， &Dち八戸沖周辺，津軽海峡， 日本海に到達する烈月号と滞留期切ならびに本l票以南におけ

る回遊終路はどうか。

2. 再捕状況

これらを検討すると，これらの結果は次のとおりである。

日本海区では権現崎，太平洋海区では八戸沖1，jせ東海民では大黒鳥，銀iI路，広尾沖で 6.000

尾放流したうち再背尾数はる 1尾で再捕率は 10，6強であったが，

1. 日本海における樗識放流精果

6月 11日から 6月 13日にかけて権現時江 11 i事ーで 1.(1 0口尾放流し，再tr-有尾数は津軽海
峡が(7尾)， R本海側(2尾)，太平洋学?手県沖(1尾)，計 10尾で再楠本は 1%で，

日本海北部で再補きれたものがなく大半ーのものがf戦妥海峡を東進し海峡内に滞泳していたと

とは大明港の漁獲高よりみても明らかである。(42年 6弓は， 739トγ(昨年の約2倍)

7月3.085トγ(昨年の 2.5情))また遊東沖で存械がなかったことから臼本海系夏イカと

道東沖で漁獲きれる夏イカとの関連性については道東沖に到達じても漁獲の対象とならなか

ったものh 午7れともとれらの北上群は，はるか沖合を迂回して北上したものか現段階にお
いては明暗な事断はづナ難いと考えられる。

2. 太平洋における標識被告官結果

6月 15日から 7月5日にかけて八戸沖でき.000尾放流し，再持:尾数は八戸沖(1 9尾)

白糠泊沖(各 1尾)，津軽海峡内(2尾)，尻矢崎沖(1尾);岩手県沖(3 ~ )，再捕位

置不明(1厚)，計 28尾で再捕率は0.9%弱で放流イカの大半は八戸沖周辺(1 9尾)で

再捕され，終凋日数は 2- 59臼(平均 25日)で，放存在時期に八戸沖に来遊したスノレメイ

カの回遊経路は It上して津軽海峡を高進するもの，岩手県沖に南下をくりかえしているものの

5派に分れていると旬、われる。

また八戸港に水揚された近海イカ(道東海域からの漁獲量を除<)の漁獲量をみると昨年

は6月1日トシ， 7月6.155トγにくらべて本年は 6月2β25トY，7月24.200トシで，
6耳では 233倍， 7月では約 4倍で，経過日数，平均経:局円執再捕位置，最多再捕尾数

漁獲電などからみて八戸沖に長明司滞泳した傾向がみられ，これに北上して来遊した後椅魚

群が添加されて八戸i沖夏漁が怠署員をもたらしたものと思われる。

また円本海系号賢明北上碑と同様，太平洋北上Jl章も道東海域において再嫡が見られないため
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道東:で漁獲きれるスノレメ干カとの関湾性は現役隣においては明確な判断はつけ聖堂い。

3. 南下群

1 0 月 2 日から 1 白尽 20 円にかけて鮫角N~W 23. 5浬， E/N 20池 N 20浬にお
いて 1.000尾放流しt 1 1尾再捕(再捕率1.1 % )されたが再楠位穫は八戸沖周辺(5尾)
岩手県沖(6尾)に分九ており殆んどのスルメイカが南下期にあることがわかる。

また放流後の終週日数をみると八戸周辺では 34から 36日(1尾の 7月ば例外とLて除

いた)(平均 35日)t 岩手県沖 26から 78R (刃i.均 47日)で八戸沖周辺に滞留した傾

向が報いと思われる。とのととは八戸近海で 10月に 7.45 0トy (昨年の 15倍)の 1

隻当り 2.5トシ(昨年の約 E倍)の漁獲量があったことからみても明かなものと思オオLる.

4. 道東海域

1 0月4日から 10月8日にかけて大黒島倉"路，広尾j中で 1.000 忌放流し， 1 2尾再

捕さ九再椅率は 1.2婦であった。再補位置は北海溜菊河周辺(3尾)，恵j[J海区周辺(3思

津軽海峡(2尾)，太平洋治沖，出戸沖(各 1尼)となっており，いづれも南下期にあると

とを示している。当海域における放流，再存TI位f守は夏季木県沿岸で実施したものみりも最も

遠距離にありながら，各地区における平均再梢終JJ]日数からみて南下回遊の速度は北上期に

くらべて速い。

このととは夏期jとと群ば小裂で遊泳力の弱い併であり，南下11干は遊泳力の強L、大型の詳で

あったため向それとも漁場明主によるものと思われる。

また放流位賓が最も遠距離にある犬黒鳥で 10月 8[-1に放告をしたスノレメイカは 31日から

3 6 日終週後出戸，大畑沖で再捕されているのに反し，これより近距離にある広原~'*でとれ

よりも 4日早い 10庁 4Rに放流しているものが 44日から 5 2 日終Jf~後，恵j[~海域がおそ

く再捕されているととぷ注目きれる。

ただしその再捕尾数からみて道東海域から南下したスルメイカは津怒海峡を悶進して日本.

海に出た公算が多いような印象をうけた。

(以上の詳細な昭和42年度沿岸重要資源委託調査結果報告書を参照)
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並型人工魚礁設置事業効果調査

担当者調査普及課長長峰良 典

調査目的

技・ 師斎藤重男

臨時技術手真木序夫

小湊に設寝きれた~型魚礁について設置後の利用度及漁猪の変化など設置効果認定をおとなう

ため本調査を実施した。

E 調査内容
1. 場所…… 東準軽郡平内町， 小湊漁業協同組合

Z 期間一…・昭和 42年4月~昭和 43年5用

3. 調査項目茨ぴ方法

魚種叫月別漁業別の漁獲量調査

標本船による漁猪量調査

潜水による漁獲量調査

E 調査結果
1. 識査対象漁協の現状

小湊漁業協同級合管内同白松葉屯浅所，東町浜毛開木の6部落よりなり組合数は

正28 2名、機 26名で構成きれ，無動力船 15 2曳動方船は 0-3トY 76免 3-1 0 

トジ 8免 1 0トシ -1隻計 237隻で動力船の大部分が船外機を取り侍けている。

管内の主な漁業は，亀延見桁純車Ij網，一本釣，のり養殖であり，主な漁獲物はカνイ

現ホタテ貝，ナマコ，アイナメ，メリが多<，安定したよ生産を維特しており， (第1図及び

第 1表)昭和 42主主の小湊漁業協同組合の総漁符号は56 0トγ(1億 1千万円)を水携し，

一元集荷が行なわれている。

また，のり養粛の発祥地でのりは毎年 4ロト γ前後の生産をあげホタテ穐員の移殖も行なわ

れている。とのように増春礎を電視する傾向が強<.並型魚礁設置の実績にも現われているよ

うである。

Z 事業の実施状況

イ.魚礁の殻置状況

魚礁プ口、ソクの年度別役入状況は次のとおりである。

'~ 3 7 38 3 9 4 0 4 1 4 2 計

1 5側0 
姻

事 業 量量 1 00 1 70 1 65 1 86 953 

千円 千円

事 業 費 755 539 849 840 守56 1.020 4.959 

設置 舟 円 8月5日 ヲ. 1 4 10. 1 5 8. 25 8. 31 
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魚礁の位置を確認出来たのは，昭和 40年-及び 42年lこ設置したものであり，その仰の魚

礁については，漁業者から聞いたととろによれば，何れも埋没しておらず各種漁業に利用さ

れているとのことである。

写真2葉は昭和 40年に設置した魚礁の水中写真で，昭和 42年8月 25日， .時奥湾水研

赤星技師の撮影したもので，水深 19mのところに 3-4段にまとまって積み電っており，

その表面にはマポヤが発生，ソイの遊泳もみられた。

第 2図は本年没入したプロックの分散状況を漁政課教沢掛市が立合い調奇したもので，水

深5日mのところでは大体直径30mの範咽内に分散して沈下したのを確認している。(第5鴎

ロ.周辺の環境及び設置選定条件

小湊地先の海底状況ば携4図のように砂竣は泥場の中に若葉岩礁が散在している。魚礁設置

地点の水深は，昭和40年 1守.m， 4 2年は 30mで穣叉は純砂のところが選定きれている

が，部落民の要望も勘案して役入位置を決めているようである。

3. 事業の効果

魚礁効果の判定については調査時には予期した効果をあげるととができなかったが，聞きと

り調査では魚礁上の漁業として一本丸延地利網，油国籍等の漁業が行なわれており，位置

についても漁業者各舟が克明に記憶しており魚礁に対する関心の深さと利用度の高いことを裏

付けている。

漁業操業状況は第5図のとおりで，昭和42年は昭和 36年に比較してツプ籍，桁縄刺網

油田龍一本釣の各漁業に伸びが見られ，赤貝，底建鵠鉾突の漁業は減少している。

とのうち刺繍，延礼治目龍一本釣は何れも魚礁に関係のある漁業である。(第6図)

また，とくに魚礁と関係のある，アイナメ，ソイは年々増加の傾向がみられる。第 2表は標

策 2表は標本船として 5隻を選び魚勝、に関係のある魚穏を選定し漁穂状況を調査したものであ

る。これによると船!埼の差はあるが犬体1隻当 1.3..... 3. 2トンを年間水揚している。魚礁土か

らの漁船不明であるが耐とりによれば魚礁利用者水揚駒大体持f宣と思われる。

第 5表以標本船にI衣類した調査表であるが記入して震うことができなかった。

小湊地区に設!賛された各魚礁を比較するとiプロックの分散状僚により利用状況が異なるよう

で，広〈分散しているものは延縄苦手，叉はアイナメ型で，よく積み重なって111型をなしている

ものは一本釣又はソイ引魚礁といえるようである均時期的にみて又然角滞、と魚の付き具合は

変りがないようである。漁民としては魚礁の位置(111目)を他人に知らせないようにしている

ので多数の人に利用されるととを妨げている反煽，少数の人に上る利用価債の大ききをあらわ

している。

4 経済効果

経済効果:の数債としてはっきりとした結論は出すに至っていたいし，操業日数も今回の調査

で明らかに出来なかつだが魚樵を利附するととによってj樹111していることが考えられる。すな

わち，天候にか』わらず何れの魚礁設費場所にも出漁出来る。

また，天然魚礁よりも距絡が近いため漁場の往復に要する時間が短縮され，然料の節減，操

業時閣の増大による漁獲の増力回t当然考えられる。
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¥!考察

イ.刺時祐司笥，一本釣の魚礁を利用する漁業就業者の増加及び漁業時期が長くなっている傾

|司にあり，一応魚礁の効果と見てよいであろう。

ロ.ソイ，アイナメの漁獲量が増加しているo (第 6-8関)

ハ.一本約型魚石井，延線型魚礁ともそ礼ぞれ有効に利用き礼ている。

ェ.魚棋の麦商に多数のマポヤが発生しており，今後この手Ijl司を考えるべきであろう。

第 1 表 小漫における径年漁獲量ならびに金額

工々き イワ乙/!司 ヵタクチ ウノレメ カナガ
イワ乙/イワ乙/

スズキ タ イ カレイ ヒラメ ソ イ アイナメ 乙/フ
サ.メ

数辱Kg 23703 3:473 '2，090 520 455 122t36 11，308 '2，4口o 20，663 15563 3536 
35 
令格千円

36 
数寄手K'i

金主費用

17520 1，932 233 292 517744 11，621 376 54.030 13849 6574 

一
37 数号'l:K9 1，200 7口 ヨヲ日 1 O~と~57 9;167 83ヲ5 25348 11，981 31101 

金栴千円

微量K9 13D40 1ι833 7.016 25 t9a 68，268 8β94 4.064 18369 14729 3.152 
38 
金勾千円 8'19 7日2 396 も 8，475 2，906 '2，357 480 '2895 805 74 

数言電匂 323 110 51，127 3.954 6546 18.682 1 '2530 1.911 
39 
令官百千円 1.162 8，012 1，062 843 2β24 491 6日

数量K9 18 53 14つ.294 ι日さE 11，069 41，935 31，265 4546 
40 
側千円ト斗

5 16 23357 1，734 も.49ι 69U3 -1.2]7 109 

数量王K9 7 133 14363日 7904 11β?口 36611 2'2!f42 5.002 
4 1 
金伺干円 2、 41 21，757 宅.249 5，333 1，013 110 I 
数雷町Q J 11086645J66 9512 白.2551 8，368 日81

42 
合企7i干円 18，472). 1，672 I 502 55| 

土そ? モスリ ヱゾヒ ムラサキ
アワビアカガイ トリガイ ホタテ

アズマ
ホ ヤ ウ ーー ナマコガイ ガイ ニレキ パリガイ イガイ

害全号手K9 61，124 6，450 364856 18，489 4M2 35J守4 ?口4 1日597
35 令官百干円

殺害そ!(q 94，139 4.540 369日22 127，405 1，633 171146 36β66 15，373 
36 
金額明

殺害手Kg， 733 164730 6.930 195652 53.632 5，610 77616 14D50 守，357 19ft46 
3 7 

Iが型宇都百千円宇l「ー←
10ι1123 3.671 6，460 8'2，2 90 4.0口口 8.000 15，991 

38 4そ椅千円 25.669 638 13523 28 4β58 1，106 1.509 

害空写K9 579 48，280 3，125 4，872 112.109 26.008 
39 
il，:;7，l'if円 6き 1空.469 434 1.418 24;220 4，158 

168 1'2.0 19 713 91.848 11，175 i 21，344 21.e47 
4口

37 3805 71 i 739 I 11，105 99 1.34守 714 2，223 1，974 
今事士矧号均刑

122 4，940 川 41刊37506 217，104 40，155 11，120 8310 20730 
4 1 
令官百千円 守5 1.591 85 I 3.149 I 20，419 467 401 442 793 2，332 

*;1~Kg 7D56 川町Y62imm 113~∞h!1tjOD188001f 54A11 42 
が H千円i 26 I 13826 I 30，1 71 1 402j_ __l 726 j 564 i 9.2831 
?主 ノI、:奏漁業協司組合漁獲高統計による。
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サヨ 9 ポ ラ チ カ ア、ノコでF カスペ1サパ

1，725 5730 

3520 53 2564 12，280 

3805 2.931 130 6，653 640 

雪，910 17 20 370 2851 1，266 

424 5 4 10 92 53 

1.840 371 1β86 232 2tt06 
257 81 289 4 67 

2506 3.671 275 3604 1β40 

383 516 6 114 

'2:456 1，400 63 3241 475 

421 7 103 118 

3642 4.140 67 830 

~5J ・ 1355i 2 29 

カ ーー志/ヤコ ワカメ ノ 9 計

6$30 388 24825 764.983 

ー‘

3832 1;l93 117587 1.626舛1

8，169 3.680 88.472 85'2，111 

'2.118 1.070 240 40，300 477562 

515 158 14 号，4601 78.035 

'2，584 4.143 39 225 310，791 

471 752 1 1.800 61.276 

1，738 '1.2 84 486211 

主品7 59 ! 63589 
一
1.960 1590 481 44，1301 766，471 

38日 58 17.485 84947 

7825 宮902 44.930 56'2，287 

710 1.565 L 1，654 16，6241・110.626

コウナゴ フ グ
エゾ
メパノレ

11.994 20 

161，760 1~63 

22.920 

14.060 

281 

134 143 

4 17 

98.000 960 

5β80 ? 

1.5M 

'-ーー
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第 2 表

防ミ 1 2 

アプラメ 3.0 

ソ イ

ガ ヤ

カ νイ 131 

計 16.1 

隆之 1 2 

アプラメ 22.5 

ソ イ 5.6 

ガ ヤ

カレイ 116β 3.0 

計 144.7 3.0 

除ミ 2 

アプラメ 107 

ソ イ 1.0 

ガ ヤ

ヵ νイ 2402 

計 251.9 

lぷ¥ミ 2 

アプラメ

ソ イ

ガ ヤ

カ νイ

計

命ミ 2 

アプヲメ 17.6 83.1 

ソ イ

ガ ヤ

カ V イ 103β 138B 

5 

ヨ

498 

49β 

5 

6.9 

69 

5 

5 

50.6 

標本船による漁護状況

(昭和 42年〉

4 5 6 7 8 9 

6.7 39] 1守0.6 619] 413] 109D 

1.5 3077 204.1 1.4 08 

14.1 309 6.1 

6.7 41.2 512.4 8547 421.2 1098 

4 5 6 7 8 9 

6.1 29β 51.2 152.7 66.6 231.4 

3.0 1.0 233.9 238.3 129.7 671> 

15.6 42.4 

479 3.5 2.4 

59.0 30.0 3007 436.9 216.3 301.4 

4 5 6 7 8 9 

4.6 209 59.4 156.7 112.6 85.4 

4.9 375 130.5 26.5 1.9 

57A 50.8 1.8 

82.1 

91.8 20.9 154.3 340.0 141.1 873 

4 5 6 7 8 9 

4.0 973 411.3 5027 1171 

182.9 1422 75 2.4 

11.1 53.4 170 

4.0 291.3 6069 5272 119.5 

4 5 6 7 8 9 

万.3I 13.1 nι 875 102.1 1805 
1qt.6i5088 462.4 i 607 I 
4.0 4日.5i 18.0 

756 I 28円 t 79 

単位K@

10 11 12 計

5使1日 66B 9.2 1β46.4 

5155 

51.1 

82 21.3 

3962 66B 92 '2.434.3 

10 11 12 計

439.7 112.0 1435 1;2767 

4.3 75 69071 

56.0 

2232 

444.0 1195 143，5 '2.2 48.~ 

一
10 11 12 計

965 294 44.1 622.7 

13，5 42 2200 

110.0 
、
10.5 44.4 384.1 

一一一
110.0 44.1 885 1.336.6 

，0 11 12 計
18.8 1.151.2 

3350 

81.5 

188 1.567.7 

10 11 12 計

233.0 219.3 1476 1.2855 

2.6 3.5 1;229五

62.5 

35 I 1却 6301 

計 ~2~08J 221.91'2621362.41'3.，ド732iω1582.51249.11236.5 1234] 1'51;1 I 32邸
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第 5 表 漁彊調査表

区~I 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

漁 場

1. ~ }匁 K~ 均 K~ 

総
2. 

漁 3. 

獲 4. 

量
5. その他

計 K~ ~ E♀ K11 ~ 

% % % % % 

魚礁 2. 

附
近 3. 
で
の
漁 4. 

獲
比 5. その他
率

計 ~ K11 K11 ~ K与

その日の総
隻 隻 隻 隻 隻

操業隻数

魚礁附近での
隻 隻 隻 隻 隻

操業隻数

漁 法

乗組員数 人 人 人 人 人

魚探反応の有無
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第 4 表

魚一磯投入位置の底質粒度組成

ぷ丈 a 
72 2 - 1 1 --0:5 0.5-心25 025-口.12 0.12-0.0 6 0.067 

司馬

40 27.1 18.7 1 9.6 27.8 6.1 0.6 0.1 

42 39.3 18.5 21.8 19.3 0.9 0.1 0.1 

-278-



第 1 図 小湊における各魚種，貝毒書類の水揚高と金箱
昭和 42年唆
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有害 5 図

小湊における漁業別時湖別操業状況

昭和 42年
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第 6 図

年度別，漁呉別，魚種別，漁獲図表
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第 7図

延縄による年度 51IJ，月 51IJ，漁獲量
小湊
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ホツキ貝接続責効巣調査

調斎普及課長

臨時技術手

増殖諜技師

調査目的

太平洋砂浜地帯を高度にまIJ府するためには，従来から生息しているホツキ貝の養構が最も有望

視ぎれている。然し近年漁獲量が年々減少の傾向を示して来ているため，その対策として，組玄

外より稚貝を移殉1ノ資源を煽養するととが計図~れ，昭和 37 年より実施されているので移殖後

の稚員を再摘し成長，移劾の仔俺を明らかにするため行なった。

E 調査内容

1. 調奇場所-

2 調在期間

調査項目及び方法

イ.移補貝の再摘

ホツキ桁網(巾 93C沼，爪間関五 5 C1lも高~ 1 6叫曳網距離 67m，無動力曳)を健用

し，前年度移P有地点を中心に閣 1のように海岸線に斜めに曳糊した。

移楕地点は陪上よりハンドコンパス 2今により方位を測定して決めた。

三沢市阿川目及び淋代地先

昭和 42年 12月 16日~昭和 42年 12月 20臼

3. 

、
図曳市司桁図 1

四川!ヨ地先

p/ 
/'21 /111 

」ン)

F 

J N←十プ(7)

p 

(9) 

P 〉く::
定// /'11 

淋代地先

N寸 ←一一一日

F 
ロ. J;交長!主主リ託f

設長，重涯を測定し移碕時の数値と比較伶討したラ
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E 調査結果
昭和 4.2年五月に移殖した場所は図 2のように四川目と淋代地区であるが， 全場所における

再捕状伺は表1のとおりである。

関 2

ホツキ貝移殖及び再捕位電

N 

-nu 

--nU 

4
5
-
n
u
 
-、-nu 
-cu 

C万五

~~ 

11t温f五

5m 
1日m
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移殖月R

9.450伺

7.50口市F

品'.5m

42.3. 1 7 

9.450倒

7.500 m' 

6.4m 

終貝の一部2.100伺に

青色エナメルで摂識した。

移稽月日 42.3.17 



表 1

ホツキ貝その他の漁獲状況

( )内は移殖貝

調査線 ホツキ民サラ貝 コタマ民 パカ貝 ツメタ員 カVパγ 1 0 0 m2 水深

1 3個 14偶 2 側 1 2 相 之850伺 10.3伺
百l

四

5 1 6 5 4 1.1 40 25.4 

JlI 4 5 ι 950 4.8 

5 7 2 760 1 1. 1 

、.

目 6 5 3 1.330 8.0 

7 7 8 2 950 1 1. 1 

8 5 (41 50 8日 6.0 

2 。 1 3 2 。
淋 五 2 1 8 3.2 

d 3 8倒 4 5 30 60.5 6.2 

7 2 4 3.2 

代 8 。 3 。
? 5 2 2 4.8 

~考察
1. 成長について

開 5に示すとおり，移摘寺の平均殺長 6.4仰のものが?ケ月後の河捕時で 7.6cmとなり，

1.2 cmの伸びが見られた。

また，室長は図4のとおり 64.5 9から 120.2タとなっており，約2倍の重警精力nが貝ら

れた。
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放流只，再f合員及び向然発生貝の殺長分布

潟 5
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図 4
2日日

移列車貝及び再摘貝の殻長，重量分布

-移殖時(平均重量 64.5 g ) 

×再捕時(平均重量 120.2 g ) 

1'-

長y 
d 
fメダ
)( ~X 

XX)( X 

y.x 
X)( 

x x 
x耳 K

100 -x 
-耳
l( . 

lt::.)( • 
'・-a・9・
ztJ、-・ュ.
.. ;て
旬、(.'

・"・" . -
.・.

重

量

n
y

殻長側 3 4 5 6 7 8 ? 

Z 移殖稚貝の移動について

移殖貝は図1の曳網図によって見ると両調資点とも，務殖場所として決定した範明外から再

補きれたわけであるが，これはハシドコジパスによる位置決定の誤差とも考えられ，また水深

を見ても移郁寺と再捕時の業が 0.4....0.3珊だけしかないので干満の惰兄も考慮すると殆んと

移動していないものと考えてよいだろう。

3. 移動効果について

との漁場内における向然発生員は関 3， 5によってもわかるとおり，老令貝が多く，大部分

が9.......1日明で，平た敵長も 1O. 2 cmとなっている。このような漁場内に務員を移殖するとと

は資源の構成から見て必要なととであろう。

一般的に見て，守然の摺耗を考慮すると若令貝ほど{同体数が多い筈である坊主この漁場の場

合はその;尚の現象を示しているの

この点は資源を考える場合極めて根本的な問類で今後究明すべき点であろう。

4. 電電のf努力日ネについて

殻長に対ずる全重量は指数，溺数的に精加する。しかし問窓なのは!勾烹号そであって，老令貝

ほど殻の重最カ，~くを占めるようになる。

したがっ子て全F室長の償却1に比例して， f勾璽 i設も増~I日しているわけではないの

その状撲は問6によって示すとおりで，貝殻葉景の滑加率が大全く，内貫墳の増加率は図7に

示すとおりである。

とれは測宅した偶イ本数が少ないので凹凸が月立っているが， 1口調以tになると肉質増加来が
念、に減少する婿向が見られる。
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400 I司 5 声〈

向然発生良の殺長及び童書その分布
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¥ 

図 6

殻長に対する全重責と貝殻重電との比校

ー-293-司



4 
40 

30 

20 

10 

i苅 7

殻長 ι 

穀長に対する重量増加率

肉質増加率一一一一

金量増加率一一一一ー

¥ 

¥一/¥ ¥¥一一¥

」一一一一一一斗一一一
7 8 ? 10 11 cm 

ー・・';;94-ー



十和田湖資源対策事業〈顎境調査)

担当者調査普及課長長峰良典

技師斎藤重男

調査目的

十和田湖の湖沼学的な調査はT丹 4'年 1955年5月まち7)1#号に5同調査されたガナで，その後 10数年

間調査きれていないので，湖沼条件の変化についてその実熊今明らかにするために調査した。

E 調査内容
1. 場所 十和問湖・(第1図)

2. 期間 昭和 42年 8月 15日~全昭和 42年l'1 Jl?日
3. 調夜項目及び方法

水晶 PH，熔存醍素(m'l/.f)，愚)11支(m )，水色， NH ~-N門'I/e) ， 1"0 4-P (呼V.t)
塩素邑

イ. ;_kY，¥l .・…ナツぞシ繍但!採水探，および防FEW!繍イ世i水混計を使用し，水温は規定の方法に

より更生した己

表両採水，潤j尺はゴム室哲夫婦i':採水器を用い 1/.1日 C日盛の水沼計を使用した。

ロ 'pH，漆存機素l賓 観測終了後直ちに測定した。 P'Hはガラ・ス電概pHメーターを使

府し，また;容存機素はウイシクラ-1去によった。

ハ.透明度，水色一一 セツキー板及びフォーレ/レ;_k色計を使用した。

一. NH.'S-N及びPO4-D ...…トノレオーノレ， クロロホノレム等崇混合i疫を試7K5 0口間ぬこ対し

2 mf.宛添加しょく振って殺菌し，実験室に持ち帰って制定した。

NH3-Nばネスラ一決により， 10 O'4-Dはドニゼ，アトキシス決により各々発

色させ光tR比色三十により!と色したn

ホ. j複素旨号、 ーチオシアン機水銀による!土色伐内

へ.硬度 ーキレート滴定法によった。

臨調奇結果

f. 7.k潟(与~ 1珂，得 1表ヴ)， --4 ) 
℃ 

8月初捌の水視をfよると，湖内の各点とも実!湾 21.6 -.， 2五 6-， 5mT弓 21.95-22.78・℃

. 10m J詩13. 29 -.， 1 6: 1 8 .~ 25m層 6.4 2 -.， 7. 7 z''c; 5 0 m W雪4.4 0 -.， 4. 9 1 .C と各点で

若干の相違はあるが水平分布，害警直分布ともに非常に安定した様相を示している。調査点110

の最深部は 50mj)J.T 3 0阻まで余り変化がなく 75mで 4.0 2でと最侭を示している。それ

以深からや).J:昇しているのは前回の期間の望書にも弓られており， このi烹悶については荷々考

えられるところであるが，化学的成!需であるかどうかを見る七め?な素足と硬停を活1定'した。

塩素i苦，硬慢とも深腎正予多い傾向を示しているが，この程;芝で果して化学的fえ習を作るものか

どうか匂わlノい。

むしろ化全伐分の多い土色下水が湖!定にf演出しているのではないかと考えられ，そのための水

源上昇と見てよいだろう。 1・1月観測の際にも水科ばや h降視しているが同じ様な傾向が見!ら

れる。また水平分布を悶ても各議充去の!!¥iに樗均な変化が見られずき月とi巧機安定した傑杓を

示している。

ヲ』



2 水色および透明flt( 第 1 表の 1~4)~':
前向調俺の結果では8月-11月の問は 3.5叩 4であった寄らのカ>;今同は 8Hが 6-7，11
月は 5と大きく変っている。前向の調官!と比較して最も変ったのはこの点で，特に8月は水色
6-'"と昔の水脅〈透明の湖水のイ _)-i)'には稗遣いものを感じた。しかし 11月の調翌年では
水色5となりや』問復している。.
湾明暗は"*色と関係が深<8月には 5.5"'"7.0 mで従来の約半分以下であるが 1t月には
9.0 -10. 8.IDとや』有くなり，前開調杏e余り楚らない状態となっている。
透明fをはまたプラγ クト yの寄をと桝梼な関係があるといわれているが，湖水の混濁の原悶に
ついてF九平礼ばかりとは言えず，流入河川及各楕の土木工事による影響と考えられる。

三 海軍存酸素(第1司智 1表の 1- 4 ) 

務存酸素需をは水温，植物ブラシクトシの慢によって左右されるわけであるが今回の謡置では

2悶とも正常な債を示している。最深部でなお8月1日75勾v.e， 86. 4~， .11 13 1 D. 8 1 
n穆/.e， 87. 1 ~と一般の湖沼に比べ非常に句高い含有療を示している。また飽和度を見ると y

8月は何れも調斉点も 10-25 m層が渦飽和にi空しており，この層において同化作用が盛ん

に行なわれているものと思われる。 11月には水視の低下にともなって棲素最も多くなってい

るが. 8月のように過飽和の決態になっているととろは界当らない。

4. 栄養塩(第1間有害 T表の 1_4 ) 

日 4-N  1: 8月間測の擦は 10-55勾/.eと柑こ低かったが 11月には日 -19巧
とや』矯加しているの和室分布を見ると， 8月， .1.1月とも表曹にや弘多い傾向を示している

がそれ穫はっきりしているとはいえない。また水平分布は 1D1，102，105が他の調査点よ

り若手多いごとは 2回の調奇に共帽した現象で，特に什月にほ顕著に現われてやる。と礼は

鍍'[1Jf!，大III岱HI，錆山lJl，神可HIなどにより降上から署ぽ九たものと考えられる。

P 0 4-Pは8月， 1 1月ともに非常に少く，また季節による変動もNH4---Nのよ号に甚

だし〈たい今煮た流入河川水に含まれる常民湖水のそれよりも多くなっているウらこれも烹た

季節に主る変動は見られない。

5. 堤素堤{帯 1表の 1-4，第5図〉

f毎素F警は 8月にl;t7. 4 - 9.3吻/乙 1 1月には 7.1..... 8.8勾/.eとなっており， 8月に比

ぺ 11月はや::..':姉、，いづ九も残曹がわず制こ多い傾向ポ見ら九る。湖水の塩素Zまはどの地点

をとって見ても 7噂 /.e以tであるのに，湖に流入する 111ゃ沢水は殆んどが2-3略〆r色ちる，
第五岡は 11月間淘IJの民青梅水円から休属置を経て宥ノ沢に至る問の沢水について塩素壌を

号たものである。これらの沢水は何れも1.8 -4.0呼/.eで，子の円主り北部と庵の沢の北部

に3.7-4.0吻/.eと高いところが見られたほ糾ま1.8-3.411Vj/.eと湖水よりはる削こ低い

埼素専で為っか。縄の沢から青調理に至る"1中の調査を行っていないのでとの間に高権分の沢水
が掠入している可能性がある吟これまでの調養結果から考えて見ると，.湖iこ流入する水の縫

素碍が納5格になるだけの場介吟どこから入ってくるのか興味が持たれる点、である。

6. 割受(笥 1実の 1- 4 ) 

流入河川の濁度は 8 月には大川岱~ 4iTJ!i/.eとやh濁りの多い状態でそれについで鍍111;鋭

" 1，神明川等が多少濁っている穂喧であるの 1 1月には積雪が始まづていたためどの111も清澄

マあった「ただし竜の沢では道路工事のため相当濁りが甚だしかった。しかし水賓が少いため

湖に入ってからは帽 1- 10町長"tt50m位湖岸に沿って濁っている程度であった。

7. 鋳111と奇襲111の排水について(第1表の 2， 4) 

銅山鉱l[jからは坑内排水と思われる稜性の噴い水が^り，そのため河床は酸化鉄の沈着によ

って赤禍色に汚染している。 PHは 3.40_. 3. '7 5で筑銅を多〈含んでおり，鉄ば-1，5日O'

-1，70 0'llVj/ fと致死壌を者豊かに越えるものである内湖内のPHから見てそれ樗ー広い範囲に
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影響を及ぽしているとは考え!ち礼次い。

また銀illからや h多景の態iの'fJff入が.Iiiられる。これは河床に捨てられている古い熔浮が風化

して溶けでるもので，渡!をもそれ理高〈ないため湖に与える影響は無視してよいだろう。

班考察

1. 水源 ・湖内の各点とも日.....50 mまでは水平，素直分布ともに安定し以下 300mま

であまり変化は見られないが問題は調査点 11 0の水深 75mで4.02でと最低を示

している1京悶は化学h¥i.分の多い封l!下水が湖底に湾出しているためと考えられそのため

の水温上昇であろうり

2. 水色ー 今回の粛をでは 8月は 6-7であったものカ， 1 1月に 5となりや』回復してい

るが前回の調査に比べて回復がおくれている。

3. 透明度…一一 8月は従来の半分以下であったが 11月や h高<，前回調斉と巧まり変ら冷い

湖水の混濁の!京悶は流入河川および各種の土木工事による影響と考えられる。

4. 熔存破棄正常な績を示しており，最深部では非常に高い含有債を示している。 8尽で

はいづれの調寄点も 10-25m層が過鈎和で，とれば同化作用が号事んに行なわれて

いるものと思われる。 11舟は 8月のように過飽和になっていない。

5. NH3-N ". ..... 8月は低かった治主 1 1月に高〈現われている。とれは，鍍!lIJIIヰその他の111

により開上から運ばれたものと考えられるp

6. PO 4ーp "" 8月， 1 1月ともに少〈季節による安動は見られない。

7. j喰素摂司.'湖内の潟素警は 7.1..... 9. 3勾/.tでJ恋人河川I(育機~竜ノ沢)や，沢水の塩素
母ば 1.8 --4. 0 7Il<I/ .eであるので，これらの約 5併になるだけの塩分がどこから入っ
てくるのか興味ある点である。

8 濁 建一・ーふ指先入河川の濁!支H湖水にとって手れほど影響のないものと恩われる。

9. 鉛111と銀111の排水について

銀111鉱山の排水は湖内のPHからみて午てれほど広い範開に影響を及ぼしているとは考

えこられたい。
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第 1表の 1 十 革日 回 湖 7l< 質 分 祈 表

( 8月 15日-16日)

~k 洞li後素麿 飽和度 P H [004 -p 硬度 透明度 水色 天候 気温 日 時
。C 呼/.e 自勾グ

m<l/ .e 1n'J/ .e m 。C

22. 6 8.29 98.4 8.日2 7.5 0.5 3 O.日 5.5 7 R 
8. 1 5 
1 1.30 

22. 34 8.25 9 7.1 7.98 8. 2 2.0 

13. :;' 9 1 0.62 104.6 7.98 8.3 0.5 

22.9 7.9 1 7.3 2.0 30.0 6.0 ι R 

:2 2. 30 8.26 9 7.2 7.82 8.1 1.5 

1 4. 1 8 ↑0.7 1 1 0 7.1 7.98 8.4 2.0 

6.42 7.98 8.4 50 0.5 

23. 6 守口 4 1 08.ヲ 8.00 7.5 35 0.5 3 1.8 7.0 ι 。 26.6 
8. 1 5 

1 2.50 
21. 95 8.23 ?ι.4 7.93 月.3 20 1.5 

1 4. 1 0 1 0.87 1日9.1 8日日 8.5 2 Q 1.0 

6. 74 1 2.0 7 1 01.8 7.81 8.5 55 0.5 

4. 9 1 1 4日8 1 1 3.4 7.78 8.5 2 0 1.0 

4. 1 8 1 1.65 92.1 7.73 8.6 30 1.5 

22. 5 8.20 守色.守 7‘7.0 7.4 40 1.5 31.2 6.0 6 。 丹. 1 6 

1 2.0[1 
22. 1 2 8.32 97.7 7.36 7.6 30 2.5 30.8 

1 4. 09 1 08.7 7.51 7.5 25 3.0 31.0 

7. 01 1 2.23 1 04.1 7.46 8. 0 1 5 3.0 29.6 

4. 40 1 2.54 99.8 7.38 8.0 20 8.0 5主口

4. 02 1 2.45 98.1 7.27 7.9 1 0 3.5 31.6 

4. 1 5 1 2.05 94.9 7.33 8.1 1 0 4‘。 33.2 

4..45 1 1.33 90.4 7.25 9.3 1 5 4.5 33.4 

4.86 1 0.8.3 87.4 7.1 0 ?口 1 0 6.0 37.8 

4. 75 1 0目75 86.4 7.1 8 9.2 1 5 5.5 38.4 

22. 9 8.24 98.1 7.82 7.5 1 5 2口 30.2 ι B 
8. 1 5 

1ι20 
22. 0日 8.38 98.4 7.73 8.1 2日 4.0 

14. 24 1 0.9 2 1 1 0.1 7.99 8.3 7.0 

7. 72 1 1.74 101.8 
80:i 

8.3 1 0 2.5 

4.45 97.2 7.7 8.4 3 0 2.5 

4. 06 1 1.92 94.2 7.8 8.4 2 5 3.0 



表析分質水湖国和+ 第1表の2

( 8月 15日-16日)

測(水籾点
ワイヤー 水 f段 酸m~ノ去E最 飽和qs!変 P H 塩時/素壊ε NH4・・N PO 4噛 p 硬時/Ef安 透明度 水色 天候 気 7~ 日 時|
の尽き "c 喝Vf WJ/f m ℃ 

iμ m 
1 1 8 口 22.6 8.1 3 96.4 7.91 7.5 20 1.0 29.8 6.0 6 R 

日9.50(19) 5 i 22.1 7 8.29 97.5 8.1 0 7.5 1 0 。
1口 14.05 1 0.73 1 08.0 8.02 7.5 20 0.5 

1 1 9 。 21.6 8.1 8 95.3 7.89 7.5 10 1.0 30.2 5.9 6 R 21.4 
1 0.30 

( 70) 5 22.70 8.18 97.0 7.92 7.5 1 0 日

10 1 3.47 1 0.9 1 1日8.2 7.97 7.7 15 0.5 

25 6.69 12.27 103.5 7.91 8.0 1 0 。
50 4.48 1 2.22 97.5 7.87 a日 30 1.5 

R 

1 27 口 22.88 8.1 9 97.2 7.63 7.7 25 4.0 31.4 6.7 6 。 25.1 
8. 15 
1 7.4日

( 66) 5 22.78 8.27 98.4 7.42 ・ 8.1 1 0 4.5 

1 0 1 6.1 8 1 0.4 5 1 09.8 7.98 8.0 1 5 4.5 

25 6.96 1 2.0 0 1 02.1 7.91 8.1 30 2.0 

三~ 4.49 1 2. 2'4 97.7 7.08 8.3 20 4.0 

f
t

凶ロロ

l
i

LAJ 水源 P H!濁庵 権索電 NH4-N P04-P 流 篭ーc
1竜ノ首と16:1 1 7.1 7.52 4 3.0 1日日 25 2 側

" 必 2 1 7.2 7.1 0 3.0 85 20 ヨ 11 

銀 111 1 6.5 7.22 6 1.9 1 00 22 0.7トシ

大川 t& 1 4.7 7.98 1'4 2.5 200 63 0.7 11 

~1 111 14.8 3.75 6 2.3 140 。0.4 11 
和;枠内 15.3 7.28 。 1.9 50 ? 0.5 仰

神間 111 1 6.3 7.7 0 5 2.8 70 34 0.3トシ…1γ5  5 2.7 40 22 0，6 11 

子脅燃Fノ水旦門Li 25.8 7.50 。 7.5 1口 4 

24.日 7.59 。 7，6 10 4 
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第1表の 3

崎明，......

ワイヤー
の~主
1 m 
1 01 日
(25 ) g 

1 '0 

25 

。

(35) 5 ! 
1 0 

25 

1 05 。

( 90) 5 

1口

25 

50 

75 

1 06 。
(101 ) 5 

1 0 

50 

75 

11 0 。
(321) 5 

1日

'. 2.5 

50 

75 

1 00 

1 50 

200 

水 調l
℃ 

1日.目。

9.84 

9.52 

1日.4

1 0.1 0 

9.94 

9.1 5 

1 0.4 

1口.23

10.05 

8.94 

5.49 

4.82 

10.2 

1 0.1 4 

9.93 

8.97 -

544 

5.口、日

1 0.8 

10.45 

1 0目24

4，82 

5.4 8 

5.1 5 

4.92 

4.68 

4.98 

i 十 和

酸素摩 飽和度 P H 
得/ε % 

1 0.69 99.0 8.1 9 

1 0.80 98.9 8.20 

1日.75 97.9 日目20 

10.81 97.7 8.25 

10.88 99.8 8.28 

1 0.77 98.4 8.28 

11.27 100.9 8.2.0 

1 0.78 99.6 8.18 

1 0.77 99.1 8.20 

1 0.78 98.9 8.22 

10.99 98.0 8.20 

1 1.84 96.9 8.20 

1 1.70 94.1 8.19 

10.81 99.4 8.1 9 

1 0.75 守R.6 8.1 8 

1 0.8.1 98.7 8.18 

1 1.02 .98.5 8.12 

11.9 1 95.4 8.06 

11.88 96.0 8.01 

1 .0.65 99.3 8.08 

1 0.80 99.9 8:1 0 

1 0.77 99.2 8.1 0 

11.87 95.4 8.1 4 

1 1. B 2 96.7 8.12 

11.8 1 95.8 8.07 

11.79 95.0 7.99 

1 1.34 90.9 7.88 

1 0.95 88，5 7.67 

国 ー湖 本 質 分 析 表

( 1 1月7日--8日〉

塩素最 NH4-N PO 4目 p 透明l変 水色 天候 気温 日 時|
可/ε mfj/.e 噂/.e m ℃ 

1 1. 7 7.1 60 4 .1 0.3 。 1 3.5 
12.40 

7.2 45 5 

60 6 

7.4 55 5 9.0 1 4.6 
1 1. 7 
1 3.12 

7.1 1 1 0 5 

7.4 70 5 

ス4 1 30 5 

7.4 1 90 4 1 0.1 。 1 4.9 
1 1. 7 
14.03 

7.3 1 15 5 

7.3 55 5 

7.3 1 00 、き

~. 7 55. 4 

7.8 1 1 5 7 

7.9 守口 5 1 O~O 。 12.8 
1 1. 7 
14.52 

8.0 180 5 

8.0 1 0 0 4 

7.2 4日 6 

8.0 50 4 

8.1 50 ? 

7.1 20 7 1日.8 5 σ 14.8 1 1. 8 
1 2.口口

7.0 。 5 

7.1 20 5 

7.2 1 5 4 

7.7 2 0 4 

7.6 5 4 

7.7 。 7 

8，2 。 5 

8.6 5 7、



( 1 1月7日-88)

視(lj水深点) 
ワイヤー 水祖

椴明素白Vf母 飽和%再zP H 海素晴 NH4-N P04-P 透明度 水色 天候 気潤 fl 時
の長さ ℃ nv;/f rnr;/.e m喝/旦 m ℃ 

m 50E0 1 4.93 1 0.81 87.1 7.51 8.8 。 ι 1 2.1 

1 14 。 1 0.2 10.82 99.5 8.1 8 7.3 30 7 1 0.0 5 。 1 2.1 
1 1. 7 
15.40 

(87) 5 1 0.1 0 10.84 99.4 8.30 7.5 35 5 

1 0 1 0.08 1 0.711 98.4 &，0 3 0 7.5 65 4 

25 9.86 1 0.90 99.3 8.29 7.4 25 

50 5.48 1 1. 9 7 98.0 8.30 7.7 40 5 

75 ち08 1 1.7 1 94.9 8.33 8.1 35 5 

1 1 8 。 10.7 1 0.68 99.3 8.00 7.3 2 0 7 9.8 5 。 1 4.4 

(17) 5 1 0.3 1 8.03 7.3 1 5 5 

1 0 9.95 10.75 98.2 8.04 7.3 15 7 

1 1 9 1 0.4 1 0.68 9.8.7 7.90 7.5 3 0 5 9.9 5 。 13.7 

( 67) 10.2.3 10.74 98.8 7.98 7.4 25 6 

1日.09 1 0.8日 99.1 .B.O 0 7.4 25 5 

25 9.87 1 0.68 97.5 8.02 7.3 20 ι 

..・ 50 5.1 4 1 1.74 ヲ5.1 8.03 7.8 1 5 色

126 。 1 0.4 1 0.6 7 98.6 7.62 8.1 40 1 2 1 0.(1 5 。 1 4.1 

( 70) 5 1 0電02 1 0.80 98.9 7:80 7.5 25 5 

1 0 1日.06 1 0.84 99.4 7.84 7目5 20 3 

25 5.52 10.82 88，5 7.88 7:7 30 4 

50 5.46 1 1.81 96.6 7.87 8.0 35 7 11. 9 

局ノ ;r~ 1 3.1 3目7 1.8 

H 2 4.4 1 2.21 97.4 7.60 3.0 50 1 6 -0.1 

寺興 1 I1 3.4 12.41 96.2 7.88 2目4 320 32 1.4 

大川岱! 3.4 1 2.64 97:8 7.87 2.3 1 25 37 0.9 

鈴 111 5.3 1 1. 74 95.7 3.40 2.0 225 2 1.4 

和井内 1，.7 1 1. 5 1 97.2 7.宇'.8 2. .3 80 4 7 1.9 

神田川| 3.3 12.49 96.5 7.官。 3.0 235 44 2.7 

字煉:'f!!!1I 4.6 1 2.1 4 97.0 7.90 2.7 225 32 0.7 

育撫水叶 1 1.日5 1 00.0 7.95 品.6 25 4 3.8 9.6 一...

子ノ口 9.5 1 0.84 吋 1I 7.85-一一上I . 7.4 40 5 2.7 

s 
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水質汚濁監視事業定時調査(奥入瀬川I) 

調査目的

担当者調杏普及課長

場嘆彦根D按師

長路良典

脊山市員夫

奥入瀬川i剖ナるサケの糊上及び勝但点勝旬、の陪海iこ支障のない水質を維持するための対雫を検討

する資料を得るため実検した.

E 調査内容
1. 場所

前回と同様奥入瀦11!)ll口から 25 Km上流の御幸橋主で 5 陶毎に 4 点を設~した(!習 1 ) 

2. 期間

サケ4棚上の痛んな侍甥に貫 t去を置きt，昭和 42年?月から 12月全で 4同調査した。

3. 調査項目及び方法

1. 7jく質調李

水禍，電導昆電イ立. P H. 殿素邑 C ODなどを測定した。方法は前何と同様でホる。

2. 生物調査

各調奇点につきサ四パ司ネット1こより，底棲生物の種想及び数を測定した。

自調査結果

水質調査は 9月14日. 1 0月6日， 1 1月 23臼， 1 2月27日の 4回実地しむその結果

は表 1のとおりで，水質は緩めて良好な状態であったh 叉坐物調査は 10月 68実埼した，その

結果ば表 2のとおりであるa

W考察
全般的に見てとの川の水質ば，上流から 25Km地点主では人為的に汚染される機会が少し そ

れにJJl岸から入る姉下水の流入も多いため非常にきれいtr.水質を保っている。それが2 0 K.T11地点

より下櫛こなると. 111慢の処々に駿介の捨て穆があり，美智を椙弓とともに，水管にも唆;る程陵

の影響を与えている@このととはC0 D値に環われており，時こ111口において高〈なっているの

はこの附近が感潮竣になっているため，流れの停滞とそれに伴弓・有機的の分解が起会ているた

めと思われる。しかし， σoD;o， 2 P P m以下でほ間顎ばない@

サケ， マヌを対象とした水質基準では. 3 P 1" m j)J下となっているので，出来るならばとの111

の水質ち C 0 Dについて現存の 2PPm以上に高〈ならないような待費を破るぺぎ時期に、来

ているものと考えられるa

このことは，初回の調賓の際にも指摘したところであり， 111をされいにするため巳鮒近住民

の協力を期待するものである。その他PH，震巻1宅電位，議嘉子署とも全く異常がない.底簿生

-3日5-



物調査の結果でl込川口と 5Km地点が祷患談。となっていたa これは海水の逆流によって続分が

増加すること，及びそれによって起る泥の沈降によるものと考えられる.また 5Km地点において

は河沫が骨でしかも勾邸滑なため常に底別講動弘担普坐物の付替を困難ピしているためと

考えられる@

以上のよ弓にとの川の水質は，下流部におけるコイほ勿論アユ，チケ， マスの繍上のためにも

何ら支障はなく，文汚染源となると工場も流域内には見当らないので， 水質保全のため残されて

いる問静ま，付近住民の捨てる警介を防止するととだけであろう。
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奥入瀬川水質調査表

9弓14日

気温 7j(j短 PH 電導度 電位j酸素聖飽和度 天候 時刻 。OD
c c v iIEFE % mfl/e 

111 口 1830 1590 ι7も 14POO 01 8 i 885 宇2.4 。 8:00 10j 
'--戸

5 Km (下回橋) 179 156 6.90 11，500 0.18 8A1 87.3 。 8:20 1.1 5 
トー

1 0 Km(神明橋) 170 15.6 700 11.日日 018 8.83 91.6 R 8・40 1.09 
一
1 5 Km(睦 橋) 18.3 15.9 7DO 1 0日日日 日:14 889 守口 C 9: 00 087 

2 0 Km(共栄樗) 20:1 157 7:1 0 1∞00 日14 ヲ34 守7.0 。 9 :20 0.34 

2 5 Km(御幸橋) 209 14.8 7.10 12.500 0.151 8 932 95.0 。 9: 5 0 0.4 5 

1 0弓6日

111 口 729 4.1駐日日 0.18 8.99 97.4 B 11:4σ 1.54 

5 K.1Jl 192 14.1 7.35 10.000 0.16 951 95.6 
トー

B 12:羽 0.81 

1 0 Km 177 14.3 733 1∞口。 0.18 守77 97.6 B :13:10 073 

1 5 Km 18.9 1 55 7.26 850口 0.2日 926 95β 。 1主45 もιq

一2 0 Km 19口 15.5 728 9.00口 027 928 守6.1 B 14: 15 Oil2 

2 5 i匂 193 1152 728 13.000 028 i 守29 95.6 B 14:45 0.38 1 

1 1司23日

111 口 2.7 4.1 I 72 5000 0.18111U 守:1日

5 h 2.4 4.9 7.0 1 dJ 00 0.18 11. 82 95:1 S 9: 30 063 

1 0 Km 1β 5.2 70 1400口 0.18 11.93 969 。9: 55 0.46 
1 5 Km 2.2 5.3 70 16POO 0.22 11.58 94.3 s 10: 20 0.41 
2 0 h 2.5 5.2 70 10000 02 4 : 11.80 958 S 10: 40 0.37 

2 5 め百 3.4 5.5 70 18.000 022 i 11.57 94.6 。11: 05 0.40 
1 2司27日

111 口 28 2.2 7.0 2∞日日 ~I 12.44 932 1 c 9: 15 2:1 0 

5 正盟内 4.1 3.6 7.0 20POO 0.16 ! 1226 95.4 。 9: 45 1.28 

1 0 む? 4.7 41 7D 22000 0:1 8 i 12.36 977 。 1 0: 1 0 086 

1. 5 Km 5.1 4.7 ι9 22.1∞口 020 12.04 96.f> 。 10: 45 0.59 

2 0 Km 4.2 52 刃 2∞口0 0.20 11.80 守5.9 。 11: 05 0.40 

2 5 Km 5.9 4.6 7.0 22.口口口 953 。 i12: 00 0.43 
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水資汚濁鶴居事業定時調査報告書
‘、

.:;~. ~ J、
". 

(岩 太 111 ) 

担当者 調宅建普及課長 民 絡 良 4亀
拷 師 斉 藤 望雪 男

増殖課技師 脅 山 積 事ミ

調査目的

昨年度実権した岩太川絡会期苓の綜果にもとづきE昨年に引きE続いて鉱山排水ならびに廃棲宅物

の実態を杷慢し 将来おとな号ぺき対策の資料を得るため対となった.

E 調査内容
1.場 所 尾富鉱山 k流より弘前市に護る間

(謂奇売の位置は閑 1に示す)

之期 間 昭和 42年4月~昭和 43年五月

五 調査項目及び方法

水港椿存模索雪， PR，電導昆鉄鋼を調I陸した.

方法は→聖水管手干析法に依った.

E 調査結果

1. 水質調査

5J1から 1.2月さでの聞に 4向調饗したが(表1; 2)7，E}は鉱山から 6Km下流の調査点

?において1時間毎に 24時間の連続探水を行川鉱山排水による汚染状況を調資した(表3) o 

Z 生物調奇

1 0月30-3 1日に底壊昆虫の調奄を行った{表4)0 

イ 岩木111の水質

岩木川の水質の特徴をあげると， 上栂こおいては，尾太鉱山から排出される汚抑こより，

鋼イオyの培加が目立ち叉美山湖の透明度が75-8 0伺とやや低いことの 2)設でホる.

ロ湯ノ沢JIIの水脅

湯ノ沢川本来の水明士，調脊点1 1の測定結果によってもわかるとおり非常によし それ

が鉱山排水の鼓舞を受け，調守安点宇において鏡白含有竜が84-310司タ/fと帯ハ海慢

を示していた。

7尽8_9自の喧続測をでは 92-1484 9/eの!切に杭つぞ杭殆んどが 100""'"g/ 
E前後で汚水の排出状視に海端な変動はないようである。しかしとの吠慢では湾ノ沢川には
生物の穆息ほ期待出来ない13 "原容点目が時によって低b、明言与を示しているのは，漏水時には

湖の水面が高くなるた品場ノ~川の流れ坑湖の底â-伝って考入するからである。湯ノ沢

111の水穏は桔永期~若手の閉ま湖水より高いtJもそれ以外の期間1，'ま湖水より低いから，あまり

拡散せずに度を流矛L，発電所から排出される傾向が5il.られる。

調斉点6の鋼需そが湖水より多いのは以上のFJ1由によるものである.その他PH. 酸素晶電
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滋A!など何れも庄市でJF，っと。
ハ美d.l糊の水質

美山湖にほ，浮きノ尺Jl Iのほかに犬宍111， 太 }I~ 暗門川が流入しており， その中でも犬山

賎門/11の水管が多い。これら流入河川の銅器は，大沢1116s9/ e暗門1114ρ9/ι 大111
8 9/eで，替i慢の河Iflと大業がない。 fをがって美山湖の湖水に含まれる銅は，殆んどが
鉱山排水によるものである。このほヵ、湖水が淘っていることは前年度の禄査で指摘され，

との原因について若者々調ぺて司たが結論会得る段階こ至っていない。調獲の経果会要約する

と，湖水をミリポアフィル・ターで遭遇した携合，やや緑がかった黄土色の杭澱を捕集でき，

顕微鋳で狩るむプランクト y らしいものが見当らず不常形の対子だけが貝られた。

55i11こ後綬Ai5 Aで遭遇し，沈滞を盛紙の主'f湿式灰化すると無色の熔演となり碍艇と尽われ

る白色の微細な沈増設が見られた。この溶竣に叫、て銅の反応を試みた結果でば，やや脅し、呈

色があった。模作の失敗のため定雪量出来なかったが，次回こは，はっきりさせたい。

W考察
銅の含有電と底辱f:d虫の数から見て魚が汚染の影響をそけていると思われる範囲は，務ノ沢111

だけと見てよい。しかし謂斉点 6の発電所排水からほ，時によってき日井9/e以上の水が出て

れ?とれは魚が棒息出来る限界に晶、景である。調資点?と 6文は 5の備会比較すると;~

布となっており，如何なる場合でも網棚枕 3oT-fl/e以下におさえるためには， t時
点?で?白A<9/ e以下でなければならない。
丸場ノ尺111に魚が穆めるよ弓に己主著するた湖こは，鉱山下で常時 30-35T-9/e月下でな
ければならない@しかし調査点 10の測定結果では 200-700AfI/eであるから許容賓の
7 __ 20 f抑銅を排出しているととになり，排水処理については今後一層検化すぺ去ものと考え

らまLる。
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i演11点

2 

表 1 岩木川水管鶏奇表(1)

5耳18日

水施 酸素号|飽和度
。。
官渇Vf q馬

1 4.8 1 0.06 98.7 

1 6.8 1 1. 3 5 1 1 6.0 

2' 1 6.8 1 2.51 1 27.9 

5 1 7.6 1.0.60 1 1 0.1 

4 14.6 1 0.50 1 02.5 

5 12.7 1 0.99 1 03.0 

6 1 0.0 1 0.92 96.0 

7 1 5.3 1 0.25 1 0 1. 6 

8 15.8 1 0.4 1 1 04.2 

? 1 0.1 10.90 1 0 O. 0 

1 0 11.4i10.40 94.8 

1 1 1 0.1 10.65 

-.→ 

9.03 1 00.1 

2 21.4 9.7 8 1 09.5 
ー ←一一ー一

2' 20.4 i 9.4 1 I 1 03.6 

5 20目5 9.1 5 1 00.8 

4 21.3 8.88 9守.3

5 21.7 9.47 98.0 

6 21.8 9.06 89.6 

7 1 9.8 8.88 96.4 

8 1 8.3 8.77 92.5 

? 16.6 9.27 94.2 

1 0 1 5.2 ヲ59 94.8 

1 1 1 3.9 9.60 92.4 

PH  電導度 制度)切断iT潟 時刻

u 国 『コ
6.41 6 iX1 02 8 1 I B I 1 6.0 1 1. 0日

6.86 7φ<102 6 B 18.0 1 1. 3口

一一7.30、 6⑫<102 ι B 1 7.0 1 1. 4 0 

7.35 I 8広 102 1 2 B 1 6.8 1 2.1 0 

7.68 1広 104! 20 B 1 8.0 1 3.40 

7.62 1.③<104 26 B 1 9.0 1 4.20 

7.58 2司。<104 3 2 C 1 6.6 1 4.4 0 

7.65 1.⑤<104 0.80 22 。 1 5.2 1 5.00 
7.7 0 lBX104 20 C 1 5.4 1 5.30 

7.64 1.4X1 04 3 10 。 1 6.0 1 5.50 
--.!ーー

6.94 7⑤<102 b守也 。 1 6.6 1 6.1 0 
2.わ<104 ι 。 1 6‘6 1 6.30 I 

7.25 90Xl02 1 2 ;|;2i!2J 6.98 90X1 02 1 4 
十一一一一一「ぷ;hf 一一ト一一←
6.91 10 B 22.2 1 1.30 I 
7.01 95X1口2 1 6 B 23.日 1 1.5 5 

7.1 6 ?砂<102 五ι B 

22.止と7.t 0 12><1 04 36 B 

7.09 1.沙<104 2ι B 

1計三π7.4 1 10><104 。‘75 22 B 

6.68 1.砂<104 40 7.8 
1 5.30 

ι.も五 1 6.00 

間十三iD4i ! B I 21.8 1 6.1 5 
ι 1 6.30 
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表 2 岩木1J17.lく苛謂奇表(2)

1 0月 30日

41 酸素量 調和度 i
pH  常導度 電位 事関，~/宮 鉄略4天候 気潟 時刻

主且脅/を qる
1.2>く100 4 

X10 QIIlV .().9/e mあ/e
1 1. 0 9 1 03.0 7.29 1.8 8 B 1 6. 5 10-30 

10 30 

2 1 2.5 11.42 1 1 0.8 7.1 8 1.4X10 4 3.7 1 0 B 1 6.2 
1仔-31

13. 30 

一一
2' 1 2る 宇.67 94.0 7.08 1.2><1日4 3.0 8 B 1 5. 9 

10-31 
13. 45 

5 12.圃 1 0.60 1 01.6 7.24 1.心<104 3.4 1 4 B 1 6.5 
1仔-31

12.20 

4 11. 4 1 0.73 1 01.8 7.28 1.5'<104 3.6 26 B 1 4. 9 
10-31 

1 0.40 
トー

5 10.8 7.30 1.5><104 3.0 24 B 1 4. 8 
10-31 I 

Jト1Ti6 10.9 1 0.8 7 101.4 7.42 13><1日4 2.9 5日 B 1 2. 8 

7 10.9 1 0.5 7 98.7 7.23 1.2X1 04 3.7 22 。1 2.5 10-30 
16.10 

8 1 0.8 10:65 99.3 7.27 1. 2><1 0 4 3.9 24 。1 2. 8 10-30 
15.50 

? 9.6 1 1. 4 1 1 03.3 7.25 1.3X1 0 4 五4 96 σ 1 2. 8 10-3日
15. 3日

" 

1 0 9.2 1 1.22 1 00.8 7.1 9 14><1 04 3. 4 340 。12. 5 1φ-30 
ヮー寸 8;6 1 1. 3 1 I 1 0 O. 1 7.36 3.CT<104 2.4.ー 6 o I 1 3， 2 

ト時二
14. 10 

1 2月t1臼

5 1.9 1 4.1 0 1 04.9 6.8日 1，4><104 8 0.1 6 s I -0.6 1 0.50 
4 3.2 1 3.63 1日5.1 7.08 1.4X104 2.8 7 0.1 9 。-0.6 1 5.30 
5 3. 9 1.争ぐ104 2.8 0.23 。-O. 4 1 5.1 0 
6 3.2 1.9><1 04 2. 9 1 3! 0.24 。j- 0.3 1 4.3 0 

トーーー ー一

7 4.6 1らく104 2.9 1 3 0.23 。 O. 1 1 4.0口

一
8 3.6 10.651 82.9 I 7.0日 1.9><104 2.7 5 1 1 0.1 81 。 。。 1 3.40 

? !;日| 0.0 1 3.2 5 

1 0 011257!98.8 I 6. 54! 95X1 0 2 I 2. 35 I 2 8 8|5叶。 。。 13. 1 5 

1 1 O. 0 1 3.0口
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表 5 銅含有雪量の日変化(調奇点9) 

月
時

7. 8 

日
刻

16: 00. 

1 7: 0 0 

1 8: 口口

1 9 : 00 

20: 00 

2 1: 00 

22: 00 

23:口0

24: 00 

7. 9 
1 .口口

2: 00 

3: 00 

も4:日。

5 : 0 0 

6 :口口

7" 口口

8 :日 O

9 : 0 0 

水 務2

3r、
1 6.6 

16.0 

気 混 Ip 
。門

22.6 -

22.0 

H 

6.63 

6.89 

6.93 

:;日三176.96 
14‘5 1 6.5 7.20 

1 4.2 1 6.5 7.19 

14.0 1 6.1 7.1 7 

13.8 

1 3.5 

13.4 

1五2 12.8 λ13 

1 2.8 9.8 7.1 2 

1 2.8 1 0.3 7.1 0 

12.9 10.1 7.15 

13.0 12.5 7.15 

1 3.7 16.2 7.1 5 

14.4 20.9 7.12 

銅 !備 考

一一」

9!l{f 

96 

104 

1ι巨きめる
96 

9 2 

92 

1 04 

1 1 2 

1 1 2 

1 0 8 

1 04 

108 

1 08 

一一ー一一「

戸己1J-lT十¥
1 0丹

1 n弓
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岩木川水生(底 t努)~虫

1 

A
怜羽衣

。
n 麹

|ト一一一一一寸-----，~ーーヤー

その他

双

。。。• 0 

42. 10.31 42. 10. 3日42.10.30 日 142.10. 30 月年1
印

品

仏

1
1 0.30 

トー一一一一一

1 0.6 

1 3.45 

2 12.6 12.5 1 2.0 1 1. 4 1 0.8 

0.9.40 1 5.1 5 

9.6 

1 4.4 5 

1 7 3 7 36 23 37 35 

06 0.8 1.0 1
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水質汚街防止対東委託調査(蝉}ll)

調査普及課長 長峰良典

技 師斎隊重男

I 調査白的
本調査は杯i}llにおける鉱山排水に帰出する水質市者の現状を花揮し，河川生産を回復させる

ために，鉱は排水をどのように死降すべきかを検討する資料を得るため行った。

II är~j 盆門谷

1. 調査場所

2. 調査期間

5 調査項白及び方法

イ 水負詞査

全IZJliの上流より河口に至る本支流

昭和42年?月--43年5月

坪川及び支誌に 18の調査点を設けPH.電導度，酸化還元電位.D 0 .鉄，鈎を一般

水質分析t去に準じて行つむ

ロ流量

県南土地改良事務所の既存資本ij-lこょった。

--51 7-
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盟議室主結呆

1) 河川の水質

土手)1体来の水質は謝王子点 1， (表2- 1 )の分折値によってもわかるとおり，極めて郎子

で，しかもこの川は小川原糊に続いているため，季節による湧止，降下により漁獲量も非常

に多かったが上北鉱山の開設による水質が一変し，無生物河川となってしまった。

鉱山の規模は戦時中，神属鉱山といわれた程縦〉産出が多く，画策に応じ，鉾水が漁業に及

ぼす影響など考えず全機能を発揮して採掘したものと思われ，したがって拘iJllの持つ自然生

産力は全く失われてしまった。

なお精鉱の生産状況は次のとおりである。

浮選総鉱

沈減量島j

亜鉛鉱

トン
310 

1 1 

240 

比選流化鉱

浮選硫化鉱

婦鉄鉱

y
 

・aha-
n
u
n
U

口
u

n
u

広
d

n

U

7

8

0

 

之

主

t

(脳和 39年月産トシ数 J

以上のように，坪)11の水質は上北鉱山の排水によって，生物の棲めないような状態に蹟か

れているわけであり，当水試では数年前から坪JHの水質に注白し，分析を続けてきた。

汚濁水は上流から下統に至る聞に，自治1'1"尉父は支流との合流による稀釈作用を受けて或る

桂度毒性が弱くなるとは云え，主fJliの場合は到底fil口に至るまで生物が桜怠出来る裂に尉似

していない。その後天間ダムの完成によって，水筒がどのように浄化されるのかについては

大きな期待を持っていたわけだあるが，ダム貯水については， 11J:j2日日の調査で pH

3. 6 5 ，F e 1 4. 8 7ft'! / _e ， c u 4 4日曜/ぷと意グトに高い数伎を示していた。
これは強い険性により Fe ， C uの有害防分が沈澱し難しい状態にある為と考えられる。

その後調査点12及び 15で採水した水についての分析値は，表 1のようになっており，各

成分の変動が多いのは，降雨雲によってダムからの吐水が不組員IJに行なわれているものと考

えられる。

とのような状態であるから，ダムω下流から川口近くの調査点15に至るまで特によって
、汚濁水が流れて来る為，魚、の棲息はむずかしい。おそらく小川原品控除らクグイ等が向上して

も，タ・ムからのぼ:7，ト、が多ければ再び舶に下ってしまうだろう。

次に坪川の水質について，その特徴を安約すると次の 5点になる。

イ P瓦が低い。

ロ 鉄を多量に合んでいる。

ハ 制を多量に含んでいる。

これらは何れも魚類にとっては有害で，しかも7)むよ用水質故当主をはるかに越えるもので

ある。(注，水産用水丞君主では次のようになっているo P Hι5-8.5 Fe"I.OPPm  

C u O. 0 1 P P m )とのように汚巣培れた刀‘が流下するに従って，自浄作用合受け，どの

程度まで凪役するかを見ると凶 2のようになる。
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天間ダムTdifの水質

円弓弓1J P 一51E5ー十一血即1 一! FB 時~
γで一ーー一一一一

1 2.1 O' 

20 5.47 ! 6 

28 I 3.93 i 296 2.48 I 
十

1968 1. 1 3 4.32 0.80 
十一一一

20! 4.40 . ! 1 60 0.64 

やる~・1 >;ベ" | ?ょ、 ，i.R・4 ; 1 ト一一一一一一一
1 5 46 1.92 

ト一一一 一一一一
1 2.1 0 5.80 一 0.50 

20 5.9 1 : 6 I 0.6 8 
一一一一一一一一ート一一一一 一一一

1968 1. 1 3 

20 5.98仁 22

表 1

20 

PH 
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呼: )11 水:員 分!.材ん表

表 2の1
( 4 2年9tJ 1 1日}

お帥韓[帥度Ip --;l 
'c Im:t/ぷ係

イi13.8 9.1 1 
1 2.50 

1 : 13.91 1 4.41 i 90 3.2511.200 i 5.91 c 14.91 131~.~ ~ 13.05 
2.631 7.1X102 9.1 1 2 115.31 4.5 110.0凹戸 53.6I R 31 

1 5.1 5 

3 ! 1 5.51 2.68 i 8.4X1日2 4.4 1 7.200 141 9.4 I C 15.1 32 
9.1 1 
1 3.35 

2 I A .， I 1 nA 1 ~ ，， 1 ，... 1'7'" i 1 19.1 1 

511州之92! 2 0 X 102 14.3 1 2.200 11 33.2 1 C 11臼 71?41110 

6114.81 '1 13.091 30X1Q2 14.6 I 1.100 I 94.51 R 116.6126 :~'~.~O 
7115.419.32196.4 玄目。 2.1X104 12.6 i 4 1 I R 116.51 1 I ;.~. ~託工J羽刻。

8115.11 I 13.201 40X102之 458508aYR21114L815 92122 40 

9114.619.55197.016.931 2.2X104 12.6 1 51 1 R 116.31 3114.20(づ拝)

1 0…i川川川1日山5口2[ | 日 8 i 1刊oOX悶10叫2 之口21 1 田 o11 3 4.4 只 悶削o! 6日9i 1日山…5日山0叫0叩)'11 1 115.71 1 ! 3.92 f 1 00 X 10 2 ! 2.9 I 540 j 62.8 i R 1 l 281 (坪)

12116.11 1 ，4.14!10日X102!3.4j 980!108.91 R j18.8162115.40(苅初
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Z 疏量

制Ifの量水標設置場所は上流から天間ダム下流，附田の2点であり，水位，流量を観糊して

いる。

附回天間ダム下流における地和41. 42年の且別，最高，最低，平均，流鐘ならびに水位は

図3-4のとおりである。
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附田観測所，昭和42年
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図 4-.4 

1.5 

水

坪JiIの月別，最高，長イE，平均水位

(和昭 41年J

ダム下訴観測所 / 

一ー一一最高

一一一一最低
一一一平均

位1.0 ///へ~ヘ、/
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2 5 4 5 ι 7 自 ? 10 11 12弓

これによれば，附田，ダム下説観測所ともに 10月.9月， 3月， 4月(r世間は欠副)の水
位，流量が多くなっているが最大流量は鮒臼の嗣和 41年 10月14日におこり， ..... ~ーの時の最

大流量は 35ス2mS/ Sである。

また同年?月 26日の 175.4m"/Sがこれについでおり，いづれも費調によるものであり，

春は融雪によるものである。

3. 釘}i柱状

流程及び流れ方

1/50.0日明闘によると，水原から小川原湖までの全抗程は 4白血で，そのうち20 Kinは

山間部を流れて渓流域を形成し， 2 0 -3  5 Kmまでは中部誠，それより七戸川と合流して何

日までの5Kmが下が識となっている。

坪}IIは標高60 0 mに端を発し水位 1-2  mの小川原糊に注いでいるため，平均勾記は，

1 5/1 00 CIとやや高い数値を示している。

1 _ 5Y.m毎の平均勾配は.1 3 0/1.00口-0.8/1.000 となっている。支がは比較的大きい

ものとして14 Km地点に二戸織/11(疏量約 0.5七/S e 0 ) • 1 7 limlこ小坪JfI(疏量1.5七/

SeO)，31KmIこ中野JiI( O. 5 t / S e C )が入り.3 5 Km地主で七戸川!と合if.iし，それ

より下流は七戸JJiと呼ばれている。

主な支d!Eは図6のとおりであるが，これ以外にも多数の沢水治統れこんでいる。

本来ならばとれらの沢にはイワナ等の冷水位陸封魚が斡息するのであるが今白の訟査では確

認できなかワた。

昭和42年 11月 16. 5 K.Toι減主点に， 1，主総と防災を白的として構築されていた天間ダムが
完成し，貯水を踊始した。

したがってダムより下読の抗誌の減少，貯水中に起る水質ω変化など梢Il全体に対し，大
きな変化をもたらすものと考えている。
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甑 6 支読との合涜状況

し一ーー J 

中
ノ
川

七
戸
川

大坪 JII

坪 }Ii

1 0 IG 

4. 底質

河床は，山間の渓流伝は岩盤の露出している部分が多く，統れの湾出した部分に若者，大石

の散在が見られる程度である。二戸瀬川，小坪111等から 15-20Cffl位の石が運ばれてい.る

ようであるが，河床にそれらが捻積していないところを見ると，流速が大きいため速やかに

下流に運び去られているようである。

中流域は諜~は粗砂となっているが何れも鉱山鉾水の影響を受け，赤褐色に汚染している。

4)考察

水質処理の最終的な目標としては，坪川全体ち魚の務めるような状態まで持って行〈の

が当然だろう。

しかしそれに至るまでの第一段階として，天間ダムを大きな除毒沈殿也と考え，ここに

滋水している間に釘，Aはが沈搬出来るだけの排水処理をすることによって，ダムより下流

特に小:t-y.1Iiとの合誌点より下誌は，冷水性ff-1.類の宝物が可能となるわけである。

叉，ダムの完成により問自が大規模に進むものと予想、されるので，その点からも水質の

巨i復は急務となぞzわけである。

排水処理を完全なものとするためには，今後援々の謁査.-長;~効1必要となろうが，今まで

の調査結果(lZJ3-..長るの 1 • 2 )から徒足すると.P Hを立;治するだけでも相当の効果

を期待出来るものと考えている。
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今年度の調査は，鉱山排水による汚染状況の調査に重点、を置き，全体の状況を把還すること

が出来た。

したがって次年度の目標として次ω点をあげたい。
1. PH，Cu，F臼の5成分が共存するとき，魚に対してどのような議作用をもたらすのか，

このことは今年度飽の稚魚を使用して生物試験も行ったがまだ結占拠を出すまでに至っていない。

また，排水を水道水で椿釈すると沈裁が生じ，その稀釈度が高い程投;激する量も多い。

一夜放置し伐蹴が完成してから鰹の宇佐魚を入れると，今度は Cu， F eが艇に吸収されるのか

濃度が除々に低下し，試験中一定の値を示さない。

したがって濃度zの決定をどの時点に置いたらよいのか疑問の点が多い。この点を解決するた

めに更に飼育試験を続ける必要がある

2. 天j埠ダムに泌水している間iこ， Fe，Cuの沈澱が完成すればダムを利用しての淡水魚の養

殖が可能になるので，このためにはどの程度の排水処起を行ったらよいのか調査を重ねる必要

がある。
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水質汚濁M:i止対策委託詰司査 f八戸沿岸域)

担当者

謂資普及言葉t霊長 終 B! 典

I 調査目的
八戸地区では，工場誘致が盛んに行なわれ僧近海遠洋漁業の根拠地としても自常愛しい発展を

続け，水場高の増加に伴って，各積水産加工が議んになり，さらに製紙製銑肥料等の工場が

誘致されこの工諺場下水と並行して，水産加工排水による水質汚濁が顕著になってきたので，八戸

市を中心とする沿岸域における水質汚濁の現状会把援するために本調査を実施した@

E 調査内容
1. 調資場所 図 1のとおり八戸市第ィ魚市場より三菱製紙八戸工場主で前面海域

2. 調斎期間 昭和42年 10 flより昭和 4 3 年3~

3. 苅杢項目及方法

イ 図1の調査点会設定し，表層と 5m層の採水を行った.

ロ 水質分析は水温， P H，塩素亀酸素墨 σoDとし一般水質分析法に準じて行った。

ハ 探泥は田村式採泥器を使用した。

園調査結果

調査は 10月5日及び5月?日の 2回実施し製紙工場排水fこついては， 3月 18日図2の調査

点について実権した。

1， 海域の水質

この海域は大平洋に面しており，北海道実岸を南下する親潮と，津軽‘海峡から出て太平洋岸

全南下する津軽暖流の復雑な影響金受けている。また新井田}11，馬神川のニつの川が流入し，

特に新井田}l1は水産加工場及び都市排水による汚梁が甚だしいので，海域に与える影響は大2き

い。水質調査は 10月5日及び3月?日の 2回行いその結果は 1-2衰のとおりである.ただ

し3月?日は荒天のため船会使用出来なかったので調斉点に;]iいとこんの防波堤から探水したe

乙の結果から各項目について汚染の状況をみると次のよ弓になる。

イ透明度

沖合の海水が入り込んでいると見られる羽杏点23でさえ 3.4mしかなく，全艇的に2m 

以下であるととはとの海域が非常に濁っていることをT表わしている。

ロ塩素塁

打l水の影響会受けているため阿 5に示すよ弓に，表符ば謝安点2 1 iこ 18係以上が見られ

たほかは調斉点 14， 15， 7， 18， 1 9が低く}11 7}くが張り出していることがわかる。

1 2， 1 3は市営第 1魚市場前で汚染度の高い水域である的海水の流入が容易であるため

か塩素塁は高くなっており， 5 m惇の塩素量は外i海の模索量にi丘く表潟と比べると殆んどifl

水による稀釈会受けていない。
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• .‘ J 

ハ酸素量

一・.. -. .，'、'.
・，;

1 0 jjは調査点12において. 1.6 31f11J/ eと単語端に低い以外は調査点20の3.511f11J/f
がやや低い程度で，との他は異常がない 5m層も調査点 12が4.39勾'/eと低くなってい
るがその他ほ異常がない@

ニ C. O. D 

との水域でCODの高いととろ会見ると図7のように調査点九九 1 2. 1 4. 1 7~; 

目立つでいるa これは新井田川と第 1魚市場からの有機物の汚染によるものt 主な汚染源
はとの二つじよるものと見るととが出来る。

2. 三菱製紙の排水

別紙公害対策補査結果報告書によってもわかるとおり三菱製紙八戸工場からはKp排水と抄

紙排水がそれぞれ沈掛也会経て海面に放水されている。この位置は丁度調査点21の付近で，

5用18日付近海面のr尋吉正念行った結果陪図8及び表 Zのとおりで排水により 50 m沖の点が

汚染の程度が甚だしかった以外. その他の海面は予期した程悪い水質を示してはいなかった@

W考案
この調査は近年汚渇が甚だしいといわれている，

八戸市の港内及び詞面海域の水質を調査したもので汚濁の原因は新井田111が丁度八戸市の大きな

下水の作用金持たされており，これに都市排水工場排水，繋留漁船からの投棄物が流れこむた

ib. c. 0， D. が3-8PPmと非常に高くなっている@
主た新井田111ほ夏季には農業用水仁も利用さ九水野清端に減るため汚局の程度ば更ビ甚だしく

〈なるものと予想される。

との他事 1魚場の汚蜘2草寺干見ら九三菱製紙の排水は，に O. Dが80-12 0 P P mと高

b、健全示しており，水量も毎秒約1トYが放出されているので附近海面に与える影響は今後の調

査4こ挨たなければならないe
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図 1

八戸沿岸水質調奄点
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表1. 八戸沿岸域水質調査表

'r-" 
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図2

三菱製紙前面海域の調査点
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表 3. 三菱製紙前面海域の水質 ( 1 9 6 8. 3. 1 8 ) 

5.0忙1-弓子」 震を素量寝素電 IC 0 D i s S 
1時/eI % rr i PPm 98711755 0.4 

、

5.0 8.20 9.92 1号.54
一{

1 8.6 2 

1 7.60 

1 8.60 

1.1 0.3 

7 -0 

8 -0 0.1 

9 ".. 3 4.8 71:;;7下4
0.4 0.1 9 -0 
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図5 等深線図
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図5 均素霞の水平介布 1 0月5日 表層
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関& 塩素景の水平分布 1 0耳5日 5mJ道
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関7 C， 0， Dの水平分布. 1 0月5日表層
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公 害 対 策 謝 査

(三菱製紙排水の TL mについて)

6，\~変普及環 j実長 嶋接 鹿

I 調査目的
八胃市北浜地区に建設された三菱製紙(株)八戸工場では， 188-9万ト yに及ぶパノレプ排

水，抄紙排水を前面海域に排出している。との排水ば色々の有機物全含んでいるために 0， D 

が高しまた塩化リグニンのため鴇色合している。その他時黄化合物による臭気も強しとれら

の成分が魚に対して複雑に作用し悪影響会与えているので，との毒性の理度を把樫するため本調

奈を行った.

E 調査内容
1.調査場所 三菱製紙八戸工場前沖

2. 調脊期間昭和 42年 10月_12 JJ 

3. ミ環査項目及方法

イ TLmの測定

測定法はJ工S-K-0102に依った.即ちガラス水槽を用い排水を順次稀釈して各糧

渡度の供試液を作りコイ稚魚を収容した。水猫は各滑に漏度~~j節言語を取りつけ， 2 0宇土 1<>

01こ譜節した。測定は 48_7 2時i習とし，同時に 0， 0， D， PH~測定した。 0 ， 0， 

Dは過マンガン竣加型によるアノレカリ性酸化法:， PHはガラス電極PHメーターによる。

ロ 使用排水は沈波池金銭て，海に放流されるi直前において環水し. 1 0 ¥.1:ポリイデレジ瓶に詰

詰めて運般した。

E 調査結果

回目

採水年周目 沼和42年 10月10臼

試験開始 昭和 42年 1日月 11日午拘 10時

原 排 水 0， 0， D 82PPm P H 6， 8 

コイ稚魚の大きさ 4内-5 cm 

水槽1個当り収容尾数 1 0尾

持t 水 f漫「を 7 5 qjも 6 0 % 4 5循 3 0 % 対照

飼育締始前JO. 0， D 60 4 5 30 2 5 。
争 。 PH  6，8 6.8 もーι 6.8 6.8 

2 4時間後生残数 1 0 1 0 10 1 0 1 0 

4 8 。 。 1 0 1 0 1 0 1 0 1 [) 

7 2 。 。 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 
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2 2 回 目

採 オく年月 日 唱和42年 12月26日

3式 験 開 始 昭和 42年 12J.J28日午前 10時

!京 排 * C， 0， D 
120Prm P H 6. 0 

コイ稚業の大きき 4角-5α司

水槽 1i甥当り収容尾数 1 0尾

排水漫Ifl 100%  8 0係 70%  60場; 対照
飼育開始前 P 立

土1
6.6 6.6 6.6 

70 。 C， 0， D 120 i 100 80 。
1 2待閣後生残数 8 1 1 0 1 0 1 0 1 0 
ー一

2 4 争 4 1 0 8 1 0 10 
一一一一 ー一一，
3 6 イシ 。 5 5 1 0 1 0 
一一一
4 8 。 日 。 。 4 1 0 

1-ー

W考案
1回目の式検は全部の椎魚が生き残ったため， T L mの測定は矢敗に終り， 2回目は稀釈倍率

を少く・し高換度の供試液で明IJ定した結呆 4 8時間の TLmは排水漫度で60%以下， C， 0， 

Dで70 PP  m以下にあるととがわかった。との結果からダードロフの方法により，凡そのTL 

m会求めると排水J農[:'lで 50%， C， 0， Dで 50P P mとなる.この工場の排水は，上記のよ

弓に日によってに 0， Dが異っており，したがって魚、矯に対する毒性も区々の結果が市てくる。

一般に魚類に対する安全設度は 48時間TLmの 1/10 とされているので，この排水の場合号

係在妻名即ち20 f音稀釈がその1袋界と見てよいだろ弓。またC， 0， Dで見ると原排水が80-

120Ppmであるから平均10 0 P P mとすると 5ppmが般界となる。

なお，今回生物試験全行弓過程において，パルプ排水の毒性は魚、に対して初めのうちは徐々に， 、F
W時4・

ヘ
¥
¥

¥、¥¥、

、
¥
¥

…ぐ、
M
l

一
一
¥
¥

%マ
X

!j) 

パlレプ排水

と北鉱山排水

24 36 
時間

-"'-・明ーーー-ーーー一一ー-'-
48 60 12 72 
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後になって急滋に来るように恩われた。即ち次~1)よ弓に原排水のままの堺合 (100%) は初

めの 12時間で死ねのは 2尾だけであった杭その後 14時間で全部が死l二主た 80婦の場合

初めの 24時閣は姥死魚がなく次の 24時閣で全部が鰭死した。

このよ弓にパJレプ排水の毒性は.鉱山排水などの無機の毒物による影響とは大介性質を異にする

ようである@
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